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新 古今 和歌 集 は 私が 年少の 頃に 親炙した 古典の 一 つで、 言 はば 初 

戀 人で ある。 五十 歲の 今日に 於いても その 蠱惑的な 美し さ を 忘れ 得 

な い。 

大正に 入って から、 歌壇 は擧 つて 萬 葉 集 を 偏重し、 他の 時代の 作 

物を不 當に輕 侮す る やうに なった。 それに 對 して 私 は 義憤の 念を禁 

じ 得なかった。 大正 十一 年頃から 最近に 至る ま で 新 古今 集 の爲 めに 

辯す る 愚 文 を 折に ふれて は專 門の 諳雜 誌に 發 表した のであった が、 

それらを^；^！-めたのが此の小著述でぁる。 

昭和の 歌壇 は 漸くに して 新 古今 集への 關心を 持つ に 至った。 私 は 

此の 現象 を 微笑しつつ 眺めて ゐ る。 

1  . 


二 

私 は 歌の 作者であって 學 徒で 無い。 書中の 考證に は 不備の 點がぁ 

るで あらう。 乍 併、 鎌 倉 初期の 文學を 如何に 觀 察し、 批判し、 玩味 

すべき かに 就いては、 私の 力 を 打 傾けて 書いた つもりで ある。 

昭和 七 年 五月 

川 田 
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第一 篇 新 古今 和歌 集の 鑑賞 


萬 紫に あら ざれば 赏朝、 實朝 にあら ざれば 良竄。 斯うした 歌壇 近來の 傾， N は、 十：： 典 

文 Si の硏究 と鑑赏 と を 非常に 偏頗なら しめた。 偏頗な 研究 は學 徒と して 罪！ 排他的 

の？〕： 小拜 は作老 にと つて 有番 である。 

私 は 年少の 頃から 新 古今 和歌 に 親しみ を 持って ゐ た因緣 上、 これから. s 分の 作耿 

の 余暇 を 捧げて、 此の 一 勅撰集の 爲め辯 護の 筆陣 を 張らう と 決心した。 

元 久の軌 撰 や 其の 常時の 詣 歌人に 關 して は、 先 づ鎌會 時代の 抄物、 髓腦 物の 類に 

いろ. S ろと 害いて は ある けれども、 後鳥羽院 口 傅 を 殆ど 唯 一 の 例外と して、 その他の 

所 說は皆 採る に 足らない。 それ は無條 件の 崇拜か 若しくは 不徹底の 感想 漫談に 過ぎぬ 

からで ある。  _ 


二 

德川 時代、 元祿 の國學 復興 以後に は 勿論 種々 の ものが 出た けれども、 一 言に して 盡 

ぐせば、 これ 等 も 亦 批判と して は槪念 的で あるのと、 觀方ゃ 褒め 方が 皆紋切 型で ある 

のとで 物 足らぬ。 此の 時代の 國學者 や 歌人 等が 新 古今 集に 對 して 行った 批評 は、 非難 

する 方に 在って は 「華に 過ぎて 實 少し」 と 言った だけで ある。 讃美す る 方の 側に 在つ 

て は、 例へば 國歌八 論の 荷 田 在 満は單 に 褒めちぎつ ただけ である。 美 濃の 家 苞の本 居 

宣長 は、 集. * の 各 首に 對 して 「めでたし /詞 めでたし 」 と 何の 役に も 立たぬ 言 をぐ り 

かへ した だけで ある。 尾 張の 家 苞の石 原 正 明 だけ は その 著書の 序文に 於いて 相 當の見 

識を 述べて ゐ る。 「新 古今 集の 頃 の 歌 は、 一 首の 口調 を めでたぐ 整 ふる 事 を 本意と し 

て、 詞の 上に 心を殘 して 餘韻を 深ぐ こめ、 一首の 續け さま 幽玄に して、 あら はに 淺ま 

なる 所な く、 情 を 深う し、 語勢 をいた は hN、 たけ 高ぐ も、 しめ やかに も、 强ぐ も、 や 

はら かに、 百般の 姿 あり。 唯し ほし ほく だぐ だとす る を 嫌 ひて、 詩人の 所謂 雄偉 流暢 

豪壯 新奇と いふ 調べ を 常に は 思 ひため り。 かの 新奇なる 余， 9 に、 濃 やかに 狸 を 言 はば、 


少し 如何に どやと 思 はるる ふし 無き にし も あらね ど、 それ はた 瑕 ありと も 玉と ならむ 

事 を 願 ひて、 全き1^^を思はざ^'し物な，50」とぁるは槪評として極めて適切、 要領 を 得 

てゐる 0 

明治 以降で は 鹽井雨 江の 新 古今 和歌 奥 詳解 を讀 まねば ならぬ。 その 「總 論」 は 懇切 

である、 たと ひ创意 に 乏しと する も。 又、 その 一 首 一 首の 批評 中に 倾聽 すべき 言が あ 

る。 津田 左右. fH 氏の 我が 國民出 心 想の 研究と 題す る 著述 中に も 新 古今 に對 する 概評が 

ある。 渾 W 氏 は 歌 學の專 門 家で は 無 けれども、 その 史的 觀察は 確かで ある。 此の 時代 

の 和歌の 特色 は 技巧 本位で ある 事 を調强 して ゐる點 は 「華に過ぎて|3^少し 」 と 大同 小 

異 である けれども、 「歌の 風情に 着眼した の は 面白い」 と 言 ひ、 或は 「なる ベぐ 孔ハ 象 的 

に觀 相ら しぐ いひ 表 はさう とする 傾向が すべ てに 見- ^ る」 と 述べ て わるの は 大に領 か 

れ る。 佐々 木 信 綱 先生の 和歌 百 話中に も、 新 古今 集に 關 する 卓見 を 一 ニ發 見す る。 そ 

の 「和歌 槪說」 の牽に 「藝 術的發 達の 極致と して、 和歌に 於け る 象徵的 作風 は、 新 古 


四 

今 集に その 發達を 見た 事で ある。」 と說 かれて ゐ る。 俊 成定家 等の 象徵的 手法 を 見出： U 

したの は 蓋し 先生が 最初で ある。 又 その 「八 代 集 解說」 の 車中に 「殊に 千載 新 古今の 

時代 は、 平家 滅亡 源氏 勃與 の兵亂 時代で ある。 觀來れ ば 散文 は 文明の 盛 熟 期に 盛んで 

あって、 詩歌 は 文明の 變 動的 機運に 乘 じて 榮 える の 傾 ありと 言 ふ べきで あらう か。」 と 

言 はれた の は、 亂 世の 時代相と 新 古今 築と を 不可分に 觀 察する 私に 取って は、 格別 意 

味 深いお 言葉で ある。 

要するに、 鎌 倉以來 の諸說 中には 採る 可き もの も相當 ある けれども、 その 多 數のも 

の は ややもすれば 槪念 的で ある 事、 譽 める にも 譏る にも 熱情の 乏しい 事、 時代の 背景 

を 深ぐ 考 へての 上の 批評が 少ぃ 事、 各 歌人に 就いて その 生活 や 態度 を 考察して ゐな. S 

事 等の 不満足が ある。 先づ この 位の 事 を腦 裏に 入れて おいて、 私の 管 見 を 述べて 行か 

，フと SS ふ a  (大 IJ- 十一 年  一一 15 


新 古今 歌人の 作歌 態度 

俊 成、 定家、 家隆、 良經 等の 和歌が 如何なる 態度で 制作せられ たかに 就いて、 その 

あらまし を 述べようと 思 ふ。 ことわって 置ぐ が 彼等の 自然 觀は 別個の 問題と する 0 言 

ひ換 へれば、 彼等が 如何に 作つ たかを 考察す るので あって、 如何に 觀 たかを 論究す る 

ので はない。 

彼等 はいつ も 構へ て 詠んだ。 歌 を 作る とい ふ 事の、 或はお のれが 歌人で あると いふ 

事の、 强ぃ 自意識の 下に 制作した。 偶然の 興味 や 天籟の 靈感に 因ってお のづ から 漫吟 

するとい ふやうな 事 は 殆んど 無かった ので ある 0 彼等 は 左様な 當 てに ならぬ ものに 信 

賴 して は ゐ なかった。 彼等 はみ づ から を 固く 把握して ゐ たので ある。 俊 成 父子が 住士 rt 

明 神に 祈願した とい ふ徹 書記 物語の 記述 も、 畢竟 は 自覺の 極の 他力に 外なら ない。 或 

五 
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は宫內 卿の 如ぐ 一 首の 歌に 命を赌 けた 者 さ へ ある。 

つまり 彼等の 和歌 はいつ も藝術 家の 態度 を以 つて 制作せられ たので ある。 ざつぐ ば 

らん は 彼等の 最も 忌み嫌 ふ處 である。 义 歌は餘 技な りと か 生活 あっての 藝術 なりと か 

いふ やうな 氣 取った 事 を 口にしつつ 拙惡 極まる 歌 を 臆面 も 無ぐ 吐き 散らす 處の 後世の 

非 歌人 や 和學者 流の 態度 は、 彼等に 於いて 夢想 だ もしなかった ので ある。 彼等 は 至極 

一 途な 正直者であった。 

彼等の 作歌 は自覺 的から 専門的に、 更に 突き詰められて は 世襲 的に さへ 成って 行つ 

た。 一首の 歌 を 工夫す るに 就いても、 研磨 彫琢と いふ 位の 言葉で は 形容し きれない 程 

に 苦心 慘儋、 佶 倨經營 する。 秀歌が 出來 たと 言って は悅び 凝. o、 思 ふやう に 詠めぬ 時 

に はお のれの 力 を 疑 ひ 失望の 叫び を 放つ C 嫉 拓排擗 の暗鬪 さへ 行 はれた 事は定 家の 明 

月 記な どから も 推定 出來 るので ある 0 

和歌の 浦 や 沖 つ 潮 合に 浮び い づる あはれ 吾が 


身の 寄る ベ 知らせよ (家 隆) 

敷 島の 道に 吾が 名 はたつ の巿 やい さまた 知ら 

ぬ 大和 言の葉 (定 家) 

浙 うして、 他の 一 切に 無氣 力であった 平安朝 末期の 貴族 等が、 三十 一 文字の 中に 彼 

等の 生命 を 投げ込み、 憂身 を やつし、 そこに 現 當の諸 願 を 掛け 盡 したので あった。 彼 

等の 作品が 京洛の 長閑 やかな 花鳥風月 裏に 長閑 やかに 制作され たものと 思ったら 大間 

違 ひで ある。 世相の 變轉 極まり無ぐ、 わけて 貴族の 榮 華の 凋落し 行ぐ 時、 和歌 所と い 

ふ 織 殿の 庇 かげに 閣ぢ 籠った 彼等の 多く は、 右の やうな 內的苦 患を續 けながら、 狗爛 

無比の 錦總を 傍目 も ふらす に 織り出して 行った ので ある。 私が 新 古今 時代の 歌人に 深 

い 同 Is を 持ち 興味 を感 する の は、 主として 此の 點に 外なら ない。 
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八 

集中の 萬 葉 歌に 就いて 

新 古今 和歌 棠に眼 を さらして 行って 處々 人 麿 や 赤 人な どの 萬 葉 歌に 出會 すると、 上 

米の 飯の 焚きた て を 食べ て 石に 嚙み當 てた やうな、 錦繡を まき 返して 行って E つ. i ざる 

に 粗布の つぎあて を 見出した やうな 感じが する ので ある。 腹が立って 泣き 度ぐ もなる 

ので ある。 斯う 言った とこる で 入 麿 赤 人な どの 歌の 絕對價 値が 石 や 粗布に 等し S と 申 

すので は 勿論 無い。 定 家家 隆 式子內 親王 宫內卿 達の 歷々 が 衣冠 束帶 玉の 沓、 十二 g 取で 

居 流れた 新 古今 御殿の ただ 中に、 四 世紀 前の 萬 葉 人 等が 天眞 流露の 浴衣が けで、 毛脛 

を ひき 出して 割込んで は、 如何にも 御殿の 筌氣 を險惡 にす る 事で はない か。 この 不調 

和の 不快 成に 於いて、 相對傻 値の 關 係に 於いて、 私 は 集中の 莴葉歌 二十 餘首を 悉く 抹 

殺し 去り 度い と 希求す るので ある。 撰 猿に せよ、 家 猿に せよ、 雰圑 氣の統 一 を 欲し 皮 


いから。 

古今 は その 序に 「莴 葉壤に 入らぬ 古き 歌 云々」 と ある 通り、 ん麼赤 人 等の 名前 を 

見せて ゐ ないから、 全體 の雰圍 氣が亂 されない ので 非常に 請み 心地が よい。 讀人 不知 

の 歌の 中に 一 S 葉 人の 作と 推定 出來る ものが 少し は あるが、 目 ざ は.^ になる 程で はない。 

後 撰维に 就いても 凡そ 同じ 事が 言へ ようと 思 ふ。 拾遺 集になる と、 人 磨 はじめ 萬 葉ん 

の 作 を かなり 多く 探錄 し、 しかも それ 等が よりもよ つ て 二等 品 义は廣 造 品の 程度の も 

のば か. 9だ からた まらない。 撰者 公任の 識見の 程 も 疑 はれる。 後 拾遺、 金 葉、 詞花、 

千載の§:^^は幸にも皆古今集の例に倣って莴葉人の援兵を謝絕してゐる。 然るに 我が 

新 古今 に 到って 不見識な 拾遺 の蹤を 追った の は 何故で あらう。 

抑 も 定家等 新 古今 集の 撰者 は 如何の 必要あって、 如何なる 標準 を、 以 つて、 如何なる 

撰^！？良心に於ぃて莴葉人の作を採錄したのでぁるか。 我よ.^ 古 をな す 主義の、 自信 力 

の 强ぃ定 家 等が 何の 物好きで 這 種の 道 樂を敢 へて したので あるか 。私 は その 動機 を 追 
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窮 して 見 度い 氣持 になった。 動機 はいろ に 臆測 出 來る。 

( 一 ) 集の 序に 「昔 今時 を 別た す、 髙き賤 しき 人 を 嫌 はす、 目に 見えぬ 神佛 のことの 

はも、 烏羽玉の 夢に 傳 へたる まで、 廣ぐ もとめ、 普く 集めし む」 と ある 精神に よって、 

平安朝 以前 奈良 朝の ものまで も 漁， 5 盡し、 大歌 集た るの 形式 を 整へ ようとした ので あ 

るか。 これなら 極めて 平凡な 動機で ある。 

(二) 定家は 元 來萬葉 を 崇拜 し、 爲 めに 撰 集の 機會を 利用して 人 麿 赤 入 等に 敬意 を 表 

したので あるか。 これ は 現代の 人々 から 喜ばれ さうな 動機で ある けれども、 私 はこれ 

を！ 定 する。 あいにくと 定家は それ 程までに 萬 葉 を崇拜 して はゐ なかった。 それ は苟 

も 歌人の 身と して、 萬 葉 を 一 通り (傳統 的の 心 持で) 尊敬し ない 者 は古來 一 人 も 無 か 

つたで あらう。 新 古今 時代に も 人 磨 影 供が 行 はれて ゐ る。 佐 佐 木 信 綱 先生の 「和歌 百 

話」 によれば、 後 京 極 攝政良 經は實 朝と 同じぐ 莴葉维 の崇拜 家で あつたと ある。 定家 

も 無論 一 通り は 萬 葉 を崇ん だで あらう が、 それ は 決して 深い 信仰で は 無かった C この 


事 は、 彼れ の 作品が 萬 葉の 感化 を 殆んど 被って ゐな いので も わかる。 1^ 彼れ の 歌論と 

して 信 せらる る 詠歌 大槪、 近代 秀歌 等の 著述の 中に も 殊更に 萬 葉 をせ- A 敬し 推賞して ゐ 

るふし は 見えない。 彼が 實 朝に 莴葉 i^i^ を 贈呈した 一 事實 だけで は 未だ、 以 つて 彼 を 萬 葉 

黨と斷 せし むる に は 足りない。 私の 觀る ところでは 定家 は大の 業平黨 であった。 新 古 

今 奥 中に 伊勢 物語の 歌 を採錄 する こと 枚 擧に遑 ない 程で ある。 叉定 家の 天福 本 (伊勢 

物語 を 校正 奧書 せる もの) と S ふの が ある 位で ある。 古今 紫 や 源氏物語 も 亦 彼に 取つ 

て は离葉 奥よ. 5 は遙 かに 親しい ものであった らしい。 古今 奥に 就いては 顯註密 勘が あ 

り、 源氏物語に 就いては 定家本 (靑 表紙) が ある。 彼 は 到底 萬葉黨 では 無かった。 

(三) 誇學 的の 氣 分に 成って うっかりと 萬 葉 歌 を 取 入れて しまつ た ので は 無から う 

か。 「世 は 末世に 及ぶ とい へど も 麻 呂等莴 葉 通な ほ控へ たり」 といった やうな 自意識が 

博 學な定 家に ゎづら ひしなかった と は 何人 か斷 言し 得よう。 

(^) それとも、 萬 葉 歌に 遠慮 無ぐ 斧鉞 を 加 へ て 後世に 威 を 示さう としたの でも あら 
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うか。 新 古今 猿の 撰者 等 は無鐡 砲に、 横暴に、 否む しろ 痛快な 位に 萬 葉 歌 を 添 刪して 

るる C 人 麿 赤 人 等 を 遇する こと 昨日 弟子入りした 鼻 垂れ 小 僭 を視る 如き 始末で ある 0 

風 ませに 雪 はふりつつ しかす がに 霞た なびき 

春は來 にけ り 

岩 そそぐ たる ひの 上の 早 蕨の もえ いづ る 春に 

なむに ける かな 

いざ こども はや 日の 本 へ 大 伴の みつの 濱松ま 

ち戀ひ ぬらむ 

ここに ありて 筑紫ゃ いづ こ 白雲の たなびぐ 山 

の 西に あるら し 

これ 等 はま だ 比較的 優遇され てゐる 方の 歌で ある。 

田 子の 浦に うち 出で て 見れば 白妙の ふじの 高 


根に 雪 はふり つ つ 

<1 厶  <1 厶厶 <5  厶  ， 

久方の fk にし をる る 君 ゆ ゑに 月日 も 知らで 纖 

厶  <1 厶" ；！ 厶 

ひわた るら む 

ここに 到る とお i?-. も甚 しい。 むしろ 人權； t 躪 である。 地下の 莴葉入 等の 呆れた 颜が見 

ぉ乂 い。 剛情な 入 磨 は 切齒扼 腕し、 內氣な 赤 人 はさ めざめと 涕 泣して わる。 さう してお 

家 は朱簞 をく はへ ながら 泰然と してみ づ からの 顿を 撫でて 御座る。 これ は定 家が 俊學 

で 萬 紫 狼 を 本 當に讀 み 得なかった 結果で あると する の は 下 凡の 俗論に 過ぎない 0 何 ぼ 

う 代 K 記 や 古義の 出現せ ざ， 5 し： 時と S へど も、 辩 様に 明瞭な 皮肉な 讀み 間違 ひ は 出 

來な いので ある。 言 ふ 迄 もな ぐ これ は定 家が おのれの 時代の 趣味に 投八 n せしめる 爲め 

か、 义は新 古今 獲の 閣 氣の統 一 を 出來る だけ 亂 すまいと 努力した 結 el- の 改作た るに 

相違ない ので ある。 以舊歌 爲師染 心 古風 習詞於 先達 (詠歌 大槪) とか 何とか 神妙な 

を：： にこ そして ゐる けれども、 定 家の 肚裹 はそんな 甘い もので は 無い。 道に 常る 者が 
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あれば 莴葉人 だら うが 何 だら うが 撥ね飛ばして 行ぐ。 尤も この 莴葉歌 添删に 於いて は 

一人の 先輩が 有る 事 を 見落して はならない。 それ は 前述の 公任で ある。 彼が 拾遺 集に 

採錄 した 人 麿の 歌の 中に 

お ふの 海に 船乘 すらむ 我 妹 子が あか もの 裾に 

潮満 つらむ か 

飛鳥 川し がらみ 渡しせ かませば 流る る 水 も 長 

閑から まし 

k 引の 山鳥の 尾の しだり 尾の ながながし 夜 を 

ひと， 9 かもね ひ 

その他に も改惡 の 例が 幾らでも あ， り、 殊に 吉野 の宮に 奉る 歌 (長歌) に 到って は殆ん 

ど 原形 を存 しない 程に 加筆の 暴威 を 振って ゐる。 公任 は 此の 點に 於いて 定 家に 一定 を か 

けた 先輩で ある。 


以上い ろ. ― 臆測した 励 機のう ち 果して どれが 當 つて ゐるだ 、らう か。 假，. ^に (^) 

が當 つて ゐる とすれば、 大分お もしろ い。 それ はと も かぐ、 新 古今 染の 二十 餘 首の 萬 

薬 歌 は、 どう 見ても 目 ざ はりで たまらな いので ある。 (大 K±l*ll 月 5 

述懐の 歌 

愛に 述懷の 歌と いふ は 花鳥風月の 諷 詠で 無くって、 作者の 或る 感慨 を 主観的に 發表 

した 穩麵の もの を 指す ので ある。 もう 少し 詳しぐ 述べれば、 四季 驟旅戀 愛 以外の 作で、 

作者の 內觀 乃至 封 世間 觀を 直接に 言 ひ あら はした 歌 をい ふので ある。 新 古今 時代の 歌 

人に は 欺う した 述懐の 歌が 甚だ 多ぐ、 それ 等 を 分類し 綜合して 視 ると、 此の 時代の 人 

t 还が 世間 及び 自己に 就いて 如何なる 事 を 思念して ねた かが 分明に なり、 從 つて 义 《w 時 

の 世^が 腿氣 ならす 浮かんで 來 る。 それで 此の 種 額の 歌 は 新 古今 研究者た る 私に 對し 


一六 

て は 格別の 典 味 を 咬ろ ので ある。 

新 古今 築 そのもの のみなら や 汎ぐ當 年の 主要 作家の 家せ など を も つて、 私 は 述懐 

の 歌に およそ 八 種 ある 事 を 見出した。 

その 一 は 過去 追慕の 歌で ある 。華やかな. y しにつ け 憂 かりし につけ 彼等に 取って 『昨 

日』 ほど 戀し いもの は 無かった ので ある。 

その 二 は 頹齡を 嘆く 歌で ある。 唐の 劉廷 芝が 代悲 白頭翁の 詩と おなじ 心 持は爱 にも 

繰り返し 繰り返し 歌 はれて ゐる。 

その 三 は 萬 法の 流 轉を觀 する 歌であって、 西 行慈鎭 等の 僧侶 はいふ 迄 もな/、、 定家 

家隆 その他 いづれ の 作家に も 諸行無常の 思想 を 歌 はざる 者 は 一 人 も 無い と 言 つ てよ 

い 。『今日は、 よいお 天氣 で』 とい ふ 我等の 挨 接の 如く 平凡に 彼等 は 『浮世の はかな さ』 

を 歌って ゐる。 

その 四 は 婆 婆 厭離の 歌、 遁世の 歌で ある。 聚洛を 捨て、 深山に 入る の 歌、 所謂 やま 


ざとの 歌で ある o 

その 五 は、 さて 山里の 柴の 庵に 浮世 を 厭 ひながら も、 とら すれば その 寂寥に 堪へか 

ねて 俗界の 音 づ れを戀 ひわび る 歌で ある。 深山から 聚洛 への 愛 著で ある。 此の 穩の歌 

は W 行な どに 殊に 多い。 

その 六 は 不遇 を かこち 官位の 卑き を訴 ふる 歌で ある。 かって 唐宋八 大家の 文章 を讀 

まされた 時分、 韓返 之蘇老 等の 名文と 稱 する ものに 薦聞 抽擢を 哀願し 或は 露骨 又は 

婉曲に 自己 描 一ぬ をして ゐる など 心事の 陋 とすべき 內容の もの 、多い の を 見て うんざり 

したので あつたが、 その 低劣な 內容を 極めて 立派な 文字に 捏ね 上げて ゐる 腕前に も 驚 

かされた のであった。 それで、 藝術は 內容で 無くって 表現で は 無から うかと いふ 私の 

心の奥底の 信念 を 惠© された 心 持が しないでも 無かった。 今、 新 古今 時代の 述懷の 歌 

を檢 討す るに 類似の 成が して 來る。 

渾に生 ふる 若菜なら ね どい たづら に 年 をつ む 

1 七 
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にも 袖 は 濡れけ (俊 成) 

春 を へ てみ ゆきになる る 花の 蔭 ふ. 9  § ぐ 身 を 

ば 哀れと や 思 ふ (定 家) 

春の 雨の あまね き 御代 を賴 むかな 霜に 枯れに 

し 草葉 もらすな (有 家) 

春 日 山 みやこの 南し かど 思 ふ 北の 藤浪 春に あ 

へと は (良 經) 

君が代に あへ るば か. 0 の 道 は あれ ど 身 をば 賴 

ます ゆぐ すゑの {4- (雅經 ) 

これ 等の 歌 を 誦して ねる と、 煩^な 內容 論に 立ち入る 前に その美の 魅力 を慼 せす に 

は ゐられ なぐなる。 定 家の 明月 記 を 通覧した 人 はすぐ に氣の 付ぐ 事 だが、 歳末 年始の 

條には 必ゃ除 目に 關 する 詳細の 記錄が あるの みなら や、 その他の 條 にも 自己の 官位の 


不足に 對 する 泣 言が 韓退之 そつく. y の 心理 狀 態で 屢々 ぐり かへ されて ゐる o 平安^ 末 

期の 無赏 力な 族 階級に 取って は 何よりも 此の 形式 上の 出世が 彼等の 野心 を 占有す る 

最大の 問題であった に 相違ない。 して 見る と 此の 種の 述懷の 歌を强 ちに 內容 {4i 疎と^ 

し 去る わけに 行かなくなる。 何と なれば、 それ は 現代の 常 棻 語を惜 りて 言へば 生活の 

最も 偽らざる 告白な の だから 0 えら さうな 事 を ほざぐ 現代人 だって、 肩番と 月給との 

問題な ので はない か。 私が 前揭の 美しい 述懐の 歌に 共鳴した からと て 何の 不思議で も 

なぐ 時代錯誤 でもない。 その 七 は 歌人と しての 自覺の 歌で ある。 

和歌の 浦 や 沖つ 潮 合に 浮び 出づ る あはれ わが 

身の よるべ 知らせよ (家 隆) 

たらち ねの 反ば す 遠き 跡す ぎて 道 をき はむ る 

和歌の うら 入 (定 家) 

歌人た る 事 をみ づか "i.- 卑しん， たり 又は 歌を餘 技と して 考へ る 事は當 時の 作家 達の 夢 
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にも 知らなかった ところで ある。 歌人た る 事に 無上の 光榮を 感じ 秀歌の 詠 出 を 人生の 

意義な るかの 如ぐ 信じつ 、彼等 は 斯道に 經 營慘擔 したの であった。 神と 佛と 和歌と い 

づれが 至高の ものなる か を 彼等 は 思 ひ 定め 得なかった。 まことに 敷 島の 道 は 彼等に 取 

つて 儼然たる 一宗 敎を 形成して ゐ たかの 觀が ある。 其處に 此の 時代の 特色と 生命と が 

存 する 事を兒 逃して はならぬ。 儒敎が 思想の 基調と 成った 後世の 我が 國に はこの 藝術 

至上の 麗髓の 匂 ひ は 全く 地を拂 つたと 言って よい。 

その 八 は 纂奪者 北 條氏を s= -咀し 給 ふ 太 上 天皇の 御述懷 である。 

奥山のお どろが 下 も ふみわけて 道 ある 世 どと 

人に 知らせむ 

ながめば や 神路の 山に 雲 消えて ゆ ふ ベ の 空 を 

いでむ 月影 

以上 八 種の 述懐の 歌 を 綜合して 觀 察する と 其處に 時代の 色彩が 分明に 浮 かんで 來 


る。 さう して 其の 世相 を 背景に 置いて 述懐 以外の 四季 ゃ戀 愛の 歌 を 玩味す るなら ば、 

悲哀な 美し さ を しみじみ 感受し 得る であらう。 (，： へ？  一  I 年. Hl"s 

漢詩の 影 響 

和歌に 對 する 漢文 學の 影響 は 憶 良 旅人 等が 萬 葉の 昔からの 事で ある。 人 0: 赤 人 等の 

長歌の 形式が 四 六 驟騮體 の 模倣から 發 達した ものなる 事 は 疑を容 れる餘 地が 無い。 白 

氏 文^と 我が 王朝 文舉 との 交 涉は事 新ら しぐ 云々 する 迄 も 無から う。 

新 古今 時代の 和歌と 漢詩との 關係も 形式 內容兩 面から 觀て かなり 密接な ものが あ 

る。 彼の 幽玄と か 有心と かいふ 観念に 漢文 學 臭味の 多分に 存 する 事 は 何人も 拒み 得な 

いで あらう。 石！^ 正 明の 『； ij- 張の 家づ と』 に 『新 古今 奥の 頃の 歌 は 一 首の 口調 をめ で 

たぐと との ふる 事 を 本意と して、 詞の 上に 心を殘 して 餘韻を 深ぐ 籠め、 一首の つづけ 
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さま 幽玄に して、 あら はに 淺 まなる 所な く、 情 を 深う し、 語勢 をいた はり、 たけ 商ぐ 

も、 しめ やかに も、 强ぐ も、 や はら かに も、 百般の 姿 あり。 唯し ほ. （ ぐ だぐ とす 

る を 嫌 ひて 詩人の いは ゆる 雄偉 流暢 豪壯 新奇と いふ しらべ を 常に は 思 ひため り』 と 論 

じて， Q るの もお のづ から 這般の 消息 を 物語って ゐる 0 津田左 右吉 氏の 言 を そのまま 借 

りれば、 俊 成 は 常に 漢詩 を耽讀 し、 歌合の 判に も街學 的と 見える まで 屬々 それ を 引用 

して、 詩の 風情に 似通った のを讃 めて ゐる。 定家も 歌 をよ まむ とする 時には 先 づ白樂 

天の 詩の 句な どを吟 じたと いふ。 まことに 多藝 多才の 彼 は 漢詩 を 作る ことに も 亦 堪能 

であって、 明月 記の 中に をり ぐ 出て 來る絕 句に は 吟誦に 値する ものが 少 ぐない。 當 

時 は又內 裏に 於いて 詩歌 合の 催が 廣々 行 はれ、 月 卿 雲 客の 中に 作詩 を專 門と する 一 か 

どの 人々 が 七 八 人はゐ たやう である。 奈良 朝の 古から 當 時に 至る まで、 國文學 は 常に 

漢文 學 からの 刺戟と 影響と を 被り つ つ 進 步し變 化し 來 つたので あった。 

新 古今 時代の 和歌で、 先づ、 漢詩の 直 譯に屬 する もの VJ 三つ 四つ 例示して 見よう。 


北 3 おも ふ 草の 庵の よるの 雨に 淚なそ へ そ 山 ほ 

と、 ぎす (俊 成) 

樓 のうへ の 秋の 望み は 月の ほど 春 は 千里の 日 

ぐらし の そら (定 家) 

蘭 省の 花のに しきの 面影に いほり かなしき 秋 

の 夜の 雨 (おなじく) 

釣 月のう かぶ 浪路に 月 老いて 人と 秋との わか 

れをど 思 ふ (おなじぐ) 

それ 力ら 

山お ろしに 鹿の 昔た かぐき こ ゆなり をの へ の 

月に さ 夜 や ふけぬ る (入道 左大臣) 

は； ^虎一！^ 山 月 高の 和 譯に違 ひなく、 

二三 
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かへ るべ き 越の 旅人 まちわびて 都の 月に 衣う 

つなり (良 經) 

はい、 歌に 違 ひ は 無い けれども、 直ちに 李 白の 子 夜 吳歌を 聯想せ しめる。 

斯樣な 詮議 を すれば 數限. 0 ない 事であって、 それ は 此の 一 篇の 目的で 無い。 私の 主 

として 述べ ようとす る處 は、 新 古今の 歌の 旋律 格調の 上に 於け る 漢詩の 影響で ある。 

此の 時代の 歌の 最も 代表的の 形式なる 體言 どめ は、 その 由來に 就いて いろ-の 說が 

ある けれども、 私の 斷 案に 依れば それ は 漢詩の 絕 句から 來 たものに 相違ない。 あの 體 

言 どめの すわ. 9 のい、 均齋 的な 格調、 あの 餘 韻の 深ぐ こもった 旋律 はどう 考へ ても絕 

句 形式の 姉妹と しか 思 はれない。 それから 又、 新 古今の 歌に は 古今 棠 以降の 平安朝の 

歌に 見出し 得ない 簡潔 遵 勁な 語法が ある。 句々 き. 5、 と 引き 線 まって、 彈 きかへ しさ 

うな ものが ある。 これ も 必ずや 漢詩から 學んで 造り上げられた ものに 相違ない。 例へ 


人す まぬ 不 破の 關屋の 板び さし 荒れに し 後 は 

た、. - 秋の 風 (良 經) 

あけば また 越 ゆべき 山の 峯 なれ や 空 ゆぐ 月の 

すゑの 白雲 (家 隆) 

あけわたる 雲間の 星の 光まで 山の端 さむき 峯 

のしら ゆき (おなじぐ) 

う つ ゆぐ 雲に あらしの 聲 すな .o- 散る かま さ 

きの 葛 城の 山 (雅經 ) 

拂 ひかね さ こそ は 露の しげから め やどる か 月 

の 袖の 狹 きに (おなじぐ) 

これ 等の 歌の 旋律の 持つ 强 さは 萬 葉の 歌の 格調の 持つ 强 さと は 趣 を 異にして る 事 を 

注意せ ねばならぬ。 萬 葉の 雄大 は 曲線 を以 つて 描かれ、 新 古今の 勁拔は 直線 を以 つて 
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二 六 

引かれて ゐ る。 

要するに、 新 古今 時代の 和歌に あの 完全な 體言 どめの 形式と 簡潔 遵 勁の 語法と を 寄 

與 した 事 は、 我が 短歌に 對 する 漢文 學の 功績の 最も 著しい もので あつたと 言 はねば な 

-b  (大正 十一 一年 十二月 稿) 

雜 考 

藝術品 を 鑑賞す るに 當 つて その 作者の 年齢 を 知って 置ぐ とい ふこと は 肝要な 事で あ 

る。 推理 や 考證で 明らめ 難い 秘密 を 作者の 單 なる 年 醣が廣 々雄 辯に 物語る から 0 現 歌 

壇の 傾向と 主要 作家の 年齡 との 間に 關係を 結び付けて 論述した 今村沙 人君の 文 载を先 

頃 某誌 上で 拜 見した ので あるが、 それ は 何でも無い 事の やうで 實は 頗る 要倾を 得て ゐ 


ると s 、ん ふ。 私は沙 人君から 暗示 を 得て 新 古今 奥の 代表的 歌人 達の 年齡を 事新しく 調べ 

て 見た が、 私の 參考眷 の 貧しい 爲 めか、 依然として 生年 月の 不明な 作者の 尠 ぐない の 

は 遺 慽に继 へ な い。 とも かぐ 今迄に 知， 0 得た 處 だけ を 披露しょう 0 

私 は 新 古今 集 撰 進の 年すな はち 元 久ニ年 を 標準に 置いて 主要 歌人の 年齡を ぐらべ て 

見ようと する。 おも ふに それが 最も 適當 であり 且つ 最も 简 明な 方法で も あるから。 元 

久ニ 年に 於いて は先づ 撰者 五 人のう ち定 家が 四十 歲、 家隆 四十 八 歳、 雅經 三十 六歲、 

通 具 は 未詳で ある けれども、 建 仁 二 年 五十 四歲で 薨去した 通 親 を： 乂 として ゐる 事赏か 

ら 推せば、 定家 などより-も すっと 弱輩であった らしい。 太 上 天皇 二十 六歲、 惟明 親王 

二十 七歲、 慈圓 五十一 歲、 それから 公經 三十 五歲、 公繼 三十 ー歲、 忠良 四十 ニ歲、 秀 

能 二十 二 歳、 通 光 は 通 具の 弟で あるから まだ 若い 人であった に 相違ない ので ある。 

これ だけが 私の 今迄に 知. 5 得た 事贊 なので あるが、 これ を 綜合して 考 へて 見る と 我 

が 新 古今 の 主要 作者 達 は 一 二 を 除ぐ の 外 は壯年 者で あると 言って よい。 撰 進の 時期 
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を 標準に して さ へ 斯うな ので ある。 歌集の 內容を 成す 處の 個々 の 歌 は 一 層少ぃ 年齡の 

時の 作なる に 相違ない の だから、 大摑 みに 押しなら して 言へば 新 古今 集 は 三十 歳 を 幾 

らも 跪え ぬ 入々 の 創作で あると 言って さしつ か へ 無い。 定家等 はま さしぐ 夏の 眞 盛り 

に居...^、 太 上天 皇ゃ秀 能な どの 生命に は 未だ 春の 勻 ひさへ 褪せ 去らなかった。 

巾幗 歌人の 春秋 こそ さつば.^ わかって ゐな いが、 女性 は 早熟の ものと いつの 世に も 

定まって ゐ るから、 彼等の 平均 年齡は 一 層 低かった に 相違ない。 俊 成 女は定 家の 異母 

妹で あるし、 高 倉 は定長 (後の 寂 連) の 女と あるから 更に 若かった であらう。 宮內卿 

の 早世 は 增鏡ゃ 明月 記の 文句に 照らして 疑の 無い 事實 である。 莉 古今 女流の 第 一 人 者 

式子內 親王 は 後白河 法皇の 皇女で 平 治 元年に 賀茂 齋院と 成らせられて ゐる程 だから、 

此の おん 方 だけ は定 家よりも 大分 牟長 であらせられた らしい。 

撰 進の 時に 旣に 亡くなつ てるた 西 行、 俊 成、 寂 連な ど は 論旨 を 簡明に する 爲め « い 


二 

戶 f しらべ に 興味 を 持ち 過ぎる きらいが 無いでも ない が、 作者 聞に 於け る 血族 姻戚 

關 の 判明して ゐる もの をつ いでに 披露しょう 0 

俊成定 家が 父子であって、 太 上 天皇と 惟明 親王と が 御兄弟で あらせられる 位の 事 は 

何人で も 知って ゐ る箬。 寂 蓮 法師 (藤 原定 長) は 俊 成の 養子で あつたが、 定家 出生の 

,迻 避けて 遁世した ので ある。 攝政 太政大 t}! 良經は 月輪 關白 兼赏の 子で あ， 5、 從 って大 

僧正 慈圓と 叔娃の 間柄で ある。 左 近 中 將良平 は その 良經の 弟。 右 衞門督 通 具と 左衞門 

^通 光と， は 兄弟であって 典に 土 御門 內 大臣 通 親の 子、 俊 成 女 は その 通 具め 妻。 源 具 親 

とお. 2： 卿 局 はな まけ 者と 勉強家の 不 似合な 兄妹。 藤 原 有 家、 保季も兄^^でぁって大1^ 

重 家の 子。 赛宮櫂 太夫 公繼は 郭公の 後 德大寺 赏定が 子、 八 條院高 倉 は 藤" 掠定 長の 女。 

沖の石5讚岐は源三位賴政の女でぁ-^、 異 浦の 丹 後 は その 讃岐 の從 妹。 藤原隆 信、 信 
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三 o 

實は 父子に して 共に 畫ェ兼 歌人、 さう して その 隆信 は定 家の 同 母 兄。 

先づ この 位の 事し かわかって ゐな いが、 これ だけで も 知って 置ぐ と 集 を讀む 場合の 

奥 味が それだけ 深くなる 0 

明月 記 承 元元 年 W 月の 條に 斯うい ふ 意 嫁の 事が 書いて ある。 城 南 鳥 羽に 參 つて 後 鳥 

羽院に 伺候す ると、 和歌 所 開闔源 家長 を以 つて 自讃 歌 十 首 を 召された、 卒爾 旅所の 間 

歌稿 も 何も 持ち合せな いので 唯 思 ひ 出づる 儘に 書いて 上った、 すると 翌日 家長 を以っ 

て 仰せら る、 に は、 あの 十 首の 中に 

待つ 人の 麓の 路は絕 え ぬらむ 軒端の 杉に 雪お 

もるな り 

旅人の 袖 吹き かへ す 秋風に 夕日 さびしき 山 か 


げの橋 

の 二 首の 當ら ざる は 如何、 これ 等 は當然 汝の自 讚歌に 入る べき 佳調と 思 はる、 に、 

との おん 事であった 云 々0 

私 は、 先年 某誌に 寄せた 愚 稿 『自讃 歌 偽作 論』 に 於いて、 低 間に 流布され て ゐる新 

古今 歌人 十七 人の 『自讃 歌』 なる もの は 後人の 頗る 巧みな 假托 に過ぎないと 斷定 した 

ので あつたが、 今日 偶然 目に 觸れた 明月 記の 右の 記事に よって さきの 愚 說の略 誰ら な 

かった 事 を裹 書され たやうな 心 持が する。 

承 元元 年 春 茶 H に院の 召された 自讃 歌 は定家 一 人の みで ある 事 は 日記の 害き ぶ りに 

よって 容： ： 勿ぐ 推測され る。 百 首 歌 を 召された，. >  御 障子の 歌 を 書か しめられた りする 場 

八 3 の 如き は 勿論、 齊 通の 歌合 詩歌 合 速 歌な どの 場合に 於 いてさへ、 我が 定家 はこ ま 

^と 作者 一 同の 名 を 列記す るの なら はしで ある。 然るに 此の 自 讚歌の 條には S 分以 

外の 作者の ある やうな 事 は 少しもう たって ゐ ない。 若しも 當 時の 代表的 歌人の 全部 か 
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ら自 讃歌 を 召される とい ふやうな 盛儀であった としたら、 斯んな 粗略な 日記の 書き方 

は 決してし なかった に 相違な S  0 

それ はと も かぐ、 あの 『自讃 歌』 なる もの、 作者 は 明月 記の 此の 條 から 假托の 動機 

を摑ん だものに は 違 ひない。 乍 併、 承 元元 年 四月 を 期 RT とする 場合に は 西 行、 俊 成、 

寂 達、 良 經の四 人 は旣に 亡ぐな つて ゐ たから 此の 人々 の 歌 は 省かれねば ならなかった 

害で ある リ 假托者 は 斯んな 事から も 馬脚 を あら はして ゐる。 

家長 日記と いふ ものが ある。 それでも あさって 見たならば、 私の 所說は 更に 一層 確 

かになるか或は反對に根本からひっくh^かへ されるかも知れなぃ。 私 は 未だ それ を讀 

んでゐ ない ので ある。 

新 古今 集の 註解 評釋 では 本居宣 長の 「美 濃の 家づ と」 反び 石 原 正 明の 「尾 張の 家苞」 


の 二 著 を 最も 有名と し、 それから 市 岡 猛彥の 「新 古今 もろ かづら」 や 千 葉 葛 野の 「科 

野の 家づ と」 などが ある。 锰彥、 葛 野 は 共に ^.且 長の 門 流に 屬 する 入々 であって、 昔時 

に 於け る 新 古今 硏究は 主として 鈴屋 系統の 仕事であった と 言って よい。 近來 では 魄 I 井 

雨 江の 「新 古今 和歌 集 詳解」、 鴻 藥盛廣 氏の 「新 古今 集 遠 鏡」、 倥々 木 信 綱 先生の 「新 古 

今 集 選釋」 などが 記憶に 存 する。 これ 等の 研究 や 著述 はおのお の 長短 ある けれども、 

何人に も 推 獎出來 るの は 雨 江の 「詳解」 である。 それ は 最も 懇切な 全 解 (選 註で 無く) 

であるの みならす、 なか， 草拔な 批評眼 を 具へ て 作品の 眞の 生命 を捉 へて ゐる 場合 

が^^ぐなぃ。 二三の 例 を 擧げて 見よう。 

忘れめ や 葵 を 革に ひきむ すび かり 寢の 野べ の 

露の あけぼの (式 子 内親王) 

雨 江 曰。 本 居 翁 も 石 原 主 も 典に 三の 句 四の 句 詞使ひ 整 はやとい はれ、 本 居 翁 は、 ひ 

き 結ぶ か h- ねの 野べ にあら す、 ひき 結びし か 寢の 野べ とい はで は 叶 はす、 さなぐ は 
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かりねせ し 野べ となぐ て は 整 はすと いはれ たれ ど、 皆、 詩 調の 妙 を 忘れた る 難な b-o 

かくい はむ に は、 調 は 平凡と な， 9、 また 文章の 如ぐな りて、 詩趣 を缺 ぐべ し。 歌 は 文 

法を以 つて 說ぐ ベから や。 詩趣 を以 つて 昧 はふべき もの 、み。 

床の 霜 枕の こ ほ. 5 消え わびぬ むすび もお かぬ 

人の ち： きりに (定 家)  . 

雨 江 曰。 石 原 主 は 又む づ かしき 歌な りと 言 はれ たれ ど、 霜の 如ぐ 氷の 如ぐな どの 意 

に 見る 故にむ づ かしぐ もなる なり。 上の句より、 一 句 一 句よ ぐ吟じ 見られよ。 少しも 

むづ かしき 所は覺 えざる にあら す や 0 その 情景 は 一 句 一 句に あ あ. りと 浮びき たる ベ 

し〕 なる ベぐ 細に 複雜 にと 構 ふる 詩想 を 短き 詞に言 ひま はさむ とする 此の 時代の 歌 を 

見る に は、 S 早に 詞の 上の みを迎 りて は 得難し。 吟 じて その 調 を 味 ひ、 また 自 からの 感 

情 想像 を 充分に 活かして 而 して 後に その 詞を も考へ て 見る にあら すば、 その 眞の心 を 

得難き もの なれ や。 


ぁぢ きな ぐ つらき 嵐の 聲 もうし など 夕 基に 待  一 

ちなら ひけむ (定 家) 

雨 江 曰。 つらき 物と 定まりた る 嵐、 その つらき 意 は、 あたり まへの 事と 聞き 棄 つべ 

き 嵐の it までが、 わけ もな ぐ 身にしみて つ、，^ く 思 はる。 これ も 入 を 待って 居る からで 

ある。 夕 に 人 を 待つ- 1 のな くばと 幼く 思 ひよりた る 意な り。 本 居 翁 は 『つらき 嵐と 

言うて、 义憂 しと は、 煩 はしき 言ひ樣 なり』 と 難 じ、 石 原 主 も 『此の 難 は 言 はれた h -』 

と贊 成せられ たれ ど、 また 例に よ て 目の つけ 方淺し 0 軍に 嵐の つらく 思 はると いふ 

に 止ら ぱ、 誠に m 複 したりと 嫌 ふべ し。 され ど、 此の つらき 嵐の 憂し といへ る は、 さ 

る： 牛 凡なる^ 通なる 意に は あらざる べし 0 つらき は あた. まへの 嵐が、 あた b, まへの 

事と 聞き 棄 てられ やして、 殊： 史に 耳に つきて、 つらぐ 覺 ゆる 意な り。 されば こそ 上に 

『わけもなく』 と 言へ る なれ-〕 此の 時代の 歌、 しかも 定 家の 歌、 さる 普通なる 平凡なる 

淺簿 なる 意を以 つて 見る ベ きに あらす。 
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右 例示の 中で も 殊に 『ぁぢ きな ぐ』 の 一 首の 評釋は 徹底して ゐる。 雨 江 はまこと に 

一 隻眼 を 具へ た 批評家で ある 。『詳解』 の 到る 處で宣 長 反び 正 明の 註 釋に對 し 異存 を唱 

へて ゐ るが、 私の 觀る處 では、 常に 雨 江の 說の 方が 尤もで ある やう だ。 

雨 江に 關 係して 思 ひ 出される の は 鹽井雨 江、 武島 羽衣、 大町 桂月 三 氏に 依って 『國 

文學 大綱』 とい ふ 十二 文豪 評傳の 刊行が 明治 三十 一年 頃に もくろまれた 事で ある。 此 

の もくろみ は 甚だ 遺慽 ながら 斷篇に 終った ので あるが、 若しも 當 時の 豫定の 如く 桂月 

の 『藤. 原定 家』 が 世に出た としたならば、 新 古今 研究者の 私共 は どの位 便宜 を 得た か 

知れない。 少ぐ とも 私が 彼の 難飽 極まる 『明月 記』 を逋讀 する の 勞カは 半ば 省かれた 

であら, -フに a  (大 二 af) 

象徵的 傾向 


古今 棠 その他 王朝 時代の 撰 を讀 みつ く 慊らぬ ふし は 幾らでも あるが、 その 不^足 

の 主なる 一 つ は 彼等の 表現が 常に 餘 りに 常識的な 事で ある。 餘， 9 に實際 的な 事、 功利 

的な 事、 餘.^ に 意譯し 散文 譯し 易い 事で ある。 然るに 新 古今 紫に 到って、 獨 h. -、 はじ 

めて、 此の 不^足が 癒 やされ て、 如何にも 近代的な 感じ を させられ るので ある。 何故 

であらう か。 それ は、 此の 撰 集の みが、 摩誕 不思議に も 象徵的 表現 を 多分に 持って ゐ 

るから に 他なら な い。 

定家 も家隆 も象徵 とい ふ 文字の 存在 は 無論 知らなかった。 象 徵の觀 念の 意識 も、 た 

とひ 幽玄 有心 を 彼等の 信條 として ゐ たにせ よ、 さまで はっきりした 物で は 無かったら 

しい。 むしろ これ は、 七 百年 後の 我等が 我等の 意識す る 象徵的 手法 を 彼等の 藝 術の 中 

に 見出さう とする 鑑賞 態度の 問題な ので ある。 從 つて、 象徵の 定義に 關 する 烦 fs^ な議 

論 や 安 憤な 學問 自慢な ど は此處 では 必要と しない。 象 徵とは 物心 一 如、 外形 卽 内容ぐ 

らゐの 大まかな 考を 前提と し て 置いて それで 十 なの だ。 
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かきぐ らし 猶 ふる 里の 雪の 中に 跡 こそ 見えね 

春は來 にけ り (宮內 卿) 

奢の 夜の 夢の うきはし とだえして 峯 にわかる 

、橫 雲の そら (定 家) 

梅の 花 あかぬ 色香 もむ かしに てお なじ かたみ 

の 春の 夜の 月 (俊 成 女) 

あけぼの ゃ河瀨 のな みのた かせ 舟ぐ だす か 人 

の 釉の秋 霧 (通 光) 

床の 霜 枕の こほり 消え わびぬ むすび もお かぬ 

人の ちぎりに (定 家) 

ゎれながら思ふか物をとばか，.^に袖にしぐる 

、庭の まつ 風 (有 家) 


これ 等の 歌の 好 き^ひ は 各人の 勝手で ある。 唯、 これ 等の 歌の 表現 方法が 王朝 時代 

の 他の 撰 の それと 異なって 如何に 凡庸なら ざる か を 注目し なければ ならぬ 0 その 或 

る もの は對 象と 我と， 餌 1 して 些の 隙間 を 示さない。 或る もの は 一 を 語って 他 を 現 はす 

暗示 的 效杲を 持つ。 さう して、 そのす ベて は 外形の 惯 値が 同時に 內容の 慣値を 構成し 

て ゐて意 It も 散文 譯 も 許さない。 言ひ換 へれば、 作者の 幻想が 最後の 表現形式 を 適確 

に 見出だして ねて、 これ 以外の 如何なる 言 ひ あら はし を も 絕對に 不可能なら しめて ゐ 

るので ある 0 

風 かよ ふ ねざめの 釉の 花の香に かをる 枕の 春 

の 夜の 夢 (俊 成 女) 

春宵 そのもの、 優麗 無比な 象徵 である 事 は 一首 を讀み 下して 見れば すぐ わかる。 乍 

併、 此の 歌の 解釋を 書く つもりに 成って 論理的に 极 はう とすると 句の 續きぁ ひすら、 

時制 すら、 意味 そのもの すら 殆ど 捕捉す る 事が 出來 なくなる。 老哲學 者の 冷眼に 視据 
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ゑら れて 可惜 美女の 姿 (それ は 蛇の 化身の) が 消え失せて しまったと いふ 希 臘の古 S 

物語の やうに、 象徵的 詩歌の 美しい 幻影， は 論理 や 散文の あらつ ぼい 手が 觸れる 瞬間に 

霧 消し 了る ので ある。 その 昔 私共が 大學の 講堂で 小 泉 八 雲 先生の 英詩 評釋 を聽講 した 

時、 私共 は屢々 先生の 譯 文の 方が 原詩よりも 更に 美しい もの、 やうに 思 はせられ たの 

であった。 けれども、 唯今 此處に 八 雲 先生の 天才 的な 散文 を 借りて 來た としても 俊 成 

女の 一 首 を 奈何と もす る 事 は出來 まい 0 所謂 外 丹 成 卽內丹 成 也と いふ 芥舟 學畫 篇の說 

は 此の 和歌に 完全に 當て はまる と 思 ふ。 

ひと ぬる 山鳥の 尾の しだ， 0 尾に 霜お きまが 

ふ 床の 月影 (定 家) 

從來の 註 釋家は いづれ も 此の 作 を 目して 暮秋の 夜に 山禽の わびし さ を 想 ひやった 趣 

向で あると 片付けて ゐ るが、 私 はさう 思 はない。 さう 思 ひ 度ぐな い。 結局 「床の 月影」 

と擱 筆した 瞬間に 於いて 作者 は 客観と 主觀 との 差別 を 卒然 曠 失し 去った ので ある。 霜 


月の 夜の 牀 上に 見出だし たの は 作者 自身の わびしい 姿であった。 其處に 象徴の 深さ を 

觀 る。 私 は 此の 歌 を さう いふ やうに 解釋 しつ 、鑑賞し 度い ので ある。 

淺茅 生や 袖に 朽ちに し 秋の 霜 わすれぬ 夢 を 吹 

ぐ あらし かな (通 光) 

笑止 や. /\ 、 上の句の 難 溢 さ 加減に は 何人も 皆 めん ぐら はされ て ゐる。 實の ところ 

私み づか らも わからな いので ある。 撫で 育てた を さな 兒 などの 亡ぐな つたの を 詠んだ 

ので あらう と 「尾 張の 家苞」 の 著者 は 言って ゐ るが、 さすがに 眼の 著け どころ が 非凡 

である。 常 否 は 作者 を 地下に 喚び 起して 訊かねば わからぬ 次第で ある けれども、 假り 

に 石 1^ 正 明の 想像す る 如き 意味であった としたならば、 通 光の 此の 歌 はなん とい ふ 象 

徵 的な、 又なん とい ふ獨創 的な 表現で あらう。 千 何百 年の 短歌 史上、 前に も 後に も、 

凡そ これ ぐら ゐム. ^愚 を 寄せ付けぬ ひとりぎめの 歌が 又と 一 首 見出だし 得る か。 

あからさまな 象徵的 作品に 就いては これ 位に してお いて、 餘 論に 移らう。 


四 二 

新 古今 穰の歌 を 一 槪に 難解と する の は まんざらの 素人 か 初歩の 歌よ みの 苦情に 過ぎ 

ない ので ある けれども、 ほんた うに 晦^な 作 も 間々 無いで は 無い。 つま， 5 餘情 とか 風 

致と か いふ もの を遍 重した り 又は 辭句 の 彫琢に 凝， 5 過ぎたり する 結果な ので あるが、 

そこに 何 處か象 徵の句 ひの 絡まって ゐる事 も見遁 して はならない。 

をし むと も 淚に月 も 心から なれぬ る： P に 秋 を 

恨みて (俊 成 女)  ， 

色 か はる 露 をば 袖に おき まよ ひ うら 枯れて ゆ 

ぐ 野べ の 秋 かな (おなじ/、) 

新 古今 集の 作者 達 は 又し ば/, \ 誇張 的 修辭法 を 使用す る けれども 、「いかづちの 上に 

いほりせ すか も」 と 言った やうな 原始的の ものと は 質 を 異にして， Q る 0 それ は 必す洗 

練し きった 高級の 誇張であって、 現實成 を辔 する やうな 薪 雑な もので は 無い。 さう し 

て其處 にも 亦た ぐみ に 象徵的 手法の 働いて ゐる事 を 忘れて はならない ので ある。 


大空 は 梅のに ほひに 截 みつ 、ぐ もり も はてぬ 

春の 夜の 月 (定 家) 

花 さそ ふ 比 良の 山 かせ 吹きに けりこぎ ゆぐ 舟 

の 跡 見 ゆるまで (宫內 i) 

枕に も！ P にも 淚 つらら ゐて むすばぬ 夢 をと ふ 

あらし 力な 

山人の 折る 袖に ほふ 菊の 露う ち^ ふに も 千世 

は經 ぬべ し (俊 成) 

王朝 時代の 和歌の 唯 美的 傾向が その 末期に 到って 加速度で 爛熟し 其 處に新 古今 集の 

爛瑰 魔な 黄金 期 を 現 3 した ものなる 事 は 事新しぐ 言 ふ 迄 も 無い ので あるが、 爛熟の 

極 早く も 颓廢の 色 を 集中 隨處に 見せて ゐ るの は 亦 止む を 得ない 運命と 言 はねば なら 

ぬ。 多くの 人々 は 新 古今 壤を しめて 全 卷颓廢 の 歌と 批難す るので ある けれども、 そ 
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れ はしかし 無緣の 衆生が 妄語の 破戒であって 佛の 尊嚴を 奈何と もす る もので は. 照い。 

鶯の 涙の つららう ちとけ て古巢 ながら や 春 を 

知 るら む (惟明 親王)  ， 

難 波が た 霞まぬ 浪も 霞みけ りうつ る もぐ もる 

おぼろ 月夜に (具 親) 

大 淀の 浦に 刈り干す みるめ だに 霞， に絕 えて か 

へる 雁 かね (定 家)  ， 

「大 淀の」 の 一首の 如き はまこと に 特異な 手法であって、 頹廢 的の 藝術も 此の程 度の 

技巧 を 持つ としみ ぐ 機 惑 的な 匂 ひ を湛へ て來 る。 

斯うした 觀方 をして 來 ると 新 古今 集 は 不思議に 近代的な 色彩 を 持って ゐ るので あ 

る e  (大正 十 111 年 五 H!si) 


象 徵の 意味 

「淸 3^ 茶話」 を披 いて ゐ たら、 面白い 辭 句に 出つ ぐ はした。 それ は、 定 家の 作に 對 

して 感想 を 述べた 條に、 

0  0  0  0  0 譬参秦秦 参き 翁0癧 争 0000000000000000 

作者の 歌 はこと はの 外に 影 そ ひて なにと なぐ 詠す るに 哀 にお ほ ゆる 也 

と番 いて ゐる、 その 辭句 なので ある 0 「言葉の 外に 影 添 ひて」 と は 上手な 事 を 言った。 

日本人の 言 ひま はしに して は 珍しい、 簡潔に して 含蓄の 多い 表現 だと 思 ふ。 筆 若の 正 

徹を 地下に 喚び さまして 訊ぐ 迄 もな ぐ、 私 は それ を 「象 徵」 の 意味と 解釋 する。 定家 

の 歌に 象徵を 見出だした とするならば、 徹 書記 は それだけで 具眼の 批評家た るに 十分 

である。 つい 先頃 「新 古今^の 象 徵的倾 向に 就いて」 とい ふ 愚 文 を 某誌に 寄せた 私 は、 

只今 「淸" M 茶^」 の 此の 辭 句に 出つ く はして、 いささか てれぐ さい やうな 心 持に なつ 
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四 六 

て ゐる。 徹 書記の 寸鐵で 見事に なぐ， 9 殺された やうな 圆： U0 

英吉利の 或る 有名な 露 西 亞文學 通の 著述の 中に 「物が その 本 鱧よりも 一 段と 大きな 

影 を 投げた 場合に それ を象徵 とい ふ」 と 書いて あった 車 を 私 は 想 ひ 出す。 二十世紀の 

歐羅 巴人の 噪り さうな 事 を 東方 粟散邊 土の 一 貧 僧が とつぐ の 昔に 言って し まって 居 

^0  (大 tJi4- 一一 一 年 十二月； ie) 

集の 切繼に 就いて 

揭 題の 「切 繼」 と は、 選集が 上進せられ てから 後に 至って、 その 中の 歌 を 拔き揷 し、 

入れ 替へ する をい ふので ある。 新 古今 紫の 切 艤は隨 分 頻繁に 行 はれた ものら しい。 畢 

竟、 これ は 善ぐ 言へば、 上 は 太 上 天皇から 下 は 和歌 所の 人々 に 至る まで、 自分 達の 勞 

作の 華で あり 當 年の 文 學の萃 である 新 古今 和歌 集なる ものに 對 して、 非常の 愛着 を 持 


つた、 その 凝 性の 發露 であると 言へ る。 たと へば 金 持が 庭園 を造營 してから、 五 年た 

つても 十 年た つても、 樹を植 ゑ 替へ石 を 動かして ねる のと 同 一 の 心理で あらう。 すな 

はち、 元久ニ年三月奏覽の際の新古今^^はなほ未成品でぁった譯でぁる。 これに 反し 

て、 此の 切繼 を惡ぐ 言へば、 皮肉に 視れ ば、 當 年の 勢力家 や 野心家が 自分 達に 都合の 

よ い 樣に選 無の 內容 を改變 させた 結果で あると も 言 へ る。 尤も これ は餘， 9 穿ち 過ぎて 

るる かも 知れぬ。 とに かぐ、 選者の 隨 一定 家 さへ 「又しても 新 古今の 取沙汰ば かりだ、 

うんざり する 」 と 言った 様な 口吻 を何處 かで 漏らして ゐ る。 

私の 心附 いた 範 園で、 切繼の 痕跡の 著しい もの 二つ 三つ を 擧げて 見る と、 先づ、 集 

中に 「最勝 四天王 院の 障子の 歌」 と詞 書して ある 十三 首 は 全部、 後から 揷し 入れられ 

たもの だ。 此 十三 首 は 紫 中で も かなり 粒の 揃った 出來榮 えの もので、 就中 

野邊 はい まだ 淺 香の 沼に 刈る 草の かつみる ま 

まに 茂る 頃 かな (雅經 )  . 
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吹ぐ 風の 色 こそ 見えね 高 砂の をの へ の 松に 秋 

は來 にけ り (秀 能) 

鈴 鹿 川 ふかき 木の葉に 日數 へて 山 田の 原の 時 

雨 AJ ぞ 聞く  (太 上 天皇) 

あじろ 木に いざよ ふ 浪の昔 ふけて ひとり ゃ寢 

ぬる 宇治の 橋 姫 (慈 圓) 

大 淀の 浦に 刈り干す みるめ だに 霞に 絕 えて か 

へる 雁が ね (定 家) 

の 如き は 新 古今 集 愛好者の 何人に も 眼の 着ぐ もので あらう。 此の 最勝 gl 天王院 は洛朿 

白 河 村に 在った 御 鳥羽院 勅願寺で あるが、 その 御堂の 名所 御 障子の 和歌 を 召された の 

は 承 元元 年初 夏 (新 古今 集奏覽 の翌々 年) の 頃であって、 事の 委曲 は 明月 記に 誌され 

て ある。 歌の 作者 は 太 上 天皇、 慈圓、 通 光、 通 具、 定家、 家隆、 雅經、 具 親、 有 家、 


秀能、 俊 成 女の 十 一 人、 畫ェは 尊智、 兼虚、 康俊、 光 時の 四 人であった。 此の 名所 和 

歌 は 各人から 四十 六 首 宛 を 召された のであって、 定 家の 拾遺 愚 草 中卷、 家 隆の壬 二 狼 

中卷 などに も 出て ゐる。 

それから、 建 永 元年 七 (新 古今 無上 進の 翌年に 當る) の三十^歌合の作が^^^^に 

收 めら れてゐ る。 これ も 勿論 追加した ので ある。 それ は橥 中には 單に 「和歌 所 歌合に 

云々」 と詞番 して あるの みで、 一 見して はわ かり かねる が、 左の 九 首で ある。 

あけぬ とて 野べ より 山に 入る 鹿の あと 吹き送 

る 萩の 下風 (通 光) 

秋の 夜. の 月 や を Cl? の あまの 原 明 方 近き 沖の 釣 

舟 (家 隆) 

ふ る さと も 秋 は ゆ ふ ベ を 形見と て 風の み 送る 

小 野の 碟原 (俊 成 女) 
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い たづら に 立つ ゃ淺 間の 夕け ぶり 里と ひかぬ 

る 遠近の 山 (雅經 ) 

都 をば 天つ 空と はき かざりき 何眺 む ら む 雲 の 

はたて を (丹 後) 

草枕 ゆ ふ ベ の 空 を 人と はばな きても 告げよ 初 

雁の 聲 (秀 能) 

和歌の 浦に 月の出 潮の さす ままに 夜啼ぐ 鶴の 

聲ど 悲しき (慈 圓) 

もし ほぐむ 袖の 月影お のづ からよ そに あかさ 

ぬ須 磨の 浦人 (定 家) 

明 石 潟い ろな さ 人の 袖 を 見よ すすろ に 月 も 宿 

る もの か は (秀 能) 


五 
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參考 までに 言 ひ 添へ て 置ぐ が、 群辔 類聚に 「卿相 侍 E 歌 公」 と 題して 收 めら れてゐ 

るの は 右の 歌合の 事で ある。 

北面の 歌人 藤 1^ 秀 能に 就いて 私 は 先年 某誌に 書いた 事が あるが、 彼 は 頗る 早熟の 才 

であって、 新 古今 橥 上進の 時には 徑に 二十 ニ歲 であった。 それで ゐて橥 中に 優秀な 作 

を かなり 多ぐ 見せて ゐ るので あるが、 これ は 或は 切 まの 結果、 後年の 成熟期の 作 を 描 

し 入れた のか も 知れない。 恁 うした 疑問 も 切繼の 詮索の 結果 必然 起って 來 るので あ 

る 0  " 

柿し 入れられた 歌 は 或る 程度まで 詮索 可能で あると しても、 拔き 取られた 方の 歌 は 

永久の 謎で ある。 奏覽當 時の、 すな はち 初 稿の 新 古今 集が 奇 0、 によって 我等の 面前に 

現 はれて 來 ない 限り、 それ はわ かり かねる ので ある。 唯一 つ、 明白な 例と して は、 鴨 

S 明の 無名 抄に新 古今 戀 歌の 三 秀逸の 一 つと して 擧 げられ てゐる 

かぐて さは 命 や 限り 徒らに 寢ぬ 夜の 月の 影 を 
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のみ 見て 

とい ふ 歌が 流布本に 載って ゐ ない 事 だ。 これ は、 長 明 ほどの 達者に 見拔 かれ. だ 丈け の 

値 あるか 否か は 別問題と して、 とに かぐ 佳什に は 相違 無い。 これが 後の 切繼 によって 

省かれた としたら、 切繼の 態度なる もの も 疑問に 成って 來 る。 

切 繼が奏 覽の後 幾年ぐ らゐの 間まで 行 はれ たかは 無論 はっき. ^しない。 唯、 承 元元 

年の 十一月まで は 確かに 行 はれた 事が、 これ も 明月 記から 證據 立てられる 0 その 時、 

定家 記して 曰く、 

依 仰 1^ 切 新 古今、 出入 如 反 掌、 以 切繼爲 事、 於 身 無 一 分 面目。 (大正 ±ー| 年 十： i) 

非 個性的の 藝術  - 

萬 葉 集の 遠い 世 はさて 措き、 延喜 以降 宮廷 文學の 和歌 を 鑑賞して 最も 物 足らぬ 成 じ 


がする の は、 各 作^の 個性の 槪ね稀 藩な 事で ある。 代々 の 特質 は 相 當に窺 はれる けれ 

ども、 作^各^^Iの個性はそれぐの時代の光彩裡に紛れ去って、 譬 へば 銀河 は ほの ぼ 

のと 眼に 映， ずる けれども それ を 凝. 5 成せる 各個の 天體は いづれ も 唯 一 様に 白ぐ 輝く M 

滑との みし か 見られな いのと 一 般 である。 此の 傾向 は 我が 新 古今 時代に 至って 極まり 

靈し た觀が ある。 これ は 主として、 和歌が 徹底的に 專門 化し、 一派 一流が 斯界 を風廊 

し 了った 事の 當然の 結果で あると 言 へ よう。 

新 古今 時代の 作物 は 和歌 史上 最も 鮮明な、 さう して 最も 特異な 色彩 を 持って ゐ る。 

新 古今 調なる もの は、 知る も 知らぬ も、 好ぐ も 好かぬ も、 その 儷然 たる 存在 を 拒否 出 

來 かねる 種類の ものであって、 萬 葉 調と いった やうな 茫漠た る觀 念と は 質 を 異にし て 

ゐる。 萬 葉の 歌 を 「ますら をぶ り」 と 道破した の は縣居 大人の 偉大な 獨斷に 過ぎぬ の 

であって、 實は手 弱 女ぶ b も 手 童ぶ り も 多分に 夾雜 して， Q るので ある。 これに 反して、 

新 古今 調 とい ふと 內容 形式 を 通じた 特異な 或る 物が 何等の 紛雜 もな ぐ 眼に 映り 耳に 響 

五三 
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いて 來 る。 さう して 恁 かる 濃厚な 時代 特色の 裡に 作者 各自の 個性 は、 勿論 それが 無い 

と は 言 はぬ が、 一 見甄 別し 易から ぬ 程度の 稀薄 さに ぼやけて しまって 居る。 

定 家家 隨 全盛期の 和歌 界に は黨 同伐異 とい ふ 程の もの は 跡 を 絶った。 少ぐ とも 表面 

に は それが 現 はれて ゐ ない。 俊 成 父子の 築き上げた 風 體に對 して 異を樹 て 得る 程の 人 

間 は 見當ら なぐな つた。 六條 家の 才人 有 家 さへ も、 ニ條 家の 流 を 追うて 巧みに 有心 魔 

様の 歌 を 作り、 かくして 新 古今 集の 撰者に も 成..^ すました。 顯昭の 獨鈷も 最早 寂 連の 

鎌首 をう ち据 ゑる 法力 を 失って しまった。 金葉詞 花の 時代に は 散木弃 歌集の 俊 賴と悅 

目 抄の基 俊と が、 更に 遡って は 曾 丹の 輩が、 たと ひ规模 小ぐ 粒 は 揃って ゐな いにして 

も、 とも かぐ 歌壇に 異を樹 て、 面々 の 個性 を 露骨に 出して， Q たので、 其處に 静からぬ 

面白味が あつたが、 後鳥羽院の 和歌 所に は それが 無い。 歌風 は統 一 せられ、 藝 道が 固 

定 した。 光彩 陸離の 美 は ある けれども、 對 照の 刺戟が 失 はれて しまった。 

恁ぅ言 ふと 「それ は 君、 新 古今 集 は 撰 集で あるから 撰者の 摞 难で統 一 せられた の だ 」 


と諧 おは 反^す るで あらう。 私 は 元 久の勒 撰 狼の みから 演緙 したので はない。 拾 ん 

草、 壬 ニ染、 M^l. 式子內 親王 狼、 その他 當 時の あらゆる 家 i% を 採って 见て も、 物 

の觀 方、 成 じ 方、 ^はし 方が 槪ね M 1 又は 船 似で ある or 山家 雄 も 金 槐 も か」 と ^§な 

は 反 i ^する。 西 行は定 家家 隆の 華と は 似ても 似つ かぬ 人間の やうに 北 3 から m 心 はれて ゐ 

るが、 大した 见當違 ひで ある。 彼 も 亦 新 古今 調の 洗禮を 受けた 一 歌惯に 他なら ない。 

鎌お 右大臣 も その 作の 過半 は 《ほ 時の 京方の 換倣 であるが、 一 部分 は 全ぐ 異なった 光彩 

を 放ち、 後世 をして これ こそ 眞 個の 朝と 尊 中 措ぐ 能 は ざら しめた。 乍 併、 後世の 付》 

组 がする 此の 1：? 朝 は 患 見に よれば 「時代の 私 生兒」 であって、 問題の 圈 外に 屬 する。 と 

も かぐ 少なば かり 考へ させられ るの は 此の 二人 位で あらう。 その他 十 除 人の 代 fi^ 的 歌 

人 等 は微に 入り 細 を 穿つ 底の 巧微な 研究に よらざる 限り、 同一 の 類型に 篏 まって ゐる 

ものと しか 见 えない。 後鳥羽院 御； ：！ 傳、 歌仙 落 普、 その他の 髓腦 物に 各 作者の ttj 色 を 

一 應評ー 百して ぬる やうで ある けれども、 多ぐ は 不徹底で あ. つて ゐ もしない 0 

五 五 


彼等の 歌から は 職業 上の 區別 など は 少しも 現 はれて 來 ない。 例へば、 北面の 武士 秀 

能 も 水 無 瀨の釣 殿に 召されて は 長袖 者 流の 優 魔な 歌 を 上った。 僧俗の 15! 別 も 見えて ゐ 

ない。 慈 圓ゃ寂 蓮の 111 世觀は 時代 思想の 反映に 過ぎぬ のであって、 それ は當 時の 何人 

の 歌に も 共通して ゐ る。 甚 しきに 至って は 作者の 男女の 區別さ へ 歌 柄の 上で は 大抵の 

場合 判然し ない。 例へば、 男子 も 美しい、 繊細な、 女性的 技巧 を 弄び、 ^；！人も漢詩め 

いた 體言 止の、 緊張し 切った 男性的 作風 を 喜ぶ。 

任 やつした 觀 方で 新 古今 维 を通讀 すると、 大 なる 集 團の、 少しも 擾亂 されない、 調子 

のよ く 揃った 合唱 を 聽く心 持が する。 時代 特色の 濃厚 さと 俊 成 父子の 同化 力の 偉大 さ 

と は眞に 國文學 史上の 驚異で あらねば ならぬ。 (大正. s*las 

本 歌 取りの 技巧 


本 歌 どり とい ふ 事 は 新 古今 奥に 始まった のでな いのは 勿論で ある。 例へば 淸； 元铺 

の 

ちぎh^きなかたみに袖をしぼ，i^っ っ末の松山 

浪越 さじと は 

力 古今 の 

君 をお きて あだし 心 を わが 持た ば 末の 松山浪 

も 越えな む 

を 本 歌に 収 つた ものなる 事 は 何人で も 承知して ゐる。 本 歌 ど h- の 歌 は 堀 河 百 首、 金 

葉 i^、 詞 花^な どに も 決して ぐ はない。 唯 此の 本 歌 どり とい ふ 一 種の 技巧が 鎌 倉 初 

期の 和歌 界に 至って： Si 別に 流行した とい ふまでの 事な ので ある。 さらば 何故に 此の 技 

巧が さまで 流行す るに 至った か。 當 時の 風尙の 一 つと して、 三十 一 文字の 短詩 形に 成 

るべ ぐ 複雑な. 2:. がを^ら うと 試みた。 言 ひか へれば、 含蓄 を 出來る だけ 深ぐ しょうと 

五 七 


五八 

構へ た。 それが 爲 めに いろ/^ の 苦心 をした ので あつたが、 その 手段の 一 つと して 

本 歌 ど.^ の 技巧 を 盛んに 利用した のであった。 畢竟、 此の 技巧に 依る 時 は、 おのれの 

歌と その 本 歌た る 古歌と を 併せて 其處に 俊雜な 幻想 を 描き出したり、 或は 少ぐ とも 一 

種の 聯想 を 裔らす 効果が あるから である。 もう 一 つの 原因と して は、 當 時の 歌人 等 は 

著しぐ 溫 故知 新の 念に 富んで ゐた。 故き を溫 ねる の 結果 はや、 も すれば 古歌の 知識 を 

誇り もし、 弄ぶ 事に もなる 0 其處 からして 本 歌 どり の 歌が おの づ から 流行 を來 したの 

であらう と 田 5 ふ 0 

新 古今 奥 を 離ぐ と開卷 第一 から 本 歌 どり の 作に 逢 著す る 0 すな はん、 

みよし ^7 は 山 も 露み て 白雪の ふりに し 里に 春 

は來 にけ り (良 經) 

春 立つ とい ふば か h> にやみ 吉 野の 山も體 みて 

今朝 は ゆら ひ (本 歌、 拾遺 雄) 


1 々調べて ゆぐ と應 接に 還な ぐ、 五月 蠅ぃ ほど、 痄 山に 此の 種の 歌を發 見す る。 少し 

ばかり 例示 すれば、 

大 {<H は 梅のに ほひに 截 みっつぐ もり も はてぬ 

春の 夜の 月 (定 家) 

照り もせす 優り も はてぬ 春の 夜のお ぼろ 月夜 

にしく もの どなき (本 歌、 大江 千里) 

散り ぬればに ほひば か.^ を 梅の 花 ありと ゃ釉 

に赛 風の ふく  (有 家) 

折り つれば 袖 こそに ほ へ 梅の 花 ありと や ここ 

に 驚の なく  (本 歌、 古今 薬) 

さぐら 花 夢 かうつつ か 白雲の たえて つれな き 

峰の 赛風 (家 降) 

五 九 


風 ふけば 峰に わかる る 白雲の 絕ぇ て つれな き 

人の 心 か (本 歌、 古今 巣) 

折 ふしもう つれば か へ つ 世の中の 人の こころ 

の 花 染の袖 (俊 成 女) 

色み えで うつろ ふ もの は 世の中の 人の 心の 花 

にど ありけ る (本 歌、 古今 集) 

夏衣 かた へ凉 しぐな b ぬな 夜 や ふけ ぬらむ 

ゆき あ ひの 空 (慈 圓) 

夏と 秋と ゆきか ふ 空の 通路 はかた へ 涼しき 風 

や 吹 ぐらむ (本 歌、 古今 猿) 

昨日 だに 訪は むと 思 ひし 律の 國の生 田の 森に 

秋は來 にけ り (家 隆) 


0 


君す まばと はまし もの を， m の 國の生 田の 杜の 

秋の はつ 風 (本 歌、 詞花 ^^) 

なが むれば 千々 に 物 思 ふ 月に また わが 身 一 つ 

の 峰の 松 かせ (長 明) 

月 みれば 千々 に 物 こそ 悲し けれ わが ひとつ 

の 秋に は あらね ど (本 歌、 古今 ^^) 

本 歌 を 一 首 取る 事で 他 足せ や、 二 首まで も 取った もの さ へ ある。 實に 凝った ものと 

言 はねば ならない。 

谷 河のう ち 出づる 浪も聲 たてつう ぐ ひす さそ  . 

へ 春の 山 かせ (家 險) 

谷風に とぐ る 氷の ひまごと にう ち 出 づる浪 や 

春の はつ 花 (本 歌、 古今 奥) 

六 一 


六 二 

花の香 を 風の たよ にたぐ へ て ど鶯誘 ふしる 

べに はやる (本 歌、 古今 奥) 

深 草の 露の よすが をち ぎりに て 里 をば かれ や 

秋は來 にけ. 5  (良 經)  . 

年 を へ てす みこし 宿 を 出で て いなばい とど 深 

草 野と やなりな む (本 歌、 伊勢 物語) 

今 ど 知る 苦しき ものと 人 待た む 里 をば かれす 

訪 ふべ か b けり (本 歌、 伊勢 物語) 

此の 「深 草」 の 歌の 本 歌 を 二 首と 解釋 する 事に 對 して は 異論が 出る かも 知らぬ が、 

私 はどう もさう 思って ゐ るので ある。 本 歌 を 三 首まで 取った 例 はさす がの 新 古今 集に 

も 見當ら ないやう だ〕 若し 採し 出した 人が あったら、 敎 へて M ひ 度い 0 

本 歌の 出處 として は 古今 奥と 伊勢 物語と が 最も 多ぐ、 さう して 前者で は 「末の 松 山 


浪も 越えな む」 の 歌、 後者で は 「 月 や あらぬ^ や 北" の」 の 歌が 本 歌と して 一 ^人氣 が 

あった やうに H ^える。 すな はち、 此の 二 甘から 康み 出された 歌が 最も 多い ので ある。 

梅の 花た が 袖 ふれし に ほひ どと 春 や 北" の = ^に 

^はば や (通 具) 

M は あれて：^ や あらぬ とうら みても たれ 淺- ぃォ 

生に 衣う つら ひ (^經 ) 

身のう さに や あらぬ となが むれば； IjE ながら 

の 影 どもり 來る (fi 岐) 

おも かけの 娱 める ど やどりけ る 寿 や 昔の 袖 

のな みだに (俊 成 女) 

老の浪こぇける，；^?^ 」そぁはれなれ今年も今は 

末の 松 山 ({ ^連)  . 

六 S 


故鄕 にたの めし 人 も 末の 松 まつらむ 袖に 浪ゃ 

越 すらむ (家 降) 

松 山と ちぎりし 人 はつれな ぐて 袖 こす 浪に殘 

る 月 かげ (定 家) 

萬 葉 集に 本 歌 を 仰いだ 例 はないで はない が、 餘 h> 多ぐな い。 

笹の葉 はみ 山 もさ やにう ちそよ ぎ 氷れる 霜 を 

吹く あらし かな (良 經) 

駒と めて 袖う ち拂 ふかげ もな し 佐 野の わた.^ 

の 雪の 夕 ぐれ (定 家) 

源氏物語 花 宴の 歌から 取った ものに、 

霜 がれ は そこと も 見えぬ 草の 原 たれに 問 はま 

し 秋の 名殘を (俊 成 女) 


六 
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とい ふの が ある。 かう して 觀 ると、 如何なる 古典が 當 時の 歌人 達に 最も 多ぐ 親しまれ 

たか も わかる やうに 思 はれる。 

本 歌 どり の 歌 はこれ を鑑赏 する 方の 側から 視て 二種 類に 分つ 事が 出來 る。 その 1 つ 

は、 鑑赏 者が 本 歌の 存在 を 全ぐ 知らなかった としても 十分に その 歌 を 味 得する 事の 出 

來る 種 額の ものである。 前揭諸 作の 大半 は 此の 極の ものであって、 その他に も 

いその かみ ふる 野の 櫻た が植 ゑて 寿 は 忘れぬ 

形見な るら む (通 具) 

いその かみ ふるの 山 邊の樱 花う ゑけ む 時 を 知 

る 人 どなき (本 歌、 後 撰 集) 

櫻 さく 遠山 どり のし だり 尾の なが. （ し 日 も 

あかぬ 色 かな (後 ！：！ 羽院) 

足 引の 山鳥の 尾の しだ. 0 尾の ながき 長夜 を ひ 

六 五 


と. o かも 寢む (本 歌、 萬 葉棠) 

いかにせ むこぬ 夜 あまたの 時鳥 また じと 思 へ 

ば むらさめの 空 (家 降) 

賴 めつつ こぬ 夜數 多に なり ぬれば 待た じと 思 

ふ どまつ に まされる (本 歌、 拾遺 狼) 

あじろ 木に いざよ ふ 浪の昔 ふけて ひとり ゃ寢 

ぬる 宇治の 橋姬 (慈 圖) 

さむし ろに 衣 かたしき 今宵 もやわれ を 待 つら 

む 宇治の 橋姬 (本 歌、 古今^5-) 

大 淀の 浦に 刈り干す みるめ だに 戮に絕 えて か 

へる 雁が ね (定 家) 

大 淀の 浦に 生 ふて ふみる からに 心 はなぎぬ か 


たら はね ども (本 歌、 勢 物語) 

これ 等の 本 歌の 取り 方 は 言 は V 極めて 淡泊であって、 單に 古歌 を ふまへ て 詠む か、 

又は その 成. お を 引用して ゐる 丈け の 程 皮で ある。 隨 つて、 これ 等の 作 は その 本 歌の 知 

識を 持たない^^ に對 しても 美しい 幻影 を無條 伴で 見せて くれる。 

その 二つ は、 これに 反して、 本 歌の 豫備 知識の ない 讀 者に は 何の 事 やら 全ぐ 理解し 

かねる if^ の ものである。 

今； "だに も -M を 随 りとうつ る 花 消え や は あ..^  • 

とも. 宙か とも 晃ょ (後 羽院)  , 

今：： T 來 やば あす は •  ま とど ふりな まし 消えす は 

ぁ，=^とも花と見ましゃ (本 歌、 伊勢 物語) 

時 Cl? なほう とまれぬ 心 かな 汝が 鳴ぐ 里の よそ 

の ゆ ふぐれ (公 經) 

六 七 


六 八 

時鳥な がな ぐ 里の 數多 あれば なほう とまれぬ 

思 ふ ものから (本 歌、 古今 壤) 

志 賀の浦 や 遠ざかり ゆぐ 浪 間より 氷りて いづ 

る 有 明の 月 (家 隆) 

さ 夜 ふくる ままに 汀 や 水 るら む 遠ざかり ゆく 

志賀 の浦浪 (本 歌、 後 拾遺 藥)  . 

忘れな むまつ とな 告げ そ なかなかに いなばの 

山の 峰の 秋風 (定 家)  • 

たち 別れ いなばの 山の 峰に おふる まつと しき 

かば 今歸 りこむ (本 歌、 古今 紫) 

これ 等 は 本 歌に すがりき つて ゐ るので あって、 獨 立した 歌の 資格 を 持たない。 歌と 

ふよりも 寧ろ 古典の 知識の 遊戯で ある。 


た へ て や はお も ひ ありと もい かがせむ 錄の宿 

の 秋の ゆ ふぐれ (雅經 ) 

おも ひ あらば 雄の 宿に 寢も しなむ ひしき もの 

に は 袖 を ひづ つも (本 歌、 伊勢 物語) 

これ は 「；； は 伊勢 物語 を 諳記して ゐま すか 」 とい ふ 質問であって、 歌で はない ので 

ある 0 

概を絕 え 由 良の 湊 による 舟の たよりも 知らぬ 

沖つ しほ 風 ^As 

由， R の 門 を わたる 舟人 かぢ を絕ぇ ゆく へ も 知 

らぬ戀 の 迸 かな (本 歌、 せ禰 好忠) 

1^、 ャ つなって はます. （ 極端で あつ て、 しかも それが 戀の歌 だとい ふの だからな ほさ 

ら 驚ぐ。 
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みるめ こそ 入りぬ る 礎の 草なら め釉 さへ 浪の 

下にく ちぬる (讃岐 ) 

汐滿 てば 入りぬ る 磯の 草 なれ や 見ら ぐす ぐな 

く戀 ふらく の 多き (本 歌、 萬 葉 猿) 

ひどく 無理な 本 歌の 取， 0 方で は ある 。「汐 ij てば」 を 省略して しまって ssf に 「入りぬ 

る 磯」 では 何の 事 だか わからぬ ではない か。 畢竟、 此の 第二の 種類の 本 歌 どり の 技巧 

は 新 古今 集の 額廢的 傾向の 現 はれの 一 つと 觀 なければ ならぬ。 

本 歌 どり と 同じ 意匠で あるが、 漢詩 を ふまへ て 詠んだ の も ある。 

昔お も ふ 草の 庵の よるの 雨に 淚なそ へ そや ま 

ほととぎす (俊 成) 

白 氏 文集の 句 を 心に 持って 作った ものなる 事 は 言 ふ 迄 もない。 此の 歌 は古來 秀歌の 

中に 数 へられて ゐ るが、 心 持が 借 b もので、 詞が 詩の 成句の 直譯 で、 私に は 何の 成典 


も そ、 ら ない。 恁ぅ いふ ものが 名歌の やうに 解釋 されて は 新 古今 鬼が 迷惑す る。 

思 ひ 出で よたが かね ごとの 末なら む 昨日の 雲 

の あとの 山風 (家 隆) 

楚 王の 故事 朝. irf:# 々陽臺 の 下と い へ る 事 を妹货 のかね 言に 用 ひた.^ と 石 明が 說 

いて ゐ るが、 五月 蠅ぃ謎 だ、 歌で はない。 (火 正 

額廢的 傾向 

爛熟と 腐敗、 その 間 は 唯一 步 である。 満開の 牡丹の やうな 新 古今 集 は その 花 瓣の緣 

が黑 すんで 來てゐ る。 萬 葉 集の 原野から 所謂 六 歌仙 時代の 庭 圚 に 移され、 やがて 勒撰 

壤の溫 室に 入れられた 和歌 は、 三百 年の 後 その 行ぐべき 處に 行き 著いて、 妍麗の 華の 

問に f;^ 々しい 花 を も 咬き 突せ る やうに なった。 新 古今壤 嘩々 の 裡に頸 廢の陰 凝の 荷つ 
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セニ 

てゐ るの を 見まい としても 見ぬ わけに は 行かない ので ある。 

をし むと も 淚に月 も 心から なれぬ る 袖に 秋 を 

恨みて (俊 成 女) 

よぐ も恁ぅ ひねぐ， 0 迴し たもの だと 思 ふ。 本 居 宣長を さ へ 困惑せ しめた 程の 難解の 

作 だ。 乍 併、 美しい 言葉の 滑らかな つづけ 工合から、 或る 物 を 感じさせる 丈け の 生命 

を 持って ゐ るので、 ひたすらに 類廢 との み^しめ 去る わけに は 行かぬ かも 知れぬ。 

逢阪 や こす ゑの 花 を 吹ぐ からに 嵐 ど 霞む 關の 

杉 村 (営 內卿) 

み吉 野の たかねの 櫻ち， 5 にけ り 嵐 もしろ き 春 

の 曙 (後鳥羽院) 

樱 色の 庭の 春風 あ ともなし 訪は 、乂 ど 人の 雪と 

だに 見む (定 家) 


{ お 内 卿の 此の 歌 は、 從來舉 者の 異ロ同 昔に 稱揚 する 處 であって、 私 も 決して Ici^ 作と 

は 思って ゐな いが、 ともかく 「嵐 ど 露む」 とか、 「嵐 も 白き 」 とか、 r 樱色の庭の^！^風」 

とい ふやうな 造語に 興味の 中心 を 置いた これ 等の 歌が、 M 廢の倾 向に 足 を 踏み入れて 

ゐる だけ は 論 譏 を 要せぬ。 

玉 ゆらの 露も淚 もと どまら すなき 人戀 ふる 宿 

の 秋風 (定 家) 

亡母の 舊 宅を訪 うて 詠んだ 歌で あるが、 言葉の 珠玉の 象眼 細工が 精巧に 過ぎて、 些 

の哀 昔な ぐ、 とても 挽歌の 心 持 はしない ので ある。 これ も從來 秀歌の やうに 言 はれて 

ゐ るが、 それ だから 何時まで たっても 新 古今 集の 長短が 衆 俗に 了 得されな いの だ。 

泰 風の 霞 ふきとぐ たえまよ，. y 亂れ てな びぐ 靑 

柳の 糸 (大輔 ) 

白雲 のた えまに なび ぐ靑 柳の 葛 城 山に 春風 ど 
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ふぐ (雅經 ) 

「春風が 霞 を 吹き 解ぐ」 とか 「雲の たえまに 柳が 靡ぐ」 とかい ふの は つまらぬ 虚構 

であって、 寫實の 眞で無 いのは かま はぬ としても、 藝術 的の 眞 でもなければ、 想像 上 

の眞 でもない。 生命 無き 言葉の つづれの 錦であって、 まさしぐ 技巧の 額廢 である。 

か さ ねて も凉しかh^け，o夏ご^cもぅすき袂に 

やどる 月影 (良 經) 

秋 を へ て あはれ も 露 も 深 草の 里と ふ もの は 鶉 

なh^けり (慈 圓) 

風 ふけば よそに 鳴 海の 片 おも ひ 思 はぬ 浪 にな 

く 千鳥 哉 (禿 能) 

きぐ やい かに 上の空なる 風 だに もまつ に 昔す 

る 習 ひ ありと は (宫內 卿) 


こぬ 人 を 思 ひたえ たる 庭の 面の 蓬が 末 どまつ 

に まされる (寂 連) 

技巧 本位の 和歌 は竟に 駄洒落 や、 地： 3 に 墮_ 俗して しまった。 顏廢 以上で ある。 

白栲の 袖の わかれに- おちて 身に しむ 色の 秋 

風 ど ふく  (定 家) 

「身に しむ 色の 秋風」 は 色と 昔との 感覺の 交錯で あって、 佛蘭西 1^ 廢文學 の 色彩 聽 

覺 の 類に 屬す る もので あらう。 定家 は眞に 味な 處を や る 。 

わが 戀は松 を 時雨の 染め かねて 眞 葛が 原に 風 

騷ぐ なり (慈 圆) 

须 i$ の 蟹の 袖に 吹 越す 潮風の なると はすれ ど 

手に もた まらす (定 家) 

かぎり あれば 忍の 山の 麓に も 落葉が 上の 露 ど 
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色付く  (通 光) 

山賤の 麻の さ 衣梭を あらみ あはで 月日 や 杉 ふ 

ける 庵 (式 子內 親王) 

わが 戀は 庭の 村 萩 うらがれて. < ^を も 身 を も 秋 

の夕暮 (寂 蓮) 

これ 等の 戀 歌に は、 作者の 歐情は 少しも 注入され てゐ ない。 おのれの 戀を客 觀視し 

て、 言葉の 遊戯で 冷やかに これ を 叙述したり、 形容した りして ゐる C 此の 時代の 和歌 

の 客觀的 傾向 は、 尾 上 柴舟氏 や 津田左 右吉 氏な どの 縷說 した 通りであって、 花鳥風月 

の 自然 を觀 相と して 描寫 する に 至った 事 は 古今 集 以來の 理智的 傾向に 比べ て遙 かに 詩 

的で あるに 相違ない ので ある けれども、 主觀 そのものなる 戀 愛まで を客觀 的に 取扱 ふ 

に 至って は、 抒情詩の 和歌と して は 矛盾で あると 言 はねば ならぬ。 私 は 新 古今^の 戀 

歌の 特徵を 認め、 その 特異な 持 味を稱 美す る 者で ある けれども、 右に 揭 げた 如き 類廢 


的の もの も亦少 からぬ 事を默 過す る わけに は 行かぬ。 

此の 時代に 特に 流行した 本 歌 どり の 歌 も 亦 頹廢的 傾向の 一 つの 現 はれと 晃られ ぬ 事 

はない。 就中、 

志 賀の浦 や 遠ざか h 'ゆぐ 浪間 よ，.^ 氷りて 出づ 

る 有 明の 月 (家 隨) 

た へ て や はお も ひ ありと もい か V せむ k 律の 宿 

の 秋の 夕 (雅經 ) 

梶を絕 え 由 良の 湊 による 舟の たよりも 知らぬ 

沖つ 汐風 (良 經) 

の 如ぐ 本 歌に すがりき つて 獨 立の 意味 を 持たぬ ものに 至って は、 之 を 病的 f 照 物と 言 は 

すして 何で あらう。 

廷 生活の？ I 室に 入れられた 和歌 は、 早晚 かぐの 如き 糜爛の 花 を 見せねば ならぬ の 
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であった が、 又 同時に 鎌 倉 初期の 無氣 力、 沈滯、 厭世、 獨 善の 顏廢的 世相が 文 藝の上 

に そ の ^藏を 投げ かけた ものと も觀ら れ るので ある。 (.KKi 年 I 月 S 

擬人 的 傾向 その他 

鳥 ゃ獸は 勿論、 山川 草木 乃至 風月 等の 非情の 自然 物 を 作者 自身と 同様の 有心 者と 見 

做し、 人間 极 ひして 諷詠 する 事 は大倭 歌の 太初、 萬 葉 集の 時代から 有った 事で ある。 

平安朝に 入り 六 歌仙 や 古今 の 人々 にも 漸次 此の 手法が 普遍的に なって 來た C これ 等 

古き 世の 歌人 達の 擬人法 はさす がに 稚拙で、 多ぐ は 自然の 童心の 發 露と 言った 程度の 

ものであった。 それが 追々 と 技巧的に なり、 その 傾向 は 新 古今 時代に 至って 極まった 

觀が ある。 當 時の 歌人 等 は 好んで 此の 擬人法 を 使用した。 而 かも その 使用法が 頗る 知 

的、 巧緻、 複雜な 湯 合が 多い。 例示して 述べよう C 


おる 雁 今 はの こ ころ 有 明、 に 月と 花との 名 こそ 

^しけれ (良 經)  . 

花 の 姿の あはれ を靈 ぐした 春 夜で ある。 それが 曉 方になる と顺は 心無ぐ も 晃扮て 

て 立って 行く。 花と 月との 名 春が 損な はれる 心地して 惜しい、 とい ふ 意味で ある。 此 

の 合、 雁を^^情の入間极ひしたのは勿論、 非 《s の 花 月まで も 擬人し たれに こそ、 そ 

れらの 名 泉 S を 云々 して ゐ るので ある。 寿曉歸 雁の景 を 心 股に 思 ひ 浮べつつ、 作 奢の 主 

觀を對 象 物へ 投入して ゐ るので、 純な 叙景 で 無い 事 は 言 ふまで も 無い。 

梅が,；^;: に 北 "を へば 赛の月 答へ ぬ影ぞ 袖に う 

つれる (家 隆) 

本 歌の 「月 や あらぬ」 は 情景 一致の 作で あるが、 これ は 月 を 擬人し、 而 かも それに 

答へ ぬと 作者 自身の 主 觀を代 辯 させて ゐ るの だ。 

秋風に ひ亂 るる 刈 _ おの こやの 寐覺に 小 鹿な 


八 o 

くな り (家長) 

思 ひ亂れ るの は實 は刈萱 では 無くて 作者 自身の 心なので ある。 

次に、 純然たる 叙景の 歌まで も 擬人法で 表現す る 事が ある。 

梢まで 砧の音 を 誘ひ來 てころ も 打つな り 庭の 

松風 (慈 圓)  . 

大 淀の 月に うらみて か へ る浪松 はつらぐ も あ 

らし 吹く 夜に (有 家) 

松風が 庭 さきで 檮衣 するとい ふ 奇拔な 擬人 だ。 「大 淀の」 は 月夜の 渚に 寄せ か へ る 波 

浪と 岸の 松原に 吹きす さぶ 嵐と を 結合した 叙景で、 「大 淀の 松 はつらく も あらな ぐに う 

ら みての み も かへ る浪 かな」 の 古歌 を 本 歌と して ゐる。 月と 松と が 擬人され てゐ るの 

,， i  0 

さらに、 此の 手法の 最も 微妙に して 複雜 なる もの は 次の 種類で ある。 


^きに け. o 野べ 分け そむる よそ 目より 蟲の音 

見す る 秋 萩の 花 (定 家) 

千里まで 一 つに 見えし 冬の 色 を 垣根に 殘す春 

の 雪 かな (家 隆) 

SH- に 「さびしい」 と 叙すべき 處を對 象 物が 「 さびしがらせる」 と 工夫し、 「うらが へ 

る」 を 「うらが へす 」 と 詠み、 「見える」 を 「 見せる」 とひね るの が 一 つ の， で あつ 

た。 此の 家 ii の 歌な ど は 素直に 詠むならば 「冬の 色の/垣根に 殘る」 とすれば よいの 

であるが、 それで は 満足 出來 なかった。 對 象の 春 雪 を 能 働の 本 鉢と し、 すな はち 擬人 

せねば 満足 出来なかった。 

右 僅少の 例で も わかる 通り、 新 古今 歌人の 擬人法 は 古代の 童心 發露 程度の もので 無 

く， 所謂 心 深ぐ 幽玄に する 所以の 一 手段と して 苦心した 結果に 相違 無い。 

擬人法の ついでに、 氣 付いた 事 を 追記す る。 當 時の 修辭 上の 技巧 は 萬 葉 古今 以降の 
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それの 一 切 を 網羅した 觀が ある。 枕詞、 序 歌、 比喩、 緣語、 懸詞等 を 彼等が 如何に 驅 

便した かに 就いては 先人 等が 旣に 論じて. Q るから 私 は 省ぐ。 唯 ここに 氣付 ぐの は 彼等 

の疊音 法の 使用で ある。 西歐の 詩に は 頭韻 を 踏む 手法が あるが、 大倭 歌の は 頭 昔 を 列 

ねる ので ある"  . 

あれ わたる あきの 庭 こそ あはれ なれまして 涫 

えなむ 露の 夕暮 (俊 成) 

それから 普通 の 疊ー昔 法と し て は 、 

なにと なぐ 物 どかな しきな が むれば あな あ； 》 

きな の 月の 光 や (慈 圓) 

なれ なれて 見し は 名 殘の春 どと もな ど 白 河の 

はなの 下 蔭 (雅經 ) 

これ 等 は當^ の 歌人と して 自覺 的に やった のか 否か は 疑問で ある けれども、 音調の 


上の 效果 は爭 はれない。 年 一 |> 

絢爛と 枯淡 LJ 

賴 ひどよ 靈 山海 會釋迦 大師 たれ ゆ ゑと て か 世 

に 出で 給 ふ 

最 澄の 「阿 纏 多羅」 ゃ實 朝の 「八大 龍王」 を 聯想せ しめる 此の 古拙な 歌 は 慈 晩年 

の 作 厭離 歌 百 首の 中の 一 首で ある。 

高 砂の をの へ の 鹿の 鳴かぬ B もつ もり はてぬ 

る 松の 白雪 

これ は家隆 六十 二 歳の 時、 仁 和 寺 道 助 法 親王 會 五十 首の 中の 妙 品で ある。 美辭の J^J 

續に肢 惑され ないで、 その 底に 潜める 枯淡 さ を 耽 味して 見る がよ い。 
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知ら ざり き 山より 高き よは ひまで 春の 霞の 立 

つ を 見む と は 

い たづら に 松の 雪 こそ 積 るら め わが ふみわけ 

し あけぼのの 山 

誰ば かり 山路 を わけてと ひ來ら むま だ 夜 は 深 

き 雪の けしきに 

谷 ごしの 眞柴の 軒の 夕 煙よ そめば かり はすみ 

う 力ら じ や 

吹き はら ふ 紅葉の 上の 霧 I 齊 れて嶺 たしかな る 

あらし 山 かな 

定家も 七十 一 歲の關 白 左大臣 家 百 首に 至って ここまで 跪く 寂び て來 たのであった。 

「嶺 たしかなる」 の 如き は 上乘の 水墨畫 を髮髴 せしめる 表現と 言って よから う。 


新 古今 築 や 六 家 紫の 歌 を 單に約 爛瑰麗 とい ふやうな 詞で 形容 出來 ると w 心 ふの は淺は 

かで ある。 眼 を 開 いて これ 等の 紫を讀 む 入なら ば、 必すゃ 其處に 際立った 明 陪の交 

を視、 極めて 美しい ものの みの 持つ 寂しみ を 感じ、 時として 或は 奇^の 極の ギ淡を さ 

へ 見出す であらう。 ぐり かへ して 言 ふが、 洗練され た 獒辭の ifi 續 とのみ 考 へる は 此の 

時代の 和歌の 核心まで 觸 れてゐ ない 觀察 である。 

鎌 食 初期の 文學 が、 世相の 反映と して、 幽寂 蕭 森の 一 面 を包藏 して ゐる事 は 私が こ 

こに 更 めて 述べる 迄 も 無い。 新 古今 i^i- の 歌人 達 は初學 入門の 際から 此の 種の 歌 を 作る 

事に 馴らされて ゐた。 例へば 定 家の 習作 時代の 歌の 中に も， 

秋の 夜 は 雲路を わくる 雁が ねの あとかた もな 

く 物 ど 悲しき 

水の 上に 思 ひなす こそ はかな けれ やがて 消 ゆ 

る を 泡と 見ながら 
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い づ こに て 風 を も 世 を もうらむ まじ 吉 野の 奥 

も 花 は 散るな，. y 

霜 さ ゆる あしたの 原の 冬 がれに 一 花 さける 倭 

なでしこ 

おの づ から あれば ある 世にながら へ て 惜しむ 

と 人に 見え ぬ ベ きかな 

又は 攝關 家の 良經が 公達の 時の 歌に さへ、 

野 か 山 か はるかに 遠き 鹿の 音 を 秋の 寢覺 にき 

き あかしつつ 

おの づ からた よりに 聞けば 都に はわが 住む 谷 

を 知る 人 もな し 

百 首 歌 や 題詠が 流行して、 雙鬢の 霜と 成った 後で さへ 水 無 瀨殿戀 十五 首 歌合と いつ 


た 類の 遊戯に 沒頗 した 入々 の 事で あるから、 二十 歲 前後で 山林 逸 趣の 歌 を 作った とて 

不思議 は 無い と 言へば 言へ よう。 乍 併、 一 槪 にこれ を 遊戯 や 校 倣と 片付けて しまへ な 

いのは、 前述の 如ぐ、 その^ 後に 時代の 相が 反映して ゐ るからで ある。 當 年の 和歌 界 

の 標語であった 「幽玄」 とか 「有心」 とかい ふ觀 念の 中に も 淸醇淡 雅の心 持 を 大切に 

する 主旨が おの づ から 包藏 されて ゐる では 無い か。 

かラ して、 初學入 I： の 際から 重厚な 鉤爛 味の 傍に 纖洒な 粘 淡 味 を 加減す る 事に 驯ら 

されて 來た 人々 は、 新 古今 壤に 至って 竟 にあの 明暗 交錯した 特異な 持 味 を 出し切った 

ので ある。  ， 

さて 此の 粘 淡の 一 面が 元久 以後に 於いて 如何なる 消畏を 遂げ たかは 私に 取って 興味 

ある n 題の 一 つと 成った。 新 古今 奥の 後に は 反動と して 一 般 に-平明の 風 體が尙 ばれる 

やうに なった と^ 者 達 は 言 ふ。 定 家の 著と 俗に 傅 へらる る 扱 秘抄の 中に も 「歌 をよ む 

に大 3^ の 事 あり、 初心の 時 は淺ょ 深に 案じ 入るべし、 己れ 透の 時 は 深より 浅に 案じ 


八 八 

出づ べきな り、 これ こそ 年來の 練磨の しるしに ゎづ かに 採り 得て 侍り」 と S ふ 頗る 玩 

昧に 値した 一 節が ある。 ここまで 悟入した 定 家であった ならば 拾遺 愚 草の 後半 は 平明 

枯淡な 作で 埋められて 居らねば ならぬ。 乍 併 あ， 5 ていに 言 ふと、 私の 期待 は 大き 過ぎ 

て 半ば 裏切られて しまった。 

定家 一統の 人々 の 歌の 調子 や 色 合 は、 元久 から 建 保に、 承久 から 貞 永に、 彼等の 生 

涯を 通じて さまで 變 化しなかった と 言っても 大體 間違 ひ は 無から うと 思 ふ。 唯 さすが 

に 時として 奇峭の 極の 平淡 を 見せて ぐれる 事が あるので、 それ を 見逃がして はならぬ 

と 私は强 調す るので ある。 例へば、 此の 一 篇の誊 き 出しに 採錄 した 數首 以外に も、 彼 

等の 晚 年期の 作の 中から 左の 如き もの を往々 にして 見出す 寧が 出 來る。 

今 はわれ 都の 春 を 厭 ひ 出で てみ 山の 秋に すむ 

心 かな 

人 を 見る も わが 身 を 見る もこ はいかに 南無 あ * 


みだ 佛 南無 あみだ 佛 

あはれ にも 葉末 こまかに さわぐな り籬の 竹の 

雨の 夕 ぐれ (以上 慈 

水 無 濑川氷 を ふみて つか へ こし わが 老ら ぐの 

遊は絕 えに き 

たらち ねの 宿 を 隔てて 桂 川 昔 はたえす 渡 h.- し 

を はや (以上 家隆) 

春 はた だ 霞む ばかりの 山の はに あかつき かけ 

て 月 いづる ころ 

秋の 月 河 昔す みて あかす 夜に をち かた 人の 誰 

をと ふらむ 

風 惑み みほの 浦べ を こぐ 舟に 山の 木の葉の き 

ほひが ほなる 
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老らぐ は 雪のう ちに ど 思 ひしる とふ 人 もな し 

ゆぐ 方 もな し (以上 定家) 

「文 釆： 1 爛、 筆鋒 崢嵘、 漸く 老い、 漸く 熟し、 乃ち 平淡に 至る、 平淡 は實に il 爛の 

極に 非 やや」 と 蘇 東坡が 言った とい ふ 事 を、 私 は 近刊の 「關 雪隨 筆」 によって 敎 へら 

れた。 それから 又 「外 枯れて 內に膏 す」 とい ふ 支那の 言葉の ある 事 を もお なじ 隨 筆で 

知った 0 さう して 私 はこれ 等の 金言 を定家 達の 作歌 道程に 結びつけて 深ぐ 考 へさせら 

れ たのであった。 彼等が 時として 表出し 來る 枯淡 味 は 絢爛の 極の それで あり、 外 枯れ 

て 內に膏 する ものであって、 其 處に言 ひ盡 ぐされ ぬ 妙趣が ある。 それ は 後世の 隱士等 

が 拙 惡な和 易 境で もなければ、 現代の 歌よ み 共が 一 足 飛びの 平明 調で も 無い。 それに 

しても 六 家集の 巨匠 達が 深より 淺に 案じ 入った 歌 を餘り 多ぐ 作らなかった 事 は 新 古今 

粜 研究者なる 私 一 人の うらみなる のみなら す、 國文學 史上の 一 大損 失であった と 言 は 

ね はならぬ C  (大正 十 丑年 一月 核〕 


第二 篇 新 古今 時代の 諸 歌人 


時代の 私 生 兒實朝 

ここに 私生兒 とい ふの は 侮辱の 意味で は 無い。 沙翁 は、 自分が 私生兒 であった わけ 

でも 無から うが、 廣々 私 生 兒の爲 めに 氣焰を 吐いた。 例 を 擧げれ ば 史劇 「ジ ョ ン王」 

の 主人公 は 英雄的 私生兒 である。 「リャ 王」 第 1 幕 第二 場で グ I スタ I 伯の わたくし 

子 エド マ ンドは 自己の 身分 を 次の やうに 讃美して ゐ る。 

大自然よ、 汝は 乃公の 神様 だ。 …… 何故 劣 腹 だ？ 何が 劣 るんだ？  W 肢五體 に 何の 

缺點も 無ぐ、 心 も 高尙、 姿 や 形 も 本妻 腹 11; 様 正しぐ 生れつ いて ゐるぢ やない か？ 

何で 彼奴 等 はおれ 達に 劣 腹な どと いふ：^ 印 を 押し や あが るんだ？ 劣 腹？ 劣 腹 だ？ 

何が 劣る？ 面白ぐ もない、 陳腐な、 暖 果てた 床の 中で、 半分 眠ながら 拔作種 を 製 

造す るのに 比べり や あ、 人目 を 竊み、 好き このんで 製へ た 子の 方が、 種が 遙 かに 豊 
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富で も あり 猛烈で も あるべき 害 だ 0 …… 長び る ど、 出世 するど。 神様、 どうか 劣 腹 

の 肩を持って 下さい。 

斯うなる と 私 生兒も 偉い もので、 肩身の 廣ぃ 事で ある。 私が ここで 實朝を 「時代の 

私 生兒」 と 呼ぶ の は、 沙翁的 私 生 兒觀の 上から 言 ふの だと 取る 人 は 取っても い、。 偉 

い 偉ぐな いは 今日 私の 實朝觀 に 取って 問題で は 無い からだ。 さて 鎌 倉 右大臣が 時代の 

私生兒 たる 所以 は 如何に？。 

古今 蕖に 始まった 王朝 時代の 和歌 は 八 代 集の 終りなる 新 古今 奥に 到って その 行く ベ 

き處に 行き 盡 した 觀が ある。 すな はち 理智 から 出發 して 觀 相に、 冷 索な 描寫 から 情罱 

一 致に、 それが 屢々 物心 一 如の 象徵 に、 修辭 反び 技巧の 純から 複雑の 極致に、 稀薄 

な 色彩から 廢頹 のお それ あるまでの 爛に、 表面 を 浮動す る 感傷から 裏面に 瀰漫 する 

寂し さ へと 到達した ので ある。 

さて この 新 古今 時代と いふ 美しい 母の 胎內 から 出た 美しい 子供達が 大勢 ある。 俊 成、 


定家、 家 降、 後 c:^ 羽院、 式子內 親王、 良經、 慈圓、 寂 連、 通 具、 通 光、 ゆ ：！ 內卿、 俊 成 

女、 有 家、 丹 後、 讚岐、 雅經、 秀能 等が それで ある。 いささか 變 つて ゐ ると 思 はれる 

西 行、 長 明 も 能ぐ 視れば まが ひも 無ぐ 同じ 母の 子供達 だ。 そこで、 どう 見ても 變 つた 

顔した 子供 は莴葉 模倣の 鎌 倉 右大臣 一 人で あるから、 これ を 「時代の 私 生兒」 と 私が 

^印す るので ある。 繰り返し ていふ、 ここに 私 生 兒とは 侮辱の 意味で は 無い。 俊 成、 

定家、 家 降、 西 行の 面々 はュ ドマ ンドの 所謂 陳腐な、 醒 果てた 床の 中で、 半分 眠りな 

がら 製造され た拔作 種であって、 寶朝 だけが 遙 かに 豊富で も あり 猛烈で も ある べき 答 

の からこ しら へられた 健全な 子供で あるの かも 知れない。 

"ぽ钢 も 二十 ニ歲 以前に は、 言ひ換 へれば 定 家から 萬 葉 作 を 贈って もらった^ 保 元年 

より 以前に は、 時代の 風體の 歌ば かり を 作って ゐ たものに 相違ない。 私 は數字 的に 調 

ベ た 事 はない けれども、 金 槐恭の 歌の 大半 は 新せ 今風の ものであると 言へ よう 。乍 併.. 

我等が 歌人と しての 赏 朝を檢 討す るに 當 つて は、 二十 ニ歲 以後の 彼れ を對 象と すれば 

.  九 =1 


.  九 四 

足りる ので ある。 それで、 私 は 彼れ を 萬 葉 模倣の 歌人と 無條 件に 言 ふ。 

古今 集 以來の 歌人の 中に 實 朝と 同じぐ 「時代の 私 生兒」 とい ふ 赂印を 押す に 値する 

者が 他に あるかと 言 ふに、 どうも 無い やう だ。 新 古今 時代と いふ 大 交響 樂 の眞ん 中で 

他の 樂 器と はまる きり 調子の 合 は ぬ 喇叭 を 平氣で 吹き 鳴らした 實朝 は、 何と 言っても、 

その 私生兒 振りに 於いて 古今 獨步 である。 曾 丹の 好忠、 「させ もが 露」 の^^俊、 散木弃 

歌集の 俊賴 などが 頭に 浮んで 來る けれども、 畢竟 彼等 は 彼等の 時代の 本妻 腹であって、 

私生兒 たる 名 譽を荷 ふに 値しない。 例へば 彼等 は その 多ぐ の 兄妹 達と 比べ て少々 鼻が 

曲った， 9 吻が 尖ったり して ゐる 位の もので、 すね 者 か 新派と かいふ 程度の 者 共に 過ぎ 

！ 3  a  (大正 十 1 年 四月 稿) 

良 經と萬 葉 集 


佐々 木 信 綱 先生 著 「和歌 百 話」 の 第三 十 章に 後 京 極 良 經と實 朝との 比較 を 述べ、.：' れ 

て あるの が 私の 眼に とまった 0 

良經 は千载 奥に 左 近 中 將良經 として 五 首、 新 古今 集に 攝政太 政 大臣と して 七十 八 首 

出て ゐる 人で ある。 この 人 は 九 條關白 兼實の 次男であって 忠 通の 孫に あたる の だが、 

建 永 元年 三月 (すな はち 新 古今 奥の 成った 元 久ニ年 三月から 頂 度 一箇年 目) に 暗殺せ 

られ た。 齢 三十 八。 刺客 は北條 氏の 廻し 者 だと も 傅 へられて ゐ る。 良經 とい ふ は 私が 

歌 を 初めて 以來 最もな つかしい 名の 一 つで ある。 彼が 如何に 華やか ゼ叉聰 ぐ 強い 入で 

あつたか は その 歌 柄から 大方 推定 出來 ると 思 ふ。 

佐々 木 先生 はこの 良 經と實 朝との 間に 相似 點を 見出だされた。 名門 出の 秀れた 歌人 

なる 事、 刺客の 毒 匁で 生涯 を 短ぐ 終った 事 は 先生の 着眼 せられた 如く 如何にも 共通の 

事赏 であるが、 更に 先生 は 次の 如ぐ 言って ゐられ る 。「彼 は實 朝と 同じぐ 萬 葉 紫 を崇ん 

だ 點に於 いて 當 時の 歌人と 異な つて „Q る。 併し 實 朝の 如ぐ 萬 葉の 歌風 を 消化し 我が も 
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のとして 萬 葉風の 歌 をよ み出づ ると いふに は 至らなかった o」 彼 は、 私の 觀る處 では、 

S も 濃 時^相で いろどられた、 本妻 腹の ちゃきちゃき である。 自覺し 且つ 徹底し 

た 「時代の 子」 である。 萬 葉の 歌風 を 消化したり、 況して 萬 葉風の 歌 をよ み 出したり 

する 事 は 良經の 念頭に は 塵 ほど も 無かった に 相違ない。 彼が もう 三十 年生き 長ら へ た 

と假定 しても、 彼 は 愈 新 古今 體に 徹底す るの みで、 萬 葉 模倣な どの 時代錯誤 はしな か 

つたに 相違な so 

併し乍ら 良經 も、 定家 その他の 歌人 等と 同じ やうに、 萬 葉 集を讀 み 且つ 崇ん だに は 

相違な からう。 すな はち 良經が 莴葉壤 を崇ん だとい ふ 事實に 就いては 佐々 木 先生の 横 

威に 絕對 に信赖 してい、。 私が こ、 に敢 へて 言 はんとす るの は、 或る 物 を崇ぶ 事と そ 

の 或る 物に 成らう と 意欲す る 事と は往々 にして (或は 大抵の 場 八 口に) 別個の もので あ 

ると いふ ことで ある。 私 は 新 古今 を 愛し 且つ 崇 ぶけれ ども、 今日 まさか その 通りに^ 

つたり 眞 似したり しょうと は 意欲し ない。 良 經は萬 葉. ヒ *T ルん だで も あらう が、 萬 葉風 


に 成らう と は 意欲し な かった。 

私の この^^:^觀をみづから檢討する爲めに久しぶ.^で式部史生秋德0:淸^を繰りか 

へして 2 ^た。 查千 六： & 首の 歌の 中で 萬 葉 を 聯想： b しめる 作 は 僅に 次の 數首 ぐら ゐ であ 

つて 十 2i を 屈する に 足らない。 卽ち、 

かづら きの の 白雲 かをるな りた かまの 山の  . 

花 ざ 力り 力 も 

ふ るき 跡ど键 みはてぬ る 一： 2 圆の尾 上の 宮の春 

の あけぼの 

誰 を 今日 まつと はなぐ て 山 かげ や 花の し. つ ( 

に 立ち ど ぬれぬ る 

ともしす る は 山 しげ 山里と ほみ ほぐし もつ き 

ぬ 明けぬ この 夜 は 

九 七 


わき もこが 宿の さゆりの 花 かづら ながき 日ぐ 

らし かけて 凉 まむ 

山 もとの あけの そぼ 舟 ほの <^ とこぎ いづ る 

沖 は 霧 こめて けり 

さ 、 の 葉 はみ 山 もさ やにう ちそよ ぎ 氷れる 霜 

を ふぐ 唐 力な 

草 ふかき 夏野 わけ ゆぐ さ を 鹿の ね を こそた て 

ね 露 どこ ぼる、 

き hv,^ すなぐ や 霜夜の さむし ろに 衣 かたし 

き 一人 かも 寐む 

右の 中で も 「 ふるき 跡 ど」 「誰 を 今日」 「山 もとの 」 「さ、 の 葉 は 」 の 各 首 は 單に萬 葉 

の 歌の 物 ゃ詞を 借， 5 て來 たとい ふだけ で、 歌 そのものに は 萬 葉ら し ぃ處は 少しも 無い。 


「 かづら きの 」 「わき もこが」 「草 ふかき」 の 三 首 は 歌全體 として ちょっと 莴葉 らしぐ 

見える けれども、 讀み 返して 見る ととても 莴葉 では 無い。 「きり）^ す」 は 下句 こそ 萬 

葉の 歌 その ま、 である けれども、 上句が 如何に 新 古今であって、 さぅして歌全體の^3 

じが 如何に 新 古今に 成って ゐ るか を 知る がい、。 してみ ると 先づ萬 葉ら しい 歌 は 「と 

もしす る」 の 一 首 だけで ある。 萬 葉 集 を 一 度も讀 まや、 まして 崇び もしない 歌人で も、 

一 生のう ちに はこの 位の 微量な 萬 葉 影響 は 受け 得る ので ある。 要するに 良 經は歌 を 作 

るに <3 つて は 自己と 自己の 時代と を强ぐ 意識して ゐた 丈け であって、 古歌の^ 倣な ど 

は 眼中に 無かった。 

在 ffi は その 「 國歌八 論」 の 準則 論に 於いて 良經を 貧し、 宣長も その 「八 論評」 の 中 

で 略 同意 を 表して ゐ るが、 この 兩 先哲の 感服した 意味と 私の 良經觀 とは必 すし も 一 致 

しないら しい。 言 ひ 度い 事 も ある けれども、 拙文の 題目と 離れす ぎる から 擱 筆す る。 

(人 n„. 十一 年 BrJ お) 

九九 


一 〇〇 

山家 集の 價値 

西 行 法師の 山家 猿と 言へば 知る も 知らぬ も 和歌の lli.: 典の 如く 心得て ゐる。 けれども 

これ を通讀 する に は 幾度 か 吹^ を俅 へなければ ならない。 ただ 言 か、 若しぐ は 出來そ 

こな ひの 新 古今 流の、 低調 蝶 糊な 凡作が 山家 俾  1- の 過半 を 占めて ゐ るの は事實 である。 

尤も これ は 我が 西 行ば かりで は 無い。 定 家の 拾遺 愚 草に 就いても、 慈 鎮の拾 玉 猿に 就 

いても 乃至 古今 あらゆる 歌人の 家 紫に 就いても 同じ 事で ある。 中古 傳說の 練 金 家で 無 

い 限り 一 切 を 黄金 化する わけに はいかない。 贲 金と 土塊と をし かと t 師ひ 別けて 適當な 

價値 判斷を F す 事が 吾人の 役目な ので ある。 斯う 考 へる もの、、 いざ 山家 槊を繊 いて 

見る と 如何しても 吹^ を怵 へ きれな い 場合が 多い。 


二 

自然と 西 行 —— 山家 無の 批判に 當 つて 何人も 先づ 逢着す るの はこの 問題で ある。 さ 

うして、 西 行と 言へば 直ちに 宗祇と 芭蕉と を 聯想し、 自然 詩人 若しくは 旅行 詩人た る 

事に 於いて 彼れ の 特異の 生命 を 見出さう とする のが 普通の 說 であるが、 私 はこれ に 反 

對 する。 少ぐ とも、 この種の 說を甚 しぐ 修正す る 必要が あると 思 ふ。 芭蕉に 取って 自 

然は 彼れ の 生命 そのもので あつたが、 西 行に 取って は 自然 は その 主観の 背景た るに 過 

ぎなかった。 私の 觀る ところでは、 西 行 は 芭蕉よ，. y もむ しろ 近 松に 比ぶべき もので あ 

る 0 西 行と 近 松 —— 一 見 突飛な 比べ物の やうで あるが 左様で 無い 。悟った やうで ゐて、 

實は大 の苦勞 性で、 情に 即して、 さう して 自然 を 使って 情 AJ 表 はさう とした 態度 は 西 

行 近 松に 共通の 重要な 事實 である。 この 明らかな 相似 點を、 抒情詩 人で あ，.^ 戯曲 家で 

ある ことの 差別に 依って 否定して はならない。 山川 風月 は 西 行の 無二の 友であった や 

1 〇一 
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うで あるが、 彼 は 案外に これ 等の もの を 善ぐ 眺めて はゐ ない。 自然に 對 する 彼れ の 凝 

視は澄 徹を缺 き、 觀照は 燃燒の 力に 乏しかった。 その 數 多い 鶴 旅の 作 も 大方 は 題詠 式 

か、 さもな ぐば 實にた わい もない 卽與 的の もので、 到底 彼 を 旅行 歌人と して 裏書す る 

程度の もので 無い。 

は ひった ひ 折らで 躑躅 を 手に ど 取る さかし き 

山のと hv 所に は 

瀨戶 わたる 棚な し 小舟 心せよ 霰み だるる しま 

き 横ぎ る 

淡路島せ とのな ごろ は 高. U もこの 潮 わ だに 

押し渡らば や 

年た けて また 越 ゆべ しと 思 ひき や 命な りけ， CS 

さやの 中 山 


山家 奥の 中で この 稃 度に 實感 の渗み 出て ゐる 旅行 歌 を 十 首と 採し 出す 事 は 困難で あ 

る 0 

新く は 言 ふ もの、、 これ も 亦 我が 西 行 一人の 短所で は 無い。 定家も 家 ii も 慈 鋭 も 寂 

連 も、 乃至 古今 あらゆる 歌人 も、 その自然觀は大抵似たり寄ったh^のものでぁる，- 我 

が國 には眞 個の 自然 歌人と いふ もの は古來 無かった と 言っても 誣 ひまい と 思 ふ。 

两 行の 無常 觀も亦 案外に 淺 薄で ある。 僧侶た る 彼に 對 して 凡俗と はい さ、 か 異なつ 

たもの を 求めよう とする けれども、 何物 も 見當ら ない。 彼れ の 歌に は 僧侶と しての 深 

い 哲现を 求め 得ない。 

何事 も 鍵り のみ ゆぐ 世の中に 同じ 影に てす め 

る 月 かな 

1〇 三 
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年月 をい かで わが 身に 送 h> けむ 昨日の 人 も 今 

日 は 無き 世に 

ささが にの 絲に 賞ぐ 露の 玉 を かけて 飾れる 世 

にこ そ あ 4y けれ 

汀ち かぐ 引きよ せらる る大 網に いぐせ の もの 

の 命 こもれり 

惡ぃ 歌で は 無 けれども、 この類の 無常 觀 ならば 敢 へて 我が 西 行 を 待つ まで もない。 

新 古今 時代の 他の 歌人 達の 題詠の 釋敎 歌を观 けば 幾らでも 出て 來る。 

今 さらに 春 を 忘る る 花 も あら じ やすぐ 待ちつ 

つけ ふ も 暮らさ む 

散る を 見て 歸る心 やさ くら 花 昔に か はるし る 

しな るら む 


うき 世に はと どめお かじと 春風の 散らす は 花 

を惜 ひな. 9 けり 

ぐ も. りなき 錢の 上に ゐる塵 を 目に 立てて 見る 

世と 思 はば や 

彼れ の正覺 もこの 範園を 出で ない。 さう して これ は釋 阿の 俊 成ゃ叨 靜の定 家の 悟入 

と 針輕し 易から ざる 程度の ものである。 遯世 解說 とい ふ も 身 を 全うする 手段に 外なら 

す、 圆頂緇 衣の 人と なる の も 尋常 茶飯事に 過ぎなかった 世相の 下に 於いて、 これ 以上 

の 了^ を耍 求す るの は 無理な 事で あらう。 それから 山家 集雜の 部に 寂然、 成 通、 爲業、 

兵 衞局、 堀川 等との 贈答 歌が 澤 山に 載せられて ゐる。 これ 等の 歌の 上に 西 行の 入間觀 

の 閃めき を視 ようとす る けれども、 これ 亦徒勞 である。 よぐ もこれ だけ 平々 凡々 な應 

酬 が出來 たもの だと 驚かされる に過ぎない。 

歌 僧 西 行と か 西 行 法師と か 言 ふ 呼稱は 歌人と しての 彼を檢 討す る 上に 於いて 不適 當 

. 10 五 
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である。 西 行の 僧侶た る 事 は 彼れ の 歌 を 幾何 も 深から しめて ゐ ない。 言ひ換 へれば、 

西 行 も 俊 成 も 定家も 家隆も 彼等の 無常 觀 乃至 波 羅密の 深さ 高さに 於いて 差別 は 無い。 

であるから 私 は 彼 を 單に西 行と 呼び 度い。 或は、 近頃 流行の 「人間」 とい ふ 言葉 を 冠 

して、 入 間 fgl 行と 呼ぶ の もい、。 

私 は 山家 集の 作者 を 自然 詩人と する 事 も、 旅行 歌人と する 事 も、 歌 僧と する 事 も 否 

定し 去った。 然 らば 何 處に價 値 を 見出さう とする か。 その 一 は 深ぐ 湛 へられた 寂寥 味、 

その 二 は 現 實に對 する やるせない 愛着、 その 三 は 有情 滑稽、 その 四 は 修辭の 平易 率直、 

その 五 は 自然の ありの ま、 の 描出で ある。 さう して、 これ 等 五 個の 特質 を 綜合して 其 

處に 作者 その 人の ありぐ と 見られる 事が、 山家 集の 價 値の 總 計算で ある。 以下 節 を 

分って 述べよう。 


鈴 鹿 山う き 世 をよ そに ふり 捨てて いかにな り 

ゆぐ 我が身な るら む 

いづぐ にもす まれす ば 唯す まで あらむ 柴の庵 

のしば しなる 世に 

ここ V」 又 我が 住みう ぐて うかれい なば 松は獨 

りに ならむ とすら む 

ひと， 5 住む 片山 かげの 友 なれ や あらしに 晴る 

る 冬の 夜の 月 

あらし 吹ぐ 5^ の 木の 薬に ともな ひて いづち う 

かるる 心な るら む 


iO 八 

さびし さに 堪 へ たる 人の またも あれな 庵 をな 

ら ベむ 冬の 山里 

誰す みて あはれ 知 るら む 山里の 雨ふりす さぶ 

ゆ ふぐれ の {4! 

とふ 人 も 思 ひたえ たる 山里の さびし さ 無ぐ ば 

住みう 力ら まし 

谷のと に獨 -9 ど 松 も 立てり ける われの み 友 は 

なき かと 思 へ ば 

霜 さ ゆる 庭の 木の葉 を ふみわけて 月 は 見る や 

とと ふ 人 もがな 

霰に どもの めかし ぐ は 聞え ける 枯れた る榴の 

柴 のおち 葉 は 


これ 等の 歌の 持つ 寂黎. ^は 具に 特異な ものである。 五 百年の 後 唯一 の 知己 蕉に依 

つて 見出され たの も 此の 寂寥.^ の價 値で あるの は 言 ふまで も 無い。 新 古今 時代の 和耿 

の 本質 は 「約爛 ia!^ の 寂し さ」 であると は 私の かねてから 主張す る處 である。 極めて 美 

しい もの 、極に 瀰漫 し^ 寂滅の 觀念 ！ これが すな はち 定 家家 降等の 作品の 最伟^ で 

ある。 ところが 我が 西 行の 歌の 佳境 は その 「寂び」 を 絢爛な もの、 裡に 求めす して、 

i& ちに 索寞 蕭條な もの、 中に 見出して ゐる。 彼れ の 寂寥 味 はせ つば 詰って 表面まで 押 

し 出されて ゐる C 底の 深みに 沈潜す るの 餘裕を 持たない C 例へば 定家 等の 寂し さは 春 

の 寂し さで あるが、 西 行の は 冬の ものである C 

六 

浙 ぐまでに^ 寂 を 耽 味した 彼 も、 なほ 一面に 於いて、 厭離した 害の 現 赏に對 し 終生 

愛 若の It を斷 ち？ 4- す、 迷 悟の 間から 折に ふれつ. - 遣る 瀨 無い 哀吟を 吐露した ので ある。 

1〇 九  ， 
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すな はち、 花鳥風月の 自然に 對 して は、 

，つ-き 身に てきぐ も をし き は 驚の 霞に むせぶ あ 

け ぼの の聲 

柴の 庵に よるよ る 梅のに ほひ 來て やさしき 方 

も あるす まひ かな 

花見れば その いはれ と はな けれども 心のう ち 

ど 苦し かりけ る 

佛に はさ くらの 花 を たてまつれ 我が 後の世 を 

とぶら は 

ながむ とて 花に もいた ぐ 馴れ ぬれば 散る 別れ 

こそ 悲し か. 5 けれ 

うちつけに 又來む 秋の こよ ひまで 月 ゆ ゑ をし 


ぐなる 命 かな 

心 をば 見 る 人 ごとに 苦し め て 何 か は 月 のとり 

どころ なる 

これ 等を箪 なる 詠嘆と 觀 過して はならぬ。 普通 謂 ふところの 風流 心の 發 露との みは 

見られぬ ほどね つぐ、 粘.^ 强ぐ、 主觀の 味の 勝った ものである。 自然 を 自然と して 如 

赏に觀 察し その 情趣 を 味 はふと いふ 態度で 無い 事 はいふ 迄 もない。 自然 は 西 行に 取つ 

て 背 Gi:- に過ぎないと 前に 述べた の も 此の 意味で ある。 芭蕉 は 「虛 栗」 の 跳の 中で 「佗 

と 風雅の その^に あらぬ は 西 行の 山家 を 尋ねて 入の 拾 はぬ 蝕 栗な.^」 と 書いて ゐる。 

色蕉に つて か、 るの も を こが ましい が、 自然に 對 する 西 行の 態度 を 風雅と い ふ 槪念 

で 片付ける の は 私は與 しない。 思 ふに、 風雅と いふ は 人間 社會 から 高脫 した 花 月の 天 

地に 心 遊 するとい ふ 事で あらう。 

いそぎ 起きて 庭の 小 草の 露 ふまむ やさしき 數 

1 1 1 
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に 人 や 思 ふと (七夕) 

この類 及び これ 以下の 數 多の 凡作 は 成る 程 風雅の 所產 として 片付けて 然る べきで あ 

るが、 此の節の 書き出しに 引證 した 類の 歌 は 謂 はば 命が けの、 轉輾 反側の、 わめいて 

こそ 居ない が 苦しみの 餘 の 溜息で ある C 人間 社 會を超 脫し切 れ ない 人間の 聲 であ 

る C 

もろともに 影 を 並ぶ る 人 も あれ や 月の も h- く 

る笹の 庵に 

何事に とまる 心の ありければ 更にし もまた 世 

の "^と はしき 

吉野山 やがて 出で じと 思 ふ 身 を 花ち りなば と 

人 や 待 つらむ 

月見ば とちぎ りて 出で し 故郷の 人 もや こよ ひ 


釉 ぬら すらむ 

數ならぬ，^5-にも心のぁ..=-がほにぅかれては又 

歸. 5 來に けり 

とめ 來 かし 梅 さかりなる 我が 宿 をう とき も 人 

は を- 5 にこ そ よれ 

山里 は 人 来させ じと 思 はね ど 問 はる る こと ど 

うとくな り ゆぐ 

出 離の 身で ありながら、 世間と みづ からと に對 して 斯 くまでに 彼 は 愛着して ゐる。 

生 一 本の 道 を步 いた 人に 對 して は 敬虔の 念 を 起し 得る けれども、 親しみ を 持ちに ぐ 

い。 殊に 近代 人の 我々 は、 迷 悟の 間に さまよ ひつ、 結論 を 見出さない 底の、 懷疑 的の 

藝 術に 對 して 强 い 引力 を感 やる。 西 行の 歌が 今日な ほ 我々 の 胸奥に 訴 へる 永遠 性 を 持 

つ 所以 は眞に 其處に 在る ので ある。 悟り 澄ました 行 道 者の 文學 は、 少 く- U も 私に 取つ 

1 一 三 
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て は 別世界の もので あらねば ならぬ。 

七 

悲哀の 侧には 諧譃の レ リ-, -フが 欲しい。 沙 翁の 悲劇に は 必中 道化が あしら はれる。 

それ 程の 意味が ある わけで も 有るまい が、 我が 西 行の 口から 折々 左の やうな 歌 を聽く 

事の 出來 るの は うれしい 事で ある。 

小山 田の 庵ち かぐ 鳴ぐ 鹿の 昔に おどろかされ 

て 驚かす かな 

初花の ひらけ はじむる 梢よ 6N そばえて 風の わ 

たるなる かな 

ただ は 落ちで 枝 をった へ る 霰 かな つぼめる 花 

の 散る 心地して 


大方の 野べ の 露に はし を るれ ど 我が 淚 なき 女  . 

里なる るた そがれ 時の 郭公き かす 顏 にて 又 名 

のらせむ 

中々 にと き，^ 雲の かかる こそ 月 を もてなす 

かぎな り けれ 

古今 掘の 俳諧 歌の やうな 空疎な もので 無ぐ、 さりと て r 乂 後世の 宗鑑守 武宗因 等の 俳 

諧の 如き 卑俗な もので も 無ぐ、 まことに 細やかな 靜 かな、 上品な 有情 滑稽で ある。 當 

時の 堂上 歌人の 持たなかった 此の 一 要素 を 我が 山家 紫から 見落して はならない。 


修辭 の： 牛 易 率直な 歌の 多い 事 も 亦 山家 奥の 一 特質 だと 言へ よう。 桐 火桶の 俊 成の 如 

1 一 五 
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ぐ 構へ て自覺 的の 作歌 態度 を 取った 當 時の 歌人 達の 中に 在って、 我が 西 行 だけ は 大抵 

の 場合 さら f と 口に 任せて 詠んだ ので ある。 (凡作の 多かった の も 一 つに は 此の ゆ ゑ 

であらう。) 緣行 道して 轍き 詠む と 愚 祕抄に 書いて ゐる。 この 平易 率直な 修辭 法に 依つ 

て、 彼 は 稚拙な、 のん 氣な、 淡い、 しかも 特異な 情趣の 歌を尠 からす 見せて ゐる。 

吉野山 さぐらが 枝に 雪ち りて 花お そげなる 年 

にも あるかな 

堇 さくよ こ 野の つばな 生 ひ ぬればお も ひお も 

ひに 人 かよ ふなり 

春になる 櫻が 枝 は 何となく 花な けれども むつ 

まじき かな 

道の ベ の淸 水な がるる 柳 かげし ばし とて こそ 

たちどまり つれ 


おぼつかな 秋 はいかなる 故の あれ はすす ろに 

ものの 悲し かるらむ 

さらぬ だに 聲 よわりに し 松蟲の 秋の 末に はき 

きも わかれす 

はら/ — \J お つ る淚ど あはれ なる たまらす も 

のの 悲し かるべし 

後世の £ ^^など は 面 行の 此の 一 而 のみから 暗示 を， 

夜もすがら を しげな く 吹く 嵐 かなわ ざと 時雨 

の そむる 紅葉 を 

秋の 月い ざよ ふ 山の端の みか は 雲の 絕間 もま 

たれ や はせ ぬ 

あだにち る さ こそ 梢の 花なら め 少し は 殘せ春 


一 一 八 

の 山 かせ 

こころ 待った だ 一 筋に 今より は 花を惜 まで 風 

を いと はむ 

夕立の 晴 るれば 月 どや ど， 0 ける 玉 ゆり 据 うる 

蓮の 浮 葉に 

斯様な 平語 や 奇拔な 句法の 取 入れ も、 彼れ の 自由な 修辭 法の 自然の 擴大 として 馴致 

された ものな ので あるから、 少しもい やゆが 無ぐ つてい、。  . 

九 

片岡 frj 柴 うつ， 9 して 鳴ぐ 雉子た つ 羽 昔して た 

力 力らぬ 力 は 

山が つの 片岡 かけて 占む る 庵の さか ひに 立て 


る 玉の を 柳 

なほ ざり に燒 きすて し 野の 早 蕨 は 折る 人な く 

て ほどろ とやなる 

山 の 外面の li の 高き 木に そ どろが ましき 秋 

の 蝉 かな  • 

よこ 雲の 風に わかる る しののめに 山 とびこ ゆ 

る 初 雁の こ ゑ 

つらなりて 風に 亂れて 鳴ぐ 滅 のし どろに 聲の 

きこ ゆなる かな 

き. 0  < ^す 夜. 效 に 秋の な る ままに よわる か聲 

の 遠ざかり ゆぐ 

づれも 正 に對 象を視 詰めた 歌で ある。 自然 AJ ありの まゝに 描出して. Q る 處が値 

一 1 九 


1 二 〇 

打な の だ。 この 位の 作が せめて 百 首 も あったら 西 行 を 自然 歌人と 呼んで 差 支ない 事に 

なる の だけれ ども、 奈： 1: せむ まことに その 數が微 い。 案外に 尠ぃ。 少 いけれ どもと に 

かぐ 幾 首で も ある 事 は、 作. お 偏重の 當 時の 歌人の 間に 在って 異 とする に 足りる。 

これと 言って 明瞭な、 深刻な 動機 は 無しに 出家 を 遂げ、 遯世の 後 も佛道 精進に 苦行 

の ありた け を するとい ふので も 無い。 心の 行ぐ ま、 に、 或は 京洛に 留まって 權 s: の 間 

に 出入し、 或は 飄然と して 放浪の 旅に 上る。 花鳥風月 を 友と して は、 口任せに や、 i 

樂な歌 を 吐き 散らし、 上出来の 場合に は それが 相當に 自然 を 凝視した 作と も 成る。 寂 

寥に 浸って 心！^ の 澄み 極まった 瞬間に は 天籟の 哀音 を 響かせ、 現實の 愛着に 搔き亂 さ 

れる 折々 は 遣る瀬な S 入 間の 溜息 ど 吐ぐ。 時として は 1^ 頗る 氧 立ての い、 滑稽 も 言 ふ。 

これが 山家 集 千 五百餘 首の 歌から 歸納 される 我 か 函 行の 價 値の あらまし である。 


山家 の^ として 救へ た 五 個の 特 g:; に 就いては、 詳しく論すれば限.-の無ぃ^^で 

あるから、 これで 筆 を擱ぐ 事に する。 なほ 餘論 として 次に  一 二 附言して 置き 皮い。 

十 I 

遙 かなる おの はざまに ひとり^て 人目お も は 

でもの 思 はば や 

V は來で 風の けしき も ふけぬ る にあ はれに 雁 

の 昔 づれて ゆく 

これ は 新 古今 iis. ポ戀の 部に 出て ゐる两 行の 作で ある。 西 行の 戀 歌に は 佳什が 隨 分と數 

多く あ， 0 けれども、 それが 果して 本氣 なのか 何だか わか. - かねる ので 私の 興味 を そそ 

ら ない。 

彼 はまた 詞花言 一菜 を 飾った、 燦爛たる、 li ふところの 新 古今 調の 歌を澤 山に 作って 

.  一 二 一 


一 ニニ 

ゐる。 

夕 露 を はらへば 袖に 玉 消えて 道 わけかぬ る 小 

野の 萩 はら 

あはれ いかに 草葉の 露の こぼ るら む 秋風 立ち 

ぬ宫城 野の 原  - 

津の國 の 難 波の 寿 は 夢 なれ や 声の かれ 葉に 風 

わたるな り 

春風の 花の 吹雪に うづ もれて 行き も やられぬ 

志 賀の山 越 

淡路 潟せ との 汐 干の ゆ ふぐれ に須 磨よりか よ 

ふ 千鳥な ぐな り 

彼 は何處 まで も 時代の 產 物であって、 晚 年の 實 朝の やうに 園から 飛び離れて はゐ 


ない。 其處に 或は 金槐 雄の 作者 ほどの 高さ を 見出し 得な s かも 知れない けれども、 

何にも 親しみが 成 じられ る。 西 行 は何處 まで もお のづ からで ある。 我等と おなじ 入 問 

である。 彼 を 超入极 ひする の は 飛んだ 最 負の 引 倒しで あらねば ならぬ。 (4^丄*トニ"ぉ) 

北面の 歌人 秀能 

太 上 天皇 を 輝き 縫る 幾多の 詩 Is- の 中に 我が 藤 原 秀能も 居った。 ニ條 殿の 內に 置かれ 

たとい ふ 常， の 和歌 所に 出入す る 仕官の 歌人 達の 中で、 秀能は 最も 身分の 低い 者で あ 

つたら しい。 建 保 二 年 九月 水無濑 殿の 淸 撰の 御 歌合の 時、 北面の 秀 能の 歌が やん ごと 

無き 入々 にも 立ち こえて 九 首まで 召され、 しか.^ 院 のおん かたてに 參 つて、 末代まで 

の 面目 を ほどこした 由 を 鏡に 窨 いて ある。 

藤； 秀 能の 經歴に 就いて 今日までに 私の 知り 得た ところ は 甚だ 乏し soriK 寸府將 軍 

ニニ 一一 


一 二 四 

秀鄕の 後胤 河內守 秀宗の 第二 子な， 初め 土 御門 內 大臣 通 親の 家に 祗 候す。 年 _s めて 

十六、 後鳥羽 上皇の 北面に 召されて 堂上 を聽 さる。 新 古今 撰 定の事 ある や、 和歌 所 

寄 人に 加 へられ、 累進して 承 元 §1 年廷 尉に 任せら る。 建 保 四 年 出 羽 守に 任じ、 同 五 年 

正 五位 上に 敍 せらる。 承 久の變 に 追手の 大將 となり、 亂平 ぎて 後、 熊 野 山に 入りて 出 

家し、 法名 如 願と 號す。 仁 治 元年 五月 二十 一 日 卒す、 年 五十 七 o」 日本 百科 大 辭典 m 九 

卷に 斯う 書いて ある。 それから 新 古今 集に 彼れ の 熊 野 參詣の 時の 歌が 載って ゐる のか 

ら推 すと、 建 仁 元年 十月の 太 上 天皇 熊 野 御幸の 供奉に 加 はった ものら し so 

この入の作は新古今^^に十七首取られて.Qる。 同 集 春 歌 上、 

花 ど 見る 道の 芝草 ふみわけて 吉 野の 宮の 春の 

あけぼの 

の 作者 を 流布本に 正三位 秀能 として あるが、 それ は 正三位 季 能の 寫し 誤りで あらう と 

私 は 推定す る。 新 古今 撰 進の 元久 年間に 我が 秀 能が 三位で あらう 害の 無い 事 は、 增鏡 


の 記事から しても、 前述の： a 科大 辭典 記載の 膪歴 からしても、 疑の 存 せぬ 事で ある。 

更に 私の 推定の 確かな 事は定 家の 叨月 記から も 裏書 出來 るので ある。 明月 記 を EE 

いて 见 ると 通 光、 通 具  >  有 家、 家長、 家險、 具 親、 雅 經等當 時の 主なる 堂上 歌人の 名 

前 は 到る 處に引 八！； に 出されて. Q るに も拘ら す、 我が 秀 能の 名前 だけ は 稀に しか 见 《はら 

ない。 僅に 元久 二， ポ正 月 除 H の 記事の 中に 主馬 首藤秀 能と い ふ 文字が 见 ら れ る ぐら ゐ 

の ものである。 これ は 多分 我が 秀 能の 事で あらう と 推測す る。 若しも 彼が 三位の 身分 

の 殿上 入であった ならば 明月 記の 中に 始終 引 八！： に 出されねば ならぬ 答で ある。 である 

から 私 は 流布本の 正三位 禿 能を季 能の 番き 損ねと 斷す るので ある。 正三位 季能 は冬耿 

の 部に 千，：！ 1^ の 歌 一 首の 作者と して 载 せられて ゐる のみなら す、 明月 記のと ころ，^ に 

も 名前 を觅せ てんる。 つ いて 乍ら 千載 集の 作者に 左 京大 夫秀 能と いふ 名前の 人が ある 

けれども、 これ も 我が 秀 能で 無い 事 は 同様に 身分の 點 から 考 證出來 ると 思 ふ。 

考^つ いで. に 彼れ の 年^と 作品との 關係を も 調べて 見 度い と 思 ふ。 仁 治 元年に 五十 

二  一 五 


一 二 六 

七歲で 卒去した とすると、 元曆 元年の 生れであって、 熊 野 御幸の 供奉 反び 和歌 所 寄 入 

の拜 命が 十八 歲、 新 古今 集 撰 進の 當 時が 二十 二 歳と いふ 事になる。 驚ぐべき 早熟の 才 

人で ある。 尤も 此の 時代の 歌人に は 早熟の 人が 多かった ので、 大器晩成 などい ふ氣樂 

な 者は藥 にした ぐ も 見付からない。 定 家の 早熟 は 勿論と して、 新 古今 集の 成った 元久 

二 年に 於いて は 太 上 天皇が 御 薄 二十 六、 良經が 三十 七歲、 雅經が 三十 六 歳に 過ぎな か 

つた。 その 中で も 我が 秀 能の 若い のに は 驚かされる。 何から 何まで 型に はまった 平安 

朝の 最 末期、 萎 微沈滯 の 極に あつたと 目せられ る 頹廢的 費 族 社會に 於いて、 これ は义 

おどろぐべき 實カ 主義の 實現 では 無い か。 當 年の 歌人 等が 非凡な りし 爲 めか、 それと 

も 保護者 太 上 天皇の 聰明に あらせられた 爲 めか。 蓋し 兩 つながら 相 俟 つた 結果で あら 

ラ 0 

この 藤原秀 能に 就いて 一 文 を 草す る 程 私の 興味 を ひいた 所以 は、 彼が 身分の 最も 低 

い 作者であった 事と、 極めて 早熟の 歌 入であった 事と、 さう して その 歌が 十分 光って 


ゐる 事と に 外なら ない。 

あしび きの 山路の 苔の 露の 上に ねざめ 夜 If き  . 

月 をみ るかな 

山 の 風す さましき 夕 ぐれに 木の葉み だれて 

もの ど 非^し き 

新 古今 築 中にはめ づ らしい あ のま まの 歌で ある。 しかも 當 時の 作者の 長所と して、 

枝 巧に いささかの そつ も 無い。 ありのまま では ある けれども、 ざつぐ ばらんで 無い。 

おく 山の 木の葉の おつる 秋風に た *x だえ 峯の 

月 ど 殘れる 

月す めば よもの 浮 雲 そらに 消えて み 山が ぐれ 

を ゆぐ あらし かな 

二 首 共 熊 野 參詣の 時の 作であって、 前者 は 晚秋蕭 條の山 s!!; "を 如實 にあら はし、 後者 

1 二 七 


一 二八 

は-r^妙極ま..^無ぃものでぁる。 桂 園 一 枝に 「てる 月 は 高く 離れて あらしの み 折々 松に 

さはる 夜半 かな 」 とい ふの が ある。 秀 能の 「月す めば」 とおな じ處を 見付けた ので あ 

つて 惡ぃ 歌で は 無い けれども、 彼此 くらべて 見る と 錦と 布 ほどの 値 打の 差： か ある。 今 

人 は 或は 實 向な 布の 方 を重寶 がる かも 知れない けれど、 錦 は何處 まで も 錦で ある。 

夕月夜 汐 ^ ち來 らし 難 波 江の あしの 若葉に こ 

ゆる 白浪 

この 一 首. たけで も 彼 は 新 古今 奥 中に 藏 として 存在 を 認めし める" 

草枕 ゆ ふ ベ の 空 を 人と はばな きても 告げよ 初 

雁の こ ゑ 

袖のう へ にたれ ゆ ゑ 月 は 宿る ぞと よそに なし 

て も 人の 問へ かし 

特の 和歌の 弊た る 「作意の 勝ち 過ぎた」 ところ は ある けれども、 それ は それと し 


て、 右二 首 =Hv 、に 佳作た る を 失 はない。 今人の 喜ぶ ところの 無 の 食客 的 凡作に 比べれ 

ば、 作な が 有る だけで も 取り どころ である。  . 

今 さらに 住みう しとても いかがせ ひ灘 のし ほ 

尾の 夕 ぐれの - 

すてばちな 處 がい、。 遡 井 雨 江 著 「新 古今 和歌 詳解」 に 此の 歌 を註釋 して 「何事 

か 決心す る 事 ありて 灘の鹽 星に 世 を 恩 ひ 捨てた る 身の、 夕幕の{4^にはぃとど悲しぐ佗 

びし ぐ 思 ひての 述愤 なるべし」 と 言って ゐ るの は 養成 出來 ない。 作者 はま だ 二十 歲前 

後の 執着の 花 _ ^りで、 世 を 思 ひ 捨てるな ど は 思 ひも 寄らない の だ。 これ は 題詠の 歌に 

扣途 ない。 题 詠で 遯世す るぐ らゐの 事は當 時の 歌 入 等に は 朝飯前の 仕事であった。 さ 

うして、 题 詠の 歌に 十分な 實感を 持たせる 事 も 彼等の 容易ぐ 成し遂げた 處 である。 新 

古今 歌人 の 作 歌 態度 を檢 討す れば這 般の消 S| はおの づ から 明らめら れ るので ある 。 ：1 

江 は 此の 一 首の 成 味に ごまかされて しまった。 蓋し 彼 は 正直 過ぎた 註釋 家で ある。 

一 二 九 


、 一 三 〇 

以上 は 新 古今 集に 出て ゐる 十數 首の 歌から 秀能を 瞥見した に過ぎない。 彼れ の 作 は 

なほ 新 勅撰集 及び 續後撰 集 等に も 取られて ゐ るが、 私 は 未だ それ 等 を 見て 居ない。 籐 

原秀 能の 家雞 なる ものが 今日 遺されて ゐ るか 否か も 私 は 未だ 究めて ゐな いが、 竹 柏 Si 

大 にで も敎を 仰がう と 思 ふ。 (大正. Hi 一" 稿) 

なまけもの 具 親 

源 具 親と 言った ところで、 新 古今 研究者の 私に 取って こそ 懷 かしい 名前の 一 つ だけ 

れ ども、 大方の 君子 は 存じ も 寄るまい。 歌人と いへば 實朝 か良寬 かと 早合點 する 人々 

は 具 親から 見れば 無緣の 衆生な ので ある。 

新 古今 築を鎩 いて 見る と、 五 人の 撰者 及び 彼等と 盛名 を 同じう する 數 人の 作者 はさ 

て 措き、 その他に も 1^ に 一 世の 才人と 目すべき 程度の よみ 口が 十 人ば かり 居る 事 を 私 


は發 見す る。 さう して、 源 具 親 は その 一 人な ので ある。 具 親の 作の 同 奥に 採られた も 

の は 十 首に は 足らない けれども、 いづれ も 時代の 風尙を 代表す る 幽玄：！ 爛 乃至 巧微な 

ものば かりで ある。 

時し も あれた の ひの 雁の 別れさへ 花ち る 頃の 

み吉 野の 里 

しきた へ の 枕の 上に すぎぬな. 5 露を尋 ぬる 秋 

の はつ 風 

几ハ 親の 傅 記に 就いて 私の 知る ところ は 基 だ 乏しい。 彼 は 左 京大 夫師光 (この 人の 名 

は 千 载染新 古今 集な どに 出て ゐる) の 子であって 巾幗 歌人 宫內 卿の 實の 兄で ある 事、 

官は少 將兵衞 佐な どに 拜 せられた 事、 自讃 歌の 作者の 一人で ある 事、 彼が 後鳥羽院の 

熊 野 御幸に 供奉した ことが、 新 古今 棠雜歌 上に 出て ゐる 彼れ の 

なかめ よ と 5^ は で し もや^ るら む 月 まつ 浦の 

1 三 一 


一 三 二 

あまの 翁 舟 

とい ふ 歌の 詞 害から 判 斷し 得る 事、 高野山に 參 籠した ことの ある 事、 彼れ の 妻が 彼よ 

り も 先に 亡/、 なった ことが 明月 記に 書いて ある 事。 彼れ の 經歷に 就いては 斯様な 貧し 

S 材料し か 持ち合せ てわない が、 ここに 一 つ 面白 いのは 鴨 長 明の 無名 抄の 中に 具 親 は 

非常な なまけもの だとい ふ 逸話の 载 せられて ゐる 事で ある。 無名 抄下卷 に 「具 親 歌 を 

不入 心事」 と 題して、 

寂 連 入 近 は 殊に この 事 (宫內 卿の 歌道に 極めて 熱心な 事 を 指す) をい み じがり て、 

せう との 具 親 少將の 歌に 心 を 入れぬ を ど惡み 侍りし。 何故に 身 をた てた る 人 なれ 

ばし か あ をらん〕 宿直 所 を まれ- (たち 入りて 見れば、 はれの 會 などの 頃 も 弓よ 

蟇 目よ などと りこみ て 細 具 前に 据 ゑて、 歌 を 大事と 思 はぬ とて 口惜しき 事に ど 言 

ひ 侍りし。 

懶け 者で も 具 親 位な 歌が 出來 たら 仕 合せで あらう。 いざ 歌 を 作る とい ふ 場 八！： に はわ 


ざ /(» 衣紋 を かいつ ぐろ つて 榈 火桶に 凭. 9 かかったり、 白 氏 文 奥 をぐ.^ 披げ たり、 M 

の 俊 を 明るぐ したり、 細めたり、 ひどい のになる と 一首の 歌で^ 血した，. y する やう 

な、 極めて 野心 深い、 克明な 入 間ば かり 多かった 當 時に 於いて、 一入の なまけもの 具 

親 を 3- 出す 事 は いささか 入 S を强 うする に 足りる。 それが 义、 名うての 努力家、 お. Z: 

卿の 血 を わけた 兄さんと 來てゐ るから 一 層 妙で は 無い か。 氷囊を 頭に 戴せ て やっと 反 

第す る 底の 燕 勉强家 は 下品の 下に 屬 する。 それに 比べる と、 懶け 澄まして 秀歌 を 吐き 

出す 我が 其 親の 顿は少 ぐと も 上品の ド ぐらぬ の 値 打 は あらう。 文蕩{5^興期の佛^西の 

一 思 幸： 家 は 笑の 11 美 を 商 i? したので あるが、 具親の歌を玩味する時私は懶^^の福昔を 

說き 皮くなる。 

尤も 我が 几 〈親に したと ころで 徹頭徹尾 懶け 倒して ゐ たもので は 無い らしい。 

難 波が た 観まぬ 浪も 霞みけ りうつ る も 優る お 

ぼろ 月夜に 

一 三  一一！ 


1 三 四 

今 はまた 散らで もまが ふ時刚 かな ひとり ふり 

ゆく 庭の 松風 

月の 秋 は 名のみ どよ るの 藻し ほ 草 かっかき た 

えて 見る 夢 もな し 

斯の 種の 歌 は 善 かれ 惡 かれ 非^に 凝り 拔ぃ たもので あって、 物臭 太郞 では 思 ひも^ 

らぬ 繊巧な 藝術 品で ある。 具 親に 取って これ 等 は 蓋し なまけものの 俄 勉强の 結^で あ 

つたら う。 さう して、 その纔かな凝h^性の閃めきに於ぃて彼が矢張り宫內卿の阿兄た 

る 事 を 私は領 かすに 居られない。 

或は 想像が 逞しくな り 過ぎる かも 知れない が、 無名 抄の 著者に よれば 具 親 は 作歌よ 

り も 弓術な どに 多ぐ 奥 味 を 持った 活 澄な 戶 外人であった らしい。 何も 王朝 末期の 殿上 

人 だからと て 蒼白い 顔して 歌ば かり 詠んで ゐ たものと は 限るまい。 定家は 馬術の 達人 

であって、 そのせ いか 明月 記に も 馬の 事が S 々出て 來る。 新 古今 集 撰者の 一 人の 雅經 


も 飛 £| 井家の 齟と 成った 人で、 蹴 鞠の 名手であった。 歌人 を 論評す るに 當 つて その is!!: 

円 、以外の 方面から 觀 察する 事 は 面白ぐ も あり、 1 ^必要な 事で も ある。 

又も かぐ 浮きて 世に ふるため しあ， 0 やた だよ 

ふ 雲の あとの 村雨 

之 は なまけもの 具 親が 述懐の 嘆聲 である。 超然と して 懶け 澄ました つもりの 我が 具 

親 も竟に はみ づ から を 浮 雲の 一叢 雨と 觀せ すに は 居られ なくなつ たので あらう。 さう 

して それ は 取 も 直さす 當時 の 世相 であった。 (X4 十二 ネ f  S 

慈 鎮和尙 の 愛 n 

大^ lil 慈圓、 謚 して 慈 親が 新 古今 集の 入選 歌數に 於いて 筆頭で あつたの は、 歌の 上 

手な のと 名門であった のと 二つの 现由 による 事で、 その 孰れ か 一 つ だけの 理由で は 無 

1 三 五 
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かった と 思 はれる。 その 家集 拾玉棠 を通讀 して 最も 面白ぐ 感じられる 事 は、 彼れ が 如 

何にも 歌 好きで、 毀譽 褒^ を 度外視して 歌を樂 しみに 詠んで ゐ たらしい 事で ある。 今 

一 つ は、 右の 結果と して、 當 時の 歌人と して は 珍ら しく も、 その 家集 中に 自個を かな 

り 明らかに 暴露して ゐる 事で ある。 

拾 玉 葉 中に 新 古今 調 本格の 秀歌が 相當 にある 事 は 疑 無 い けれども、 私 はこ こに それ 

らを 紹介す る勞を 省ぐ。 それよ. り も、 次に 擧げる やうな 素直な 歌の ある 事を讀 者に 知 

つてお いて W; ひ 度い。 

中々 にもり ぐる 月の さやけ き は 暗き 木 かげに 

映 ゆ るな りけ り 

神無月 時雨 は 過ぎ ぬ 竹の 葉に はげし き 昔 や 霞 

な るら む 

何とな ぐ 駒に まかせて ゆぐ 道 を 事 あり 顔に 蟬 


ど 鳴ぐな る 

吾が 宿に しぐれ 來に けり 山の端に ひとむら か 

かる a^llt と 見 たれば 

それから t^、  . 

ほととぎす 倾く 月に 過 ざぬな り驛ょ .^f 西に 聲 

を殘 して 

の 如き は、 二， 滞 三聲^ きつつ 遠ざかる 瞬間の 表現と して 非 に苦勞 した ものである。 

それら はさて 抬き、 ここに 私が 述べ ようと 思 ふの は、 歌に 現 はれた 慈 和 の 愛橋、 

すな はち 人格の 諧誰的 方面で ある。 

柑には 花の 姿 をお も はせ て先づ 1^ ぐ もの は鬵 

の * 猓 

定家 にも 「身に しむ 色の 秋風 ど 吹く」 とい ふ 句が あるが それ は眞 面目で、 佛蘭 西の 

1 三 七 
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象徴派 を 想 はせ る 手法で あるが、 慈 鎭のは 滑稽に 感じられる。 

風 をいた み 山 漕ぐ われ は 舟 なれ や 花の しら 浪 

わけて 來 つれば 

うき 身 かな ふりぬ る 上に なほ ふ ぬ 鈴 鹿の 山 

の 鈴虫の こ ゑ 

人 を 喰 ふに も 程が ある。 ぉ花晃 遊山の 自分 を 舟に 見立てて、 而 かも その 舟が 山 を 漕 

いて ゐ るの だ。 

賤の 男が ふけ ゆぐ 闇の 門 凉み好 もしから ぬま 

どゐ なりけ. 5  . 

下郞 共が 夜 ふけて 凉み をして ゐる。 汗臭い か、 博 変 を 打って ゐ るか、 とても 乃公に 

は 仲間入りの 出來 かねる 奴等 だと 仰せ 給 ふの だ。 

鶯の 花に 鳴きし も 忘られぬ 紅葉の 下に さ を 鹿 


の - J ゑ 

花が るた の 赉識と 言った 處 である。 好 もしから ぬ賤の 男の 爲 めに 敢 へ て 下しお かれ 

た 一 首で あるか も 知らぬ。 

秋 來れば 秋の まがき の 秋風に 秋の 心 ど 秋に つ 

ぐな る 

まだ ささぬ 横の 板戶 をた たぐ かなわれ ど 水 鶴 

と 名のるな る ベ し 

難波がた_^3^問の，！の 一 つが ひ 思ひ絕 えたる み 

吉 野の 山 

夏衣 ひとへ なれ ども なかなか にあつ さど まさ 

る 一 5^ となり ぬ る 

此の程 皮の ふざけた 歌 は 幾らでも ある。 
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大和 尙が これらの 歌 を 作った 瞬 問、 新ら しいだら うとした b 顏 をした か、 乃公の 歌 

は 殿様 藝で定 家 輩に 反ばぬ わい と 苦笑した か、 それとも 何も 考 へない 無爲 境に 安んじ 

たか、 後世の 批評家 はま ごつ かされる だけで ある。 (大？ ™I 年き S 

後 京極攝 政良經 

私 は 大正 十 一 年以來 折に ふれて は 新 古今 奥 及び その 時代の 和歌に 關 する 硏究 を發表 

し、 最近で はも はや 言 ふべき 事 を 言 ひ盡 くした 心 持が して ゐる。 此の 時代の 歌の 特質 

は 額 型 的すな はち 非 個性的で ある 事、 爛を 極めて 而 かも 成る もの は その 裡に 時代相 

の 反映なる 寂び しい 影 を 持って ゐる 事、 又 稀に は 象徵の 域に さへ 入って ゐる 事、 額廢 

の 匂 ひ 深い 事、 無常 觀ゃ 厭離の 歌の 多い 事、 漢詩の 影響が 特に 格調の 上に 著る しい 事、 

自然 風物の 擬人 的 傾向な どで あると 私 は 論じて 來た 0 當 時の 歌人 等が 修？ 附 上の 技巧に 


沒 -M し 過ぎた事 は 私が 特に 論す るまで も 無い 周知の 事 宵 だ。 义、 彼等が 叙：^ M 客観の 方 

而に 作 を 多ぐ 遺し、 抒情 主観の 歌 は莴葉 はおろ か槪 して 古今に さ へ 及ばなかった 

琪も亦 私が 敢へ て 措 摘す るまで も 無い。 

此の 特質 を當 時の 代表的 歌人の 作の 上に 具體 的に 述べ て 見 度い と 思って、 後 京極攝 

政 藤 良經を 選んだ。 

新 今時 代の 代表的 作家と 言へば 後鳥羽院、 良經、 慈 ir 西 行、 俊 成、 寂 連、 定家、 

家， ほ、 _4 ^明、 通 具、 通 光、 有 家、 雅經、 秀能、 女流で は 式子內 親王、 小 侍從、 讃岐、 

丹 後、 大輔、 俊 成 女、 宮內卿 ：5 等の 二十 餘入 である。 これ 等の 人々 は、 西 行 一入 を 除け 

ば、 ^非 個性的であって、 莉古 今風 (定家 型と 呼稱 て- -同 じこと) に 統一 せられ、 

S 'に 就いての 批， _ ^は 乙に も 適し、 乙に 就いての 考察 は 多少と も 丙に 通じる 次 m なの だ。 

そわ 故 彼等の どの 一 人 を 選んでも 1$ はぬ 次 r.^ であるが、 便宜の 爲め、 新 古今 集卷； の 


一 四 二 

みよし 野 は 山 も 霞みて しら 雪の ふりに し 里に 

春は來 にけ 

の 作者 良 經を選 ん だので ある。 

先 づ良經 の 略傳を 述べ れば 月輪 關白 兼實の 子と して 嘉應 元年 生、 建 久六年 二十 七歲 

にて 內 大臣、 正 治 元年 三十 一 歲 にて 左大臣、 建 仁 二 年 三十 四 歳に て攝 政、 元久 元年 三 

十六 歳に て 太 政 大臣、 建 永 元年 三月 暗殺 せらる、 年 三十 八。 後鳥羽院よりも 長す る こ 

と 八 歳、 定 家よりも 若き こと 七歲 であった。 天台 座主 慈圓は その 伯父、 中宮 宜秋 門院 

は その 妹。 北の方 (長子 道家の 母) は 先立って 世 を 去る。 良經 は慈圓 ゃ公經 (西 園 寺) 

等の やうに 親 幕 主義の 人で あつたが、 その 品性の 高い のと 和歌に 堪能であった 爲 めと 

により 後鳥羽院の 信任が 厚かった。 家舆を 式部 史生秋 條月淸 集と いふ。 

月淸集 をく， か へ し 見ても 良經の 人柄 や 生活 は 殆ど 捕捉し 難い。 彼れ の 歌 は 非 個性 

的で ある。 當 時の 他の 歌人 等と 共通した 人世 觀ゃ 自然 觀 のみし か 出し てんない。 


春 日 山 みやこの 商し a" どお も ふ 北の 藤浪 春に 

\ と は 

家門の^^ を 希求す る 歌 は 何人に も ある。 

世の中 はぐ だり はてぬ とい ふ 事 やた また ま 人 

のま ことな るら む 

われながら 心の はて を 知らぬ かな 拾 てがたき 

世の 义紙 はしき 

fll; が 代に 出で む 朝日 を 思 ふかな 五十鈴川 原の 

森の あけぼの 

掩ふ べき 袖 こそな けれ^の 中に 貧しき 民の 寒 

きおな- (- 

これらと て 良經に 限つ ぉ成慨 では 無い。 
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今年み る 吾が 元 結の 初霜に みそ ぢぁ まりの 秋 

の ふけぬ る 

三十 二 歳の 作で、 初 白髮を 嘆息した の だ。 これな ど は 自分に 卽 して ゐ るので 面白 い。 

戀歌も ある けれども 皆 題詠で、 告白 的の 詞書 ある もの は 無い。 要するに 月 淸集は 百 首 

歌と 題詠の 歌との 集結で、 新 古今 型 花鳥風月の 外の 何もので も 無い。 斯く 言へば とて 

私 は 決して 良經 と月淸 集と を覎 しめる ので は 無い。 良經 のみなら す、 當 時の 歌人 は 時 

代 特色 を 濃厚に 具現し てゐる 事に 惯 値と 意義と を 持 つて ゐ るので ある。 

良 經の才 は 早熟であった。 月淸 集で 作 年月の 明らかな ものの 中で は 二十 二 歳 作の 花 

月 百 首が ま 女 作で ある。 此の 處女作 を〉 II むと 十五 六 首 は 佳作で ある。 而 かも それら は 

頗る 善く 整った 新 古今 本格の 歌で ある。 數首 を拔 く。 

昔 たれ かかる 櫻の 種を植 ゑて 吉野を 春の 山と 

なしけ む 


世の中よ 樱に 吹け る 花な ぐば 春と いふ 頃 もさ 

も あらば あれ 

今日 來 やば 庭に や 跡の いと はれむ 訪へ かし 人 

の 花の さかり を 

雲と 见し 深山の 花 はちり にけ り吉 野の 瀧の 末 

のしら 浪 

>-M 砂の をの へ の 花に ^ぐれて 残りし 松の まが 

ゆぐ 力な 

パだ にも なぐさめ がた き 秋 の 夜の 心 も 知らぬ 

松の 風 かな 

ひとりねの 夜寒に なれる 月 みれば 時し も あれ 

や 衣う つ こ ゑ 
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それから、 

何となく 春の 心に さそ はれぬ 今日 白 河の 花の 

もとまで 

里と よむ 昔 も しづかに なりはてて さ 夜 ふけが 

たに 澄める お 影 

とい ふやうな 素直な 歌 も ある。 

此の 處女 作の 上手 さで 晩年まで ぐい. （ 伸びた かと 言 ふと、 さう でも 無い。 變 化が 

あった かと 言 ふと、 それ は尙更 無い。 此の 早熟と 無變 化と いふ 特徵 は當 時の 歌人 逸に 

共通の 現象であった。 僅に 慈圓 と家隆 とぐら ゐが 例外で あらう。 ー體新 古今 時代の 作 

家 等の 一 人 一 人 を 特質 付けて 見ようと する は徒勞 なので ある。 鎌倉時代の いろいろの 

髓腦 物に それ を 試みて ゐ るが 大方 當 つて. Q ない。 賞 之が 六 歌仙 を 色 わけした のと は途 

つて ゐ る。 ぐり か へし 言 ふが、 俊 成定家 等の 一 國は非 個性的で ある。 


^^>救の歌には地歌が多ぃ。 後 G:! 羽院ロ 傅に、 「故攝 政 はたけ をむ ねとして 諸方 を (t ね 

た. 0,0。 いかに どや 觅 ゆる 言葉の なき 歌、 ことによ しある さま 不卬』 議 なり。 fa 首な ど 

の、 餘 りに 地歌 も 無ぐ 兄え しど かへ. 5 て 難と も 言 ひつべ かりし。 秀歌 餘 りに 多ぐ C 、-: 1 

三 首な ど は.^; n きのせ 難し。」 と ある。 1^、 荷 田 在満の 「國歌 八 論」 中に 後 京極攝 政の 歌 

1^ 首转^ 秘云々 と 讃美 を盡 くして ゐ るが、 これら は良經 だけ を 賞揚し 過ぎて ゐる。 小 W3 

時の 人達の 百 首 歌の 颠を讀 むと 地歌の 多過ぎる ので 返 屈させられる 位の もの だ。 -u^ 

とても その： grsi: に；！ れ ない。 比較的 地歌 少ぐ 粒の 揃って ゐ るの は 拾 遣 愚 草 だけで あら 

う。 「三 五 記^ 本」 の 中に、 「百 首 を 詠まん に は、 地歌と て、 所々 に はさる 體 なる ものの、 

いひし りたる 様 を 詠みて、 其 中に 秀歌 出で 來り ぬべ からむ。」 と 書いて あるの は 機微に 

通じて ゐる。 常時 地歌の 多かった の は 此の 作戰 からか も 知れない、 呵々。 

お リ3 拔にニ 夜 百 首と いふの が ある。 それに 作者 は 附記して、 「これ は 久 元年 十二お 

倣の 夜 禁中に { 伯 W しつつ 詠んだ。 後から 一首 も 改作して ゐ ない。」 と 言って ゐる。 二 
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十二 歲の 時の 事で ある。 一夜 清け と は 思 はれぬ 立派な 歌 もま じって ゐる。 _ 

忘るな よたの むの 澤を たつ 雁も稻 葉の 風の 秋 

の 夕 ぐれ (歸 雁) 

照射す る はやま 茂 山 さと 遠み 火 串 もつ きぬ 明 

けぬ この 夜 は 

日 を 遮 ふる 松より 西の 朝凉 しこ こに は 暮ど待 

たれ ざり ける (納涼) 

山 ふかき 水の みなかみ 氷る らし 淸瀧 H のおと 

のと もしき 

冬の朝衞士の熥を立っる屋のぁた.=^は薄き九 

重の 雪 

彼れ は 速吟の 技能 を 持って ゐた。 尤も、 此の速吟の蕩は定家ゃ慈圓の家^^を^^ても 


： 史に膽 くべ さもの が ある。 西 行 も 「緣行 道して 」 歌 を 作った と 傅 へられる から、 李，：：！ 

流の 早業 も 出来たら しい。 -ひ S 時の 人々 は 俄に 百 首 歌 を；： a 上げられた.^、 當 座の 歌 八！： に 

臨ませられた したので おの づ から 達吟、 速吟に 熟練せ ねばならなかった ので あらう。 

反對 に、 n 氏 文 igi- の 句 を 誦した， o、 桐 太 桶 を 抱いた. 5 して、 悠々 と遲吟 する 事 も 知つ 

てゐた 0 

.U 終 は iiisi 親 經に詩 を學ん だとい ふ。 さなき だに、 ： 牛 安朝以 來引續 いて 漢文 ゆの 影 

を 多ぐ ぉ豕 つた 常時の 事で あるから、 月 淸齷の 中に も 折々 漢詩 風の 和歌 を發见 する。 

うたたねの，！ i がより さきに 明けぬな り 山 ほと と 

ぎす 一 徵の筌 

夏 深き 入江の 蓮 さきにけ り浪 にうた ひて すぐ 

る 舟人 

雲 はみ な拂ひ はてた る 秋風 を 松に 殘 して 月 を 

一 g: 九 
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見る かな 

人す まぬ 不 破の 關屋の 板び さし 荒れに し 後 は 

ただ 秋の 風 

暗き 一； I- の 窓 打つ 雨に おどろけば 軒端の 松に 秋 

風 ど ふく 

かへ るべき 越の 旅人 待ちわびて 都の： ^に 衣う 

つなり 

いづれ も 集中での 秀逸の 部で あるが、 內容 1^ は 格調の 上に 於いて 漢詩 的で ある 事 は 

說 明を俟 たぬ。 

彼れ に 又、 此の 時代の 凡ての 歌人と 同様、 本 歌 取りの 技巧 を 弄した 歌の 多い 事 勿論 

である。 家集 開卷の 所に ある 

谷川の 打ち出 づ る浪！ ^見し 花の 峯の棺 にな.^ 


にけ るかな 

を はじめと して 奥 中に 幾 十 首 あるか わからぬ。 

彼れ の 最佳投 は、 定 家家 隐 等の それの 如く、 約爛を 極めつつ 而 かもお ほら かな 成 じ 

のす る颠の 歌で ある。  • 

ひさかたの 雲 55 に 見えし 生 駒 山 春 は 霞の ふ も 

となりけ り 

足 柄の 關路 超え ゆぐ しののめに ひとむら 露む 

浮 島が 原 

氷り ゐし 水の しらなみ 岩 越えて 淸瀧 川に 春風 

ど ふく 

ふるさとの 庭の さ ゆ， 9 葉た ま 散， 0 て螢 とびか 

ふ 复の夕 ぐれ 

1 五 一 


千 M までけ しきに こむ る 霞に も ひとり 春な き 

越の しら 山 

さぐら 疾く比 良の 山風 ふぐ ままに 花に なり ゆ 

く志賀 の浦浪 

おなじぐ 美 を聯 ねながら、 深い 寂寥の 影 を やどして ゐる 秀歌 も ある 

ひとりぬ る 園の 板 間に 風 ふれて さむし ろ 照ら 

す 秋の 夜の 月 

野 か 山 か はるかに 遠き 鹿の ね を 秋の 寢覺 に聽 

き あかしつつ 

晴 るる 夜の 星の 光に たぐ ひ來 てお なじ； S より 

おける 白露 

よしの 山 花の ふ る さと 跡た 免 てむな しさ 枝に 


麻 風 ど ふぐ 

叨 n より は 志 バの花 31 まれに だに たれ かは訪 

はむ 赛の ふるさと 

きりぎりす なぐ や 霜夜の さむし ろに 衣 かたし 

きひと り 力 もね ひ 

うち しめりせ； J 蒲 どか をる 時鳥な ぐ や 五月の 雨 

の ゆ ふぐれ 

住み しらぬ 北 ：！ の 人の 心まで あらしに こもる 夕 

ぐれの {4.- 

おれ かかる むなしき 穴. -の秋 を 見て おぼえす た 

まる 袖の露 かな 

ふもとまで おなじ 篠-ぬ あ ともなし み 山の 庵の 

一 五三 
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露の 下道 

非情の 自然 を 擬人す る 手法 は 彼れ にも 亦 頗る 多い。 叙景の 歌 を 作る 際に も 純 客観に 

成り 得ないで (むしろ 强 ひて 成らす して)、 對 象の 自然に 同感し、 それへ 自 個の 主観 を 

分配す ると 言った やうな 事が 多い。 わかり 易ぐ いへば、 非情の 風物に 作者 自身の 心 を 

持たせる ので ある。 これ を 風 1":^ の 知的 描寫 とで も 言 はう か。 例へば 院初度 御 百 首 中 

こ 、 

ときはなる 山の 岩根に むす 苔の 染めぬ 綠に春 

、 、 、 、 

雨 ど 降る 

か へ る 雁 今 はの 心 あ 明に 月と 花との 名 こそ 

惜し けれ 

夏き ぬと S ふば からに や 足 引の 山 も 霞の 衣替 

ふらむ 


获の 葉に 吹く は 嵐の 秋なる を 待ちけ る 夜半の 

さ を 鹿の 聲 

みだれ 芦の 稼 向けの 風の 片 よりに 秋 を ど 見す . 

る戲 《野の 浦浪 

作者の 自分が 秋 を 見る と 言 はすして、 「風」 が 見せる と 表現す るので ある。 

經も亦 技巧 美から 墮 して 額 廢の歌 を澤. E 作った。 それ は 餘り澤 山 だから 唯 一 首擧 

る 0 

わたの はら 雲に 雁が ね 浪に舟 霞みて かへ る 春  . 

の あけぼの 

戀 歌の 佳什 は寥々 たる ものである。 

吾が 淚 もとめて 袖に やどれ 月 さりと て 人の 影 

は 見 *^ ね ど 
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時し も あれ 飛ぶ 鳥の 一 聲も思 ふ 方より 來て 

や 鳴 ぐらむ 

なほ、 月淸 集中の 秀逸と して 見落して ならぬ 歌が 數首 ある。 

夏の 夜 は 枕 を わたる 蚊の 聲の 僅かに だに もい 

こそ 寝られね 

山と ほき 門 田の すゑ は 霧 はれて 德浪に しづむ 

せ 明の 月 

行きて 見む と 思 ひし ほど， に 津の國 の 浪華の 春 

も 今日 暮れぬな り 

草木まで 心 ある べし 法の 庭に 花た てまつ る 春 

の 山 かせ 

餘談 であるが、 彼れ の 


眩と も 雲と も わかぬ 夕 ぐれに 知られぬ ほど の 

养雨ど ふる 

を 後世 契 沖が 更に 美化して 

はと も； 刚 とも 空 はわかぬ まに 玉ぬ きそむ る靑 

柳の 糸 

とい ふ 傑作 を こしら へた。 叉、 良經の 作の 中で も 人口に 膳 炙せ る 

たぐへ 來る 松の 風 やた. S むらむ をの へ にか へ 

る さ を 鹿の 聲 

も 佳い に は it- いけれ ど、 それよりも ニハ ±lr 白 六十 番歌 八" にある 太 皇太后 大 夫の 

さそ ひ來る si の 嵐 やよ わるなら む 遠ざかるな 

りさ を 鹿の こ ゑ 

の 方が 技巧 少ぐ直 叙 的で 更に iJH いと 思 ふ。 ？ Mi 年 lias 
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待 宵の 小侍從 

歌人の 生活 を識る 事が その 作 を眞に 鑑賞す る 事の 基礎なる に 相違ない。 私 は 新 古今 

時代 を硏究 する に當 つて、 當 時の 主要 歌人 等の 傅 記に 出來る だけ 眼 を さらした。 就中、 

何 々門院の 何々 とい ふ 階級の 女性 等に 就いて 好奇心 的の 採究を 試みた。 平安朝の 泰平 

は 彼女 等の 有閑 生活 を 爛熟せ しめ、 必然の 結果と して 彼女 等 を 淫蕩なら しめた。 その 

末期から 鎌 倉 初期へ 亘る社 會動亂 は 彼女 等 をして 男性に 鎚る事 を 一 層 必然なら しめた 

に 相違ない。 然るに 遺慽 ながら 當 時の 文 獻は それ 等の 事實を 明らかにして くれない。 

或る 大 営 入が 武士の 妻 を 姦して 暗 討に された 事 や、 貴人の 妻が 嫉妬から e: 殺した とい 

ふやうな 雑報 は 日記の 端に 殘 つて ゐる けれども、 私が 要求す る 類の 巾幗 歌人 關係 記事 

は甚少 いので ある。 讃岐、 越 前、 丹 後、 大輔、 宮內卿 局、 俊 成 女な どに 就いて 彼女 等 


の 美 く，， D い 詠嘆の^: _M に 横た はった であらう 情 的 事實は 歌集の 何れに も 殆ど 鄭 かれて 

居らす、 勿論 佇お されても ゐ ない。 そんな 替は 無い 箬 である。 

此の ii に往 つて、 少しく 奥 味の 索 線を與 へ て ぐれる もの は 爲定卿 自筆 本に 據る群 害 

額從 本の 「小 侍從 -」 ー卷 である。 名から して 「待 宵」 で、 戀 愛の 看板 を 上げて ゐる 

の だから 面白い。 

待つ 宵に ふけ ゆぐ 鐘の こ ゑき けば あかぬ 別れ 

の 鳥 はもの か は 

の 一首 を絲 ZI にして、 * 牛 家 物語 卷 第五 「月見」 の條に 後德大 寺實定 とその 僕藏 人と を 

配した 美く しい 燥 面が 描かれて ある。 それ は小說 として、 直ちに 彼女の 歌と 事赏と を 

檢討 しょう。 

彼女 は 石淸水 八幡宮 別 當光淸 の 女で、 母 は小大 進と いふ。 小 大進は 花園 左大臣 家の 

女！： W で 千载壤 などに 歌が 出て ゐる。 小 侍 從は髙 倉 院の御 時、 大宮の 侍女と して 仕へ 

1 五 九 
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た。 大 {«n と は 太 皇太后 宫の御 事、 詳しぐ 言へば 此の 御 方 は 先に 近衞 天皇の 后で、 後 又 

ニ條 天皇の 后に 成られた 所謂 「二 代の 后」 であらせられた。 平家物語 卷 第一に 仔細に 

曾いて ある。 小 侍 從が宮 仕した 「大宫 時代」 に 彼女 は何歲 であったら うか。 正 治 二 年 

後鳥羽院 初 度 御 百 首の 時に 彼女 は 「八十の 秋」 と 歌って ゐ るから、 それから 逆算す る 

と 高 倉 院の御 時の 彼女 は 五十 七歲 乃至 六十 歳で あらねば ならぬ。 意外の 發見 だ。 此の 

やうな 老媼 では 「月見」 の條の 場面と とんと 似合 はしからぬ or 待 宵 」 も 「物 か は」 も 

さっぱり 幻滅 だ。 そこで 私は爲 念、 更に 建 仁 元年 千 五百番 歌合 中の 彼女の 歌 を 探 f た。 

すると、. C- より 

思 ひやれ 八十の 年の くれ なれば いかば か h- か 

は 物 は 悲しき 

と 歌って ゐて、 最早 疑問の 餘地は 無い。 建 仁 元年 は 正 治 二 年の 翌年で ある。 

「 月见」 の 條は商 倉 天皇の 治 承 g 年 福 原 遷都 直後の 事 を 詩 化して ゐる の だ。 小侍從 


と藏 人との 陶 係は戀 愛で は 無ぐ して、 ^に廢 都の 曉の 別れ を 惜しんだ に 過ぎぬ から、 

彼女の 年齡 など ii: 題に しな/、 てよ いと 言 ふか。 それならば、 少ぐ とも、 引 <& に 出さ 

た 歌が 迷惑す る 事になる。 

小恃 從は亂 代の {Ml 女た るに 違 はす、 いろ. （の 子と 關係 をして 來た。 家 を a る 

と、 彼女の 相手に なった 人々 は 明瞭に 姓名 を驟 らし 物にされて ゐる。 

先づ、 久 我の 大炊殿 忍びて 物申す 頃 云々 と ある。 久 我と あるから、 鎌 倉 初期の 政治 

家-源 通. 親の^ 系. 怨屬の 一 人で あるに 相違ない。 この 大炊 殿が 或る時 やきもち； W 燒 いて、 

今 R まで^った 手紙 を 皆 返せと 談じ込んで 來 たので、 彼女 は 

思へ ただこの 言の葉 を かへ して は 何に かくべ 

き-^！！の いのち ど 

と ±： えて. 娘 を；^ り、 相手 を骨拔 きにして しまった。 

次に、 修现大 夫：， 褪盛 つねに. S. しか はすに 云々 と ある。 經1^は平扣國淸條の^^^のそれ 

一 六 一 
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に 違 ひない。 

左 兵衞督 しげのりの 許へ 或る 年の 七月 七日 云々 と ある。 しげの h- は 民 部 卿成範 で、 

此の 人の 歌 は千载 紫に 三 首 は ど 見える がその 內ニ 首は戀 歌で ある。 小 侍從が 七夕の 日 

に 此の 人の 許へ 遣 はした 歌 は 中々 佳い。 

天つ 星空に はいかが 定 むらむ 忍 ひた ゆべき 今 

日の 暮かは 

源 三位 賴政 もの 申す 頃 云々 と ある。 赖 政との 仲が 一 番長く、 深ぐ 續 いたと 見えて、 

此の 人 ^：: 園す る 歌が 最も 多い。 賴 政が この 二三 日 一昔 づれて ぐれぬ に 風邪に さ へ とり 付 

かれて 心細い、 と 彼女 は 勘忍し 切れな ぐな つて ゐる。 賴政 憚る 事あって 暫時 中絕 した、 

とも 書いて ある。 幾 晚か續 けて 違約した 賴 政が 「今夜 こそ」 と 手紙 をよ こした ので、 

彼女 は 角 を 曲げて 

筏お ろす 杣 山川の 淺き瀬 は 又も さ こそ はぐれ 


のさ はらめ 

梅雨の 最中 私 かに 申し 合せて 一 緒に 禁裡 を拔け 出したら しい 形跡 も ある。 双方に 惯 

る 事 出来して 1^ 久しぐ 逢はなかった 由も窨 いて ある。 平忠 度と 浮 名が 立った ので、 

政から 「時め かさせ 給 ふらむ こそ 芽出度」 といや 味 を.  一一 s つてよ こした。 其處に は 源平 

の 反： ni も ある。 彼女 は 「 それ は 手紙 を-まいた だけです。 關 係なん か …… 」 と 辯 解した。 

乍 併、 後に 忠 が 花見に 山里に 泊って ゐた 時、 思 はせ ぶりな 歌の 贈答 をして ゐる のか 

ら考へ ると、 臭い。 忠度は 平 相國の 末；？ で、 賴 政よりも 遙 かに 若年 だ。 それにしても、 

彼女 は その 燕の 兄なる 經盛 とも 通じて ゐ たの だ。 まだ-^ 驚ぐ 可き 事が ある。 三角 關 

係の 彼等が 年 » の 事 だ。 假.^ に賴 政の 死の 治 承 四 年を取って 見る と、 船 政 七十 七^、 

忠皮三十八^!^、 小侍從 六十 歳と いふ 勘定になる。 此の 懸け離れた 年齡の 三人が 如何な 

る 時に 於いて 恰好な 三角 關係を 成り立た せ 得た か。 十 年若く すれば 六十 七歲の 男と 二 

十八 歳の af- と 五十 歲の 女と になる。 もう 十， ギ 若ぐ すれば 五十 七 歳の sf-、 十八 歲の 刃、 

1 六 三 
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四十 歲の 女と いふ 事になる。 小侍從 はとても 妖飽な 大年增 であった に相途 ない。 賴政 

も、 とても 女好きの する 好男子であった に 相違ない。 

忠 度の 歌 を參考 まで， 調べる。 平家 都 落の 時、 「心の 花 か 蘭 菊の 狐 川よう 引返」 して 師 

匠 俊 成に 預けて 行った と傳 ふる 「忠度 i5sl-」 ー卷が ある。 その 戀 歌の 部に 「祌 かけて 誓 

ひ 侍 h> ける 女の」 とか、 「忍びて 人に 物 巾し ける に」 とか、 「何となく 言 ひか はしける 女 

に」 とかい ふ詞窨 の 歌が 少々 ばかり ある けれども、 それが 小 侍 從と關 係した 歌で ある 

か 否か 勿論 不明 だ。 唯 一 つ 手掛り は、 雜の 部に、 「世の はかなき 事な ど 侍 從に申 f て恃 

りし ほどに、 山里に こもりぬ る を 聞きて. S. し 送り 侍らし」 と詞誊 して、 

あやなし の 世 を そむきな ば 忍 ベ と はわれ こそ 

^？に契りぉきしか 

「此の 浮世 を 捨てて 山に 入ったら ば 思 ひ 出して 下さいよ と は 私の 方から 贵夂 へお 願 

ひして おいた の だが、 さかさまに 贵 女の 方が 早 C も 山へ 引 込んだ のか」 の 意.^ である。 


：史 に參考 まで 「源三位賴政卿^^-J 群 禅 類 從本を 披く。 此の 家 报には 明らかに 小侍從 

云々 と詞, 5s したの が 七 箇所 ある。 又、 小侍從 云々 と. ばいて は 無い が、 その 關 係に 相 迎 

ない と讀 まれる 詞.^ の 歌が 深山に ある。 それ 等 を 蘭み つなげて 推測す るに、 二人の， 1 

は斷 精しつつ 非常に 畏ぃ年 傲に 亙って. Q たものと m 心 はれる。 最後に 「年 s^: ぬら ひける 

女 都 や 住み^かり けむ、 男に 具して 束の 方へ まかりけ る」 云々 と あるが、 小侍從 がお 

國 へ赴ぃた^^は彼女の家狼にも出てゐるから^違ひ無からぅ。 此の 來 下りが 二人の 綠 

の 切れ E であった か。 それから 忠 度に 關 係して ゐ ると 思 はれる 館 所が 一 つ ある 0「 語ら 

ひ 侍りけ る 女 S と 若き 新枕 をなん したりと 聞きて」 云々 の 歌で ある。 それから 賴政^ 

の 縫， おは 澤山 あるが 小侍從 以外の 女の 名 は 1 つも 書き出されて ゐ ない 事で ある。 賴政 

は 多ぐ の 女性と 交涉 あったら しいが、 無遠慮に 名 を. __:s いて あるの は 小侍從 のみと すれ 

ば、 彼女 は餘 程よ かった ものと：：^ える。 

「小 侍從 狼」 に^って。 以上 擧 げた 幾人 かの 男性の 外に も、 藤 1^ 隆信 (翁 f.: 信. 嫂の 
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父)、 左 衞門督 公 光、 中將隆 房な どと 5.0 はせ ぶりな 歌の や b とり をして ゐる。 彼女が 東 

國 から 京都へ 歸っ て來た 時には、 あのが ぐが ぐの 論客、 むづ かしゃの 法 橋顯昭 までが 

此の 大年增 に 向って 

今 はよ し 君 待ち 得たり かぐて こそ 都の 花 を も 

ろと もに 見め 

と 横 眼 を 使った やうな 歌 を拜呈 して ゐ る。 彼女 は どこまで 蠱惑的な のか わからない。 

さすがに 彼女 も 「罪深き 夢み て」 惱 まされた 由 を 告白して ゐ る。 何年の 事 かわから 

ぬが、 彼女 は 遂に 薙髮 して、 父の 由緖 ある 石淸 水の 山へ 引 籠った。 それ を 俊 成 ゃ賴資 

などが 惜しんで ゐ る。 彼女 述懐して 曰ぐ 

石淸 水き よき 流れの すゑす ゑに われの み獨る 

名 をす すがば や 

八幡宮 別當の 一 門で は 彼女ば かりが 名 を 汚した と 自責して ゐ るの だ。 さう かと 思 ふ 


と、 

そむきに ししる し は いづら たち 歸 h- かぐて 浮 

世に 墨 染の袖 

と 煩悩 をす ぐ 復活 させて ゐ るり 多 成の 女よ。 

彼女の 生活に 就いては これ だけで、 もはや 他に 資料 は 無い： 次に、 歌人 小 侍 從を語 

らう。 彼女の 歌 は 千载集 S 首、 新 古今 集 七 首、 新 勅撰集 五 首、 續 古今 以降 新續 古今 迄 

三十 八 首と いふ 數を 勅撰集に 採られて ゐる。 鎌倉時代の 髓腦 物に は 稀に 彼女の 事も窨 

かれて ゐる。 無名 抄に 「侍從 は 花やかに 目 驚ぐ 所よ み据 うる 事の すぐれた， 5 し。 中に 

も 歌の 返しす る 事 はたれ にもす ぐれた. 5 とす o」 と ある は 面白い。 返歌 は 無論 戀 歌の 返 

しであって、 小侍從 の： t 驗 深い 處の ものである。 歌仙 落 書に I 風：^ あま. 0 て 比 與を先 

にせり」 と ある は 殆ど 當ら な- so 

彼女の 佳！^ は 勿論 戀 歌で ある。 

,  1 六 七 


浪 たかき 由 良の 湊を こぐ 舟の しづ め も あへ ぬ 

吾が 心 かな 

住吉の 神に 祈. 5 しあ ふ ことの まつ も 久しぐな 

りに ける かな 

たのめし を 待つ 夜の 雨の あけ 方に 小 休む しも 

こそ つらぐ きこ ゆれ 

いかで われ ゆ ふべ の 雨と 身 をな して 軒の 帚に 

もの を 言 はせ む 

思 ひ あま り あまり 思 へ ば さ きの 世に 吾が つ ら 

かりし 報いな るら む 

四季の 歌に はこれ とい ふ 程の 佳作 は 無い。 

とも づ れに來 しその 數も 足らす してな ぐ， （ 


今や^る 雁が ね 

早サ E とる 山 田の ぬし ど 老いに ける 來む 秋まで 

の いのち 如何に ど 

旅の 歌と して 次の 如き 作が ある。 もし これが 彼女の 束國 行の 時の 實感 であるならば 

佳い が、 多分 机上の 題詠で あらう。 

吹きお ぐる 雲居の 月の 醫る間 は 吾が 影 だに も 

添 はぬ 旅 かな 

左の 一 首 は 「待つ 宵に」 と共に 彼女の 作 中 最も 有名な ものである。 ， 

しきみ 摘む. H 路の 露に ぬれに けり あかつきお 

きの 墨 染の袖 

「隨 起き」 と はた だ 朝 早ぐ 起きての 意味で は 無い。 昔 かって 男と 泣い て 別れた 後 朝 

を 追想しての 心が 籠め て あると 解さねば ならぬ-。 
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彼女の 最後の 作 は 正 治 二 年 八月 院初度 御 百 首の 時の 歌で ある。 その 中に、 

鶯の 谷の ふる 巢の 隣に てま だかた ことの 初 昔 

を ど 聞ぐ 

吹き 來 つる 花 たちばなの 身に しめば われ も 昔 

の 袖の 香 やする 

月の ころ 八十の 秋 を 見ぬ は 無しお ぼえぬ もの 

を かかる 光 は 

此の 時 彼女 は 八十 歲前 後であった。 源 三位 賴政を はじめ 幾人 もの 男 をたら した 多情 

の宮女 も、 もはや 伊勢 物語の 九十 九 髮の媪 と いづれ 劣らぬ 大姥 櫻で ある。 それでも さ 

すがに、 鶯の 片言 を あはれ み、 花 橘の 風に 自分の 過去 を 追憶し、 明月 を 浴びて は 此の 

年まで これ 程の 美ぐ しい 夜 を 知らなかった と 現在に 執著して ゐる 0 小 侍從は 徹底した 

多感の 女で ある。 (SS ハネ HIS 


賴 政の 歌に 就いて 

み 山 木の その 棺 とも 見え ざ， 0 し樱は 花に あら 

丄 ニナ.. 0 

近 江 路ゃ眞 野の 濱 べに 駒と めて 比 良の たかね 

の 花 を 見る かな 

花 吹かば 告げよ と 言 ひし 山守 の來 るお とすな 

.5 馬に 鞍お け 

折. 0 ぐ だるつ ま 木 こる 男に もの 申す かの 峯な 

る は か 櫻 か 

庭の 面 はま だか わかぬ に 夕立の 空 さりけ なぐ 

一 七 


1 七 二 

すめる 月 力な 

こよ ひたれす や 吹ぐ 風 を 身に しめて 吉 野の 嶽 

の 月 を 見 るら む 

これら 人 n に臉 炙した 數 首が 和歌 史上 各 時代 を 通じての 上品に li する 事 は 疑 を容れ 

ぬ Q 

待 宵の 小 侍從に 就いて 一 文 を 草した 私 は、 彼女の 戀人 である 源 三位 賴 政に 對 しても 

何 か 書かなければ 禮を缺 くお それが ある。 

賴政を 新 古今 時代の 歌人と して 論す る 事 は 不當と 見える かも 知らぬ， - 彼れ は 平安朝 

最 末の、 千載 棠 時代の 歌人と する が適當 なの は 勿論 だ。 乍 併、 私 は千载 を 新 古今 無 

の.：：^ 曲、 新糾撰^^をその終詞と觀察するのだから、 賴政を 鎌 食 初期の 研究 中に 便宜上 

入れて 差 支ない と 信する。 

源 三位 賴政 卿棠 を逋讀 して 先づ成 じる 事 は、 定 家家 隨 等の 家 を讀 むよりも すらす 


にと 滞. o 無く 誠め る 安らか さ、 心地よ さで ある。 それ は、 賴 政の 歌に 新 十：： 今風の 技巧 

が， 証" いので は 無い けれども、 何と 言っても 逹 1^ 歌 全盛 以前の ものである か、，^、 俊成定 

家 式の .1 がま だ^ 的に 入って ゐな， いからで ある。 

それから、 もっと 善 い^は 百 首 歌 は 全ぐ 無く、 題詠の 歌 も 比較的 少 くて、 詞番の あ 

る 歌が 多い 事で ある。 從 つて、 その 詞喾 から 作者の 生活 や 面影が 相 (W に 窺 ひ 得る 事の 

典 ゆが ある。 史 や 物語 額で 賴 政の 傳記は 大方 分明な ところへ、 その 家^ を 併せ 讀む 

と、 此の 浪漫的な 武將 歌人が ほのぼのと^ 前に 現 はれて 來 る。 

私が 佳作と 考へ る 歌 を 少しば か 拾 ひ 出して 見よう。 

ぬきぐ だれ {3 士の高 根の ほととぎす 褪 野の 道 

は玲も 及ばす 

is ぎ 出で て 月 は 眺めむ ささ 浪 ゃ志賀 の 浦 は  . 

山の端 近し 

1 七三 
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晴れ 曇 時雨す る 日 は 常 磐 木の かげに 幾た び 

駒と どめけ む 

これ 等 は 題材 も 表現 も 共に 如何にも 武人ら しぐ て、 きびきびして ゐ る。 

めづ らしき 春に 5, つし かう ちとけ てま づ もの 

言 ふ は 雪の下 水 

樱 さぐ 磯山ち かぐ こぐ 舟の 片乘 りせ ぬ は あら 

じと ど 思 ふ 

卯の花の 垣根な りけ り 五月雨に 雨 ざら しする 

布と 見つ る は 

待ち 待た む 人の 心 をみ むと て や 山 郭公 夜を更 

力す 力な 

^屈の 身に しむ こと を そよ そよ とうな づ ぐ 荻 


どもろ 心なる 

いづれ も 上品な 有情 滑務 である。 此の 種の 歌 は 此の 時代で は 西 行に 多い ので あるが _ 

賴政 もなか— ひけ は 取らぬ。 

吉野川 m: わ 瀨の浪 による 花や 靑 根が 5^ に 消 ゆる 

白雲 

いざや その 螢の數 は 知らね ども 玉 江の 葦の 見 

えぬ 菜 どなき 

霧 わけてと ふ 人 もな し 鹿の 踏む 庭の 木の葉の 

昔ば か.， r して 

都に はま だ靑 葉に て 見し かど も 紅葉ち りしく 

白 河の 關 

身の上に かからむ こと ど 遠から ぬ黑髮 山に ふ 

1 七 五 
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れる 白雪 

後の 純 新 古今 時代 を先驅 する 歌 どもで ある。 

山賤の 小屋の しりへ の 畑に 蒔く あはれ 吾が 身 

を い かさまに せむ 

天の原 朝 ゆぐ 月の S たづら によに あまさる る 

む 地 こそ すれ 

共に 題詠の 述懷 である けれども、 お. -、， ^く はギ 氏の 塍 迫に 堪へ かねて 舉兵を 企てた 

直前の 作で あらう。 賴 政ので あるから 實 成に 相違 無い。 

朿 女と 寢 ざめ て 聞けば 下野 や あその 河原に 千 

鳥な ぐな り 

貫 之の 「思 ひかね」 をす ぐ 聯想させる けれども、 女好きの 賴 政の 作 だから 實感 でも 

あらう し、 义 非常に 氣 のきいた 佳い 歌 だ。 


iH 寸 より 廣 田へ 渡る 商人 もこよ ひの 月 を 愛で 

ざらめ や は 

これ も 新味の 溢れた 面 臼い 歌で ある。 たと ひ 「古野の 嶽」 ほどの 边カは 無い にして 

滞の 前の 傅說は 別と して、 彼れ. n: 身の 吿白 せる 嫌の 歌 を； 3- よう。 小 侍 從に關 係せ 

る 歌 は 中^所に 散見す る けれども、 惜しい 事に は 歌と して 秀逸と 稱 すべ き 程の もの 

は 先 づ見當 らぬ。 唯、 詞密の 中で 一 寸而 白い の を 拾へば、 難 波へ 潮 浴み に 行って ゐ 

る 時 都の 小恃從 から 消 A ヒの來 た 事が ある。 彼女から 房の 櫻 花 を 摸した 造花 を^った！^ 

が ある or 小 侍 從：^ に 成りけ ると 聞きて 遣 はしける」 とい ふの も ある。 明ら， かに 小侍從 

關 係と は.！^: a いて 無い が、 大方 それに 違 ひな S と 思 はれる 歌の 詞 書の 中に、 「相 語ら ふ 女 

恨む る 事 ありて 山 5- へ 行き 隱れ なむと する 由 を 聞きて、 今 一 度 入 傅て ならで 物 を も 申 

さむと てま かりたる に、 無き 由 を 申して 入れ ざり ければ 押入り て is- るに、 只今 迄 も あ 
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りけ る樣 にぬ ぎ 捨てた る 衣 を 見れば、 さすがに あはれ とや 思 ひけむ 釉 のし をる るば か 

,9 沾れ たる を 見る に、 悲しき 事 限..^ なぐて、 袖に 書き付けて 歸 りけ る。」 とい ふ 哀れ 深 

いのが ある。 又、 「女のう ちとけ たる 所に 押入り て 侍. 5 しに、 さわぎて 袴 を 著け る を 見 

て」 と詞 書して、 

何 かその 君が 下紐む す ぶら む 心し 解けば それ 

も 解けな む 

と い ふ ふざけた 歌 も ある 0 

小侍從 以外に も交涉 のあった 女性が 不少 あった やう だ。 「或る 宮 腹の 女房」 との 戀歌 

が 時々 昆 える。 關 係した 或る 女の 死んだ 事 も 書いて ある 。「紀 伊 守 三 河 守に ふるされた 

る 女の、 その 事 を 心に 懸けた る氣 色なる を、 白 河なる 人の 遣 はしける o」 として、 

八 つ 橋と 吹 上の 濱と 忘れす ば 思 ひも 出で よ 白 

河の 里 


白！ s- の V とは賴 政. 0 身で ある。 その他 まだいろ いろの 女房 逮と附 答- -た 歌な ど 力. ぎ 

集に 散見す る けれども、 明らかに 相手方の 名 を 告白して ゐ るの は 小侍從 だけで ある。 

さまざまに：： i 變 りたる 戀 をして、 一 番 よかった の は、 終始 績 いて ゐ たの は 小侍從 であ 

つたに 相違ない。 s^^^l 

定 家と 式子內 親王 

それ は 或る 年の 紀元節で、 雪の ちらちら 降る 塞い 日であった。 私 は能樂 堂の i 處に 

小さく^って、 梅 若 萬 三郞の 妙技 「定 家」 の 舞 を 懸命に 眺め 入った。 後 仕手から は 格 

別 印象が 深かった。 石の やうに 冷やかな 舞臺の 上に、 尾根に も 柱に も 蔦 葛 を 絡ませた 

おり 物が 据 ゑら れ た。 それ は 言 ふ 迄 もな ぐ 墓場の 象徵 である。 作り物の ま はりの 鍋 力 

1 七 九 
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引ー洛 される と、 纓絡を 下げた 天 冠に、 白 綾 を 着付けた 姿の 女人が 坐って. Q る。 その 女 

人 は、 しばらぐ は 「死」 そのものの やうに 動かなかった。 天 冠の 纓絡 さへ も 微かな 搖 

ら めき だに 見せなかった。 此の暫時の靜寂は今日でも想ひ5^せる。 やがて 佛 平等 說如 

一 味 雨と 脇 僧の ^ 養す る 法力に 火宅 を 出で たる その 女人 は、 報恩の 一お めと、 「ありし 雲 

居の 花の 袖」 を飜 して 一 曲の 舞 を 奏でて 見せた。 折からの 雪が 橋懸 りの 欄干と 见附柱 

とに 降， 9 かかった。 

私 は 暮雪の 街 上を歸 りながら 考 へた。 幽靈 物の 切り は 「此の 妄執 を飜 へす 心 は眞如 

の 玉 かづら」 とい ふ 風に 大抵 成佛 する ので あるが、 今の 一 曲 は 「ありつる 所に^る は 

葛の 葉の、 元の 如ぐ、 は ひ 纏 はるる ゃ定家 かづら」 とあった から、 藥草喩 品の 功德も 

束の間， 內 親王の 魂魄 は 再び 閻府 に歸. 9、 定家葛 はと こしへ に 御 墓 を 縛る の だ。 作者 

は 此の 二人の 因果に 對 して は 特別の はから ひ をして るるの だ。 斯ラ考 へ て 私 は 溜息 を 

漏らした。 


謠曲 「定 家」 の 筋の あらまし は 欺う である。 

北國 から 來た 行脚 僧が、 都 千 本の 邊で、 時雨 を 避けて と ある 亭に立 寄る。 そこ へ忽 

焉と 一 人の 女性が 現 はれて、 僧との 間に 問答が 始まる。 その 問答 中で、 此處は 時雨の 

亭 とて、 定 家の 屋敷 趾 だとい ふ 事が 語られる。 やがて 女人 は、 「今日は 志す 日に て 候 程 

に、 墓所へ 參り侯 ふ。 おん 参， 5 候へ かし o」 と 僧 を 促が す or これなる 石塔 御覧 候へ。 こ 

れは 式子內 親王の 御 墓に て 候。 又 此の 葛 をば 定家 葛と 申し 候。 式子內 親王 始めは 贺茂 

の齋 のせ ：！ に備 はり 給 ひしが、 程なく 下， 0 居させ 給 ひし を、 定 家の 卿 忍び 忍びの 御契淺 

からす 0 その後 式子內 親玉 程な ぐ 空しぐな 給 ひしに、 定 家の 執心 葛と なって 御 墓に 

はひ經 ひ、 互 ひの 苦しみ 離れ やらす。」 云々 と、 定 家の 歌の 詞を 織り 交せ 乍ら、 ありし 

日の 戀を 女人 は 美しぐ 物語る 0「 怪し やおん 身 誰 やらん o」 と 僧に 問 ひ 寄られて、 「われ こ 


一 八 二 

そ 式子內 親王」 と吿 白す る。 僧は內 親王の 幽靈に 向って 藥草喩 品を讀 誦し、 その 法力 

で、 定家葛 も かかる 淚も ほろほろと 解け ひろ ごる。 此の 成佛の あ， 9 がた さに、 報恩の 

爲 めと、 內 親王の 幽靈が 一 曲の 舞 を 奏でる。 やがて その 姿 は 消え失せて、 定家 かづら 

は 元の 如く 御 墓に は ひ 纒ふ。 

此の 一 曲 は 二人の 傳說的 戀愛譚 と、 拾遺 愚 草の 「時雨 知 時、 私家に て」 の 題 ある 一 

酋 

いつは， 9 のな き 世な. CS けり 神無月た が 誠より 

しぐれ そめけ む  . 

と を 巧みに 組み合せて 構想され たもので ある 。作者 は 世阿彌 とも 禪 竹と も闹說 あって、 

しかと はわから ない 0 

三 


山川 _c:+ 木、 非情の 物に 對 して さへ 心 を 動かして 詠嘆す る 歌 入が、 異性の 入 間に 向つ 

て 魂を搖 がさない 害 は 無い。 況して 定家 ほどの 歌人が 愛し 愛されなかった 答 は 無い。 

定家 死後の 崇拜 者逮は 浙ぅ考 へた。 殊に、 その 戀歌を 無上の ものと 愤憬 した 鎌 倉 室町 

の 好事家 等 はさう 考 へた。 然 らば 相手 は 何 入であった らう。 否、 何人に したら ば 最も 

定 家に ふさ はしから うと 考 へた。 それ は 大歌 人の 戀人 として、 やはり 歌人で 無ぐ て は 

ならぬ と考 へた。 それならば 丹 後 か、 大輔 か、 宮內卿 かと 持って 11 つた 末、 や は. >當 

時 第 一 の 女流 歌人で、 而 かも 最も 高貴な 式子內 親王が 理想的 だと 考 へた。 新う した 考 

へ 方で、 定 家の 死後 十 年、 二十 年、 五十 年の 間に 此の 戀愛譚 が 美化され、 具象 化され、 

眞^ 化されて 來て、 謠 曲の 作者にまで 好個の 題材 を 寄與 した ものと 思 はれる。 

「定家 かづら」 は 無比の 美しい 夢幻 的說 話で あるが、 二人に 關し て は 此の 外に も尤 

もらしい 作. 9 話が こしら へられた やう だ。 一 例 を 言へば 父の 俊 成が 此の 關係を 蒲 心し 

て 戒めて わたので あつたが、 或る時 定 家の 机の 上 を 見る と、 內 親王のお 筆で 「玉の緒 
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よ」 のお 歌 を 書いた のが 置かれて あつたので、 俊 成 も それから は 異見 を斷 念した、 云 

々o 見て 來 たやうな 話で ある。 

人 麿に は 石 見の 女と 輕の 市の 女と があって、 二人とも 不朽の 長歌に 歌 はれて 有名と 

なった。 彼れ に はな ほ 一 人 「まき もぐの 弓 月が 下」 に隱 せる 忍び 妻が あって、 その 女 

も 不朽の 旋頭 歌の 對 象と なった。 それで、 後世の 萬葉學 徒ら は 安心して、 人 鹰に關 し 

て は 定家葛 式の 夢幻 譚を 創作し ないで ゐ る。 家 持 は 高 田 女王 や 平 群 女郎 や、 笠 女郎 や 

坂 上大孃 やと 應 接に 遑 ない 程の 戀人を 作って、 それらとの 贈答 歌 を 莫迦 正直に 莴葉集 

へ 編み 込んだ から、 彼れ に 就いても 亦 後人 は餘 計な 心配 をして やらな. S でも すんだ。 

業 平に 就いては 言 ふ 迄 も 無い。 伊勢 物語の 全部が 彼れ 自身の 實錄で 無い としても、 少 

くと も 藤原髙 子入內 前の 關係は 史家の 信す る處 である。 敏捷な 淸少納 言 は 自分の 戀人 


の 名 を 明示して 枕 草紙の 中での ろけ を 言って ゐ る。 その他、 和 泉 式部 を 首領と する 何 

々式部 等の ー阁 は、 藤氏 榮 華の 時代 を 背景と して、 それ どれ 戀 愛の 自白 をして ゐる。 

然るに、 我が 新 古今 棠の 主要 歌人 達 は 此の 點に關 して 餘 りに 用心深かった。 六 家 

を はじめ、 あらゆる 家 粜を披 いても、 そこに 題詠の 戀歌 こそ 充満 すれ、 吿白 的の 奥 味 

ある もの は 殆んど 見當ら ない。 それで あるから、 彼等 は 後人から 間違った 浮 名 を 歌 は 

れた としても、 それへ 抗議す る 理由 を 持たない ので ある。 

五 

式子內 親王のお 傳記 はつ まびら かで 無い。 後白河 法皇の 第三 皇女で、 齋院 であらせ 

られた 事前後 十一 年、 建 仁 元年 薨去と 推定 せられて ある。 御壽は 五十 歲 以下であった 

らうと 言 ふ 事 は、 御 兄 君の 守覺法 親王が 翌建仁 二 年に 五十二 歳で 薨去に なって ゐる事 

から も 確かめられる。 定 家よりも 十 年 近ぐ 年長で あらせられた 事になる。 
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明月 記 を 調べる と、 內 親王に 闕 する 記錄は 所々 にある。 多少の 興味 を 唆る 記事が 無 

いで もない。 定家 二十歳、 お 承 五 年 正月 三日の 條に、 「三 條前齋 院に秦 る。 今 B 初參、 

仰に 依る 也。 薰物 馨香 芬馥 ごと ある。 又 同年 九月 二十 七日の 條に、 「入道 殿 例の 如ぐ 引 

率、 萱 御所 齋 院に參 らしめ 給 ふ。 御 彈攀の 事 あり 云 々o」 と ある。 入道 殿と は 俊 成の 事。 

「例の 如ぐ」 と あるから、 屢 々参上した ものと 解せられ る。 三十 歳に 成られる か 成ら 

れ ぬかの、 女性美の 頂上に ある 高貴の 方が 箏を彈 いて 居られる。 そこ へ 多感の 靑年歌 

人が 近ぐ 伺候して ゐる。 浪漫的 想像の 動機と はなら う。 後年 謠曲 「定 家」 を 作らし め 

た 戀愛譚 は 或は 此の 一 條に 端を發 して ゐる かも 知れない。 

定家は 震々 內 親王の 許へ 参上して るる。 隔日、 或は 逆 夜 伺候した 事 も ある。 「お 歌 を 

見せしめ 給 ふ、 皆以 神妙。」 とい ふ 記事 も ある。 正 治 二 年 九月 頃から その 年末へ かけて、 

內 親王の 御 病 氣に關 する 記錄が ある。 「御 足大 腫」 と あるが、 何とい ふ 御 病 氣かは 今日 

の 我等に はわ か. 5 かねる 0 定家は 御 病中 大に 心配して、 絕 えす 參 殿し、 典藥 頭との 問 


を 奔走して ゐ る。 或る時 は 舰 燏 を爆發 させて、 「近代の 醫家 憑む 可ら す」 など..^ 言って 

ゐる 0 御 ii^ 勢 減退の 時には 「喜悅 無 極」 と 書いて ゐる。 憂慮の 有様が 眼に 見える やう 

ご 0 

二十 年 相識の 間柄で、 殊に 歌の 上で は 双方から 尊敬して ゐ たに 相違ない。 最後の 御 

病牀に 侍して は、 かぐ 迄 も 御 案じ 申 上げて ゐる 。「定 家 かづら」 を 後人の 小說と 決めよ 

うとした 私 も、 どうや、.. 0 考が變 つて 來さ うで ある。 (£ ョハ 年. M お S 
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新 古今 と 私 

S 兄 足 H  

十 一 月 二十日 附の 御手 紙 を拜 見した が、 新 古今 奥の 傻 値に 關 する 彼の 御說は 具劍な 

のか、 それとも 私 を揶楡 する 積. 9 で 書かれた のか 0 眞劍 なのなら ば 私に 大々 的の 異論 

が ある。 たと ひ 短歌に 就いては 專門 的の 批判者で 無い 兄に せよ、 最高 舉府 の敎授 とし 

て は無现 解に 過ぎる。 それとも 揶揄した 積り なのなら、 措いて 貰 はう。 揶楡 されて 赤 

ぃ丽し たり、 十 年の 持論 を らっかせ たりす る 程 若い 私で は 無い。 兄 は 新 古今の 歌 は 

華美な 詞の 技巧で あり、 1^ 頗る 難解の ものが 多い と 言 ふ o( 御手 紙の 長い 議論 も 耍似は 

斯う 讀 める 0) 舊幕 時代の 國學 者で も 今少し 深い 觀察 をした 0 新 古今 難解の 聲は 兄から 

ばか.^ で 無ぐ、 今日の 若い 入 達から も、 又は 相 當な舉 者から もしば/. »閗 かされる 0 
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私に は 案外 だ。 あれが 難解と いふの は、 いふ 者の 詩的 觀念 (又は 詩的 想像力) の缺如 

を 告白す るまでの 事 だ。 藤 岡 作太郞 博士 も その 著書の 中に 新 古今 難解の 歌の 例と して 

定 家の 

消え わびぬ うつろ ふ 人の 秋の色に 身 を こがら 

しの 森の 下露 

年 もへ ぬ 祈る 契 は 初瀨山 尾の 上の 鐘の よその 

夕 ぐれ 

など を擧 げたが、 當ら ない。 もしも 此の 位の 歌が 難解の 部類に 這 入る ものと すると、 

王朝 時代の 文學は 大半 わからない 事になる。 私に 言 はせ ると、 新 古今 集中に 難解の 歌 

は 唯 左の 一 首 あるの みだ。 

思 ひ 出で よ 誰が かねごとの 末なら む 昨日の 雲 

の あとの 山風 


これ は卷第 十四に ある 家 隆の戀 歌であって、 印象的に はわ かる やうで ある けれども、 

楚 王の 故事 朝々 幕々 陽臺之 下から 來 たの だと 言 ふから 驚ぐ。 本 歌 取.^ も 斯う 成って は 

全ぐ の樂屋 落 だ。 兄に 家隆の 此の 歌が わからな いと 言 ふなら、 尤も： UO その他の 歌が 

難解 だとい ふなら、 もっと 能ぐ 讀ん で來て ぐれ 給へ。 

新 古今の 歌の 本質 は 「鉤爛 の 寂し さ」 であると 私 はかね てから、 王 張して ゐる。 兄 も 

御 承知の 事と 思 ふ。 彼の 時代の 歌の 言葉 や 技巧の 美し さに 肢 惑され すに、 その 奥底に 

流れて ゐる もの を 凝視し 給へ。 それ は 美し さで 無ぐ て 寂し さで ある。 この 議論 を 兄に 

徹底せ しめよう とすると 長ぐな るから 止める。 唯 私の 主張 を 裏書す る 歌 を少々 ばかり 

摘錄 する から、 熟讀願 ふ。 

春の 夜の 夢の 浮 橋と だえ して 峰に わかる、 橫 

雲の 空 (定 家) 

石の 上 ふるの わさ 田 を 打 返し 恨み かねた る 春 

一九 一 
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の暮 かな (俊 成 女) 

うちし めり あやめ ど薰る 時鳥な ぐ や 五月の 雨 

の夕暮 (良 經) 

詠め わびぬ 秋よ. 5 外の 宿 もがな 野に も 山に も . 

月 やすむらん (式 子內 親王) 

下 紅葉 かつち る 山の 夕 時雨 ぬれて やひと り 鹿 

のな ぐらん (家 隆) 

霜 こ ほる 袖に も 影は殘 りけ り 露よ なれし 有 

明の 月 (通 具) 

袖の露 も あらぬ 色に ど 消え かへ る 移れば か は 

る 歎せ しまに (後鳥羽院) 

淺茅 生や 釉に 朽ちに し 秋の 霜 わすれぬ 夢 を ふ 


く  かな (通 光) 

風 ふぐ 峰の 紅葉の 日に そ へ て もろくな り ゆぐ 

吾が 淚 かな (俊 成) 

それから 申し 忘れた が、 新 古今に 就いて 兄に S 非 知って 置いて 赏 はねば ならぬ 事が 

もう 一 つ ある。 それ は 彼の 時代の 歌が 屢々 「象 徵」 の 域に：： 一 3 入って ゐる 事で ある。 我 

が^の 歌で 象徵 詩の .：=1 さまで した もの は定 家家 降等 新 古今 時代の 名匠の 作品 以外に 

は 多ぐ 無い。 

S 兄 11 

兄 は 又 御手 紙の 中で、 私の 歌 は 新 古今の 影響 を 多量に 受けて ゐ ると いふ。 これ も 案 

外 だ。 乍 併、 若しも 兄 も 亦 私と 同様に 新 古今 は 「絢爛 裡の 寂し さ」 であ 且つ 象徵詩 

の 高さに： ：5! 入って ゐる ものと 了解され ての 上なら ば、 兄の 此の 言 は；；^ の 歌に 取って 名 

譽 とならう とも 損 eiw に はならない。 併しながら 兄の 了解す る 如き 「淺 薄な 新 古今」 の 
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影響 を 私の 今日の 歌が 多少で も 被って ゐる ものと 思って 居らる 、ならば、 それ は 兄の 

妄斷 である。 私が 二十 餘年前 短歌と いふ ものに 興味 を 感じ 初めた 頃に は、 今日の 兄と 

同様に 新 古今 集を淺 薄に 觀 察し、 ひたすらに 美し S 技巧に 眩惑され て、 その 惡 影響 を 

私の 習作に うんと 受け入れ たの は 事 實だ。 隨 つて、 いつ どや そっと 御 目に かけた 私の 

處女 歌集 「陽炎」 の 中には 或は 兄の 批難 を 裏書す る 歌が 少し は 混入して ゐた かも 知れ 

ない o( 澤山は 無い 箬だ。 習作と 目すべき もの は 大分 抹殺した から 兄 は 多分 二十 年 前 

の 習作 時代の 私 を 知って ゐて、 その後の 作 は 見て ぐれて ゐられ ない に 相違 無 ぃ0 

こんな 不服 を 言 ふの は 烏 許が ましい 業 だ 0 些々 たる 私 一 入の 歌な どは學 者た る 兄 か 

ら 観れば 問題に する 價値は 無い。 それでも 不服 を 申し立てなければ ならない 所以 は、 

私 一 人の 爲 めで 無い からで ある。 能く 知らない ものに 就いて い、 加減な 說を 捏ね 上げ 

る 事 は 今日の 人々 の惡 ぃ道樂 である o( 失禮 ながら 兄の 新 古今 論 も その 一 つ だ。) 學問の 

先達の 一 人た る 兄まで がそん な輕擧 盲動 をされ て は 困る。 もう 1 つ 私の 不服 は、 愤憬 


に捣 倣が 隨 ひ 研究に 傳染が 袢なふ ものと 妄斷 される 事で ある 0( 尤も、 兄が さう iK< 斷さ 

れる 事に も 無理で 無い 次第が ある。 現 歌壇 一 部の 萬 葉 病の 如きが これ： UO) 私 は 模倣 は 

嫌 ひだ。 右の 眼で 憶^しながら 左の 眼に 照 魔 鏡 を あてが ふ。 i+^+fg 

定 家の 歌 一首 

梅の 花に ほひ をう つす 釉の 上に 軒 もる 月の 影 

ど あらそ ふ 

これ は 新 古今 猫の 春 歌 上のう ちに 「百 首 歌 奉りし とき 藤 原定家 朝臣」 として 出て ゐ 

る 歌であって、 定 家の 家集 拾遺 愚 草に 就いて 調べて 見る と 正 治 二 年 八月 太 上 天皇 (後 

烏 羽院) から 題 を 賜 はって 詠進した 百 首 和歌の 中の 一首で ある。 この 時 作者 は 三十 九 

歲 であった から 歌人と して 旣に渾 熟の 境に 入って ゐた ものと 見て い、。 まことに この 

1 九 五 


一 九 六 

梅花の 一 首 は 拾遺 愚 草の 中で も 見の がす 事の 出來 ない 作品で あらう。 

さて この 歌に 就いて 今年 正月の 「 心の 花」 に 佐々 木 先生の 評 釋 が 出されて ゐ るが、 

私 は それ を 興 深ぐ 請ん： U0 博士の 評釋は 斯うで ある。 

直 衣 姿の 大ゥ" 人が 寝殿の はし 近ぐ 立って ゐる。 軒端に は 一 もとの 梅が^い てゐ 

る 0 折から 大空に は 月が 輝いて ゐ る。 眺め やって 居る 人の 裕 かな 袖の 上に は 月 

が 梅の 枝 をう つし 出して、 恰 かも 花の 匂 ひと 月の 光と が 互 ひに (1^ つて ゐる やう 

であると は、 この 歌の 詩境で ある。 王朝の 大宮人の 生活の 優雅な 一面が この 一 

篱 に象徵 されて ゐる。 

先生の 御說を 面白ぐ は拜 見した が、 疑問 を 起さ、. -るを 得ない。 斯ぐ ゆたかに 美しぐ 

のみ 取る ベ きで は 無ぐ つて、 涙に 濡れた 袖の 上に 月が やどる と 解す ベ きで はなから う 

か。 その 淚は懷 舊の淚 か、 大方の 物の あはれ の淚 か、 本當の 事は定 家に 訊かな ぐて は 

わからない or 美 濃の 家つ と」 の 著者 本 居宣長 はどうし たもの かこの 歌 を 見の がして ゐ 


るが 、「尾-, ^廻 家 i$l」 の 著者 石 原 lii 明 は 次の やうに 註釋 して ゐる。 

1 首のま.は梅の花のにほひを袖にぅっ せば軒もる月の影は我もぅっらんと來..^ 

爭 ふと 也。 月の 袖に うつる は 月 花の あはれ に 落ちし 淚也。 

ど-つも これが 普通の 解釋の やうで ある。 何故と いふに 當 時の 歌で 月が 袖に うつ ると 

言ったら ば、 淚 か 浪か露 か いづ れ にしても 濡れた 袖 を 配合す る 事に 技巧の 慣用 上き ま 

つてる る から である。 例 は 新 古今 集の 中に も 幾ら で も あ るが、 

心 ある 雄ね の 養の 袂 かな 月 やどれと は ぬれぬ 

ものから ({ ぉ內 卿) 

霜 こ ほる 袖に も 影 はの こりけ. 9 露より なれし 

ありあけの 月 (通 具)  . 

ながめつ、 幾た び 袖に 曇 るら む 時雨に ふぐる 

あ ..y あけの 月 (家 隆) 

1 九 七 


野べ の 露 浦 わの 浪を かこちても ゆく へ もしら 

ぬ 袖の 月影 (家 隆) 

面影の かすめる 月 どや ど ける 春 や 昔の 袖の 

淚に (俊 成 女) 

わが 淚 もとめて 袖に やどれ 月 さりと て 人の 影 

は 見えね ど (良 經) 

はら ひかね さ こそ は 露の しげから め やどる か 

月の 袖の せば きに (雅經 ) 

をし むと も 淚に月 も 心から なれぬ る 袖に 秋 を 

うらみて (俊 成 女) 

淚 とも 露と も 言 はないで 單に 月影が う つると 言 つて ゐる もの も少ぐ 

袖の 上に 誰 ゆ ゑ 月 はや どる どと よそに なして 


も 人のと へ かし (秀 能) 

いかにして 袖に 光の やど るら む 雲井の 月 は へ 

だて、 し^を (俊 成) 

よもすがら 月 こそ 袖に 宿り けれ 昔の 秋 を 思 ひ 

いづれば (西 行) 

これら は 問題の 梅花の 一 首と 全然 同 一 の 技巧であって、 文字に こそ あら はれて ゐな 

いが 勿論 泣く 淚の 意味で ある。 . . 

かさねても 凉 しか， 0 け. 5 夏衣う すき 袂に やど 

る 月影 (良 經) 

これ は淚 でも 露で も 無い 唯 一 の 例 (新 古今 集で は) だと 思 ふ。 併し乍ら この 涼 夜の 

歌 は 一 首の 心 持から 觀て定 家の 梅花の 作の 如き 疑問 を 生じない。 

1^ 梅花と 躕 月と を 懷舊の 場面に あしら ふ 事 も 新 古今 橥の 技巧の 慣例と 言って い 、ク 
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すな はち、 

梅の 花 あかぬ 色香 もむ かしに てお なじ かたみ 

の 春の 夜の 月 (俊 成 女) 

梅の 花た が 袖 ふれし に ほひ どと 春 や 昔の 月に 

とよ 、>  P.  ( ij 具) 

梅が 香に 昔 をと へば 春の 月 こた へぬ 影 ど 袖に 

うつれる (家 隆) 

新う いふ 風に 穿鑿し 歸納し 類推して みると 定 家の 「梅の 花に ほひ をう つす」 の 歌 は 

懷舊 の淚を ふくんだ 美しい 哀音と 解釋 する のが 妥當の やうに 思 はれる。 佐々 木 先生の 

評 釋は大 やうで 明るぐ 新し^も ある けれども、 更に 高敎 を拜聽 する まで 私 はし ばらぐ 

疑を存 して 置 き 度 い 0  ( i  一  .，  a おお) 


自 fs- 次 爲作渝 

世に 「^^讚歌」 とい ふ ものが 傳 はって ゐ る。 これ は 後鳥羽院が 時の 主な 歌人 十六 人 

に 各自よ しと ふ 作 十首づ 、を 奉らし め 給 ひ、 それに 御製 十 首 を 添 へ させ 給 へ る もの 

だと 言 ひ 傅 へられて ゐる。 此の 自 讚歌 ftt 七十 首 は 歌が るた に 作られて をり、 又 佐々 木 

先生 編著の 「歌學 全書」 第 七 編に も輯 めら れてゐ るので 大分 通俗的に 成って ゐ るが、 

私 は その後 人の 假托 にか、 る ものなる 事 を斷定 して 惯ら ない。 

歌道の 保護 老で あり、 又み づか らも 秀れた 歌人で あらせられた 後鳥羽院が、 常 年の 

歌 入 等から 自 讚歌 を 召された とい ふ 事 は 如何にも 有り さうな、 -H 然な 事柄で ある。 文 

獻の據 b どころ の^ 無に 脚ら す 私 は その 事柄 を 肯定し ようと 思 ふ。 併し乍ら 今 R 世に 

傅 へられて ゐ ると  > .- ろの 百 七十 首なる ものが そ の 自讃 歌で ない こ と は 左の 理由で 立 鋭 
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二 o  二 

出來 るので ある o 

先づ 一 つに は 自讃 歌の 序文み づ からが 裏切って ゐる。 序文の 胃 頭に 「天の下 長閑に 

も浪の 聲の靜 かな. 9 し 御代 は 今 は 百年 あまりに や 成， 5 ぬらん」 とあって、 自讃 歌 を 召 

されてから 百年 後の 或る人 間が これ を輯錄 したので ある。 この 長い間 隙に 本物の 自讃 

歌が 散逸の 運命 を 免れす にゐ ようか 0 

二つに は 作者 等の 年齢 を 調べ ると すぐに 矛盾が 出て 來 るので わかる 0 西 行 法師 は 建 

久 元年に 七十 三 歳で 入寂した が 此の 年に は 後鳥羽院が 十 一 歳に しか 成らせられな いの 

だから、 院の 召された 自讃 歌の 中に 法師の 參加 する 事 は出來 得なかった 替 なので ある。 

更に 西 行 法師 だけ を 除外して 考 へて 見ても、 他の 作者が 皆 同時に 生きて ねて 同時に 自 

讃歌 を 奉り 得られる やうな 都合の よい 時 は 年代 表 上 出て 來な いので ある 0( ゎづら はし 

いから 一 々說明 はしない が、 それ は 寂 連、 良經、 秀能、 宫內 卿、 俊 成 等の 年齢 や 死ん 

だ 年 を 比較して 見る とわ かる 0) そんな 都合の よい 時が あると 强 ひて 推定す るなら ば そ 


れは寂 速 法師 入寂の すぐ 前の 建 仁 元年 夂はニ 年の 頃 あるの みで あるが、 その 頃に は 藤 

原秀 能が まだ 十八 歲 位に しか 成らない の だから 大分 無理が ある やうで ある。 

その 三つ は定 家の 明月 記に 此の 自 讚歌の 事が 何も 書か、 れてゐ ない 事で ある。 

斯うい ふ 次第で 私 は 所謂 自讃 歌 を 後人の 假托と 推論す るに 惯ら ない ので ある けれど 

も、 それにしても 此の 自讃 歌なる もの は隨 分よ ぐ考 へて 上手に こしら へた もの だ。 第 

一 に は 時の 主な 歌人 十六 人の 選定が かな 適切で ある。 新 古今 集の 作者の 內で 最も 光 

つた 迚中 を先づ め 霊した 觀が ある。 漏れた 者が あると すれば 有名な 鴨 長 明と 和歌 所 

ill: の 源 家長と、 それから 女流の 宜秋 門院 丹 後ぐ らゐな もので あらう。 自 讚歌 各 首の 

撰擇も 尤もらしぐ 出 來てゐ る。 すな はち 何人も 異存の ない 秀吟 佳作 を擧げ ると 共に か 

な， 0 の！ ：5;^ 作 を も 平氣で 取って ゐ るので ある。 この 平 氣で惡 作 を 自讃す る ことが 本人で 

無い と 一 寸出來 にくい 藝常 なの だ。 人情の機微な此の點を自讚歌の偽作^！^は俐巧にも 

利用した ので あらう。 一人一人に 就いて 觀 ると、 太 上 天皇 (後鳥羽院)、 式 子 内親王、 
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藤原秀能のが最も上手に選ばれてぁ..^、 慈圆 大僧正、 家隆 のが 最も 下手に 擇 ばれて ゐ 

る やうに 田 5 ふ 0 

附記す るが、 最近 「束 野 州 問眷」 を 披見した ところ、 「自 讚歌の 事、 西 上人 此人數 也。 

是尤 不審。 その 故 は、 此 上人 建久 元年 往生 あり。」 と 不審 を 述べ、 それに 對し、 「上人 於 

此道 者平懷 なり。 去 間每度 自讃の 歌 あ.^。 是を被 聞 置て 今 御人數 たる 歟 o」 と 答へ てめ 

る。 乍 併、 こんな 空漠た る 答で は 自讃 歌の 眞を 立證 する に 足りない。 (ま 十二 |=§ 

新 勅撰 和歌 集私觀 

新 古今 集に 對 して 千載 集 は 序曲の、 新 勅撰集 は 終 詞の關 係に 立つ。 從 つて、 三者 を 

通覽 して はじめて 新 古今 集の 價 値が 明瞭に なって 來 る。 私が 此の 新 勅撰集と いふ、 世 

間から 多ぐ 顧みられざる 歌集 を敢 へ て撿 討しょう とする の は 右の 必要から に 外なら な 


い。 

「繊巧の 致 を 極め 絢爛の 趣 をつ くした 新 古今の 後に は、 却つ て 1^ 明な 風體 が-:^ ばれ 

る やうに なり、 定家 自身の 撰んだ 新 勅撰に 於いても 其の 傾向が 兑 える こと は、 旣に^ 

學 者が 說 いて ゐる」 と 律 田 左右 告氏も その 著 「 我が 國民 思想の 研究」 のうちに 書いて 

ゐる。 まことに、 新勒撰 集の 歌 を 目して 新 古今 の藉麗 體に對 する 反動と しての *平^ 

又は 淡の 風體 とする は 後 來の學 徒の 一 致した 意見ら しい 0 

私 はこの 論に 對 して 異議 を 持 つ 。譬 へ ば 新 古今 を 約爛 無比 の 彩色 畫 とす れば、 新勒 

撰 奥 も 同 一 の 設色法 を 取った ので ある けれども、 肝腎の 給 具が 古びて 變 1^ したため か、 

又は 赘ェの 腕 il が 劣った 爲 めか、 同 一 の效 果を齋 らし 得なかった 迄で ある。 此の 出來そ 

こな ひの 彩色 簦を 目して 初手からの 淡彩 叢で あ. 5 或は 墨畫 であるかの やうに 思 ふなら 

ば それ は 鑑賞 者の あきめくらに 過ぎな so 新 勅撰 橥は新 古今 集からの 轉換に は あらす 

して、 影う すれ 調 低まった 新 古今 集に 外なら ない ので ある。 强驽の 末 勢な ので ある。 
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誰が 垣根 そこと も 知らぬ 梅が 香の 夜半の 枕に 

なれに ける かな (式 子內 親王) 

获の 葉に ふきと ふきぬる 秋風の 淚 さそ はぬ 夕 

ぐれ どなき (入道 前 太 政 大臣) 

ふるさとの 庭の 日影 もさえ ぐれて 桐の 落葉に 

霰 ふるな り (家 隆) 

大原は 比 良の たかねの 近ければ 雪 ふる 程 をお 

も ひこ そやれ (西 行) 

うたたねの はかなき 夢の さめし より ゆ ふ ベ の 

雨 を 見る ど 悲しき (親 宗) 

これの みと 伴な ふ 影 もさよ ふけて 光 どうす き 

窓のと もし 火 (道 助 法 親王) 


都いで て 伏 見 を 越 ゆる あけ 方 はま づ うち 渡す 

ひつ 河の 橋 (俊 成) 

足 柄の 關路 こえ ゆぐ しののめに 一 むら 霞む う 

き 岛が原 (後 京極攝 政)  、 

此の 種の； 牛 明 平淡な 作は數 へる ほどし か 無ぐ つて、 全卷千 三百 七十 餘 首の 九分 通り 

は新古今^^の內容と表現形式とを息せき切って追ひかけて，<3る0 さう して、 見事に 追 

ひ^いた もの はほんの 少數 しか 無い。 

住 士 口の 松の あらし も 霞むな り 遠 里 小 野の 春の 

あけぼの (覺延 ) 

いぐ 里 か 月の ひかり もに ほふら ひ栴 さく 山の 

峯の 寿かせ (家 隆) 

け ふ み れば雲 .0 樱も うづ もれて 霞み かねた る 
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みよし 野の 山 ハぉな じ- () 

高 砂の をの へ の 花に 春 ぐれて 殘.^ し 松の まが 

ひゆぐ かな (後 京極攝 政) 

横の 戶を ささで 有 明に な， 0 ゆぐ を 幾夜の 月と 

とふ 人 もな し (おなじぐ) 

山里は秋のすゑにど思ひ知るかなしか.^^け，=^ 

こがらしの 風 (西 行) 

あけわたる 雲間の 星の ひか b まで 山の端 さむ 

しみね のしら ゆき (家 隆) 

旅 ごろ も か へ す 夢路 は むなしぐ て 月 を ど 見 つ 

る 有 明の そら (有 家」 

花 さそ ふ あらしの 庭の 雪なら で ふ. 5  §  くもの 


はわが 身な.^ けり (入道 前 太 政 大臣) 

久方の 雲居に 見えし い こま やま 寿 は 露の ふ も 

となりけ り (後 京極攝 政) 

新勅撰^^は後堀河天皇の^永元年十月の撰進で、 撰者 定家は その 時 七十 一歳で あつ 

た。 此の 撰 鬼が 新 古今 紫の 强弩の 末 勢に 過ぎない とする 私の 所論 は定 家み づ からの 歌 

の倾向 反び 自選の 態度から も 裏書 せられる。 やや 大膽な 言 ひ 方で は あるが、 定 家の 歌 

は 生涯 を 通じて 同一 の 傾向で 終始し、 年 齡と境 過と に從 つて 變 化する とい ふ 事 は 殆ど 

認め難い。 拾^ 愚 に 就いて 仔細に 調べて 見ても、 新 古今 狼 撰 進の 元久ニ 年よ，？ 以前 

の 作と その後の 承 元、 建 保、 承久 等の 作との 間に 基調の 變 化と いふ 程の もの は 無い。 

新 勒撰藥 奏覽の 年なる 貞永 元年の 百 首 歌 (關 白左大 E 家 百 首) すら も 同様であって、 

此の！； n 首と 女 作の 初 舉百首 (養 和 元年、 二十歳の 作) との 間に 如何 ほど 表現形式の 

ャ； Ji 異が 存在す るか、 何人も 明瞭に は 答へ 得ない。 此の 生一本の 無 變化は 善 かれ 惡 かれ 
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二 一〇 

定家 その他 當 年の 主なる 作家 達の 特質であった と 言って よい。 それから、 新 勅撰 猿の 

中に 定 家の 自選した 歌 は 左の 十五 首で ある。 

名 もしる し 5 条の あらし も 雪と ふる 山 さぐら 戶 

の あけぼのの. {<H 

久方の かつらに か、 る 葵 草 そらの ひかりに S 

ぐよ な るら む 

天の原 Ho へ ばか はる 色 もな し 秋 こそ 月の 光な  》 

り けれ 

明けば 又 秋の なかば も 過 ざぬべし 傾ぐ 月の を 

しきの..^ か は 

しぐれつつ 袖 だに ほさぬ 秋の 日に さ こそ 三 室  - 

の 山は染 ひらめ 


孜り もせ じ 衣に すれる ささ 竹の 大宮 入の かざ 

す 場 は 

松が 根 を 礎べ の浪 のうった へに あら はれぬ ベ 

き 袖の 上 かな 

戀 死なぬ 身のお こたり ど 年へ ぬる あらば 逢 ふ 

夜の 心づ よさに 

こぬ 入 を まつ ほの 浦の 夕な ぎに やぐ や 藻し ほ 

の 身 もこが れつつ 

くるる 夜 は衞士 のた ぐ 火 を それと 見よ 室の 八 

is.? も 都なら ねば 

あ ふ 事 はしの ぶの 衣 あはれ など まれなる 色に 

亂れ そめけ む 
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たれ もこの あはれ みじかき 玉の緒に 亂れて も 

の を 思 はす もがな 

忍べと や 知らぬ 昔の 秋 を へ てお なじ かたみに • 

殘る 月影 

を さまれ る 民の 司の みつぎもの ふたたび きく 

?„ ^命な りけ り 

ももし きのとのへ を いづる 宵々 は 待たぬ にむ 

かふ 山の端の 月 

これで も わかる。 新 古今 そのままの 風體 であって、 平明と か卒 淡と かいふ やうな 境 

地に は 一 步も 踏み入れて ゐ ない。 若しも 從來 の說の 如く 建 保承久 以後の 風尙が 華麗 體 

に對 する 反動と して 平明 體を迎 らうと する 傾向 を 持った としたならば、 聰明なる 彼れ 

定家 がそれ を 看取し ない 箬 はない。 若しも 定家 がそれ を 看取した としたな らば、 彼れ 


の 自選 歌の 中に もっと 平淡な 趣 致の 作 を 取り入れなかった 箬 はない。 何と なれば、 幽 

玄麗 様な 心の 體を 生涯の 本道と した 彼れ 定家 とても、 さすがに 時として 頗る 平明 平淡 

な 歌 を 作らない ので は 無かった の だから。 

秋の 夜 は 雲 路を わくる 雁が ねの あとかた もな 

ぐ もの ど 悲しき 

霜 さ ゆる あしたの 原の 冬 がれに ひと 花 さける 

大和 なでしこ 

しばし とて 出で こし 庭 も 荒れに け 蓬の 枯葉 

すみれ まじりに 

なが むれば 松より 西に なりに けり 影 はるかな 

る あけがたの 月 

夕立の 雲間の 日 かげ はれ そめて 山の こなた を 
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わたる 白鷺 

蟲の音 は ねざめの 夢に おぼえ つつ 秋の 春に も 

な にけ るかな 

い たづら に をり 松 焚きて ふけし 夜 もな ほ 九重 

のうち ど戀 しき 

このごろ は 霜雪 だに もお ち 散らぬ 冬の み 山の 

晝 のさび しさ 

拾遺 愚 草を繙 けば 此の 類の 歌の 五六 十 首 は ある。 これ 等の 作 を 一 首 も 自選し なかつ 

た處 から 視て も、 定 家が 新 勅撰集 を 撰んだ 際の 態度と 標準と はおの づ から 推測 出來る 

ので ある。 くり かへ して 言 ふが、 新 勅撰集 は 影う すれ 調 低まった 新 古今 集に 外なら な 

いのであって、 決して 元久 以前の 風 尙に對 する 反動と いふ やうな 積極的 意義の ある も 

ので は 無い。 絢爛 華麗の 極に のぼりつめた 藝 術の 必然の 運命と して ここに 早ぐ も廢頹 


の 兆 を 現じ 來っ たものに 外なら ない。 

餘談に 亙る が、 新 勅撰 猿の 主要 作者 は定 家、 家隆、 良經、 慈圓、 俊 成、 西 行、 雅經、 

式子內 親王、 丹 後、 讃岐 といった やうに 依然として 新 古今 築から 引きつ づきの 面々 で 

ある。 新人と して は 道 助 法 親王、 實朝、 爲家、 知 家な ど。 又め づ らしい 名前で は北條 

泰時、 建禮 門院 右京 太夫、 承 明 門院 小 宰相 (家隆 の 女)、 それから 一代の 畫聖 信實な 

ど 0  (大正 十一 一 お！ £E)  . 

南北朝時代の 和歌 


私が ここに 南北朝時代の 和歌と いふの は 足 利 尊 氏が 光明 院を 擁立した 延元 ー兀年 力ら 

後龜山 天皇 遞 位の 元 中 九 年に 至る 約 六十 年間の それ を 指す ので ある。 此の 時代の 文學 
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は 主として 太ギ 記、 神 皇正统 記、 徒然 草、 新 葉 集、 李花 集、 菟^ 波 猿 等に よって 代表 

せられる ので あるが、 これら 以外に も 風雅 集、 草庵 集、 增鏡、 吉野 拾遺、 義堂絕 海 等 

の 漢詩な どが ある。 又、 刀工 正宗 あり、 甲冑 ェ明珍 あ. y、 畫僧雪 村 あ， 5、 兆 殿 司の 佛 

畫ゃ觀 阿彌の 能樂も 此の 時代の 末葉に 至って 大成に 近づきつつ あつたの である。 斯う 

して 觀 ると、 とに かぐ 我が 國の藝 術の 歴史に 於いて 相當の 一 時期で あるし、 とりわけ 

南北 兩朝 抗爭の 世相 を 背景と して その 文學を 鑑賞す る 時、 感興 は 一 層 深まって 來 るの 

である。 私 は 只今から、 和歌 を 中心として 當 時の 文 藝を觀 察しよう とする。 

南朝の 和歌、 北朝の 和歌と 區 分して 考察し ようと 思 ふけれ ども、 それ は 便宜上の 事 

であって、 嚴密 にい ふなら ば、 歌壇と いふ 纏まった ものと して 視る時 は それ は 北朝の 

方に のみ 存在して ゐ たのであった。 何と なれば、 當 年の 職業的 歌人 輩 は 悉く 政治 上の 

實權 者の 方に 阿附 したから である 0 

これより さき 伏 見、 後伏見、 後 ニ條、 花園の 頃に 亙って 世間 を 騒がせた ニ條 京極兩 


家の 確執、 すな はち 爲世爲 兼の 歌道 本家 爭ひは 終に 前者の 勝利と 成って 結末 を 告げて 

しまった。 爲 世の 女の 權 大納言 局が 皇太子 尊 治 (後醍醐 天皇) の寵を 得る に 至って 愈 

々さう 定まって しまったの である。 然るに 爲世 反び その子 孫なる ニ條 家の 歌人 達 は、 

彼等が 積年 寵. 遇を恭 うした 大覺 寺統の 天子の 南山に 巡狩 せられた 際に も、 誰 一 人と し 

てお 伴 をし なかった のであった。 これに は 種々 の譯 があった ので あらう が、 由來 低劣 

な爲 世の 人格 もお そらく は その 原因の 一 つであった らうと 想像せられ る。 增鏡第 十九 

の 中の 爲定 中納言 勅勘の 條 など も その 邊の 消息 を 物語 つて ゐる やう だ。 

斯うした 次第で、 和歌の 師範 家 は 北朝に 從屬 して 京都に 留まった。 當 時の 主なる 歌 

人 等 は 大抵 直接 又は 間接に ニ條 家の 流 を 汲んで ゐた。 所謂 四天王 もさう であった。 攝 

關 家の 二 條良甚 もさう であった。 光験院 等の 高貴の 方々 もさう であった。 足 利 將軍家 

の 人々 も、 その 幕下の 武將達 も、 夢 窓國師 まで も、 皆爲定 等の 門に 入って、 あやしげ 

な 三十 一 文字 を 並べた のであった。 つま..'、 後世から 見れば 歌よ みの 水平線に さへ 出 
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てゐ ない 御子 左 家の 世襲 歌人 輩が、 時の めぐ， 5 合せと 巧妙な 處世 術と によって、 當年 

の 歌壇 を領 略してし まった とい ふ有樣 なので ある。 

北朝の 歌人から 數へ 擧げて 見る と、 師範 家の人々 では、 爲世は 光明 院の 擁立せられ 

た延 元元 年に は旣に 八十. V 歳の 老人であった からさて 措ぐ として、 第一 に は、 爲 世の 

孫の 爲定 がゐ る。 ニ條 家の 嫡流なる 此の 人 は續後 拾遺 及び 新 千載の 兩勅 選集の 撰者で 

あって、 言 ふ 迄 もな ぐ 歌壇の 重鎮で ある。 次に は 新 拾遺 集の 撰者 爲明 (爲 世の 孫)、 新 

後 拾遺 紫の 撰者 爲遠 (爲定 の 子)、 おなじく 爲重 (爲 世の 孫) などが ゐる。 冷泉 家の 爲 

秀も 居った。 今 川 了 俊 は その 門に 出た ので ある。 師範 家 以外の 專門的 歌人で は頓 阿、 

兼 好、 淨辨、 慶運、 所謂 四天王が ゐる。 公卿に は洞院 公賢、 ニ條良 基が ゐ る。 武人で 

は あるが むしろ 歌人と して 著名な 了 俊 今 川 負 世が ゐる。 高貴で は 花園， は皇、 光 嚴院、 

光明 院、 御 家 流の 祖靑蓮 院尊 圓法 親王な どが あらせられる。 將軍 家の人々 では、 尊 氏 

はじめ 直義、 義詮、 直 冬、 甚 氏な ど。 武將 でと も かぐ 歌 を 作った 連中に は 細 川 和 氏、 


同 賴赛、 同顯 氏、 祧 井い ヌ賴、 さて は高師 直まで が控 へて ゐる。 高野山 金剛 三 眛院短 間 

なる ものの 裘窨を M ると、 聊か 恐縮 させられ るが、 これ 等の 面々 が 「二十 餘輩之 歌人」 

と 書かれて ゐる やうな 次第 だ 0 藥師寺 公義 薙髮 して 元 可 法師な ども 太平 記 (卷 第二 十 

九) で 見る と相當 のよ み 口であった らしい。 良 基の 近來 風體抄 にも 「藥師 寺な ど 歌よ 

みの 名取り 侍. 0 し」 と 書いて ある。 

北朝の歌^^としては風雅、 新 千載、 新 拾遺、 新 後 拾遺の 四 勅撰集 を 主と し、 なほ 私 

の 货奥ゃ 歌合の 類 も相當 にあった らしい 0 家の 紫 も數々 遺って ゐ るが、 目 ぼし いのは 

光厳 院御 i^、 頓阿 法師の 草庵 ぐら ゐ であらう 0 又、 和歌に 關 する 雜 筆と して 顿 ii- の 

井蛙 抄、 水 蛙 眼目、 良甚の 近來風 體抄、 愚問 賢 註、 了 俊の 落 書 露顯、 和歌 所へ 不審 條 

々、 了 俊 辨耍抄 など 著名で ある。 

歌よ みの 數と 著作の 冊數 とから 見れば 北朝の 歌壞 は戰國 にも 似合 はぬ 脤々 しさで 

ある けれども、 これ を 質の 上から 檢 討す るに、 歌人と して 多少な りと 吾人の 興味 を 引 
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き 得る もの は 崎 阿 法師と 光霰院 ぐら ゐ に過ぎない o 師範 家の人々 に對 する 槪評 として 

は 近來風 體抄に 「爲定 大納言 は 極めてけ たかぐ、 ゆる， （とたけ ありて、 しかも 又も 

み/、 と ある 方 も 出で 來 ける にや、 凡 天下 偏執 もなか， y し 上手な り。 爲明卿 は 生得に 

面白 き樣 に はな かりし かど も、 まことの 道の 人と 思 ふやうな る 歌 を 詠み 侍， 5 しなり 0 

ただしぐ 聊か 古 體に長 ある さまに 侍りき。 爲秀 卿、 これ は 格別の ふてい 一流の 詠歌、 

又 あらぬ さまに 侍りし なり 0 爲重卿 は 近来の 堪能な り」 と 言って ゐ るが、 御子 左 流 を 

至上の ものに 思った 當 時の 良 基と して は 尤もな 言 ひ 分で ある けれども、 後世の 我等 か 

ら視れ ば 何の 事 も 無い。 

良 基 は 極めて 博識 多藝 であった が、 その 和歌 は 一 向に 振 はぬ。 彼 は蔸^ 波 紫の 撰者、 

筑波同 答の 著者と して 連歌 史上に. 永ぐ その 名 を 留める より 外 は 無い。 了 俊は當 時と し 

て は 最も 自由な、 進步 した 考の 持主であった けれども、 作品 は 議論 ほどに も 無い らし 

い 0 畢竟、 作家で 無ぐ て 見識 家であった の だ。 兼 好 法師 集 は 徒然 草の 作者た る 面影 を 


何處 にも 傯 ばし めない ほど 退屈な 歌壤 である。 淨辨 父子、 これ 亦 月並の 歌よ みに 過ぎ 

ぬ。 これ 等の 歌 僧 は 西 行、 寂 連、 慈鎮 等から 見れば 味噌 擂 にも 竽 掘に も 値しない 程度 

の 所 化で ある。 さすがに 顿 阿の みは 稍 見どころが ある。 彼は爲 世の 高足で、 良甚 はじ 

め數 多の 門下 を 持ち、 事實 上ニ條 流の 中興 者であった。 新 拾遺 集の 撰者 爲 明が 半途で 

亡ぐな つた 時に 彼 はこれ を 引き 繼 いて 完成した。 當 年の 歌壇に 最も 重き をな しつつ、 

後小松 天皇の 至德 元年 (南朝の- 兀中尤 年) 三月 十三 日、 双 林 寺に 於いて、 八十 四歲の 

長 毒 を以 つて 入寂した。 その 作 は 極ね 舊來の 花鳥風月 をニ條 流の 技巧で 取り扱つ たも 

のに 過ぎない ので ある けれども、 どこかに 寂び の あるの がよ い。 草庵 集 は 後世 永ぐ 歌 

壇の 寶 典の 一 つと 考 へられた ものであって、 本居宣 長の 如き すら これに 對 する 典 味に 

深 入し すぎた 時代が あつたの である。 佳作 數首を 擧げて 見よう。 

かしこ き や 谷に 夕ゐ る 白雲の なかに ど 落 つ る 

木 曾の 山川 
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声の 葉に 夜の 雨き ぐ 港 江の 浪の枕 を いかで あ 

かさむ 

さびし さは 思 ひし ままの 宿ながら なほき きわ 

ぶる 軒の 松風 

月 やどる 澤 田のお もに ふす 鳴の 氷より たつ あ 

けがた の 空 

つもれた だ 入， 5 にし 山の 峰の 雪う き 世に 歸る 

道の なきまで 

近來風 體抄に 頓慶兼 三人 を 評して、 「頓阿 はか か. 5 幽玄に 姿 なだらかに ことぐ しぐ 

なぐて、 しかも 歌每に 一 かどめ づ らしぐ、 當 座の 感も ありし にや、 慶蓮 はたけ を 好み、 

もの 寂び て、 ちと 古體 にか か， 9 て、 姿 心 はたらきて、 耳に 立つ さまに 侍りし な.. y、 爲 

定 大納言 は ことの 外に 慶運を ほめられき、 兼 好 此の 中に ちと 劣りた る やうに 人々 も存 


せし やらん」 と窨 いて ある 0 これ 以上に 言 ふ 事 は 無い。 

光 嚴院の 御 一 生 は 太平 記のと ころん \ の 叙述 をつな ぎ 合せて 撮 かに 想像し 得る に 止 

まるので ある けれども、 その 御 性情に は 如何にも 抒情詩 的の もの 悲し さと や はら かさ 

とが 有ったら しぐ 思 はれて ならない。 武家の 爲め 擁立され 給 ふたの は 迷惑 至極に 思 召 

された に 相違ない。 霸氣ゃ 闘志な ど は 夢々 御 持ちに ならなかった ので あらう。 伏見院 

の 御 忌日に 關朿 武士の 狼 籍に遇 はれた 事件と いひ、 正 平 七 年の 賀名 生の 幽閉と いひ、 

御晚年に抖擻行脚で吉野の行ゅ^！を訪はせられた事とぃひ、 丹 波の 山奥での 御 終焉と い 

ひ、 すべ て 北朝の 君臣の 中で 此の 御 方 ほど 私の 詩的 空想 を 刺戟す る 人物 は 無い ので あ 

る。 院御 の 中から 

山 松の木 末 を わたる 夕 あらし 軒の 檜 原に 聲落 

ちぬな- 9 

庭の 日 は 木 かげ も 見えす 照りみ ちて 風 さ へ ぬ 
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るみ 暮れが たき 頃 

旅に して 妹の 戀 しみな がめ をれば 都の 方に 雲 

棚引け り 

總 じて 御 集の 歌の 風格 は 幼ぐ 素直な ところが 特色で ある やうに 思 はれる。 太平 記卷 

第三 十九に 出て ゐる ところの 

たれ 待ちて みつの 濱松霞 むらむ わが 日の 本の 

• 春なら ぬ 世に 

もよ い 歌で あるが、 御 集の. i- に は 見當ら ない。 又、 風雅 棠に载 せられて ゐる 御製の 中 

にも 佳調が 乏しぐな い。 

將軍 家の人々 及び その 武臣 等の 歌 は 全ぐ 論す るに 足らぬ。 等 持院贈 左大臣 御 集と い 

つて 尊 氏の 集が 遺って ゐる けれども、 あの 英雄が 斯樣 なお 稽古 歌を樂 しみに して ゐた 

のかと 田 5 ふとむ しろ 可愛らしくなる 位な もの だ。 二 代の 義詮 にも 寶篋院 殿 百 首 ゃ住吉 


詣の 紀行文な どが 遺って ゐ るが、 いづれ 劣らぬ 檀那 藝に 過ぎない。 南北朝の 武人 達 は 

大抵 三十 一文字 を 作って ゐ るが、 さすがに 大楠公 丈け は 堅く 自己の 領城を 守って、 餘 

計な 手出し をして ゐな so 太平 記 湊川合 戰の條 に、 

疑 は 入に よ， 5 てど殘 りけ る まさしげ なる は 楠 木が 首と あるが、 これ は 他人の 落首で 

あって、 正 成の 辭世 では 無い ので ある。 

北朝の 勒撰狼 は 前述の通り 四 種あって、 戰亂の 世に も 似合 はしからぬ 賑々 しさで あ 

るが、 これ はニ條 家の 歌人 達が 自家の 勢力 を 維持 せんが 爲め みだ.^ に 奏請した 結朵で 

あらう とも 想像 せられる。 四つの 集 共に 露骨に 北朝の 君臣の 歌の 撰 であって、 唯 後 

船 醐帝ゃ 源 具 行な どの ものが 見えて ゐる けれども、 これ は 撰の 當時旣 に 此の世に は 居 

られ なかった ので さしつ かへ 無い ものと せられた ので あらう。 これらの 撰 集 いづれ も 

尊 氏、 直義、 義詮 などの 駄作 を澤 山に 載せて ゐ るの は 目 障， 9 至極で ある。 これに 比べ 

あで 

れば、 鎌 倉 幕府 方の 歌 を 入れて 宇治川 集と 鞾號 せられた 定 家の 新 勅撰 紫の 方が どれ 位 
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ましで あるか わからない。 論す るに 値する もの は 貞和ニ 年 十 一 月 花園 法皇 御 撰の 風雅 

集の みで ある。 

風雅 集の 價値 は、 當 時の 他の 集に 比べての みならす、 十三 代 集の 中で も 目立って 淸 

新な 歌の ある 事と 自然の 描寫の 素直な ものが ある 事との 二つで あると 思 ふ。 

朝 あらし は 外面の 竹に 吹き あれて 山の 霞 も 春 

さむき ころ 

き hN< ^す聲 は いづぐ ど 草 もな き 白洲の 庭の 

秋の 夜の 月 

塞き 雨は枯 野の 草に ふりしめて 山 松風の 音 だ 

こ， もゼす 

時 しらぬ 宿の 軒端の 花 ざ かり 君 だに 訪 へな 又 

たれ を か は 


かぐして ど 昨日 も 暮れし 山の端の 入日の あと 

に 鐘の 聲々 (以上 永 福 門院) 

沈み 架つ る 入日の き はに あら はれぬ 霞める 山 

のな ほ 奥の 峰 

松 を 拂ふ風 は 裾野の 草に 落ちて 夕立つ 雲に 雨 / 

きま ふ/より 

庭の 虫 は 鳴きと まりぬ る 雨の 夜の 壁に 音す る 

きりき hN す 》p 

ふ き^ゅる 風の つての ニ聲 に夂 はき こえ ぬ あ 

かっきの 鐘 

大空に あまね ぐお ほふ 雲の 心國 土う る ほふ 雨 

ぐ： U すな，..' (以上 爲兼) 
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唯、 右の 例で も わかる 通り、 此の 集の 佳什の 大半 は 伏 見 天皇の 中宮 永 福 門院 反び 京 

極爲 兼の 二 作者の ものである。 さう して、 爲兼は 七十 九 歳で 元弘ニ 年に、 永 福 門院 は 

七十 二 歲で康 永 元年に 世 を 去られた ので あるから、 南北朝時代の 歌人と いふに は 共に 

聊か 當らぬ やう だ。 して 見る と、 純然たる 北朝 歌人 等の 集と して 風雅 集 を觀る 場合に 

は、 かなり 割引して 評價 せねば ならぬ 事に なって しま ふ。 

井蛙 抄、 近來風 體抄、 落 窨露顯 の 類の 雜 筆に 對 して は 多少の 歴史的 興味 を 持ち 得る 

に過ぎない。 

二 

南朝の 和歌 は 北朝の それに 比べ て 根本の 點が 相違して ゐ るので あって、 そこに 極め 

て意昧 深い 對照を 見出す 事が 出來 るので ある、」 

先づ、 北朝に は 師範 家の人々 を 初めと して 多數の 職業的 歌人が 居った ので あるが、 


南朝に は それが 殆ど 兒當ら ない。 宗良 親王 は 新 葉 猿の 撰者、 李花 紫の 作者と して 我が 

文學 史上に 不磨の 足跡 を 印され た 方で は あるが、 申す 迄 もな ぐ 作歌 を 業と はして ゐら 

れ なかった. - 北 M 親 房 も 文 を 作 歌 を 詠 じたが、 本 來誠實 な 政治家であって、 そこに 

みづ からの 生命 を 兄 出して ゐ る。 文筆 は 彼に 取って 手段に 過ぎなかった。 耕 雲 口 傅、 

源氏物語 抄 等の 著者 花 山 院長 親の みは ー應專 S: 歌 入と： られ さう であるが、 それ も II 

ベて 见 ると、 歌 迸に 沒 頭した の は 元 中 九 年後 龜山 天皇に 供奉して 入洛、 羅髮 して 耕 雲 

と號 し、 華 現 山 下に 隱粞 してから 後の 事で あるら しい。 そこで、 南朝の 歌人と して は 

後醍醐、 後村上、 長 慶三帝 を はじめ、 尊 良、 宗良、 仁 譽の諧 親王、 新 待 賢 門院、 嘉喜 

門院、 文ぃ2^公師賢、 四條 隆資、 北 畠 親 房、 冷泉 人道 前 右大臣、 花 山 院長 親と いふ やう 

に 幾多の 人々 が ある けれども、 非 職業的 歌人ば かりなので あった。 

次 は、 朝に は、 北朝と 異なって、 歌壇と いふ やうな 纏まった 舞臺の 無かった 事で 

.の る。 中心と 成るべき 師範 家の 歌人 は 一人 もゐ なかった。 皇居 こそ 吉 野の 山中に、 或 
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る 時 は 河南の 寺院に、 儼存 した けれども、 皇族 も 公卿 も 武臣 も 西 は 九州から 柬は奧 羽 

に亘 つて 轉戰 し、 離合し、 撰 集の 沙汰 や 歌 文の 研究に 耽り 得る やうな 長閑な 境涯に は 

居らなかった。 神皇 正統 記の 如き 長篇の 史書 すら 敵中の 孤城で 書かれた ので は 無い か。 

所謂 歌壇の 出来な いのは 當然 の當然 である。 職業的 歌人 も 無ぐ、 歌壇 も 無ぐ、 さう し 

て其處 に、 生活の 緊張 (すな はち 深い 體驗) と 感情の 純眞 とから 幾多の 美しい 詩歌 を 

生み出した 事が 我が 南朝の 文 學の待 色な ので ある。 勿論、 南朝 三 帝と も 斯道に は 堪能 

であらせられた〕 兵 15^倥€ ^の 間に 於いても 歌合 等の 催 は 折に ふれて 行 はれた やうで あ 

る。 新 葉 集の 歌の 詞書 にあら はれて ゐる もの 丈け でも 正 平 八 年 內裹千 首、 正 平 十六 年 

內裹 fa 首、 文中 四 年內裹 五十 番 歌合、 天授 元年 內裹 五百番 歌合、 天授 二 年內裹 百番歌 

合、 年 未詳 住吉 三百 六十 番 歌合な ど 相當に 頻繁で は 有った。 

南朝の 和歌の 代表と して は 新 葉 集と 李花 鬼と に 就いて 語れば よいの は 中す 迄 も 無 か 

らう。 新 葉 集 は 我等 大和民族の 美點を 極度に 發 輝した 人々 の 血淚の 文字で ある。 後醍 


醐 天皇の.！： H 子宗 良の 撰に か、 り、 後龜山 天皇から 準 助 撰の みことの.^ を拜 したので、 

：史に 訂正 補修して 弘和 元年 十二月に 上進せられ たので ある。 時に 親王 御壽 七十で あら 

せられた。 歌の 數は 二十 卷千 §1 百 首、 序文に も 「一 ふしの 取るべき ある をば これ を扮 

つる 事な しとい へど も、 四方の 海の 浪の 騒ぎ も、 こよろ ぎの いそと せに 反 ベれば、 家 

々の 言の葉 風に 散 hN、 浦々 の 藻汐草 かきもらせる たぐ ひも 又な きに 非るべし」 と ある 

次第 だから、 これ 丈け の 撰を完 うせられ たの は 非常に 困難な 仕事であった に扣 違ない。 

北朝の 方に は 數次軌 撰の 沙汰が あつたの だけれ ども、 いつも 南朝 方の 作者の もの は 採 

り入れな^-った。これに對する親王の義憤が此の集を思ひ立たれた動機でぁるらしぃ0 

これ は 雑歌 中に 

いか なれば 身 はし もなら ぬ 言の葉の 埋もれて 

のみき こえさ るら む 

とい ふ 親王の 御作の 詞 書に 「 世の中 あらたま. 5 て 後 風雅 集な どと て 撰 集の 事 あるよ し 
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聞え し を 今 はまして 作者に 加 はる べき にても あらぬ 事な ど 思 ひつ づけて」 と あるの か 

らも 推察 出 來る。 であるから、 新 葉 集の 內容は 勿論 全ぐ 南朝の 君臣 宫女 等の 作ば かり 

である。 さう して、 古人の 作 は 一 首 も 探られて ゐ ない。 此の、 撰 集から 古歌 を 除外し 

去った と いふ 事 は 和歌 史上 新 葉 集の いちじるしい 待 色な ので ある 0 古今 棠 以降 世々 の 

撰 集に は、 當 時から 五十 年 も、 百年 も、 或は 三 四百 年 も 以前の 古歌が 必ゃ 多數に 取， 0 

交せられ てゐ る。 これが 常に その 各の 撰 集の 內容の 統一 性 を破壞 して、 後世の 讀 者に 

徒らに 不快な 印象 を與 へる の だ。 私 は、 毎度い ふ 事で あるが、 新 古今 集から 人 麿 赤 人 

等の 作 を悉ぐ 抹消して 貰 ひ 度かった ので ある。 我が 宗良 親王 は 非凡の 見識 を以 つて 新 

葉 集に は 古人の 作の 混入す る 事 を 一 切 許されなかった。 爲 めに、 めづ らしく も 此の 撰 

集の みは 渾然たる 內的統 一 を 持って ゐ る。 これ は 見落して はならない 點だ 0 それから、 

此の 集の 歌の 大多數 は 逆境に 苦鬪 した 人々 の 悲壯な 記録であって、 現代の 言葉で い へ 

ば 作者の 生活の 告白な ので ある。 ここに 此の 集の 特異な 生命の 存 する 事 は 何人も 承. P 


して ゐ よう。 例へば それが 普通の 花鳥風月 を 題材と した 歌の 揚 合であって も、 他の 撰 

„!% の それの 如き 遊戯的の 心 持で は 歌 はれて ゐ ない。 

is 野 山み ねの 岩角 ふみ 鳴らし 花の ために も 身 

をば をし まや (仁 春 法 親王) 

樱花 は古來 も 多ぐ 詠み ふるされた 歌の 題材の 一 つで ある けれども、 未だ 骨て 此の 

1 首の 如ぐ 緊張した 歌 ひ 振りの もの は 見當ら ない。 

梓弓 春の 日ぐ らし 見ても なほ 歸るは をし き 花 

のかげ かな (忠 成) 

この場合、 梓弓 は 春の 枕詞 だと 簡單に 片付けて はならない。 弓矢 手 挾み 吉野內 基の 

御 階 を 守れる 此の 作者に 取って は、 一 見 平凡 陳套な 此の 表現 法 もやが て 無限の 切實性 

を 帶 びて 來 るので ある。 

新 葉^の 作者 數十 人のう ち 最も 光って ゐ るの は 後醍醐、 後村上、 尊 良、 宗良、 文 腐 
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公、 冷泉 入道 前 右大臣の 五六 人で あらう。 

ここにても 雲井の 櫻 きに けりた だかり そめ 

の 宿と 思 ふに (後醍醐) 

都 だに さびし かりし を 雲 はれぬ 吉 野の 奥の さ 

みだれの 頃 (同) 

ふし わびぬ 霜 寒き 夜の 床 は あれて 袖に 烈しき 

山お ろしの 風 (同) 

都 を もお なじ 雲井と 思 はすば 旅 寢の月 をた へ 

て 見 まし や (後村上) 

わが 末の世々 に 忘るな 足 柄 や 箱 根の 雪 を わけ 

し 心 は (同) 

仕 ふ ベ き 人ゃ殘 ると 山 深み 松の戶 ざし もな ほ 


ど 尋ねむ (同) 

わが 衔と賴 ますながら 吉野山 花に 馴れぬ る 春 

もい ぐと せ (長 慶) 

閗 きなるる 契 もつ らし 衣う つ 民の ふせやに 軒 

をなら ベて (尊 良) 

山 深さ かぎりと 思 ふみ 吉野 をな ほ 奥 ありと 月 

は 入りけ.. y  (仁 譽) 

忘れめ や 御 垣に 近き 丹 生 川の ながれに 浮きて 

ぐ だる 秋 霧 (冷泉 右大臣) 

君 を 祈る 道に 念げば 神 垣に はやとき 告げて 鳥 

も 鳴ぐな (國贵 ) 

君す めば 峰に も をに も 家居して 深山な がらの 
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都な りけ (爲忠 ) 

君が ため わが 取り 來 つる 梓弓 もとの 都に かへ 

さ ざらめ や (隆) 

日に そ へ て遁れ むとの み 思 ふ 身に いと ど 憂世 

の 事し げきかな (懷 良) 

患 あれば 聞ぐ ことい とふ わが 身と も 知らで や 

ここに 鶯の 鳴ぐ (師 賢) 

思 ふ ことなくて ど 見 まし ほのぼのと 有 明の 月 

の志賀 の浦浪 (同) 

思 ひかね 入りに し 山 を 立ち 出で て 迷 ふうき 世 

もた、 乂 君の ため (同) 

乍 併、 斯様の 拔 書に 依って は 我が 新 葉 集の 面影 さへ 窺 ひ 得ない。 此の 紫 は 諸君の、 


和^に 興味の あるな しに 拘ら. や、 諸君の 通讀を 要求す る 價値を 持って ゐ るので ある。 

敬 都よりも 軍 害に 悲し 吉野 山、 此の 市井の 一 俳人 は 蓋し 講釋師 の 太平 記に 傾聽 して 新 

葉^ をよ ぐも讀 まなかつ たので あらう。 

宗良 親王の 家集 李花 集 は 上下 ニ卷に 別れて 約 九 百 首の 歌を收 めて ゐる。 此の 外に 宗 

^2^親王千首(天授ニ年) なる ものが 遺つ て それに も 佳作が 少 ぐない ので ある けれども、 

先づ 李花 集を以 つて 親王の 作 を 代表せ しめて 事實 上さし つか へ は 無い。 

旅の空 浮き立つ 雲 やわれ ならむ 道 もや どり も 

あらし 吹ぐ 頃 

まことに 親王の 御 一 生 は 風に 吹き 立てられる 浮 雲の 如き ものであった。 九重の 都 は 

おろか、 吉 野の 假宮 にさへ 永ぐ は 足 を 留め 給 はす、 七十 餘 年の 生涯の 大半 を 或は， 皮 

の田舍 に、 勢の 山奥に、 遠 州の 孤城に、 駿 州に、 甲 州に、 或は 越後に、 越 中の 荒據 

邊に、 或は 信 濃 伊那の 深 谷に、 かつ 戰ひ、 かつ 通れ、 隱れ 忍びつつ 過ごされた。 西 行、 
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宗 -¥、 芭蕉の 漂泊 は 所謂 人 や， 5 ならぬ 道であって、 そこに 餘裕 と很徊 とが ある。 我が 

宗 良の 旅 生活 は 左様な 贅澤な もので は 無かった。 李花 集 は 此の 凄壯な 漂泊の 歌 日記で 

ある。 就中、 信 濃宮の 御名に 負 ふ 如ぐ 最も 長ぐ 辛苦 を甞 めさせられた 信州滯 在中の fe. 

と、 越 中 名 古 浦の 鶴 旅 百 首と は、 承久の 天子の 隱岐の 御製、 延 元の 帝の 吉 野の 御 歌に 

並 ベ て 孰れと も 言 ひ 難い 哀昔 である。 

さ 一。 濃 一 一 て 

霞めた だ いづれ 都の 境と も 見 ゆべき 程の 旅の 

空か は . 

力 力ら すば われ 聞か まし や 時鳥す がの 荒野の 

今朝の はつ 聲 

思 ひやれ 木 曾の み 坂 も 雲 閉づる 山の こなたの 

五月雨の 頃 


名に しお ふ姨捨 山に てる 月 も 雲井の 秋 を 見し 

ごと は あらす 

よそに のみ 聞きし 信 濃の 麻衣 はこの 里に 打つ 

ものに ど ありけ る 

誠 訪の海 や 氷 を ふみて わたる 世 も 神し 守らば 

あや ふから め や 

越 中に て 

あやめ 引ぐ 今宵ば か，. y や 思 ひやる 都 も； af の 枕 

な るら む 

都に は 風の つてに もまれな りし 破のお と を 枕 

にど 聞く 

都に もし ぐれ やすらむ 越 路には 雪 こそ 冬の は 
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議一 じめ な. 0 けれ 

おぼつかな いかなる 山 どみ 吉 野の 奧 だに 人の 

つて はありし を 

か； り 枕 夢路 は 通 ふ 舟 もな しねぬ 夜の 浪の音 ば 

か， 5 して 

それ 力ら 

君が ため 世の ためな どか 惜しから む 捨てて 甲 

斐 ある 命な りせば 

思 ひき や 手 も ふれ ざり し 梓弓お きふし わが 身 

馴れむ ものと は 

など は 人口に 膾炙して ゐる。 花鳥風月の 御 歌に も 技巧から 見て 相當の ものが 多い けれ 

ども、 これ は必 やし も 親王の 本領で 無い から 割愛して よから う。 戀 歌の 部に、 題詠に 


あらざる、 告白 的の 御作が 尠 からす 見える。 例へば、 

人 を うらみ わびて 詠める 

われば かり 先 づ戀ひ 死なば 來む 世に も 人 を 待 

つ 間 や 久し かるべき  - 

それから、 同じ 世に つれな ぐ 長ら へて 侍る 由な ど 人に 申し 遣 はす 次に、 思へ ども つら 

き 人に 申し 遣 はし 侍りし、 恨み かねて 人に 申しつ か はし 侍りけ ると いふ 額の 詞敷 ある 

御 歌 どもが いづれ も それで ある。 親王が やさしい 心の 持主で 居られた 事が 何と無く 想 

像 出來る やうで 悅 しい。 

親王と ニ條 家との 關 係に 就いても 是非 一 言せ ねばなる まい。 御 母 儀は爲 世の 女の 櫂 

大納言 2^  (贈從 三位 爲子) と 言 はれた 方で あるから、 親王 は爲 世の 孫に ならせられ、 

爲定と は 近い 血緣 に當ら せられる 譯 である。 爲定は 正 平 十五 年 三月 十四日に 薨去した 

が、 此の 人と 親王との 交涉は 前者の 晚 年まで 續 いたのであった。 御 自作の 千 首 を爲定 
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に 見させられたり、 越 中ゃ駿 河な どの 御旅 先から 遙 かに 和歌の 應酬を 試みられたり、 

又は 此の 人の 訃を遠 州 井伊 城で 傳 聞せられ た 時には 哀傷 五十 首 を爲遠 (爲定 の 子) の 

許へ 遣 はされ たりして 居られる。 その 五十 首の 中に、 

鶯 となき て ど わぶ る 今 はわが 古 巢に殘 る 人 も 

なき 世に 

しるべ せし 人に 後れて 敷 島の 道に は ひとり わ 

れゃ迷 は ひ 

和歌の 道の 絕ぇ ぬと 開けば なき 跡の 悲しき な 

かにな ほど 悲しき 

京都 (古 巢) に 於け る故舊 はこれ で 皆 亡ぐな つてし まった と 親王 は 嘆いて 居られる。 

1^、 爲定の 死と 歌道の 衰滅と を 同一視 されて ゐ るが、 これ は书詞 としての 誇張で ある 

とする も、 とも かぐ ニ條 家の. g 筋 を 引いた 親王と して は 歌道の 上で もお のづ から その 


流^^に深ぃ親しみを持って居られたに相違なぃ。 新う して、 北朝の 師範 家の 歌人と ：5 

^の，：： ま A 敬 人との 問に 永ぐ 心 持の 上の 交渉の 有った 事 は、 當 時の 世相 を 知る 上の 參考 

としても 注^に 値する。 

爲定の ついでに、 今 一 人ニ條 家の 歌人で 南朝に 關 係の 有った 爲 冬の 事 を 話さねば な 

らぬ。 爲 冬は爲 世の 末子であって、 增錢 によると、 父の 秘藏兒 であったら しい。 彼 は 

建 武ニハ や 十 良 親王の 束 征に從 ひ、 尊 氏の 64 と 箱 根 竹： 卜に 戰 つて 討死 を 遂げた。 そ 

の 家 典 一 卷 今日 遺存 して ゐる けれども、 惜しい 哉 未成品で 終った ので、 言 ふべき 程の 

佳什 を 持たない。 もう 一人、 それ は爲 世の 孫で 新 拾遺 猿の 撰者た る爲 明で ある。 此の 

人 は元弘 元年 五月 北條 氏の 嫌疑 を 蒙って 六 波 羅へ捕 へられ 「思 ひき や」 の 歌の 德で赦 

された 事 は、 太平 記卷 第二に 出て ゐる 有名な 揷話 である。 加 之、 增鏡 によると、 彼 は 

翌年三月#^^^-親王の土佐へ 流され給ひしにも供奉してゐる。 斯様に 爲明は 後醍醐 天皇 

の 方に 關係 深かった ので ある けれども、 吉野潛 幸に はお 供せ すして、 その後 永ぐ 京都 
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に 留まった。  . 

新 葉 集の 作者の 一 人 花 山 院長 親 は 文 負公師 賢の 孫で、 南北朝 合 一 の 後 は 京都に 移住 

し、 剃髮 して 耕 雲と 號 したが、 晚年遠 州に 寓居し 模 谷の 耕 雲 寺で 入寂した と傳 へられ 

てゐ る。 耕 雲 ロ傳を 見る と、 了 俊よりも 更に 進步 した、 徹底した 考を 持って ゐた らし 

いが、 これ も 作者と して は 深く 論議す る 程の 價値は 無い。 耕 雲 千 首なる もの を 試みに 

披 いて 見た が、 とても 陳套 の、 御子 左 流の くされ 歌ば かりであった。 晚 年に は 或は 相 

當の 作が 有った のか も 知れない が、 南北朝と は 時代の 交涉が 薄ぐな るから、 其處 まで 

の 穿靈は 止めに しょう。 

終りに 臨み 約言 すれば、 我が 南朝の 和歌の 文學 史的 意義 は、 生活の 緊張と 感情の 純 

眞 とから 生み出された 非 職業的 詩歌が 職業 歌人の 弛緩した 製品 を 魅 倒し 去った とい ふ 

著大な 事 實に歸 着す る。 斯うした 觀方 をす ると、 李花 集 や 新 葉 集 は 遠く 遡って は 飛鳥 

藤 原の 古文 學の ながれ を 汲み、 遙 かに 降って は 大正の 今日の 和歌に、 或る 意味に 於い 


て、 免に しの 絲を 引ぐ ものと 言 ひ 得る ので ある。 (大 ¥ミ 年 八 as 

喰 はず 嫌 ひ 

「短歌 雑誌」 八月 號に 「萬 葉の 種々 相」 と 題す る 花 田 比 露 思 氏の 文、 こ れ は 啓裴の 

目的で 窨 かれた ので あらう。 氏 は 人間と しても、 また 萬 葉 研究者と しても、 現 歌壇に 

於いて 稀に 晃る眞 面 ：n! な、 質 實な 人と して 私 は 夙ぐ から 敬意 を拂 つて ゐる。 唯、 此の 

文の 中に 「^も 古今 や 新 古今の」 とか、 「沖 J も 後世の.. 一 とかい ふ辭 のぐ り 返されて ゐる 

の は、 啓蒙の 目的から 言っても、 無い 方が よいので ある。 太陽が えらぐ 光って ゐ るか 

ら その他の 天體は 天體で 無い とい ふ 事に は 成らない。 苟め にも 一 民族め 文^史 上に 一 

時期 を 割して ゐる 産物 は、 個人の 好 惡は别 として、 その 時期の 背景 その他と 相俟って、 

研究され、 鑑賞され、 尊敬され ねばならぬ 或る 物 を必す 持って ゐ るので ある。 (これ は 
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餘， y にわかり きった 事で は あるが。) 萬 葉 集 以外の もの は讀 むに 及ばぬ といった やうな 

言動 は、 花 田 氏み づ からに は 能ぐ 理解され てゐて も、 先輩の 言動 を そのまま 受け 容れ 

ようとす る 多數の 無垢な 後進に 取って は、 不 深切な 結果に 成. り はせ ぬかと も それる。 

氏 は 萬 葉 集 を ブラ ト ンの哲 學に譬 へて 萬 有 を具藏 して ゐ ると 言 ふ。 乍 併、 擧足を 取る 

やうです まない が、 文 學書は 百貨店で 無い 限り、 「何でも 御座る」 とい ふ 事が 必す しも 

强 味に は 成らない。 何も 無ぐ つて、 唯 一 つ 有る 方が よ い 事 も往々 あるので ある。 私 は 

神曲の 中に 二十世紀の 思想 問題の 一 切が 取， 5 极 はれて ゐ ると いふ 話 を 或る ダ ンテ舉 者 

から 聽 いた 事が ある。 又、 「リャ 王」 の 或る 場面に 十九 世紀 後半の 社會 主義 運動が 夙く 

も絕 叫され てゐ るの だとい ふやうな 論 を 詩人 ス ヰ ンバァ ン の 或る 著書で 讀んだ ことが 

ある。 斯うい ふ 事 を 言 ひ 出す と • 何 かしら 大きな； t 件 を 解決した やうに 見えて、 赏は 

何にも 成らない ので ある。 ダ ン テと沙 翁で 當來 の勞働 問題が 片付く と 信じ てんる 迂愚 

な 人間 は 今時 居ない 笞だ。 ブラ トンが 偉大 だからと言って * カント 以降の 近世 哲舉が 


無用 だとい ふ歸 結に はならない。 

馴れ、 問き 馴れ、 なまかじり、 

小 惯顆吞 みの 萬 葉 i^。 

とい ふ變手 古な 俗謠が もしも 歌埴の 一 角から 流行り 出す ものと したら、 對角 線の 一 隅 

力ら 

見ざる、 開かざる、 かじらざる、 

食 はす 嫌 ひの 新 古今。 

といった やうな 變手 古な 返歌が 哏 はれる 事に 成る でが な あらう。 (大？ ：f 九" S 

千 五百番 歌合に 就いて 

1： 文 史上 空前 絕 後の 大歌 合なる 千 五百番 歌合に 就いて、 その 事實を 述べ、 觀察を 
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も 下して 見ようと 甲 3 ふ。 

此の 歌合 は 土 御門 天皇の 建 仁 元年 七お、 後鳥羽院の 仙 洞に 於いて 催された。 作者 三 

十 人 各人から 百 首 歌 を 上らし め、 計 三千 首、 これ を 千 五百番 につが ひ、 題 は 春 二十、 

夏 十五、 秋 二十、 冬 十五、 祝 五、 戀 十五、 雑 十、 さう して 太 上 天皇、 良經、 通 親、 慈 

圆、 忠良、 俊 成、 師光、 季經、 顯昭、 定 家の 十 人 を 判者と した。 各人から 召された 百 

首 歌の 名稱は 拾遺 愚 草に は 夏日 侍 太 上皇 仙 洞 同 詠 百 首と 書かれ、 月淸 梨に は院 第三 皮 

百 首と 誌され て ある。 院第 三度と 言 ふ は、 後鳥羽 天皇が 仙 洞に 移られてから 正 治 二 年 

八月に 催された 百 首 哥を初 度と 唱へ、 同年 內に つづいて 小規模の 第二 度 百 首 あり、 新 

く數 へて 三度 目の 百 首と い.^ 意味で ある。 すな はち，、 揭 題の 出 來事は 歌合と して は 千 

五 百 番と稱 へられ、 百首哥 として は院 第三 度と 呼ばれる。 總べ てこれ 等 名 稱の事 はは 

つきり と肚に 入れて 置かない と、 研究の 障碍に 成る おそれが ある。 

此の 歌合の 歴史的 價 値と 興味と を 列擧 すれば、 一 つに は それが 和歌 史上最大め 歌 八" 


で、 觀方 によって は懲然 たる 大歌 奥で あると いふ 事 だ。 抑 も 建 仁 元年 は 我等 研究者の 

^も 記憶すべき 年であって、 二月に 老若 歌合 あり、 三月に 證 日の 歌合 あり、 七 巧に は 

和歌 所が 置かれ、 又 此の 千 五：， a 番 歌合が 催され、 八 =3- に は 十五夜 撰 歌合、 十：！：：： に は 熊 

野 御幸、 十一 月には新古今^^^撰進の院宣が下された。 恁 うした 氣 運の 高潮 時に 在った 

の だから、 三十 入の 作者 達の 抱負と 努力と は 想 見す るに 足りる。 

二つに は 此の 歌合の 顔ぶれ は 後年の 新 古今 據の 作者 達の 主要なる 者 を 網羅して る 

事で ある。 n 儿ぇな いのは 式子內 親王、 西 行、 長 明、 秀 能の 四 人ぐ らゐに 過ぎぬ。 两 行 

はこれ より 十 一 年 前に 入寂。 長 明と 秀 能との 召されなかった の は 身分の 關 係の 爲 めか。 

殊に 後お は 十八 歳の 若年で も あつ ハ^。 さて 撰び された 歌人 達は數 人の 老齡者 を 除/、 

外、 いづれ も 中， ヸ期 か、 或は それに 踏み 入らう とする、 男 盛， 9 の i^」 中であった。 作歌 

に最. 0 ゐぶ らの乘 つた、 それに 懸命で 打ち込んだ、 名 春 心に 燃えた 速 中であった。 此 

の 歌合の 歌の 見 應 へのす る は 必然の 事で ある。 番き おぐれた が、 その 三十 人の 作者と 
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いふ は、 

左 方 一 

太 上 天皇 一 

宮內卿 j 

糜原隆 信 ； 

籐原良 平 一 

右 方 

拖 1 ^一  tM^ 王 一 

藤 原兼宗 ； 

俊 成 女 一 

藤 原定家 一 


藤 原良經 

籐 原公經 


藤 原 有 家 

源 具 親 


源 通 光 

丹 後 

源 通 具 
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慈圓 

藤 原季能 

小侍從 

藤 原保季 

顯昭 


藤 原 忠良 


越 前 

藤 原家隆 


藤 原雅經  寂莲  源 家長 

三つに は 此の 歌合の 歌が 新 古今 集の 最も 主なる 量的 內容を 成して ゐ ると いふ 事で あ 

る。 新古今^^^の歌の出所の主なるものを擧げると六百番歌合、 守覺法 親王 家 五十 首、 

院初度 百 首、 老若 歌合、 千 五百番 歌合、 院 八月 十五夜 撰 歌合、 水 無瀨戀 歌合、 奢 日 社 

歌合、 最膨 四天王 院 名所 障子 和歌な どで ある。 その 中で も院初 度と 千 五百番 とが 最多 

數を 出して ゐ るので あって、 その 數は兩 者 殆ど 相 如ぐ と 言って よい。 元久の 勅撰^に 

収 入れられた 千 五 百 番の歌 は 私の 勘定に よると 七十 六 首で ある C 流布本の 撰 壤の詞 書 

はかなり 杜撰であって、 例へば 「何々 歌合に」 と 題して ある 歌で 事實は 左樣で 無い も 

の も あ. c、 反對に 又、 何々 歌合の 歌なる に 拘らす 違った 表示の して あるの も ある。 そ 

れで 斯様の 勘定 は 頗る 面倒で あるが、 右に 私の 數 へ た處 は先づ 正確と 自信して ゐる。 

任 やつして、 „s から 観て 千 五 百 番が新 古今 猿の 內容の 最も 大切な 出 所であった のみなら 

す、 質から 言っても 亦 同様に 宽 きを 成して ゐる。 一寸 考 へて 見ても、 
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うすく 濃き 野邊 のみ ど ，0- の 若草に あとまで 觅 

ゆる 雪の ひらぎ え (宮內 卿) 

風 かよ ふ ねざめの 袖の 花の香に かをる 枕の 春 

の 夜の 夢 (俊 成 女) 

あはれ またい かに 忍ばむ 袖の露 野原の 風に 秋 

は來 にけ り (通 具) 

ひと h,- ぬる 山鳥の 尾の しだ、 り 尾に 霜お きまが 

ふ 床の 月影 (定 家) 

わが 淚 もとめて 袖に やどれ 月 さりと て 人の 影 

は 見えね ど (良 經) 

等の 傑出した 作が 此の 歌合から 探られて るる。 乍 併、 精し ぐ 言 ふと、 質の 點 では 院初 

度 百 首の 方が 勝って ゐ はしない かと 私 は 疑問 を懷 いて ゐる。 此の 比較 研究 は 後 曰に 遺 


して 置き 皮い と 思 ふ o 

四つに は、 定家を 中心とする 新 勢力が 此の 歌合に 至って 竟に 確立 不變の ものに 成つ 

たとい ふ事赏 である。 此の 新 勢力 は、 換言すれば 後年の 新 古今 集 撰者 及び その 一 統の 

資力 は、 千 五百番 歌合の 前數 年から 阻止すべからざる 勢で 押して 來 つつあった。 千载 

奥の 撰者 释 阿の 信望 は その 晚年 倍々 加 はって 來 たに 相違 無い が、 何分に も老 に 入り 

過ぎて ゐる。 六條 家の 流 は建久 四 年の 六百番 歌合から 後 もニ條 家の 流に 對 して 最後の 

抗ー 爭を輟 けて ゐた やうで ある けれども、 大勢 は 奈何と も 致し方 無い。 それで 和歌 界の 

^權は 當然釋 阿の 後 繼者を H.. 心と す る 新進の 才人 に 移らねば ならぬ 運命に 在った の 

だ。 それ は それと しても、 なほ 隻手 これ を 阻止し やうと する、  > 連 命 知らす の 野心家 も 

不^ nig つたに.？ 違 無い。 それでこそ、 院初度 百 首の 際に は、 定 家み づ からさへ その 沙 

汰に 漏らされ はせ ぬかと 痛く 心配 もし、 憤懣 もし、 愈々 その 員に， 加 へられる 事が 確定 

した 時にはよ その 視る眼 も 可笑しい ほど 感激した のであった。 して 見る と、 院初 度の 

二 五三 


二 五 ra  . 

正 治 二 年 秋から 千 五百番 の建久 元年 七月まで 僅々 一 箇 年間に 於け る定家 等が 飛躍の 程 

は 想像に 餘り ある。 和歌 所 最初の 寄 人 十 一 人 (良 經、 通 親、 慈圓、 俊 成、 公經、 有 家、 

定家、 家隆、 雅經、 具 親、 寂 蓮) の 大部分が 新 勢力の 壯者 達で 占められた 事 も その 現 

はれの 一 つで あらう。 實 にや 千 五百番 歌合に 至って は、 後年の 新 古今 集 撰者 五 人が 顔 

を 揃 へ たは 勿論、 院初 度の 作者に 危ぐ 漏れよう とした 定 家が 此の度 は 判者に さ へ 推さ 

れ てね る。 六條 家の 顯昭 ゃ季經 など も 判者に 加 へられて ゐ るが、 それ は 過去の 地位に 

對 する 敬意に 他なら なかった であらう。 彼等の 姿 は、 今や 赫灼 として 光 を 放ち 出した 

才人 達の 前に は、 薄暗い 陰翳と しか 見えない G 

五つに は、 此の 歌合が 俊 成、 通 親、 寂 蓮、 良經の e; 歌人の 最後の 努力 (百 首 歌) を 

含んで ゐ ると いふ 事で ある。 俊 成 は 此の 歌合の 三年 後に、 良 經は五 年後に 薨 じたが、 

二人共に その 家集 を 調べても、 建 仁 元年 以後に は 多くの 作 を 遺して はゐ ない。 寂 速 は 

翌年 七月 入寂。 通 親 は 此の 歌合の 擧を股 前にして 薨 じたら しい。 「判者 土 御門 內大 臣雖 


有 5^ 定 i?:£4K 羅」 と； 1:^ して 無 判の 儘で ある。 通 親 薨去の 年月に 就いては 私 は 多少の 疑 

を 持って ゐ るが、 今假 りに 歌合の 傍註 を 信じて 置ぐ。 此の 人 は 鎌お 初期の 京方 政治家 

の 中で は 兼 IT 公經 等と 共に 記憶 せらるべき 人物で ある。 その 歌 は 新 古今 粜に土 御門 

內大 はとい ふ 名で、 

われなら ぬ 人 も あはれ やま さるら む 鹿な ぐ 山 

の 秋の 夕 ぐれ 

朝 ごとに 汀の 氷 ふみわけて 君に つか ふる 道 ど 

力し こき 

等の 數首 AJ 载 せられて ゐる。 通 親の 子に 通 光、 通 具、 それから 贫 孫に 逍元、 道元 は 稀 

代の 名 $T 他の 二. は 俊秀な 歌人。 して 見る と、 此の 人の 家 は 天才の 血統で あったら 

し い。  ~ 

千 五 百番 歌合の 歷 史的 考察 はこれ 位に して、 歌と しての 惯値 を略說 しょう。 

二 五 五  . 


二 五六 

此の 歌合の 歌の 風格 は、 前に 列擧 したやうな 原因から して、 殆ど 全ぐ 新 古今 調に 統 

1 せられ、 新 古今 を 讀んで „Q るのと 餘り違 はぬ 感じ を與 へる。 唯、 百 首 歌の 弊と し 

て 地歌 多ぐ、 三千 首の 中に 佳作の 數の 比較的 少 いのは 已むを得ない 事であった。 

梅 も 梅、 Q が 身 も わが 身 宿 も 宿 寿 やむ かしのと 

のみ 詠めて (通 親) 

寿風 の 到h^到ら ぬ 際 どなき パ険 ける が 散 れ ば 

かざる も疾く  (慈 圓) 

秋 ゃ來る 問へ ど 白玉 風凉 しい はたの 小 野の 夏 

の 夕 ぐれ (忠良) 

天の原 雪 降 ぐれば あしび きの 山 こそ 浪の麓 

なり けれ (家 隆) 

これ 等 は 新 古今の 癖の 最も 惡ぃ 方面、 詳しく 言へば 不自然な 變調、 誇張、 ill な 作 


爲、 惡 趣味の 技巧 等 を 露骨に 出して ゐる。 いつの 世に も、 新しい 逍の 開拓に は 此の 柯 

の 行き過ぎた 一 丽を 伴な ふ ものが ある。 

日影み ぬ 深山が くれに 流れ 來て雪 解の 水の ま 

た 凍 ぬる (丹 後) 

雪 消え ぬ 野べ のかよ ひ跻 跡み えて われより 先 

に 若葉つ みけり (忠良) 

さし 芬る 日 かげ 閲け ぬ る 朝風の 雲な き 空 に た 

づ 遊ぶな り (ぉ內 卿) 

素 E な、 それで ゐて、 對象を かな 綿密に 視た、 よい 作で ある。 恁 うした 歌が この 

時代に 作られた iej. は、 幽玄、 有心、 乃至 麗體の 新 古今 集の み を 見て ゐる 大方の 人々 に 

は、 むしろ^；ぉ外に感じられるでぁらぅ。 

千 五 百潘の 中の 佳作 は 幸に して 槪ね 元久の 勅撰集に 取られて ゐる。 拾 てられた もの 

二 五 七 
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の 中で は 左の 數 首が 或は 入 撰しても よかった ので は 無い かと 思 はれる。 勿論 これ は ほ 

んの督 見に 過ぎな い。 

歸る雁 霞のう ちに 聲 はしても の 恨めしの 春の 

けしき や (太 上 天皇 ) 

け ふ 見れば 雲 も樱も うづ もれて 霞み かねた る 

みよし 野の 山 (家隆 ) 

せき あ へや 花 吹きお ろす あらし かな 吉 野の 満 

の 末 匂 ふまで (保季 ) 

久方の 光の どかに さくら 花 ちらで ど 匂 ふ 奢の 

山 かせ (家隆 ) 

あはれ 昔い かなる 野べ の 草 薬よ かかる 秋風 

吹き はじめけ む へ太上天ハ！^  ) 


風に 煌ぐ 汐けぷ り 吹き まよ ひたな びぐ 山の 

冬 ど 寂しき (お 家 ) 

さらに 又つ もれる 雪に 埋もれぬ 時雨 ふ， 0 おき 

し 栖の枯 薬 も (佼成 女 ) 

(大 l±i  土  一  I 年 十 11=. ほ) 

は d  ^ 物に.^、 て 

鎌 < ^時代に 於いて、 不完全ながら 當 時の 歌論と 觀る 可き ものに 髓腦物 (抄物) が數 

種 ある。 それ 等の 中に 新 古今 時代に 關 する 批評 やうの もの あるか 否か、 あらば それが 

どれ 程の 愤 値の 批. 評なる か を あらまし PI ベて： よう。 便宜の 爲め、 これら 抄物の 寄 か 

れた 時期の 顺 .：：^ を 追うて 調べ る。 

二 五 九 


二 六 〇 

鴨 長 明 「無名 抄」。 新 古今 集戀 歌の 中で 最も 優れた ものと して 三首拔 いて ゐ るの は、 

-ぉ 明の 趣.^ の 標準 を 窺 ふ參考 となる。 寂 蓮、 大輔、 小侍從 等に 就いて 短評 を 加へ てゐ 

る。 近代 歌：^ 事の 題 下に、 新派と して 勃 典しつつ ある 俊 成定家 等の 歌風に 對し 由な 

氣 持で 辯 護に 努めて ゐ るの はさす がに 長 明の 達識で ある。 此の 新派の 初期 時代に は舊 

い 人達から 達磨 宗と 異名 付けられた。 その 事 は 定家も 拾遺 愚 草 中に 自記して ゐる。 此 

の 達磨 宗を長 明 は 辯 護して、 

ここに 今の 世の 人の、 歌の 様の 世々 によみ 古る されけ る 事 を 知りて、 更に 古風 

に歸 りて、 幽玄 を學ぶ 事の 出で 來 るな り。 これにより て、 中古の 流 を is ふ 輩 

眼 を 驚かして 譏り 嘲る。 

たと ひ 新しぐ 出で 來， 5 とも 必す しも 惡 かる ベ からす。 この 國の 小國 にて 人の 心 

ばせ の 愚なる によ. 0 て、 昔に 違へ じと する にて こそ 侍れ。 

斯ぐ辯 護しつつ も、 新 古今 風の 弊に 對 して 彼 は 盲目でなかった。 有心、 幽玄 を き 


違 へ て はならぬ と 戒めな。 

この！^ を 心得る 事 は、 骨法 ある 人の 境に 入り、 峠を越え て 後 あるべき 事 也。 化 

粧 をすべき 事と 知， 9 て、 あやしの 賤の女な どが 物 ども 塗り付けたら む^に ど覺 

免^り し 0 

「後鳥羽院 口 傅」。 先づ眞 物と 觀て差 支ない。 か. 5 に 偽作 か假托 としても、 中に 畨ぃ 

て ある 事 は 此の 時代の 抄物 中で 最も 倾聽に 値する。 西 行、 良經、 寂 連、 秀能 等に 關す 

る 漫評 もさる 事ながら、 就中 定 家への 評言 は 新 古今 時代 全般へ の 批判と しても 常 を 得 

てゐ る。 

定家は 左右 無き ものな り。 

鹿 を-的と せし が 如し。 傍若無人 ことわりに 過ぎた. 0 き。 

人の まねぶべき 風情に は あらす。 心 ある 様なる をば 庶幾せ す。 唯 言葉 姿の 艴に 

やさしき を 本 鉢と せる 問、 その 骨秀れ ざらん。 初心の 者まねば ば 正 なき 事に 

二 六 一 


二 六 二 

なりぬべし。 定家は 生得の 上手に てこ そ 心 何とな けれども 美しぐ 言 ひ續け けれ 

ば 殊勝 の ものに て は あれ。 

內容ゃ 著眼點 よりも 修辭 h の 技巧で 人 を 眩惑す る 事の 弊 を 咎めた ので ある。 

. 定家 「近代 ー究 歌」。 定 家の 歌論 や 作歌 標準が 書かれて あるの みで、 時代 風尙 への 批評 

では 無い。 

「愚 秘 抄」。 定家 著と 傳 ふる も、 全くの 僞作 である。 十躱、 十八 縣論 はさて 措き、 良 

經 以下 實 朝に 至る までの 各 歌人へ の 批評 は 槪念的 漫談で 収 るに 足らぬ。 唯 1 箇所、 

歌 をよ むに 大切の 事 あり。 初心の 時は淺 より 深に 案じ 入るべし。 おのれ 達の 時 

は 深より 淺に 案じ 出づ べきな り。 これ こそ 年來の 練磨の しるしに 僅に 採り 得て 

寺り 0 

定家 自身の 述懷 であると 否と に拘ら す、 大に味 はふ ベ き 言葉で ある。 

定家 「三 五 記」。 偽作。  j 


通 光 「歌仙 _ 俗番」 と 「續 歌仙 落窨」 。俊 成、 寂 連 以下お 內卿 局、 丹後等に至る十$^\ 

への 短評 を滿 敬して ねる が、 いづれ も 例の 槪念 的漫 語。 

後 #3 光 院攝政 「近來 風：^ 秒」。 

新 古今 ほど 面白き 集 は 無し。 初心の 人に はわろ し。 心得たら む 人 は 此の 集 を 見 

む 事い かで あしかる べき。 

まさしく その？.^ り。 

阿佛だ 「よるの つる」。 新 古今 は餘 りに 戯れ 過ぐ して 歌の 様 1^ 惡し ざまに な.. >  ぬ ベ し 

とて 云々 の 言葉が ある。 

顿阿 「愚問 資： tt ！」。 定 家の 歌 を 最も 多ぐ 引合に 出して かれこれと 赏 めて ゐ るが、 批評 

として 聽 ぐに^ へ る 言葉 は 無 い。 

顿阿 「井：^ 抄」。 ニ條爲 世の 言 を記錄 した もの。 その 中に 定 家の 詠歌 大槪と 定家卿 rm 

息と が： _ ^入され て ある。 家 降の 心 懸けの 善かった 事 や、 定 家が 家^ を推獎 した 事 や、 

一 一 六 三 


二 六 四 

院が秀 能の 歌 を 激賞され た 事な ど窨 いて あるが、 批評と して 參考 になる 程度の もの は 

「徹窨 記 物語」。 胃 頭に 「抑 於 歌道 定家を 難せ ひ 輩 は 冥加 も あるべ からす。 罰 を 蒙る 

べき 事な り。」 戀 歌に は 女房の 作に しみ 入って 面白い のが 多い と 言 ひ、 式子內 親王、 俊 

成 女、 宮內卿 局な どに 就いて 一 寸宛 書いて ゐ るが、 これ 亦 例の 漫談〕 乍 併、 定 家の 戀 

歌に 及ぶ 者 は 一 人 もない と 言 ひ、 「風 つらき もと あらの 小 萩」 の 一 首 を 美ぐ しい 散文に 

書きな ほして ゐる 0 

徹 書記 「淸巖 茶話」。 ここで も 正 徹は定 家の 戀 歌に 畏れ 入って ゐ る。 「寢覺 などに 定家 

卿の 歌 を 思 ひ 出し ぬれば、 物 狂 ひになる 心地し 侍るな り。」 と は 言 ひも 言った もので あ 

る e  (大 _is 十五 年 一月！ i) 


新 古今 歌人の 筆蹟 

「心の 花」 同人の 竹 田贫三 君 は書畫 骨董の 通人で あ る。 私は竹田1|?^の話のままを左 

に 筆記して 行く。 

新 古今 時代に 於け る 墨 蹟界の 代表的 兩大關 と 見るべき は、 小 倉の 色紙と 熊野懷 紙と 

であらう。 

小食の 色紙 は豐公 時代から 純 晋ゃ茶 入 間に 旣に赞 物 扱 ひに され、 徳川 期に 入って か 

ら 大名のお 家 騒 励の 原因 をな した 程 名高 S のであった。 宇都^«入道賴綱の 嵯峨の山^ 

に 在った ものが、 その後 どうい ふ經路 を迎り 幾變遷 して どうな つた か 委しぐ は 知られ 

て 無い やう だが、 宽政 三年 版 「古今 名物 類 第」 の 小 倉 色紙の 由來に は、 「小 倉の 色紙 は 

^勢の 闷北帛 家の 所藏に 係り、 屏風 一双に 百 枚 押して あり、 { 〈少 蛾の、  1;^ 子 宗長勢 州へ 下 

二 六 五 
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りし 時、 一 双 共に 賜る。 宗長辭 して 一 隻 AJ 止め、 一 隻を受 ぐ。 勢 州の 分は燒 失し、 宗 

長の 分 幸 ひ 世に 傳ふ。 それ も 三十 枚 許りな り。 紹鷗 天の原の 歌と 八重 藻の 歌 を 表装せ 

しと 老人 雜 話に 見 ゆ。 され ど 本文の 如く なれば、 八 重複の 歌 を 表装せ し は 紹鷗に 非し 

て、 紹鷗を 招きし 一富 翁なる べし。」 と脊 いて、 その 所有 主 を 左の 如ぐ 擧げ てゐ る。 


戀 すて ふ (尾 張 殿) 

由 良のと を (水戶 殿) 

八重 律 (松 平 肥 前 守) 

小 倉 山 (井伊 掃 部 頭) 

大 江山 (土 井遠 江 守) 

かくと だに (板 倉主 水) 

忘らる る (成 瀨隼人 正) 


この度 は (紀州 殿) 

足 引の (近 衞應山 公) 

有 明の (松 平陸奧 守) 


こぬ 人 を (紀州 殿) 

たち 別れ (本願 寺) 

筑波 ねの (松 平 土 佐 守) 


よもすがら (酒 井宮內 少輔) あはれ とも (本 多大 內記) 

郭公 (酒 井河 內守)  あ ひみての (南部 山城 守〕 

うかりけ る (柳 生 十 兵衞) 玉の緒よ (岡 田 將監) 

誰 を かも (本 多 安房 守.) 忍 ぶれ ど (奧 村河內 守) 


あら ざらん (池 田 出 雲 守 後家) い にし へ の (後藤 庄三郞 ) 人 も をし (里 村 昌^) 


世の中よ (松 平 出 羽 守) みせ ぱ やな (玄陳 ) 高 砂の (久世 大和 守) 

之 等の 中の 一 枚が 偶々 市場に 現 はれる と、 今 もとても 滅法な 値段に 賈 買され る。 文 

化 五 年、 左 京 思 順 軒 文 著の 「名人 古 幾蹟時 價錄」 によれば、 定 家の 小 < ^色紙 は 千金と 

してなる が、 今は壹^圆とぃふが通り相場で、「^%古十種」 に揭载 されて ゐる ものが 出 

れば 夫れ の 倍額に 上る。 

大正 十四 年 五月 二十 五日、 東京に 於いて 行 はれた 前 田 侯の 大 入札に、 壹萬參 千 八 

圆で名 古尾の 廿木 氏に 落札した の は、 「しのぶれ ど」 の 色紙で、 叙 上 奥 村河內 守の 所有の 

品であった らしい。 同 十四 年 十 一 月 七日の 井上 侯爵 家の 入札に 出た の は 「ちき きな」 

で、 惯格は 赍萬圓 で 京都の 林、 土橋、 大阪の 池戶、 戶田、 束 京の 山 澄と いふ 五 人の 迚 

合 買であった。 それから 叙 上紀州 家の 舊藏 であった 「こぬ 人 を」 は 昭和 二 年 月 四日 

束 西の 札 元 二十 一 名の 大 入札で 東京に 於いて 行 はれ、 赏に參 萬 五 千 百 園で 大阪の 山中、 

水 "：5- の 手に _J ^札した。 之 は 一 風萠黄 地上 手 竹 尾 町中 白地 大內 菱紗 上下 紫 印 金 t,-^ ふ" . 
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名物に は 動かぬ 表装であった。 

熊 野 懷紙は 後鳥羽院 熊 野 御幸に 出御 先で 親ら 御 認めに なった ものと 供奉の 人々 の 書 

いた 懐紙との 總稱 である。 院の熊 野 御幸 は數 度であった らしい が、 古來 坊間に 出現す 

る 懐紙 は 正 治 二 年 十二月 六日 御幸 瀧 尻 王子 和歌 御會と 同年 □ 月 四日の 當 座の 分と であ 

る 0 

正 治 二 年 十二月 六日の 分に 就而 は、 文久ニ 年の 秋に 古筆 了 仲が、 「この 熊 野 懷紙十 一 

葉 は 世に 名高ぐ して 我 國の寶 也。 其 內寂連 法師の は ある 侯の 藏し玉 へ る を予も a 知， 0 

たるな り。 雅經 卿の は 或 人の 藏 したる を 先つ 年 川上 渭白か 茶の湯に 用 ひられて 皆 入の 

知る 處也。 其 餘の九 葉 は うつしの み 早く 世に もてはやし 其眞蹟 をみ る 人 まれに て、 あ 

る 家に 秘藏 しもてる を こた ひ予の 門人 某 はからす も 求めて 敬玩 限りなし。 され は 同好 

の 入らに も告け 知らせ はやとて かぐ 櫻 木に ものせ るに なむ 0」 と奧甞 して、 實物大 を 各 

奉番 刷に して ゐる。 その 十】 葉と は 後鳥羽院、 通 親、 範光、 公經、 具 親、 長 房、 降 資、 


家長、 季„_ ぼ、 雅經、 寂 連 等で あるが、 右のう ち 了 仲が 「其 內寂連 法師の は ある 侯の 藏 

し 給へ る を予も 見知りた るな.^」 と 言って ゐる。 その 或る 侯と は 前 田 侯の 事であった 

らう。 大正 十四 年 六月 二十 五日、 東京で 柬西兩 都 中京 金澤 等の 葡； 賈ニ 十八 名の 礼 元で 

行 はれた 侯裙 家の 大 入札で、 贰萬九 千參百 園と いふ 高 價で大 阪の植 村 外 二 名の 手に サ济 

札され た 熊 野懷紙 は、 右の 中の 一 枚で、 箱 窨が遠 州で、 詠 二 首和哥 として 行路 氷、 夕 

炭^の 題詠に なって ゐる。 右 r 仲の 擧 げた 十一 葉の 外に、 別に 上 總介籐 原 家 のが あ 

る。 ^3-京帝大史料編纂掛の 「古文書 時代 錢解 說」 上の 部に、 伯爵 洒井忠 正 氏所藏 とし 

て、 「この 懷紙 は家隆 が上總 介たり し 時の ものにして、 建久の 末よ h 建 永 迄の 間の 詠な 

り。 家 隆の歌 雄 壬 二 に 見え ざれ ども、 蓋 正 治 二 年 十二月 後鳥羽 天皇 熊 野 行幸に 供奉 

せし とき 詠進せ しもの ならん。」 として 

行路 氷 ゆぐ こまの あとに もうと ぐな りに け- 9 こほりに なつむ 

やまのは のみつ 
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夕 炭 竈 やとから むしる へ ともなき すみか まの け ふり も 

つ，， X しみね の ゆ ふぐれ 

の 同一 題詠 を 擧げて ある。 

正 治 二 年 口 月 四日の 分 は、 大正 十四 年 十一 月 九日 之 も亦柬 京の 中 村 好古 堂 初め 東西 

の 大董賈 十二 名の 手で 行 はれた、 井上 侯爵 家の 入札で、 入氣を 呼んだ 事 は 好事 者 間に 

今 も 話題に 上って ゐる。 この 懐紙の 題 は 「花 有歡 色」 で、 合計 六 枚で ある。 今 《：5 時の 

目 錄を披 いてみ ると * 表装 は 何れも 一 風 茶 地中 牡丹 印 金 中 白 茶 地大花 兎銀襴 上下が 淺 

黄 地 花 波 緞子で、 後鳥羽院 痕筆 「 ゑた をた に」 が壹萬 壹千壹 百^、 家長 「草木まで」 

が 壹萬參 百则、 公經 「ふく 風の」 が 八千壹 百圓、 庸季 「いろ を 知る」 が 七 千 六 百 九十 

八圓、 信 綱 「おき わたす」 が 壹萬壹 千 八 百 八十 九细、 長 「 きき まても」 が 五 千 六 百 

二十 圓で各 落札して ゐる。 勿論 之 も 六 枚の みで 終るべき でな ぐ、 他に も 何 校 かが 散逸 

して 有名 無名の 好事家の 藏の 中に 保存され てゐる ことで あらう。 


新. K: 今巢の 作者の 巾で 一 番 多く： ェ{ 蹟を殘 してる るの は 勿 論定 家で ある。 小 45 色^ は 

中 すに p;2- ばす、 かの 明月 記の 大中小の 三種の 切れが 流布して ゐる 上、 懷 紙に 色紙に 消 

に、 一寸 大きい 入札に は必す 二三 點は 出陳され てゐ る。 そして 割合 ひに .s^ を 保つ 

て ゐるは 流石に 當 時の 巨匠と 首肯され る。 明月： 切れ は" ls< て 壹千圓 前後、 安いの は 

百 M を 割った もの も见 受ける。 井上 侯 入札の 三 首 和歌の 懷紙は 八幡 藏帳 (松 花^ 所持 

品) で、 题は 雨中 i= ^花、 光廣 卿 松 花 堂 遠 州の 文が 添うて ゐ るが、 K に 壹萬八 千 八 百^ 

の； tS 値であった。 昭和 四 年 五月 十日の 藤 ra 家の人 札に 出た 定家 g: 詠 色紙 は、 花爲^ 友 

とい ふ 題で、 

この 春 はか さねて に ほ へやへ 櫻 霞と ともに たち も はなれし 

のうた、 九 千 七 fa 九十 八圓 であった。 大正 六 年 六月 十 一 日の 赤：： 家の 大 入札 は、 ！： ぉ氣 

の 上り口であった 爲め、 次の 如ぐ 大 飛躍 をした。 定家卿 二 Jle 懐紙、 山家 禱衣、 關路曉 

霧 は 名物であった 爲め でも あらう が、 威 萬 六 千： c 圓。 定家卿 願文 「三十 五行」 は 之 も 

二 七 一 


二 七 二 

八幡 名物であった 爲め壹 萬 五 千 五 百 五 拾 八圓。 定家卿 敎訓小 色紙 は貳萬 千 百 拾 九圓で 

大 阪の戶 田の 手に 落札。 大正 二 年 六月、 大阪の 美術 俱樂部 開催、 堺巿の 名家 宅 氏の 入 

礼に 出た 二 首の 歌 おれ は眞に 見事な もので 何 家に 納まって ゐ るか 知らぬ か最ぅ 一 度 見 

たい ものと 思 ふ。 

定 家に 次いで 人 氣者は 西 行で あらう。 大正 二 年 四月 一 日、 本 派 本願 寺の 賣 立に 出た 

落葉の 色紙、 

きき 寺 や、 も かよ はすな り ぬれ はもみ ちちり しぐ に はのお も 力な 

は 壹萬貳 千 九百圓 で、 當 時の 好事家 を あっと 言 はせ たもの だが、 夫れ から 十六 年後の 

昭和 四 年 五月 十日 藤 田 男爵 家の 入札に 出た 紅葉 歌 入 文 は、 平瀨 家傳來 とい ふので 呼 物 

になって、 壹萬甙 千 九 百圓で 京都の 土橋の 手に 落札した。 此の 他、 昭和 四 年 三月 十六 

日、 田 村 一 郞久原 房 之助兩 氏の 賣 立てに 出た 逸身 家 舊藏の 三 首 詠草 は、 五 千 百 圓で大 

阪の春 海に 落札した が、 之 は 田家 螢火 外 二 首で、 終りの 餘 白に 「建久 三のと し 八月 中 


納言殿 許に ての りきよ かき 侍る」 とあった のが 珍ら しかった。 西 行に はよ ぐ 假名の 散 

らし 键の 文が あるが、 歌が 這 入って ない と、 色紙 ゃ愤 紙に 比し 概して 高 便で はない。 

定家 gl 行 以外、 大正 二 年 本願 寺 以來の 諸 所の 入札に 出た 目 ざまし いもの を拔 いて 见 

よう。 寂 連右衞 門 切 五 千 M 百 四十 九圓、 實朝 中の 院切六 百 三十 九圓、 後鳥羽院 歌仙 墨 

甞ニ萬 二 千 九 百 三十 二 圆、 俊 成 消.：^ 一  萬 九 百圆、 賴政三 井寺 切 二 千 五 百 二十^、 良經 

色紙 千 叫 百 五十 圆、 慈 in 二 首 歌 三千 七 百 三十 九圆 等々。 

前記^！歌入の外、 色紙 愤紙 歌切經 切尺牘 等に その 墨 蹟を殘 して ゐる 者に 幾. せ、 長叨、 

賴朝、 定、 お 家、 1? 岐 等が あり、 坊間 殆ど 見 當らな いのは 式子內 親王、 小 侍從、 大 

輔、 肥 後、 丹 後、 宮內卿 等の 筆蹟で ある。 なほ、 著名な 古筆 愛藏 家の 名 古尾 關戶 守彥 

氏 は、 斷简 です ら數 千金 をす る 寂 連の 右衞 門 切 を 一 冊 本な りに 所持され てるる. m であ 

る 0 

ここ 迄が 竹 田お の 話で ある。 「亂 代の 貧者」 と 泣 言ば か. H 目って ゐた定 家が、 此の 話 
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を聽 いたらば どんな 颜を する であらう。 「時」 は 偉大な、 乍 併しば しば 莫迦げ た 作用 を 

する も 力. である 0  p=2 ハ fc- 十月！ S 

落 穗拾ひ 

鎌 倉 初期の あらゆる 歌 害に 眼 を 通さねば ならぬ 必要 を 持つ 私 は、 人口に 未だ 膾炙せ 

ぬ 歌、 世人の 多ぐ が氣 付かぬ であらう 歌の 中に 珠玉 を兑 出す 場合が 往々 ある。 それら 

は 言 はば 新 古今 和歌 雄 を收穫 した 大豐 作の 秋の 落 穂の やうな ものである。 その 落^ を 

ぼ つ ぼつ 紹介す る 事に する。 

新 古今 集 所載の もの は 落秘で 無い の だから 勿論 除く。 此の 勅撰集に 出て ゐ なくと も 

名歌 秀歌と して 相當 知られて ゐる笞 の もの も 除く。 山家 集の 歌 も旣に 一 般に 知られて 

ゐる ものと して 除ぐ 0 定 家の 拾遺 愚； „| の 歌 も m 家集に 次いで 並：： 遍 的な ものと 假定 して 


除ぐ。 戀耿も 亦 別に 詳述し ようと 思 ふから 除く。 

〇  鴨 長 明 

(一) 奥山の まさきの かづら ぐ b かへ しゅ 

ふと も 絶え じ絕ぇ ぬ 嘆き は 

(二) 何 ごと を變 しと 言 ふらむ 大方の 世の 

習 ひこ そき かま ほし けれ 

(三) 霜 うづむ 枯 野に よわる 虫の 昔の こ は 

い つまで か 世に きこ ゆ ベ き 

鴨 長 明 は 不朽の 美文 「方丈 記」 を窨 いた。 その 「無名 抄」 では 批評家と しての 達 眼 

も 窺 はれる。 千载 猫に 自分の 歌 唯一 首 入った の を、 「させる 重代に も あらす。 讀ロ にも 

あらす。 時に とりて 人に ゆるされた る好士 にも あらす。 しかる を 一首 にても 入れる 

は いみ じき 面目なり。」 と 朗らかに 満悅 した 彼で ある。 新 古今 棠撰 進の 際に は 十二 首 上 
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つて 十二 首と も 皆 採られた 彼れ である。 管紋を 善ぐ し、 老莊の 道に も 達して ゐた 彼れ 

である。 飄然と して 鎌 食に 下り、 資 朝の 忌に 挽歌 一首 を 捧げた 彼れ である。 まことに 

長 明 は 此の 時代に 於い、 て^ 色 ある 一個 性な ので、 私 は 深い 好奇心 を以 つて 群 害 類從本 

の 家 やぶ を 披見した の だが、 不幸に して 此の 家棠は 彼れ の 歌の 一 部分し か收 めて ない 不 

完全な ものであった。 前 揭三首 は 「物 m 心 ひ 侍る ノ 幼き 子 を 見て 述懷の 心 を」 と 詞誉し 

た 十餘首 中から 拔ぃ たもので ある。 その 一 聯は 彼れ が 志 を 得すして (賀 茂の 社 司で あ 

つた 父 長 繼の跡 をつ ぐ 事 叶 はすして)、 大原 山に 隱栖 しょうと した 際の 作で あるら し 

ぐ、 資感の 溢れた 哀れ 深い ものである。 

〇  俊 成 女 

(四) おしなべ て 風 こそ か をれ 春の やま 

く 櫻 あれば 疾 かぬ 棺も 

下句 は當 時の 風尙を 無視した 奇拔な 格調で ある。 德川 時代の 或る 歌人の 「走る 雲 あ 


れ ばた ゆた ふ 雲 あ. 5」 を 先鞭 著け て わるので ある。 上句 は 平凡で ぞんざいに 见え るけ 

れ ども、 此の 揚合 それ か 善い の だ。 全 體の 注意 を 下句に 中させる 爲 めの 一： g 等な 技巧 

だ G 1 から 五の 句まで 同 一 程度に 磨き立てねば ならぬ と 思 ふの は 下手の やる 仕 紫： UC 

俊 成 女 は 寶は俊 成の 孫で、 すな はち 定 家の 姪で あると いふ 考證 が- 近に 石 田 古^ 氏の 

「俊 成 卿 女と 越部禪 尼」 とい ふ 論文で 發 表された。 昭和 六 年 十月 發行 「國 語と 國 文學」 

$^1: 中世 文 舉號に 出て ゐる C 石 田 氏の 硏究は 頗る 周到であって、 私の 十. の 疑問 を 一 

度に 氷解して くれた。 

〇  殷富 門院 大輔 

(五) きり ぎ りす 雲ゐの 雁に 何と 言 ひて 壁 

の 底より 聲 あは すらむ 

(六) ねざめして 殘れる 夜半の 月見れば 行 

. ぐと もな ぐて 傾きに け ，5  X 
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愚問 賢 注に 「殷富 門院 大輔 をば、 歌數 多よ みた ftN とて、 千 首 大輔と 申しけ hs。 今の 

代に 誰か 千 首よ まぬ 人 侍らん。 歌の ほど 拍子 はやぐ 成りて 能き 歌よ み も 出で こぬ 事に 

侍る か。」 と 書いて ある。 末世の 我等 一 層 恐縮の 次第で ある。 無名 抄には 「近く 女 歌よ 

みの 上手に は 大輔、 小侍從 とて とりどりに 言 はれき。」 と ある。 歌仙 落 書に 「犬，、 古 

風 をね が ひて 又 さびた る さまな りつ」 と ある は出鳕 目の 漫評。 彼女 は 新 古今 猿 春 上 「春 

風の 霞 吹きと ぐ」 とい ふ 柳の 歌と 百 人 一首の 「 見せば やな」 とで 通俗に なって ゐる。 

又、 定 家と 相當 懇意であった 事 は 明月 記 や 拾遺 愚 草から 推察 出來 る。 尤も、 彼女の 方 

が 彼れ よりも 年上であった らしい。 (五) の 歌 は 天上 を 翔る 羽 族と 地下 を 旬 ふ 虫類との 

悲 秋の 交驩で ある。 霄ゐの 雁 は 源氏物語 中の 一 女性の 名で ある ゆ ゑ、 何 ど 言； 3 ての 擬 

人が 適切に きいて ゐる。 これ は 私の 思 ひ 過ぐ しか。 

〇  ニ條 院讚岐 

(七) つねよりも 山の端し ろき 曙 は 夜の 間 


に 咬け る稷な h- け h- 

(八) いづかた も 散ら さで 行か む 岩 擲躅左 

も 右 もまぐ り 手に して (つつじ 道 を はさむ) 

(九) 鳴き 捨てて 雲路 すぎゆぐ 郭公い ま 一 

聲は 遠ざかる なり 

(一〇) 匂 ひ來る 軒端の 梅のう つ， 9 香に 昔お 

ぼ ゆる 墨 染の袖 

(一一) 有 明の 月より 西の ほととぎす 吾が 思 

ふ 方に 鳴き わたる かな 

( 一 二) 植 ゑて 見る 心 も 散らす 吾が 宿に ただ 

ひと もとの 白菊の 花 

沖の 石の 讚 岐は源 三位 賴 政の 女で、 さすがに 乃父の 血を绿 かしめ ぬ 女流 歌人で あつ 

二 七 九 


二八 〇 

た。 千 载集戀 部 彼女の 「一夜と てよ かれし 床の」 とい ふ 歌-: を歌學 者の 俊惠 法師が 「こ 

れ をなん おもて 歌と 思 ふ 」 と 激賞した 由で ある。 源 通 光作と 傳 ふる 歌仙 落 書に は 「風 

艷 なる を 先と して いと ほしき 樣な り。 女の 歌斯 くど あら めと あはれ にも 侍る かな。 

家の 風絕 えす 申さむ 事 も 愚かな り。 父の 朝臣より は飽 なる 方 は 立ち 優. CN て や。 末の世 

に は 出で 難ぐな む。」 と 書いて ある。 櫻 花と 郭公の 二 首 は 如何にも 爽やかな 姿で ある。 

、 、 、 、 

鄉躅の 花 を f:^ けて 行く その まくりでの 臂の白 さも 見 まほし きもの だ。 後の 三 首 は H=- 治 

二 年 後鳥羽院 初 度 御 百 首の 時の 作で あるから、 彼女が 旣に姥 櫻に なった 晚 年の 歌で あ 

る。 當 時の 習慣と して 彼女 も薙髮 してる たに 相違ない。 さう 思 ふと ( 一 〇) も ニー) 

も 哀れ 深い 感じが する つ ( 一 二) はとり わけて 佳作 だ。 寒菊 一 輪の 花に 對 座せ る老 美女 

の 姿 を 想へ。 

•  〇  後鳥羽院 

^ 一  三) くま もな き 雲居の 月に やすらへ ば pj^ 


み つまでに 夜 もな りに けり 

( 一 四) 郭公 待つ 宵ながら 明けに けり さも あ 

らぬ 鳥の 1 昔の みきこえ て 

(一 五) 消ぬ が 上に ふ. 5 しけみ 雪 明日よりの 

靡 風 ふかば まれに こそ 見め 

(一六) たま ぼ この 逍の 芝草う ちな びき 古き 

都に 秋風 ど 吹く 

( 一 七) いつの まに 峯 移りして すぎ ぬらむ 一 

村雨の 夕立の 雲 

丑み つまでに は 無類のお 歌で ある。 待 子規 は 後世の 香 川 景樹が 全ぐ 同じ 事 を Is 

きか ひと 思 ふに 夏の 夜 はまぎ るる 鳥の 多ぐ も あるかな 」 と 散文的に 改惡 して、 院 のお 

歌の 立 役 を 勤めて ゐる。 古き 都のお 歌 は 直ちに 平家物語の 有名な 今様 を 聯想せ しめ 

二八 一 


二八 二 

る。 乍 併、 院は 恰も 福 原 遷都の 洽承四 年に 御 降誕 遊ばされ たの だから、 此のお 歌 は そ 

の 時の 京都の 寫實で 無い 事 は 明らか だ。 それ を 追想 遊ばされ たか、 或はむ し" ハ、 志賀 

ゃ奈 良の 舊都を 題詠 遊ばされ たので あらう。 夕立のお 歌 は 格別 光って ゐる。 上句 も 佳 

いが、 下句 一 村雨の 夕立と 同 一 の もの を 平氣で 重複 させて、 一 息に 歌 ひの けられた 放 

膽 さは 如何 だ。 院 のお 氣 性が 文字の 間に 光 閃めいて るるで は 無い か。 古今 急 雨の 歌 

此の 一首に 盡 くと 申 上げて よい。 

〇  藤 原 俊 成 

二八) 長き 夜に 衣う つなる 槌の 音の やむ 時 

もな ぐ もの を 思 ふよ 

(一九) 花に 飽かで 終に 消えな ば 山 櫻 あたり 

を 去らぬ 霞と ならむ 

(二 〇) うき 身に は餘， 5 なる まで 見 ゆる かな 


匂 ひ 満ちた る 宿の 八重 菊 

(二 一) 卷々 を 飾れる 紐の 玉 § らもた もてば ， 

佛 よろこび 給 ふ (法 華經 二十 八 品の 中) 

遠砧を 聞きつつ 秋 夜の 冥想、 ^？：心の序歌で、 下句の 落ちつき は 善い。 花に 飽かぬ は 

風月に 對 する 妄執で、 時代 思想の 一 つの 表 はれ。 うき 身に はの 歌 は 西 行の 「うき，：^ に 

て」 の鶯の 歌と 同 一 の 述懷。 (ニー) の 歌 は寶塔 品、 若 暫持者 我卽歡 喜と 詞 書して あ 

る 0 

〇  大^正 慈圓 

(ニニ) 憂き^に はし じ ま を だに もえこ そせ  ， 

ひとり/』 

ね 5^ ひ あまれば 獨言 たれて 

身の S さ を 思 ひ 街む るか ひもな ぐ騷 

ぎ 出で ぬる 吾が 淚 かな 

二八 一 一 1 


二八 四 

(二 四) えびす こそ 物の 哀れ は 知る と 聞け い 

さみち のく の奧へ 行かな む  . 

(二 五) 忘るな と 大宮人に たのめお かむ たち 

もど 歸る 花の 都へ 

(二 六) 世を捨 つる 吾が 墨 染の袖 觸れて 折る 

もやさし き 女郎花 かな 

(二 七) 汝 のみ ど絕 えす 音す と 思 ひつる I おの 

水も冰 しにけ 

(二八) 山里の 木の葉 ふみわけ とふ 人 もなか 

ft^し庭に雪はっもりぬ 

(二 九) 早苗と る 野洲の わたりの 片嵐 去年の 

刈 田 はさび しかりけ 


慈圓、 謚 して 慈鎮は 近衞 天皇の 久壽ニ 年 四月 誕生、 關白忠 通の 子であって、 後の 攝 

政， 經には 叔父に 當る。 十三 歲 出家、 天臺 座主の 職に 就く 事前後 四 度。 賴 朝と 交通し 

て、 親 13^ 政策の 擁護 者。 後堀河 天皇の 嘉祿 元年 九月 人 寂、 ^七十 一歳。 著述 は 政治 哲 

S 「愚 管抄」 と 歌 「拾 玉攘」 。彼 は 歌人と しても 當 時の 大立 物の 一 人であった。 彼 

は 歌が 大好きで、 樂 しみで、 ら ぐに 詠んだ。 すぐれた 速吟、 達吟 でもあった" その 作 

の 多ぐ に は 稚拙と 諧； i とがあった。 奈良 一 乘院の 門 主から 戒められた 時、 「^人に 一 つ 

の 蘇 は ある どと よわれに は § るせ 敷 tllg の 道」 と 返事した 程の 正 いれ 者で もあった。 然 

の 結果と して、 拾玉^11-は拾遺愚草ょりも 一 層浩游な欹壤と成ってゐる。 千 首大輔 どこ 

ろの 沙汰で は 無い。 善ぐ 言へば 玉石 混？ m であるが、 地歌が とても 多い。 後鳥羽院 口 傅 

と稱 する 抄物 中に、 「大僧正お ほやう は 西 行が ふりな り。 勝れた る 歌 は 孰れの 上手に も 

劣らす。 むねと 珍しき 樣を 好まれき。」 と ある は 當否相 半した 批評で ある。 歌 僧の 作で 

ある 事、 素人 奥く 平氣 でら ぐ，. と樂 しみながら 詠んで ゐる 事、 其處 まで は 西 行と 慈 

二八 五 


二八 六 

^とに 共通して ゐ るが、 唯 それだけの 事 だ。 慈 鎮の佛 敎觀の 歌、 厭離の 歌 は 多ぐ は 生 

硬で 木地 を 露出して ゐる 。「むねと 珍しき 樣を 好まれき」 も惡ぃ 意味に 於いてな らば 的 

中して ゐる 0 幾らでも 例 は あるが、 一 つ 擧げれ ば 時鳥と いふ 題で、 

夏の 月光 は 秋に 霜 冴えて 時鳥 鳴く あ 

け ぼの は 春 

郭公の 鳴ぐ 時 は 春夏秋冬の 美 を 萬め 盡 ぐして ゐ ると 讃美した 珍樣無 額の 歌 だ。 も 一 

つ * 

見 ど わかぬ 深き 山べ の 山人 は 衣の 苔 

か 苔の 衣 か 

こけの 骨頂、 噴飯の 至， 5 だ。 まだ ある。 

世の中に 山て ふ 山 は 多 かれ ど 山と は 

比 敷の 御山 を ど 言 ふ 


逢坂の 山路 も 雪に と u,^ られて 關に關 

ある 冬の 夕 ぐれ 

浙 うした 10!^ い 方面 もめる けれども、 さすがに 立派な 佳作 も 多ぐ T 勝れた る 歌 は 孰れの 

上手に も 劣ら や 」 である。 前揭 最初の 首 は 述懐と 題した 百 首 和歌の 中に ある。 此の 

fa 首 は 無 厭世観と 寂寥 感と 失望の 聲 とに 11 ち て、 慈 園の 性格と 心境と を 窺 ひ 得る 

なま/.' しい 作で ある o( ニニ) しじ ま を： U にも 得 こそせ ね は 面白い。 沈默が 守れな ぐ 

て 始終 一 人 言 をい ふので ある。 その 間斷 なき 獨り ごとの 猫 精が 拾 玉 集な ので あらう。 

(二 六) の 女郎花 は 僧正 遍昭の それよりも 心 を 引ぐ。 (二 九) は 近 江野洲 川の 邊の 

で、 一面の 水田に 啻々 と 早苗が 植付けられ、 他方に はま だ 去年の 切株が 1 んだ 俊の 刈 

田 も ある。 鮮明な 對 ii だ。 風 は その 早苗ば か.^ を 吹き 靡け て 見える から 片嵐 なの だ。 

片 嵐と は 功老な 造語で ある 0 誰か 拜 借し ないか。 

〇  藤 原家隆 

二-^ 七 


二八 八 

(三 〇) 引き 据 ゑよ いらこの 鷹の 山 返り まだ 

日 は 高し 心 そらな り (鷹 ，守) 

(三 一) 郭公 さっき 來 ぬれば たちばなの 花の 

都に こ も 昔し ます 

(三 二) 朝戶 あけて 都の やど を わたせば 商 

き賤 しき 雪 どつ もれる 

(三 三) この 山の 嶺 より 月 や 出で ぬらむ 向 ひ 

の 岡に 影 どうつ ろ ふ 

壬 二 紫から これ だけ 拾 ひ 出した。 廳 狩の 歌 は 題材と 表現と が ぴったり 合致して、 緊 

張し 切って ゐ る。 いらこ は 三 州 伊 良 胡で、 芭蕉の 句に も あり、 伊豫 石鎚と 北ハに 有名な 

鷹の 產地。 古來鷹 狩の 歌 多い けれども、 賀茂眞 淵の 

ふる 雪の しら 斑の 廳を 手に 据ゑ てむ 


さし 野の is§ に 出で にけ るかな 

と 家險の 歌と が 双璧で あると 私 は 思 ふ。 郭公の 歌、 橘の 花の 都の 績け方 は あざやか だ。 

» の 歌、 ゆ ：！ 殿 樓閣と 庶民の 家と 參差 たる 京洛の 恭の 朝の 雪。 (三 一 ) と (三 二) と は 常 

時の 都お 情；：；： f を まぼろしの 如く 讀 者の 心^に 浮 ベさせる o( 三 三) はめ づ らしぐ もな り 

の 儘のお：： 一七 レ。 壬 二 下卷雑 部に 承久亂 後の 述懷歌 六十 六 首 出て ゐ るが、 惻々 と 

して 人 を 動かす 哀昔 である。 隱岐の 帝へ 奉った 數首も 亦 家 隨 の 人柄 を 想 はせ るに 4" 分 

な 哀歌で ある。 壬 二 を通讀 して 感じる 事 は、 奥中數 首の 歌は定 家の 傑作と 比べて 11- 

も 優劣 は 無い が、 地歌の 非常に 多い 事が 家隆の 方の ひけめで あらう とい ふ 事 だ。 とも 

かく、 定 家家 隆 と並稱 された の は 彼等 存命中からの 事で あるの は當 時の 髓腦 物で も わ 

かる。 徹眷記 は、 定 家の 戀 歌に は 何人も 寄りつ けない けれども その他の 歌で は 「家隆 

は 劣る まじ」 と 批評して ゐる。 义、 二人 は 互に 推獎 した 由も傳 へられる が、 眞 偽の 程 

はわかった もので 無い。 

二八 九 


二 九 〇 

〇  寂 連 法師 

(三 四) しづかなる 音 こそ 風に 變る なれ 軒端 

の 荻に 雨 そそぐ 夜 は 

(三 五) 淺茅原 ふるき 卒堵 婆に 契りお かむ 隣 

とならば あはれ とも 見よ 

死を視 詰める 歌で も、 俊 成の 

占めお きて 今 は とお も ふ あき 山の 蓬 

が もとに 松虫の 鳴ぐ 

は 待つ 虫を點 綴す る 餘裕を 持って ゐる。 新 古今 人の 趣味 は 勿論 俊 成の 方に 軍配 を 揚げ 

るが、 後世の 我等 は 寂 蓮の 方に 迫力 を 感じる。 寂 蓮 は 元久の 勅撰 猿の 選者に 加 へられ 

てゐ たが 奏覽 以前に 入滅した。 無名 抄に寂 蓮の 言葉と して 「我等が 詠む やうに 詠めと 

言 はむ に季經 卿顯昭 法師な ど 幾日 案 やと も 得 こそ 詠ま ざらめ。 我 は 彼の 人々 のよ まむ 


やうに は 筆 さし 沾ら していと とく 書きて む 0」 とい ふ氣 を载 せて ゐ る。 有名な 獨鈷 つ-. 

首の 話柄な ども 5- ひ 合 はされ て、 寂 速の 楓爽 たる 歌人ぶ りが 眼に 浮ぶ。 

〇  藤 原雅經 

(三 六) ささの 尾の 夜 深き 霜 をお きもせ すね 

もせぬ 床に あらし 吹ぐな り 

明日香井^^の末：：^の方に、院のぉ使として鎌倉に下向した時の_ほ行歌が覦せてぁる0 

總 じて 常時の， ぉ廷 歌人 等 は 足跡 頗る 狭ぐ、 その 覊 旅の 歌なる もの 多ぐ は 机上 {<H 想の 鹿 

物で ある。 そこに、 雅 經の朿 下， 9 の 歌が 澤山 出て なた の だから 私 は 好奇の 眼 をみ はつ 

た 0 乍 併、 それら も 矢 S ^り 机上 旅行の 作と ぉ異 無かった ので 失 51? した。 やっと 右の 一 

首 を 拾って 見た が、 これ とても 棄 てて 構 はない。 

〇  式子內 親王 

二 九 一 


二 九 二  - 

(三 七) ながめても 思へば 悲し 秋の 月 いづれ 

の 年の 夜半まで か 見む 

新 古今 時代 女流の 第 一 人 者で あられる 式子內 親王に ついては， 殘 念ながら 御傳 記が 

詳しぐ はわから ない つ 後白河 法皇の 第三 皇女で、 賀 茂の 齋院 であらせられ たこと 前後 十 

一 年、 大炊 御門 齋院 とも 萱齋院 とも 申 上げた。 後蘊髮 して 御 法名 は 承 如法。 薨去の 年 

は 建 仁 元年と 推定せられ、 御齡は 五十 歲 以下であった らしい。 高貴の 女性で、 一 生獨 

身で 居られて、 亂 世で、 歌が 御上 手で、 殊に 戀 歌が すぐれて 居られる 事な ど 綜合す る 

と、 いろいろ 浪漫的の 想像 も出來 るが、 それ も 幾 百年 後の 今日から い たづら な 事 だ。 

前揭 一 首 は續群 書類 從所载 「三百 六十 番 歌合」 から 拔 いたので あるが、 此の 歌合の 眞 

僞を 私は考 へさせられ たので ある。 先づ序 (漢文) の 調子から して 眉唾物 だ。 殊に、 

秋 部九番 左に 定家 「見渡せば 花 も 紅葉 も」 の 歌が 番は せて ある。 この 有名な 歌 は 拾遺 

愚 草に 據れば 作者 二十 五歲、 文治 二 年の 二見 浦 百 首 中の もの だ。 幾ら 大膽 な定 家で も 


十四 年 前の 醤作を 此の 歌合 (正 治 二 年の 事と 推定 せられる) に 持 出して 院の 御前で 披 

-i. 路 するとい ふやうな 振舞 は敢 へ てし なかった であらう。 歌 八 口の 個々 の 歌 は 各 作：^ の も 

のに 相違 無い が、 これ を 三百 六十 番に 編纂した の は 後世の 假托 者で あるら しい 0 此の 

外に も、 群從 本の 歌合の 中に まことに 偽作た る 事の 明瞭な ものが あるので、 私 はこ こ 

に 见を 申立てた ので ある。 

〇  守覺法 親王 

(三 八) 夕され の 秋の あはれ を さきだてて 朝  、 

風 わたる 小 野の 篠原 

(三 九) なほ ざり にある かなき かの 影み えて 

水草に ぐ もる 山の 井の 月 

(四 〇) 淡 路舟霧 かくれ 榜ぐ掉 の 歌の 聲 ばか 

りこ そせ と 渡， 0- けれ 

二 九 三 


二 九 四 

先づ 秋の 朝風に 耳 を そば だてて、 更に 哀し かるべき 黄昏 を 想 ひやった の は 新しい お 

歌で ある。 山の 井のお 歌 は 細やかに 淋しい。 淡路 舟のお 歌 は 印象 鮮明 だ。 仁 和 寺 宮守 

覺法 親王 は 式子內 親王の 御 兄 君で あらせられ、 建 仁 二 年 御 年 五十二で 薨去され た。 

〇  源 通 親 

(四 一) おもへ ただ 雀の 雛 を 飼 ひお きて 巢立 

つる ほど はかなし きもの AJ 

土 御 s: 內 大臣 通 親 は 鎌 倉 初期 京方の 最も 有力な 政治家で、 親 幕 派の 九條 家と 對抗し 

て ゐ た 。宮中 へ 勢力 を 扶殖せ む爲 め に院の 乳母と 私通した と い ふ 此の 腹 黑ぃ櫂 力？ が、 

鹤を飼 はないで 子 雀の 巢立を 愛して ゐ るな ど は 面白い つ 通 親み づ から も 和歌 を 善ぐ し、 

子供に は 通 具、 通 光と いふ 非凡な 歌人 を 持って ゐる。 

〇  法 橋顯昭 

(四 二) 浪 かかる 淸 見が 崎の 岩 ま ぐら ここに 


て 月 は 見る ベ かりけ り (旅 中 月) 

上句 は 洗練した 美辭、 下句 は 唯 言の 言 ひ 放し、 それで 一首 は 爽やかな 印象 を與 へて 

ゐる or 汝 輩の 歌 は 朝飯前 だ」 と 寂 蓮から こきおろされた 顯昭 なれ ども、 なかなか 歌 は 

確 かで ある。 彼 は六條 家の 中心人物で ニ條 家の 俊 成と 久しぐ 對峙 して 來 たが、 建久四 

年 左大將 良經の 家の 六百番 歌合の 時、 その 爭 ひが 爆發 して 有名な 「顯昭 陳狀」 の 提出 

と 成った。 それ は 自分の 歌に 對 する 俊 成の 判へ 楣 突いて ゐる ので あるが、 當否は 別と 

して、 自信の 深さと がくがくの 論と は 偸 快で ある。 

〇  越  前 

(四 三) しらつゆの 玉眞葛 葉に 風 冴えて うら 

力なし ぐ もす める 月 力な 

いかにも 女性的な 繊細の 技巧で ある。 

〇  藤 原範光 

二 九 五 


二 九 六 

(四 四) 水の面に 散る しら 雪の 影 見えて 底よ 

,5 も 降る、 ひ 地 こそ すれ 

正 治 二 年 院初度 御 百 首に つづいて すぐ 行 はれた 第二 度 御 百 首 (群 誊 類 從卷第 百 七十) 

の 中に 出て ゐる 歌。 下句の 乾燥した 知的 遊戯 は 困る けれども、 ともかく 當 時の 歌と し 

て は、 水面に 落ち 來る 雪片の 影 を 眺める とい ふ 見付け 處の 細かぐ 且つ 新しい の を 買つ 

て やらねば ならぬ。 

〇  源 具 親 

(四 五) ひきつれて われ もい ざ 見む 梓弓 眞弓 

の 今日の 射手の 手づ かひ 

宮中 正月 赌 弓の 時の 歌。 作者が 具 親な ので 面白い。 彼 は 作歌 を 怠って は 弓術の 事ば 

か，..^勉强した由、 無名 抄 でお 灸 をす もられて なる。 

〇  宜秋 門院 丹 後 


(四 六) 今更に おどろく ばかり 身に どし ひか 

かる 嵐 は 秋 も 吹かねば 

冬の こがらしの 烈さを 何の 矯飾 も 無ぐ 歌った。 冬と も 夙と も 言 はないで、 それが 

些の 疑問の 無い も垢拔 けた 技巧で ある。 

〇  沙彌生 蓮 

(四 七) 何とな ぐ あはれ 秋に もな.. ^ ぬな ど 思 

ひ あへ す も 夜 床 寒し も 

(四 八) いつしかと 冬の けしきに なりに けり 

朝 ふむ 庭の 昔の さやけ さ 

(四 九) 池 水の 汀に おつる あちむらに 碎 けて 

見 ゆ るう す 氷な， 5 

いづれ も 新 古今 時代の 型 を 離れた、 別個の 新味 ある 作で ある 0( 四 七) 秋に 成った と 

二 九 七 


二 九 八 

思 ふと 或る日 与-に 夜寒 を 感じた。 その 感じが 下句の 調子に 巧みに 表 は れて ゐる。 (四 

八) 木の葉が 散る とも 霜が 白い とも 言 はすに、 直ちに 脚 底の 土の ひびきが 冴える と 言 

つたの は 月並で 無い o( 四 九) 此の 下句の 言 ひ 放し 方も當 時には 珍ら しい。 あお は 鴨に 

似た 小禽。 源師 光蓬髮 して 生 蓮と いふ。 宫內卿 局と 具 親と いふ 優 な 兄妹の V へ 親で あ 

る〕 

〇  藤 原 忠良 

(五 〇) 雪 消えぬ 野べ のかよ ひぢ跡 見えて わ 

れょ， 9 さきに 若菜つ みけり 

千 五百番 歌合 中の 一 首。 csfs£+l)  . 

新 古今 時代の 戀歌 


京 極 黄 門の 纏 敬 は 「あはれ に 心 深き もの」 の 典型で あると いふ 思想 は 永ぐ 世の 耿 

人 及び， 擧徒を 支配した。 新古今^^の戀歌を春めそゃさなけ.れば 一 かどの 文學： 迎 でない 

とい ふやうな 觀 念が つい 德川 時代の 末期まで 存續 して ゐ たの は箏實 らしい。 彼の 徹甞 

記は定 家の 鱺愛 詩に 無上の 讃 辭を呈 し、 達 眼の 鴨 長 明 も 

歸る さの ものと や 人の なが むらむ 待つ 夜な が 

らの有 明の 月 

VJ 「吾が 心に 秀れ たる 歌」 と 無名 抄に 書いて ゐる。 通俗 自讃 歌の 編者 も & 七十 首のう 

ち 四十 首まで も 戀歌を 取って ゐ る。 

反對 に、 沒现 解^ 流は當 時の 戀 歌に は 戀 愛の 本質た る 情 熟の 動き を いささか も， 認め 

難いから 論す るに 足らぬ と 言 ひ 放つ。 

無现 解の 謗 t:s は 偕 越で あり、 盲目の J ぉ拜は 暗愚で あらねば ならぬ。 私 はこ こに 公平 

に その 長短 を 判斷 しょうと 思 ふ。 

二 九九 


三 〇0 

新 古今 時代の 歌 は、 殊に それが 戀歌 として 現 はれた 場合に 於いて、 幾多の 缺 點と惡 

傾向と を 暴露して なる。 萬 葉藥ゃ 伊勢 物語の 感情 直 叙 主義から 漸く 變 化し、 墮 落し 來 

つ て 、 當 時の 歌人 等は戀 歌に 於い て さ へ 彼等の 頹廢 的な 技巧 本位 を 遠慮し なか つ た。 

緣語、 懸詞、 歌枕、 比喩 等の 粉飾 は 勿論、 本 歌 取り や 漢文 學の 古事 を 踏まへ る 學問的 

遊戯 を隨 所に 敢 へ てした。 彼等の 戀 歌の 過半 は 此の 種類の ものに 屬 する ゾ 

熱情 そのもの を 生 一 本に 歌ひ擧 げた もの は、 あるに は あるが、 少 S ので ある。 これ 

は 戀歌 として は 不 思議な 矛盾 である。 

彼等の 戀 歌に は 祈戀、 遇 不會戀 とい ふやうな 題目 下に、 心と 事柄との 經過を 歌った 

ものが 多い。 すな はち 、「時間」 を 要素と して、 自分の 戀 愛の 經 過變遷 を 記述した もの 

が 多い。 かかる ものが 讀 者に びんと 來な いのは 自然で ある。 

彼等 は 又、 四季の諷詠と^^ー  の 筆法で、 自分の 戀愛 を客觀 的に 叙述す る 悠暢な 癖 を 

持って ゐた。 人 を 待つ 夕、 別れの 曉には 花鳥風月の 道具 立 を 借用して 場面 を 美化し、 


肝 の 成 傷 や 情 熟 を ややもすれば 後方に 押し遣って 平 氣でゐ た。 此の 種類の 戀歌 は、 

後述す る 如ぐ、 稀に は 成功して 情 c 京 一致の 秀吟 ともなった が、 多ぐ は 失敗に 了って ゐ 

る 0 

相思の 法 悅は餘 り 歌 はれ 卞 して、 片戀の 歌の みが 多い。 これ は 題詠が 多かった 爲め 

の 結 《1 ^であらう。 題 を 出す 事になる と、 逢戀 とい ふやうな 一 見 甘ぐ 見える ものよりも、 

不 逢戀、 絕戀、 怨戀と 言った やうな 悲哀な 題の 方が 詠みよ ぐ も あ， 5、 深刻な やうに も 

感じられ るからで ある 0 

彼等の 戀 歌の 一 范 不利益な 點は、 事實の 背景 を 持たない 事、 或は 事實 はあった とし 

て も それが 不明な である 0 寓 葉の 戀 歌に 我等の 興味 を 感卞る 理由の 大 なる 一 つ は、 

それらの 詠まれた 場合の 事 資が詞 書 或は 史赏 により 分明であった. y、 贈答の 相手 同志 

の 名が 明示して あったり する からで ある。 然るに 新 古今 歌人 等の 戀 歌に は 此の やうな 

事が 殆ど 無い 0 彼等と てま さかに 机上 題詠の 戀愛 のみ 味 はった わけで も 無から うが、 

三 〇 一 


撰 集 や 家集の 上からで は、 さう 思 はれても 仕方が無 いので ある。 

以上 は當 時の 戀 歌の 短所で あるが、 これから その 善い 方面 も 述べよう。 

熱情 を ありのままに 歌ひ擧 げた 佳作 も 全ぐ 無い と は 言へ な. so 例へば 左の通り 

式子內 親王 

玉の緒よ 絕 えなば たえね ながらへば 忍ぶ る こ 

との 弱り もどす る 

忘れて はう ち 嘆かる る § ふ ベ かなわれ のみ 知 

り てす ぐる 月日 を 

夢 にても 見 §ら む もの を 嘆きつつ うちぬる 宵 

の 袖の けしき は 

生きて よも 明日まで 人 はつらから じこの 夕暮 

をと はばと へ かし 


慈 圆 

同じ 世に あるか ひもな き 身 なれ ども 命ば か. 5  、 

は あはれ なる かな 

良 經 

時し も あれ 空飛ぶ G:! の 一 聲も おも ふ 方より 來 

て や 鳴 ぐらむ 

公 . 經 

吾が 戀は あらしに 迷 ふうき n のさ わざ ど わ た 

る 夕 慕の 空 

西 行 

遙 かなる 岩の はさまに ひとり 居て 人目お も は 

でもの 思 はば や 

I110 三 


三 〇 四 

大 輔 

よし さらば 忘る とならば ひたぶ るに ぁひ晃 き 

とだに 思 ひ出づ なよ 

自然の 情趣 を 背景と した 戀 歌で、 情景 一 致の 秀吟と 成った もの も 少ぐは 無い。 主な 

る 作 を 列記 すれば、 

後鳥羽院 

获の 葉に 身に しむ 風 は 昔づれ てこぬ 人 つらき 

ゆ ふぐれ の 雨  ， 

TH 一十 ^lu IH^ 王 

君 まつと 閨 へ も 入らぬ 槟の に い たぐな ふけ 

そ 山の はの 月 

ただ いまの ゆ ふ ベ の 雲 を 君 も 見て おなじ 時雨 


や 袖に かからむ 

慈 圓 

雲 とづる 宿の 軒端の 夕な がめ 戀 よりあ まる 雨 

の 一-首 力 は 

良 經 

い つも 聽 くものと や 人のお も ふらむ 來ぬ 夕ぐ 

れの 松風の こ ゑ 

俊  成 

思 ひ あまり そなたの 空 をな が むれば 靈を わけ 

て 春雨 ど ふる 

定 家 

か へ る さの ものと や 人の 眺 むらむ 待つ 夜な が 

三 〇 五 


三 〇 六 

らの有 明の 月 

風 つらき もと あらの 小获 袖に 見て ふけ ゆぐ 夜 

半に おもる 白露 

西 行 

人 は來で 風の けしき も ふけぬ るに あはれ に 雁 

の 昔 づれて ゆぐ 

高  倉 

ぐ もれ かし 眺む るから に 悲しき は 月に お ぼ ゆ 

る 人の 面影 

新 古今 時代の 戀 歌の 最も 著しい 特色 は、 それが 感情 を 制御して 露骨に 現 はして ゐな 

いとい ふ 事で ある。 それが 西歐の 「社交 詩」 とい ふ ものに 似て ゐる亊 である。 故 小 £ 水 

八 雲 先生の 講義 錄が十 年 程 前に 紐 育で 出版 せられた。 朿 京の 文科 大學で 親しく 先生の 


文學論 を聽講 する 幸福 を 持った 私 は、 昨今 その 講義 錄を讀 み 返して 若い 時の 追お に 耽 

つて ゐ る。 その 中に 「社交 詩」 と 題す る 一 節が ある。 先生に よれば、 それ は佛爾 西に 

て は 久しい 以前から 發 達して ゐた ので あるが、 英杏 利で は 十九 世紀 後半に 至って 初め 

て 開：^ せられた のであった。 此の 詩の 特質と する 所 は 貴族 社會の 道念 を 基調と し、 感 

情 を 完全に 制御して 決して それ を 露骨に 表現. 0 な い 事で ある 。これ を束洋 的に 言へば、 

1^^歌の定義と 一 晃 矛盾す る やうで は あるが、 喜 怒哀樂 色に あら はさざる ものである。 

免 を 主題と した もので さ へ も、 それが 果して 眞 面目なの か 否か さ へ 疑 はれる ほど 遊 

戯 的な 表現 を 取って ゐ る。 ここまで 說明 すると 此の 西歐の 「社交 詩」 なる ものが 我が 

鎌 < ^初期の 戀 歌と 一 脈の 通す る もの ある 事を觀 取し 得る であらう。 新古今^^を披ぃて 

兒れ ばす ぐ わかる が、 式子內 親王 や 西 行な どに 感情 直 叙の 作 を 折々 見かける のみで、 

他 は 大抵 は 「社交 詩」 の 特質 を 具へ て、 感情 を 完全に 制御して 十分の 餘 裕を與 へる か、 

もしぐは^^現に婉曲間接の方法を取っ てゐる0 

I 二 〇 七 


三 〇 八 

後鳥羽院 

袖の露 も あらぬ 色に ど 消え かへ るう つれば 變 

るな げきせ しまに (被 忘戀) 

慈  匱 

野べ の 露 は 色 もな ぐて や こぼれつ る 袖よ. 5 す 

ぐる 获の上 風 

玉章の 跡 だに なしと ながめつ る ゆ ふべ の 空に 

雁な きわたる 

良 經 

いく 夜 われ 浪 にし をれ て 翁 船 川 袖に 玉 散る も 

の 思 ふらむ (祈 戀) 

またも 來む秋 をた のむ の 雁 だに も 鳴きて どか 


へ る 麻の 曙 (後 朝戀) 

吾が 淚 もとめて 袖に やどれ 月 さ. 9 とて 入の 影 

は 見えね ど 

通 光  - 

かぎり あれば しのぶの 山の 麓に も 落葉が 上の 

^||どぃろづく 

定 家 

忘れす ば 馴れし 袖 もや こ ほ るら む寢ぬ 夜の 床 

の 霜の さむし ろ 

るる 夜 は 衞士の 焚く 火 を それと 見よ 室の 八 

岛も 都なら ねば 

色 か はるみの の 中 山 秋 こえて また 遠ざかる 逢 

三 〇 九 


一二 一〇 

坂の 關 (逢 不遇 戀) 

人 ごころ ほど は 雲ゐの 月ば かり 忘れぬ 袖の 淚 

と ふらむ 

西 行 

足曳の 山の あなたに 君す まば 入る とも 月を惜 

L もさら まし 

よし さらば 淚の 池に 身 をな して 心の ままに 月 

を やどさむ 

有 家 

もの E 心 はでた だ 大方の 露に だに ぬるれば 濡る 

る 秋の 袂を 

俊 成 女 


おも 影の 露め る 月 ど やどりけ る卷 やむ かしの 

袖の 淚に 

讀 者の 多く は これらの 作 を 見て 「喻ひ 足りない」 とか 「なまぬるい」 とか 紋切 型の 

不平 を訴へ るか も 知れない。 をれ は 猫に 小判と いふ もの だ。 諸君 は 能 樂を識 つて ゐる 

めん 

であらう。 一度で も能樂 堂の 見處 にす わった 事が あるならば、 面の 前に 手 を 近づけて 

泣く 型と ®i ひに 沈む おもて 伏せの 型と を 極めて 美しい ものに 感じな かった か。 この 

「し をる」 と 「くもる」 とがすな はち 新 古今の 戀 歌の 特異な 表現形式 なので ある。 前 

揭の数 首 を 玩味す る 時 は 綿々 たる 戀 のかな しみ を 我等の 胸に 再現す るに 十分で ある。 

かりそめにも 感情の 抑制と 技巧の 洗練と に 異議の ある 輩が 古典 藝術を 云々 する は 僭上 

の 沙汰で あらねば ならぬ。 爲念 附言して おぐ が、 「社交 詩」 の 特質 は 古今 舆以來 我が 王 

朝 文學を 多少と も 色彩 づけて 來 たので あつたが 新 古今 時代の 戀 歌に 至って その 傾向が 

終に 極まった の だとい ふ 事で ある 0  ( 昭 5 ハ年 十月 13 
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第四篇 藤 原定家 歌集 講話 


緒 言 

此の 講話 を 書く に當 つて 予が 一 番 苦心した の は 如何なる 歌 を 幾 首 選ぶ 可き かで あつ 

た。 結 ：15、 拾遺 愚 草 同 員外 中 最も 佳作と 思 ふ 歌壹： 白 首 を拔く 事に した。 何分に も 三千 

七：，： Z 餘首 ある 全 築の 中から 僅々 百 首の 秀逸 を 選別し ようと 言 ふの だから、 容： ：！？ な 業で 

はなかった。 選擇の 標準 を予 一 個人の 好惡 にの み 置く は 勿論 危險 である。 それ を 現代 

の 作歌 理論に のみ 置ぐ は 亦 誤認で ある。 俊 成定家 等の 和歌に 關心を 持った 幾多の 先哲 

が 如何に 觀たか を 謙虚な 心 持で 參考 にせねば ならぬ。 更に 一 番 大切な 事 は、 新 古今 集 

時代の 傾^と 風尙 とが 如何なる もので あつたか を 確實に 把握し、 それ を 最善の 內容形 

式に 於いて 表 はした 歌の 採られねば ならぬ 事で ある。 斯う 考 へたので、 定 家が 秀歌の 

選 擇は予 一 人の 主観と 史的 標準の 客觀 との 兩 方面から 行なった。 彼れ の 代表作 は予が 

此の 「定家 百 首 私選」 に 大方 網羅した とい ふ 自信 を 持って ゐ る。 則ち、 此の 講話 は 彼 
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れの 歌に 對 する 予の價 値 判 斷の總 决算と 觀て差 支ない。 

「字句 解」 と 「歌 意」 と は、 紙數に 限， 9 あるので、 出來る だけ 簡單に し た。 解 を 要 

せす と 思って 全然 略した のさへ ある。 本 歌 や 類歌な ども 省略した 場合が 多ジ。 さう し 

て、 「批評」 に 力 を 集中した 0「 批評」 は 歌 そのもの、 價値を 論 やる と 同時に、 出 來るだ 

け 作者の 人物 や 生活に も 觸れて 書いた つも. 5 である。 

唯 美的 和歌 完成の 巨匠に 對 する 正しい 觀方を 此の 講話に よって 知って ぐれる 幾人 か 

の讀 者が あったならば、 予の 執筆の 勞は酬 いられた ので ある。 

奢  歌 

人 一 ) 出づる 日のお なじ 光に 四方の 海の 浪 にも 今日 や 春 は 立 つらむ (二十 歲) 

【字句 解】 浪と 立つ は緣 語。 


【歌 意】 出 づる日 は 遍滿と 同じ 光で 四方の 海に 照り、 斯 くして 都の 外の 何 處も春 

になって ゆく ので あらう、 の 意。 後世の 賀茂眞 淵の 作った 左の 歌 も 同巧異 曲で ある。 

束 路に春 立ちに けり 唐 船の つし まの 浪も のどけ かるらし 

【批 評】 定家歌 雞開卷 第一の 處女 作。 詞の速 績の美 しい 事、 行き 屈いた 技巧が 見 

えて ゐ ながら 而 かも 何 處か 鷹揚で ある ことな ど は 後年の 巨匠 定 家の 特色 を豫 言して ゐ 

る 作と して 而白. so 出づる 日の、 同じ、 光に、 四方の 海の、 浪 にも、 今日 やと 一 氣に 

讀み 下して 來 ると 浪の 起伏の 旋律 を 吸々 する やうな 心 持が する では 無い か。 二十歳の 

若年で 旣 にこれ だけの 歌 を 見せて ゐ るので ある。 後鳥羽院 を 始め 奉り、 後 京 極良經 も、 

藤 ls§ 秀 能な ども さう であった が、 とりわけ 我が 定家は 早熟の 才 であった。 此の 初學百 

首 も 技巧の 點 から 觀 察する と 大方 粒が 揃って ゐる。 又、 更に 驚嘆すべき は定 家の 文章 

である。 治 承 四 年 (十九 歳) に ま E き 始めた 日記 (明月 記) の 漢文の 如何に 簡潔 且つ 瑰 
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麗な るか を 想へ。 二月 十四日の 條には 「天晴れ 明月 片雲 無し、 庭 梅 盛りに 開き 芬芳四 

散す、 家中 人 無ぐ 一 身 徘徊す、 夜 深く 寢 所に 歸れ ば、 燈髮 驚と して 寢に 付く 心無し、 

更に 南方に 出で て 梅花 を 見る 間、 忽ち 炎上の 由 を 聞ぐ、 乾の 方 云々」 と あり、 九月 十 

五日の 條には 「夜に 入り 明月 蒼然、 故鄕 寂と して 車馬の 聲を 聞かす、 歩して 從容 とし 

て 六條院 の邊に 遊ぶ 云々」 と ある。 平家 都落ちの 前後の 京都が 眼前に 浮ぶ。 詩文の 才、 

なかなか 菅 公の 早熟ぐ らいな もの で はな so 

(二) なにとなく 心 どと まる 山の端に 今年 見 初む る 三日月の 影 (二十 五 歳) 

【字句 解】 「心 どと まる」 氣が ひかれる。 

【歌 意】 山の端に 今年 初めて 見る 繊 月に は 、何となく 心が とまって、 氣が ひかれ 

る、 の 意 0 

〔批 評】 文治 二 年 西 行 法師の 勸 進に 依って 作った 二見 浦 百 首 中の 一首。 あ， 5 の 儘 

の 無技巧で、 可憐で、 而 かも 何とい ふしんみ した 歌で あらう。 何とな ぐ、 とまる、 


山の端、 初む ると 線の 細い 柔 かな 詞 のみ を 列ね て、 繊 月への 情感 を 表示した 0 作爲 

でなくて 天の 成せる 用意で ある。 此の 種の 自然な 歌、 衣冠 束帶 式で 無い 歌が 拾遺 愚 草 

中に も 相 常 多ぐ：：^ 出 だされる 0 定 家に 限らす、 如何なる 歌人に 就いても、 その 俄 値判斷 

を 下す に は 撰 集 丈け 窺った ので は 勿論 正 鵜 を 得る 箬が 無い。 殊に 勅撰 奥で は當 時の 風 

-3： に 合致した 秀歌の み を 探る 結 ei- となる から、 一層 さう である。 拾^^ 草 を 通 蘭した 

後と 元 久の勑 撰^ 丈け しか 知らなかった 時と では、 定 家の 價値 判斷が 大分 相違して 來 

る。 たと ひ 根本的の 相違で 無い としても。 所謂 新 古今 調で 無ぐ 自然 あ の 儘に 近い 素 

直な 歌 を 試みに 定家歌 から 拔 い て 見よう。 

秋の 夜 は 雲路を わぐ る 雁が ねの あと 方 もな ぐ 物 ど 悲しき (二十歳) 

身に か へ て 秋 や 悲しき きりぎ， 5 す 夜な夜な 聲を 惜しま ざるら む (二十歳) 

あやめ 草 かをる 軒ば の 夕風に 聞く 心地す る ほととぎす かな (二十 五歲) 

神 南 備の三 室の 山の いかなら むし ぐれ もて 行く 秋の ぐれ かな (二十 五歲) 
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しぐれ つるま やの 軒ば の ほどな きに やがて さし 入る 月の 影 かな ニー  十五 歲) 

草枯れの あしたの 原に 風 過ぎて 冴え ゆく 空に 初 雁の 鳴ぐ (二十 五歲) 

影淸き 池の はちす に 風す ぎて あはれ 涼しき 夕まぐれ かな (二十 六歲) 

里び たる 犬の 聲 にどき こえつ る 竹よ..^ 奧の 人の 家居 は (二十 六 歳) 

春の 夜の なかばの 月の 月影のお ぼろげ ならす 身に もしむ かな (二十 九歲) 

早苗とる田子の小笠のさゎぐかなぅち散る雨ゃふ..^まさるらむ(ニ十九歲) 

稻妻の光も今は弱りけり田の面の風の聲ばかh^して (二十 九 歳) 

天の河 年の わたりの 秋 かけて さやかに な， 9 ぬ 夏の 夜の 閽 (三十 歲) 

煙 立つ をち の條屋 のぐ ぬぎ 原 その ふし もな ぐ 秋 ど 悲しき (三十 一 歲) 

跡 ふかき 吾が 立つ 杣に杉 古り てながめ 凉 しき 鳩の みづ うみ (三十 五歲) 

忘られぬ 彌 生の 空 をした ふとて 靑葉 にに ほふ 花の香 もな し (歲未 勘) 

あせ づた ひもり 來ろ水 も 氷り ゐて刈 田 さびしき 冬の 山陰 (五十 九歲) 


誰れば かり 山路 を わけて 訪 ひ來ら むま だ 夜 は 深き 雪の E 京 色に (七十 一 歲) 

これらの 歌 は間途 つて 山家 紫の 中に 混入して ゐた とし て も 殆んど 見分け は 付かな 

い。 

(三) 谷 深み まだ 春 知らぬ 雪の 中に ひとす ぢ 踏める やまびとの 蹤 (三十 五歲) 

【字句 解】 「奢 しらぬ」 奢が 來た とも わからぬ 。「やまびと 」 機 夫。 「蹤」 足跡。 

〔歌 意】 谷 深ぐ まだ 春が 來た とも わからぬ 山の 雪の 中に、 樵 夫の 通った 足跡が 一 

筋續 いて ゐる、 の 意。 

S 泰 のきる 袂 ゆたかに 立つ 霞めぐ みあ まねき 四方の 山の は (六十 八 歳) 

【字句 解】 「きる」 「缺」 「たつ」 いづれ も綠 語。 「春の きる 缺 ゆたかに 立つ」 は 渡の 

長閑 さの 比喻的 形容。 さう して 上句 全體 は、 下句 「あまね き」 を 引出す 爲 めの 序にな 

つて- Q る G 

〔歌 意】 君が 恩澤は 四方の 民に あまねく、 山の端 毎に 春 露 は缓靆 とたな びいて， Q 
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る、 長閑なる 御代よ、 の 意。 此の 歌 は、 寬喜 元年 十 一 月 女御 入 內御屛 風の 和歌で あ 

る 0 

(五) 知ら ざり き 山より 高き 齢まで 春の 霞の 立つ を 見む と は (七十 一 歲) 

〔字句 解〕 「知ら ざり き」 は 思 ひき や、 の 意。 高齢；^ 形容 し て 「山より 高き」 と 言 

つたの は、 山 を 下句の 霞に 懸けよう とする 用意。 

【批 評】 貞 永- 兀年春 立つ 頃、 頹 齢の 歌人が 述懐の 作。 日記で 見る と 定家は 幼少の 

時から 病弱であった らしい。 風 病、 咳 病、 齒痛、 痢 病、 腫物、 眼病、 石 痳病、 手足 苦 

痛、 脚氣、 心神 不例と いふ やうな 文字が 隨 所に 見え、 四十 歲 にして 双鬓 斑白と も霄 S 

て ゐる。 十四 歲赤斑 (皰) を 病んで 殆ど 瀕死、 六十 六 歳の 時 その 事 を 回顧して 「皰瘡 

以後 雖 蘇生、 諸 根 多缺、 身體如 無、 其 後 五十 年、 存外^ 老至于 今、」 と 誌して ゐる。 又 

六十 九 歲の晚 夏、 荒 和視を 

夏 はつる <fr 日の みそぎ は 程 もな し 吾が 世 幾日と 知らぬ 月日に 


同年 十二月 卅日、 古稀の 齡を迎 へようと する 定家は 「人生 七十 稀な. 9、 先祖 多ぐ は 

六十 を 過ぎ 給 はす、 先考 (俊 成の 事) 獨. 9 九 句に 餘，^ 給 ふと 雖も、 遁世の 後 也、 cn^ 

を 戴きて 此の 齡に 反ぶ 人、 氏の 公卿 中、 始祖 以來 四十 六 人、 尤も 稀と 謂 ふべ し、」 と 

慨を 語って ゐる。 翌年 春 三月に は 「七 旬の 白髮を 悲しみ 八重の 紅 樱に對 す、 しと 感傷的 

の 美 句 を 殺った。 多病であった のみなら す、 定 家の 生涯 は亂 世に 終始した。 若い 時分 

平家の 沒落を 目 難して、 以來、 兵亂と 火災と 群 盜と飢 僅との 京都に 住み 通し、 近ぐ は 土 

御門 上皇の 遠 流で 朋御 せられた 事 を 耳に した。 さう して、 ほ 分 だけ は 生き 長ら へ て 新 

勒撰 和歌 猿の 撰 進に 從 事して ゐる 身の上な ので ある。 立赛、 柬 山の 露 を 眺めて、 「知 

らざ りき 」 と 歌った 定家 は、 さびし ヒ 1 足で 心が ときめい たに 相違ない。 

(六) たがためとまだ朝霜のけぬが上に袖ふ^^は へ て若菜っむらむ (五十 四 歳) 

〔字句 解】 「ふ. 0 は へて」 わざわざ なす-、 ことさら なす、 の 意で あるが、 こ 、 では 

袖 をう ち 振りながら の 意。 百人一首 「君が ため 寿の 野に 出で て 若菜つ む 吾が 衣手に 雪 
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はふりつつ」 は主觀 であるが、 これ は それ を 他 入の 事と して 客 觀描寫 しなので ある。 

(七) 過ぎが てに 摘め どた まらぬ からな づな うら 若ぐ 鳴ぐ 鶯の聲 (二十 九歲) 

【字句 解】 「過ぎが てに」 のがて は 難き 意 を 表す 接尾語 0「 からな づな」 唐奏 。「うら 

若く」 心 若ぐ、 氣若 ぐの 意。 ここで は稚 ぐの 意。 尙 上句 は 下句 「うら 若ぐ」 への 有心 

の 序。 

【歌 意】 通り過ぎが てに 摘む けれどもな づ なは貯 まらない。 何處 からと なぐ 稚ぃ 

鷥の聲 が 聞え る淺 春の 趣。 

(八) 消えな ぐに 义ゃ 深山 を うづ むらむ 若菜つ む 野 も あわ 雪ぞ ふる (四十 歳) 

【歌 意】 雪が まだ 消えない のに、 降って 埋む るで あらう。 若菜 を 摘む 此の 野邊 

にさへ、 淡雪が 降って ゐ るの だから、 の 意。 古今 集 「み 山に は 松の 雪た に 消えな ぐに 

都 は 野邊の 若菜つ みけり」 を 本 歌。  - 

【批 評】 餘 りに 巧みなる 爲め 一見 机上で 工夫した 歌との み 思 はれ 易い が、 實は京 


都の 地方色なる 氣 候の 變 化の はっきり 出た 實感の 歌で ある。 それから、 古今 の本耿 

は 山から 來た 人が 都の 野邊で 歌った ので あ h>、 此の方 は 反對に 京人が 山中 を 想 ひ 造つ 

たので ある。 二 首を竝 ベて 味 はふと、 本 歌 取， 5 の關係 以外に、 その 邊 なかなかの 面白 

味が 湧く  0 

(九) 大空 は 梅のに ほひに S みっつぐ もり も はてぬ 春の 夜の 月 (三十 七歲) 

【字句 解】 「ぐ も h- も はてぬ」 全く は 曇りつ ぐさぬ。 卽ち 薄ぐ かすめる こと。 

【歌 ，お】 大 に は 梅花の 匂 ひが 流れた だよ ひ、 ほんのりと 薄く 霞みた る 11^ の 夜の 

馳月の：：ー；^色ょ、 の 意。 古今 集 「照..^もせす曇h^もはてぬ春の夜の朧月夜にしくものど 

なき」 を 本 歌。 

【批 評】 おほら かに 美しく、 新 古今 集 時代の 代表作の 一つ。 

(一 〇) 卷の夜 は 月の 桂 も 匂 ふらむ 光に 梅の いろは まが ひぬ (二十 八歲) 

【字句 解】 「月の かつら」 月の 中に 生育せ る 桂の 木。 支那の 古詩に 見える 。「まが ふ」 
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紛ら はし、 類似して ゐて辨 別し 難ぐな る。 

〔歌 意〕 寿の 夜 は、 月 中の 桂樹も 梅花の やうに 疾き 匂って ゐる であらう。 この 下 

界 では 梅花の 色が 月光に 紛れて 分別し 難い、 の 意。 

(一一) 梅の 花に ほひ をう つす 袖の 上に 軒 もる 月の 影ぞ あらそ ふ (三十 九歲) 

〔字句 解】 「うつす」 うつ b 香、 匂を染 むる。 「軒 もる」 軒の 隙間よ. 9 さしい る or あ 

ら そふ」 競 ふ。 

【歌 意】 懷舊の 情に 堪 へないで、 春の 夜 を 端 居して るると、 袖に も染 むがに、 梅 

花は馥 郁と 香り、 軒端から 月光が それと 競 ふ や う に、 袖の 硬に 影 を 映し て來 る、 の 

意。 此の 歌 を 懷舊の 哀音と 解す る 事に 對 して は 異論 も あらう けれども、 愚見に 誤り は 

ない ので ある。 梅花と 朧月と を 懷舊の 場面に あしら ふ 事は當 時の 慣用 手段と 言って よ 

い。 新 古今 築 春 上に 定 家の 此の 歌と 1^- へて 家隆、 通 具、 俊 成 女の 同 機の 歌が 出て ゐる 

が、 皆 伊勢 物語の 「月 や あらぬ」 の條を 心に おいて 詠んだ ので ある。 月の 影が 釉 にう 


つるの は 必す淚 を 意味す る 事も當 時の 技巧の 通例で ある。 

(一二) 蟲の音 は ねざめの 夢に おぼえ つ つ 秋の 春に もな りに ける かな (二十 九歲) 

〔字.？ 解】 「おぼえ」 は 記憶の 呼び 起される 事。 「秋の」 のの はがと 同義。 

〔歌 意】 秋 はとぐ に 過ぎ去って 春に さへ なって ゐる もの を、 ふと 目覺 める と！！； t も 

とに なほ 虫の 聲 がして ゐる やうに 思 はれる、 の 意。 

〔批 評】 細やかな 感じの 歌。 われ 等 も 二月 厳寒の 深夜に ふいと 寢覺 めて 枕 もとに 

虫が 嗚 いて ゐる やうな 錯覺を 起す 事が ある。 後世の 小澤 芦庵の 歌に も 

い つまで か 斯くて も聽 かむ^き 弱る 霜夜の 蟲の曉 のこ ゑ 

とあって、 秋^：^^ゃ初冬の頃までは蟲聲を歌った人もぁるけれども、 冬 も 過ぎ 寿に 到つ 

てな ほその 哀昔を 感じた の は 我が 定家 一 入で ある。 

(ニニ) すゑ 遠き 若葉の 芝生う ちな びき 雲雀 鳴ぐ 野の 寿の 夕 ぐれ (三十 二 歳) 

(一四) 霜 まよ ふ 空に し をれ し 雁が ねの 歸る つばさに 寿 雨 ど ふる (三十 七歲) 
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【字句 解〕 「霜 まよ ふ {<H」 霜の 烈しい 寒空 0 「し をれ し」 霜に 弱りて やつれた る こと。 

【歌 意】 霜の 烈しい 塞 空に 弱， 9 やつれて 來た 雁が、 今歸り ゆく 翅には 、春雨が 降 

つて、 先の 哀れな 氣色も 消えて、 のびやかに なって 飛んで ゆぐ • の 意。 これが 普通の 

解釋 であるが、 予のは 違 ふので ある。 下句 は 細雨に 霞み 行ぐ 長閑 さ を 言った ので は 無 

ぐ， しとしとと 雨に 濡れて 行ぐ 哀れ さ を 同情した ので ある。 则ち、 此の 歌 は 徹頭徹尾 

雁が ね を 哀れな ものと 想 ひ 遣った 主觀 味の 作で ある、 と予 は解釋 する。 やはり 定 家の 

歌で 山鳥の 哀れ さ を 歌った のが 秋の 部に ある。 普通の 解釋 は、 春雨 を必す 長閑な もの 

と考 へる 先入主に 誤謬 を 持って 居らぬ か。 春雨の 降る は淚か (古今 集) や、 つれづれ 

と 降る は淚の (和 泉 式部) の 古き はさて 措き、 新 古今 の 中に も、 

っぐづぐと^！！^のながめのさびしきはしのぶにったふ軒のたま水 (行 慶) 

おも ひ あまり そなたの 筌を なが むれば 霞 を わけて 春雨 ぞ ふる (俊 成) 

とい ふ 如ぐ 春雨 を 憂愁 的に 取扱って ゐる。 又、 歸雁を 長閑な 景色に 取扱った 歌 も 無い 


ではない けれども、 

か へ る 雁 霞のう ちに 聲 はしても の 恨めしの 春の 景色 や (後 c:! 羽院) 

聽ぐ人 ど淚は 一" 浴つ るか へ る 雁な きて ゆくなる 曙の そら (俊 戍) 

と 言った やうに、 哀れに 想 ひ 遣った 歌の 方が 或は 多い ので は 無い かと 思 ふ。 それで 定 

家の 一 首 も予は 前述の 如ぐ 解し、 且つ さう 解した 方が 歌 意が 深く も 成る かと 信 やろ の 

である。 和漢 朗詠 猿 や 白 氏 文集な ど を 探したら ば 或は 予の說 を 裏書す る 漢詩が あり は 

せぬ かと 考へ る けれども、 今 は それ を 探して ゐる 時間が 無い。 

( 一 五) 大 淀の 浦に 刈り干す みるめ だに 霞に 斷 えて か へ る 雁が ね (w 十六 歲) 

【字句 解】 「大 淀の 浦に かり ほす」 は 「みるめ だに」 の 有心の 序。 又 「みるめ」 は 

海松と 兄る： HI と を 懸けた ので ある。 

〔歌 ^】 空 ゆく 雁の 姿を兒 送る だけ もと 思 ふに、 大 淀の 浦 は 霞の たちこめ、 その 

姿つ ばら かなら や、 惜しく も 歸，. ^行く よ、 の 意。 
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【批 評】 最勝 SI 天王院 障子の 畫贊の 歌、 此の 御堂 は 洛_3 ^、白 河 村に 在った 後鳥羽院 

勒願 寺で、 御 障子の 名所の 和歌 を 召された の は 承 元元 年 夏の 事であった。 定 家に 充て 

ら れた大 淀の 浦の 障子の 畫は 八幡 平 三 光 時と いふ 繪師に 命せられ た。 予は定 家の 歌に 

よって その 畫面を 想像して 見る。 海濱の 景色、 幹の 太い 松樹 五六 株 を 左前 面に、 海草 

を 拾 ふ 愛二 人 を 右 前面に、 あと は 紺青の 浪と撗 に 數條の 紅 霞。 歸雁は 片影 だに 描かれ 

て 居ない。 光時が假h^に信實ほどの畫ェでぁったとしても定家の歌に匹敵する繪は描 

き 得なかった に 相違 無い。 「大 淀の」 の 一首 は當 時の 和歌の 頹廢的 傾向 を その 最善 最美 

の 姿に 於いて 示現して ゐる。 なほ、 細微な 穿鑿になる が、 此の 歌 は 伊勢 物語の 

大淀 のまつ は つらぐ も あらな ぐに うらみて のみ も か へ る浪 かな 

を 心に おいて 詠んで ゐる。 浪の 代りに 雁が ねを點 出して かへ る を 活かし、 それで 大淀 

の 固有名詞 を 動かぬ ものにして <Q る。 名工の 苦心、 其處 まで 觀て やらない と定 家へ 不 

深切になる。 


( 一 六) しばし とて 出で こし 庭 も 荒れに けり 蓬の 枯葉す みれ まじ に (二十 六歲) 

〔字句 解】 「しばし とて」 暫くの 間で あると て。 

【歌 ま】 聚落へ 引かれて 山の 閑居 を 出て 來た〕 やがて 1^ 此處 へ， 歸 つて 來る どと 心 

にきめ てゐ たのであった。 今日 再び その 閑居へ 來て 見る と、 家 も 庭 も荒廢 してし まつ 

て、 蓬の 枯葉が、 すみれに 混じって ある、 の 意。 

( 一 七) さも あらぬ 草葉 も 春 は 見馴れけ りさ わらび あさる 山の たよ. 0 に 

(二十 九歲) 

〔字句 解】 「さも あらぬ」 なんでも 無い or たよ， 9 に」 便宜に。 又はつ いでの 意" 

【歌 意】 なんでもない 草葉まで も、 春 は 見馴れて 可愛ぐな る 事よ。 山に 蕨 を 採. 0 

に來 たついで に 眼に 着いて は、 の 意。 

(一八) 春の 夜の 夢の 浮 橋 とだえして 嶺 にわかる る撗 雲の {<H  (三十 七 歳) 

【字句 解】 「夢の うきはし」 夢の こと。 本 居 翁の 玉 勝 間に、 昔 大和 國の 夢の わ だと 
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稱 する 所に 渡せる 橋 を 「夢の 浮 橋」 とい ひ、 それ を 夢の 事に もい ふやう になり しと あ 

る。 叉 夢 は 定め 無き もの 故、 比喩的に 夢の 浮 橋と いひ 初めし とい ふ說も ある 。「とだえ 

して」 中絕 のこと。  . 

〔歌 意】 夢 も 見 はてす 中絶して、 春眠から 覺 めた 處、 窓外 を 見れば 撗 雲が 嶺を離 

れて ゆぐ 時であった、 の 意。 

【批 評】 予の觀 る 所を以 つて すれば 新 古今 集 時代の 和歌の 最 佳境 は 美辭の 絢爛 

と、 時代相の 反映と して、 その 裏に 漂 ふ 一 脈の 寂寥で ある。 而 かも、 時として それが 

物心 一 如の 象徵の 高さにまで 來る 事で ある。 好惡は 各人 自由の 問題と して、 此の 一 首 

は 和歌 史上 人 麿の 傑作と 拮抗す 可き もの だ。 王朝 時代の 貴族的 和歌が 迎. -迎 つた 道 は 

此の 一首に 到って 最高 峯に 登， 9 詰めた。 上句 夢 醒めて と 言 はすに 極めて 空想的、 主觀 

的の 表現 を爲 し、 下句 手 を 翻へ して 端的な、 且つ 效 si- 的な 寫 實を敢 へて した。 人間の 

下 凡な 常識 は 一 首の 圈樞が 物に 在る か 心に 在る かに 紛惑 せしめられる。 然 かも、 上下 


兩 句の 間に 些の 破綻 を 示して ゐ ない。 人間の 凡眼 は 一 見して 此の 歌の 美辭， に眩爐 せし 

めら れ る。 さう して、 熟視して ゐ ると 薄明に 眺める 古い 錦 翰の 寂び を 成 得して 來 る。 

此の 一 首を殘 して 他の 何 莴首は 湮滅し 去っても 王朝 和歌の 存在 现由は 確 K であると 言 

はねば ならぬ 0 

( 一 九) おも ふこと たれに 殘 して 眺めお かむ 心に あまる 寿の あけぼの (二十 九 歳) 

【歌 お 心に 満喫す る 美ぐ しい この 春の 曙よ * 此の 光 E 京に 深ぐ 染めた 吾が 心 を 後 

の 世の 何人に 殘 して 傅へ やう か、 の 意。 卽ち 後世の 誰 人が、 吾 ほどの 心持ちで、 ft 曙 

を 眺める であらう かとい ふ 意が 暗示され てゐ る 0 

【批 評】 同じく 春 曙の 吟 であるが 前揭 「春の 夜の」 よりも 一層 唯 心的で ある。 想 

調 共に 定 家の 本格。 幽玄と か 有心と かいふ は 斯様の 歌から 演繹され る 歌論で ある。 香 

川景樹 の 

旅に して たれに 語らむ 遠つ あ ふみい なさ 細 江の 春の 曙 
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のおれ は 現在 人で あるが、 定 家の たれ は詞 友で も 無ぐ、 戀人 でも 無ぐ、 おぼろげに 心 

に 描いた 後の世の 人で ある 0 同じく 彼れ の 作 

いにしへ の 人に 見せば や 櫻 花 たれ もさ こそ は 思 ひお きけ め (二十 歲) 

のおれ は 先の 代の 人であって、 これ は 後の世の 人で ある 處に 差別 は ある けれども、 共 

に 愛着の 永久性 を 歌った 事 は 一 つで ある。 新樣の 歌は槪 念に 墮ち 易い ものであるが、 

さすがに 定家は 調子と 句法との 上から 感情 を 吹き込む で 立派な 歌に してる る。 

(二 〇) 田 子の 浦の 浪も ひとつに 立つ 雲の 色 わかれ ゆぐ 春の 曙 (五十 四 歳) 

【歌 意】 田 子の 浦の 沖合 を 眺める と浪の 色と、 同じ 色の 雲が、 漸時 異なった 色に 

別れて 明け 離れ ゆぐ 春の 曙よ、 の 意。 

(ニー) 紀の國 や 吹 上の はまの 濱風も 春 はの どけくな， 5 ぬ ベら なり (二十 九歲ー 

〔字句 解】 「ベら な，.^」 可き 様な りの 意。 

【歌 意〕 吹 上の 名に しおひて 常 は 荒らき その 濱風 も、 今日 此の頃の 春べ はな ごや 


かにな つて 行ぐ やう だ、 の， MO 

【批 評〕 ^揚 にす ばりと 歌った 處が 佳い。 吹 上の 濱は當 時 最も 愛好され た 歌枕の 

1 つで、 

秋風の 吹 上に 立てる 白菊 は 花 か あらぬ か浪の 寄す るか (古今 狼) 

を 本^と して、 澤 山の 歌が 詠まれて ある。 定家 にも 数多ぐ あるので あるが、 此の 一首が 

最も 秀れて ゐる。 次の も 佳作で ある 0 

今 C2 ど 見る かざしの 浪の 花の 上に いと はぬ 風の 吹 上の 濱 (五十 四 歳) 

(ニニ) 朝露の 知らぬ 玉の緒 ありが ほに 萩植 ゑお かむ 春の まがき に (三十 五 歳) 

〔字句 解〕 「朝露の しらぬ」 朝露の 如く 明日 を も わからぬ。 「玉の 緖」 生命。 「ありが 

ほに」 有. 5 さうな 顏 をして。 

【歌 意】 自分 はかう して 春の 庭に 萩を植 ゑて ゐ るが、 この 获の花 を かせる 秋 ま 

で、 生き 畏らへ るか、 どう だか わからぬ 0 それ を 生命の あ. 0 さうな つもりで、 萩を咅 
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ふこと よ、 の 意 0 

r 批 評】 あ の 儘の 素直な 作。 三十 五 歲の壯 者で 朝露の 知らぬ 玉の緒と は 銜ひ過 

ぎぬ かの 疑問 も あらう が、 それ は 鎌 倉 初期の 時代 思想の 反映で、 定家 として は 實感に 

相違 無い。 無常観 は 弱冠の 頃から 深ぐ 滲み込む でゐ るので ある。 又 日記に 據れ ば、 定 

家 は 幼少から 鬼 角 病身であった。 早老の 體質 でも あつたと 推察 出來 る。 それで 此の 歌 

は 一 層 自然な 感じが する。  * 

ひとす おに 賴 みし もせす 春雨に 植ゑ てし 菊の花 を 見む と は (二十 八 til) 

とさへ 歌って ゐる。 嵯峨の 山 莊で萩 薄 等 を 栽 ゑ させた 由が 日記 (正 治 元年 四月の 條) 

に 誌る されて ある。 定家は 今日の 言葉で 言へば 造 庭 や 園藝の 趣味が 深かった らしい。 

尤も、 貧乏であった から 決して 贅澤 な眞似 は出來 なかった が。 

庭の 面 は 柳 さぐら を こき ませむ 春の 錦の 數 ならす とも (七十 一 歳) 

「庭前の 小樹を 剪って 八重 櫻の 枝 を續 ぐ」 とか、 「去年 所 栽の 橘 花 開いて 欣感」 など 


と 書いて ゐる。 梨の 接 木 をして ゐる。 椿、 牡丹、 瞿麥、 南 天竺な ども 植 ゑて ゐる。 

(二三) かざしも て^らす 春 日の のどけ きに 千代 も經 ぬべき 花の 蔭 かな 

(二十 九歲) 

〔字句 解】 「かざしもて」 屠し 持ちて、 卽ち 花を髮 又は 冠に かざして。 「經ぬ べき」 

經る ことが 出來 やう。 

(二 四) 山の端の 月 まつ 空の 匂. ふよ.^ 花に そむく る泰 のと もし 火 (五十六 歲) 

【字句 解】 「に ほふ」 映 § る、 つやめぐ、 趣 ある こと。 「より」 故に。 に 依って、 の 

意 0 「花に そむぐ る はるのと もしび」 花に 對 して 後向きと する 寿 宵の 燈 火。 

〔歌 意】 山の端の 月が まさに a ようとして 空が ほの 明るぐな つて 來 たので、 やが 

て 射す 月光に よって 映 ゆる 花の 風趣 を 味 は ひたさに、 寒 宵の 燈火を 花に うしろ 向きに 

する、 の 意。 

(二 五) めかれせ すいと ど樱ど 惜しまる るう ち も まぎれぬ 春の 山里 (二十 九歲) 
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【字句 解】 「目 かれせ す」 目を離さ すして 見る、 注視す る。 「いと ど 」 ますます、 い 

よいよ 。「惜 まる、」 愛づ、 いつぐ しむ。 「うち もまぎ れぬ」 うち は 接頭語、 もは^^嘆 

助詞。 

【歌 意】 何ものに も 眼 を まぎら はされ ない、 煩ら はされ ない、 靜 かなる 寿の 山 住 

で、 櫻ば かりに、 眼 を 離さす して 見守って ゐ ると、 いよいよ いつぐ しぐ 思 はれる、 の 

意 0 

〔批 評】 何とい ふ靜 かな、 しんみりした 歌で あらう。 めづ らしぐ も、 此處 は禁庭 

で 無く 水無瀨 でも 無い。 樱花を 題に して 秀歌の 詠み 競 ベ を し よ うと 言 ふので は 無い。 

山中の 花に 一 人對 座した 定 家の 心の 姿で ある。 山家 集の 西 行の 境地で ある。 

(二 六) あしび きの 山 櫻戶を まれに あけて 花 こそ あるじ たれ を 待 つらむ 

(五十八 歲) 

【字句 解】 「山 撄戶」 、普通 「杉の 戶」 「松の 戶」 などとぃ ふはその建築の用材にょ，c^ 


いふので あるが、 こ、 では、 山 櫻の 疾き^ ちた 山家と 採る 方が よい。 

【歌 意】 山樱 の^き 満ちて ゐる 山の 家で は、 偶々 門 を 開いて あって、 具 處に其 家 

の 主人 ® に 樱花 が^き 盛って ゐ るの は、 一 體誰を 待って ゐ るの だら う、 の 意。 

(二 七) 名 もしる し 5^ の あらし も 雪と 降る 山 さぐら 戶の 曙の そら (五十 三歲) 

〔字句 解】 「名 もしる し」 嶺の あらしに 懸， 9 嵐 山の こと 0 「山 樱戶の 曙」 は戶を 開け 

るに 懸けて ある。 

【歌 意】 この 家の 朝戶を 開けて ると、 向う の 嵐 山 は その 名の 通， 9 花 吹！ J^rll の 嵐で 

ある、 の 意。 

(二八) 庭 もせに うつろ ふころ の 櫻 花 あした わびしき 數 まさ h> つつ (五十 三歲) 

【字句 解】 「庭 もせに」 庭 も 狭くなる 程。 「うつろ ふ」 散る。 「かす」 落花の 數。 

【歌 ま】 散り 方の 櫻の 花 は、 庭 も 狭くなる ほど、 朝每に 落花の 數を增 して • わび 

し. S ことよ、 の 意。 
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(二 九) みぐ り はふ 汀の まこもう ちそよ ぎ 蛙 鳴ぐな， 9 雨の ぐれ 方 (二十 九歲) 

〔字句 解】 「みぐ，.^」 三稷 草、 萍草 科に 屬す る 草。 「はふ」 這 ふ。 「まこも」 眞菰の 

こと リ 

r 批 評〕 自然 そのもの。 三稜 草と 眞蔬 草と 二種の 草 を  一二 句の 中に 無造作に 取.^ 

入れて、 それが 少しも うるさく 無 いのは 手際で ある。 

(三 〇) つつじ 疾ぐ 苔の かよ ひ路赛 ふかみ 日 かげ を わけて 出づ る 山び と 

(二十 九歲) 

〔字句 解：】 「ふかみ」 深い 故に。 「日 かげ」 日光。 

S 意〕 ^き 盛る つつじの 中 を わけて 出で 來る樵 夫 は、 恰も その 花に 照り映える、 

赤い 日光の 中 を、 分けて 出て 來る やう だ、 の 意。 

【批 評】 鮮やかな 印象的の 作。 

嚳 

(三 一 ) かすま さる 吾が あらたまの 年 ふれば あ. 9 しょりけ に 惜しき 卷 かな 


(七十 1^) 

【字句 解】 「かすま さる」 救が！？ す. - 卽 ち年齡 をと る。 「新 玉の」 枕詞。 「ありし よ 

b  - 北口 よ h は。 「 けに」 まさ つ て。 

r 狄 意】 年齡 が^して ゆぐ 程、 昔日より 一層 まさって 惜しく 思 はれる i^i^ 赛 である 

わい、 の 意。 

〔批 評】 老境の i^u 豕が泰 の i: 布れ の述愤 である〕 何でも無い やうで 深みの ある、 し 

んみ りと した 作。 技巧 上から 觀て 面白 いのは 「新 玉の」 とい ふ 枕詞 を 七 昔の 句の 中に 

^入した 傍 若. 恥" 人 さで ある。 同じ 百 首 歌 (負 永 元年 四月 關白 左大臣 家 百 首) の 中に 今 

1 つ、 

秋の 月た まき は るよ のな な そ ぢに餘 りても の は 今 ど 悲しき 

义、 五十^：^^の內裏百首中にも 

うばたまの 夜 わたる 月の すむ 里 はげに 久方の 天の 橋 立 
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夏  可 

(三 二) なにとなく 過ぎに し 春 どした はるる 藤つつ じ疾ぐ 山の ほそ 道 (二十 六歲) 

【批 評】 斯うした 無技巧の ただごと 歌が 拾遺 愚 草 中に あるの かと、 まだ 讀 まぬ 人 

は 疑 ふで あらう 0 

(三 三) 暮れ そめて 草の葉な びく 風の 間に 垣根す すしき 夕顔の 花 (三十 ニ歲) 

(三 四) たかせ 舟ぐ だす 夜 川の みなれ 棹 とりあへ す 明くる 頃の 月影 (四十 ー歲) 

【字句 解】 「たかせ 舟」 高瀬舟と 稱 する 川 舟の 一 種。 「みなれ ざ を」 水に 馴れた 棹。 

「とりあへ す」 棹 を 取， 0 あへ すの 意と、 猶豫 なぐ、 すぐに、 早々 にの 意 も 含まれ てゐ 

る。 上句 は 有心の 序 0 

【歌 意〕 夜の 川 を 下す 高瀬舟の 水馴棹 を、 取り あへ ぬう ちに 早々 明ける 此の頃の 

短夜の 月 かげよ、 の 意。 


【批 評】 短夜の 月光の 明け 易 さ を 目前の 情景 を 序と して 巧みに も 涼しぐ 言 ひ 現 は 

した。 處女作 (初學 百 首) の 中に 

五月雨に 水な みま さる まこも 草み じかぐ ての み 明ぐ る 夏の 夜 

と 言 ふの が ある。 構想 は 全ぐ 同一 である。 兹に 注意すべき は 頃の 月影と いふ 結句の 變 

11 である 0 

立ちのぼる 南の はてに 雲 は あれ ど 照る 日ぐ まなき 頃の 大空 (三十 五歲) 

遠山の こなたの 空の むら 時雨ぐ もれば かかる 頃のう き 雲 (三十 五 歳) 

影 を 又 あかす も 月の そふる かな 大方 秋の la^ の あはれ に (三十 七歲) 

後 京 極.： 12- 經等 にも 同様の 結句 は あるが、 多分 定 家の 創意で あらう。 

(三 五) 行きな やむ 牛の 步 みに 立つ 塵の 風 さへ 暑き 夏の 小 車 (三十 五歲) 

【批 評】 小 車 は 百 敷の 大宮人が 乘る 牛車で ある。 此の 歌 は 他人の 牛車の 遲々 たる 

進行 を 11 から 眺めての 作と しても 面白い けれども、 作者. E 身が 乘 つて 居ての 資 感と觀 
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る 方が 1 層 適切の やうで ある。 大宮人の 定家は 牛車に 乘る 資格 は 勿論 あつたが、 「亂代 

の 貧者」 の 彼れ はろ ぐな 車 を 持って ゐ なかった らしい。 或る日 逢坂 山で 急 雨に 出會 ひ、 

弊 車 輸が危 ぐな つたので 馬に 乘り換 へ て歸 宅した 彼れ である。 又 或る 夜宜秋 門院から 

俄にお 召が あつたが、 あいに ぐ 牛車 を 持ち 合 はせ ない。 やっと 牛 を 借りて 參 殿した 彼 

れ である。 新う した 貧者の 定 家が、 借り ものの 車に ちょこ なんと 乘 つて、 牛の 蹄から 

起る 風 埃に 咽 せんで ゐる處 の 告白と 觀た ならば、 此の 一 首 は 余程 現赏 味が 豊か にな 

る 0 

(三 六) 夕立の 雲間の 日 かげ 晴れ そめて 山の こなた を わたる 白鷺 (三十 歳) 

〔批 評】 翠微の 前面 を 横ぎ る 白點々 の 群禽を 見よ。 當 時の 驗畫的 傾向 を 代表す る 

作 0 

(三 七) このごろ は 南の 風に うきみる のよ るよ る 涼し 声の やの 里 (五十 九歲) 

【字句 解】 「 うきみる」 浮 海松に て、 海松の 水に 漂 ひ 居る も の、 此の 場合 は 有心の 


枕詞。 「よるよ る」 夜々 にして、 浮 海松の 寄る と 受けた ので ある。 「声の lif の 里」 漆の 

國の 名所。 

秋  i 

(三 八.' 風 立ちて 單 */ にかけ る はやぶさの 早く も 秋の けしきなる 力な (三十 歳) 

〔字句 解】 「かける」 は 空 高ぐ 飛ぶ の 意。 「はやぶさ」 は 猛翁顿 中， M 科に 鬮 する 维と 

！^する^::^ 而 して 上句 全體は 「早ぐ も」 を 起す ための 有心の 序詞" 

rt?^ 意】 風が 吹いて、 澤邊の 空 を 車が 翔けて ゐる。 もはや 秋の 景色と なって 來た 

Ig- である わい、 の-お。 

【批 評】 一首 も 亦、 風筌を 翔る 車の 如く、 爽やかで 且つ 緊張し 切って ゐ る。 

(三 九) 芽ぐみぬ と 晃れば 幕れ にし 寿の 草 風に おどろぐ 秋は來 にけ り 

(制作 歲未 勧) 
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【歌 意】 時の 推移の 迅速 さ を 草に 寄せて 詠 ひだ 歌 。おどろいた (うち そよ いだ) 

の は 草の葉で あり、 作者の 心で も ある。 

【批 評】 物象の 移りに 眼 をみ はって、 その 速 かさ を 美 句と 機智と で 表現す る 事 

ま、 

昨日 こそ 早苗と b しか い つの まに 稻葉 そよ ぎて 秋風の 吹ぐ (古今^) 

の 古から 

なつかしき 若葉の かげに な， 9 にけ， 0 咋日か 吹きし 木 枯の杜 (香 川景樹 ) 

の 近世に 至る まで、 歌人の 遊戯の 一 つの やうに なって、 類 想の 歌が 無數 にある ので あ 

る。 その 中で、 定 家の 此の 歌な ど は 最も 自然の 儘で いや 味 無ぐ、 線の 太い 佳い 作 だと 

思 ふ。 

(四 〇) かへ りみ る 裾野の 草葉 かたよりに かぎりなき 秋の 山お ろしの 風 

(四十 三歲) 


【宇 句 解】 「かへ りみ る」 後の方へ 振. - 向いて 見る。 「かたよ， 9」 一方へ 偏す るの 意。 

【比 ^】 調子 は 新 古今の 本格で あ..^ ながら、 それで ゐて 寫實の 確か さ を见る 力よ 

い。 初 句、 か、 へ、 り、 み 〔0 で 作者の 位置と 姿態と が 具象 化された。 把々 たる 草原の 中に 立ち 

i むだ 人間 一個の 寂寥の 姿 を 見よ。 下句に は 白 氏 文集の 望秦嶺 上回 頭 立、 無限 秋風 吹 

白 鬚 を 聯想せ しむる もの 無いでも 無い が、 決して 漢詩の 直譯 ではない。 尤も、 ^時の 

和歌 は 漢詩の 影轡を 被った 事尠ぐ 無い、 殊に 格調の 上に 於いて。 多藝 多能の 定家は ゆ" 

詩の 摸倣 を も 善くした。 日記 中に 絕 句の 佳調 を 折々 見せて ゐ る。 家 紫 中に も、 

花 ざ か り、 む、 なじ、 き、 山に 一 冗ぐ^、 の 心 知らる る 暴の 夜の 月 (三十 歳) 

ぎ、 の If の^、 のぎ ゲは 月の ほど 寿 は 千里の 日ぐ らしの 空 (三十 歲) 

過ぎ ラ くと 人の 聲 する 宿 もな し 入江の 浪に 月の み ど 澄む (三十 五歲) 

来し方 も 行く さき も 見ぬ 浪の 上の 風 をた よ.^ に 飛ばす 船の^  (三十 五歲) 

、丽 、お、 の 、花、 の 、錦のお も かげに、 庵、 悲、 しい」、 秋 の 夜の 雨 (三十 五歲) 
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釣 舟のう かぶ 浪路に 月 老いて 人と 秋との 別れ を ど 思 ふ (三十 五歲) 

と 言った やうな 生硬な 漢詩 直譯が ある。 これら は 一見 新ら しぐ 見える げれ ども、 再讀 

三讀 すると 倭 歌で 無い 事に 感付ぐ。 新 古今 集の 

昔お も ふ 草の 庵の よるの 雨に 淚な添 へ そ 山 ほととぎす (俊 成) 

も 有名な 歌で あるが、 實は 鍍金であって、 金で は 無い。 明治時代の 西洋式 文脈の 文 一!;!!. 

の やうな ものである 0 

(四 一) 旅人の 袖 吹き かへ す 秋風に 夕日 さびしき 峰の かけはし (三十 五 歳) 

【字句 解】 「峯 の梯」 山の 棧道。 卽 ちけ はしき 處に 板な ど を 渡した る 橋の 意" 

【歌 S 夕陽 さびしげ に 照， 9 わたる 山中の かけ 橋 を 渡って 行ぐ 人の 、旅装の 袖 を 

秋風が 吹き かへ して ゐる、 の 意" 

(四 二) 淺茅 生の 小 野の 篠原 うちな びき をち かた 人に 秋風 ど 吹く  (五十 三 歳) 

【字句 解】 「淺茅 生の 」 小 野に 懸る 枕詞、 「をち かたび と」 遠ぐ を 行く 人。 


【：^^  3 野の 膝 が 押し 靡かされ さう して 遠く を 行ぐ 人に も 秋の 風の 吹ぐ のが 見 

える、 の 意。 

【批 評】 此り 歌と 「旅人の 袖 ふき かへ す」 の 歌と は 額 似の 對象を 持つ 双璧で ある。 

新 卜：： 今 狼 化の 客 的倾 向、 输畫 的描寫 は 此の 一 首に その 造慽 無き 代表^ を见出 だし 

て ゐる。 さう して 此の 盡幅 は、 墨 一色で 無く、  ^厚 瑰麗な 丹靑を 惜氣も 無く^ 上げて 

おかれながら、 觀 者へ 傅へ る 印象 は蕭々 たる 寂寥 慼 である。 繰返して 言 ふ 時代 特色、 

"1 爛と寂 霧との 不可 識な， 揮 和 を 視ょ。 

(U1 二) みわたせば 花 も 紅葉 もなか h- けり 浦のと まやの 秋の 夕 ぐれ (二十 五歲) 

「字 ，os^】 「沛の 苦， feu は 茅が やな どに て醫 きたる 蠻の小 家。 

S 蠻の小 家が 淋しげ に 立って ぬる 海邊の 秋の 夕 景色 を 眺めて 居れば、 その 

物 哀れ さは 格別で、 世に 花 も 紅葉 も いらぬ わい、 の 意。 

【批 評〕 扉 曙を麗 はしい ものの、 秋 夕 を 淋しい ものの 代名詞の 如ぐ 思って ゐた當 
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時の 歌人 達 は、 「秋の 夕暮」 と先づ 結句に 置いて、 もの 哀れな、 淋しげ な 歌 を 競 詠した 

かの 觀が ある。 當時無 數の秋 夕の 歌 は 大方 新う した 觀 念から 築造して 行った もので、 

自然の 對 象に 直面して 寫實 して 行った もの は 頗る 稀 有な ので ある。 定 家の 此の 歌に し 

て も、 その 制作 過程 を 想像 すれば、 多分 彼れ はいろ いろと 物 哀れな 情景 を腦 裏に 描き 

つつ、 最後に、 搭邊の 愛の 小 家 かな 藻し ほ燒く 煙の 一す ぢ 細く 立ち 登って ゐる 遠景 を 

心眼に 視 た。 或は それ は內 裏の 御 障子の 鯖であった かも 知れない。 しめた、 是れ だ、 

と 下句 を呵 成した 彼れ は、 冷然と して 智に 返って 上句 を 案じ 初めた。 その上 句の 觀念 

と 下句の 景物と が 一 呼吸の 律動で 生命 付けられて ゐる處 は、 定 家が 例の 手際で ある。 

心なき 身に も あはれ は 知られけ り嶋 立つ 澤の 秋の 夕 ぐれ (西 行) 

など も 「見渡せば」 と 全ぐ 同 1 の 制作 過程 を 取った に 相違 無い。 下句 は實 際の 觀 相で 

あつたと しても、 上句 は 後から 附 けた 槪念 である。 

(四 四) なほ ざり の 小 野の 淺茅 におぐ 露 も 草葉に あまる 秋の 夕 ぐれ (五十 五 歳) 


〔字句 解】 「なほ ざり」 等閑、 うち 捨てて あるかへ り 見られない 。「淺 茅」 茅の ま" 

らに生 ひて ある 所。 「も」 さ へ も 0 

【歌 意. 1 かへ， 9 見られない 野の 淺 茅に 置ぐ 露 さへ も、 草葉に あまる ぐら.^ に 結 ひ 

でゐる 秋の 夕 一輪で ある。 況して 有情の 人間の 袖の露 は 一 層繁 いとい ふ 心 持 を 暗示して 

ゐ る 0 

(四 五) ほのかなる 鐘の ひびきに 霧 こめて そなたの 山 は 明けぬ とも 見す 

(五十八 _f) 

【宇 句 解】 「鐘」 こ、 では 曉鐘 。「あけぬ とも 見す」 明けた とも 見え わかぬ わい の 

意。 

【批 評】 ！；、 矿 だの 山 は 無論 曉 鐘の 響いて 來る 方の 山で ある 。換言すれば、 その 山 

. の 中 股 か- m 上 かに 寺院が 籠って ゐ るので ある。 手際の よい 寫實。 洛外 西 山邊の 秋が 髮 

餘 として 心に 浮ぶ。 
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(四 六) 天の原お もへば か はる 色 もな し 秋 こそ 月の 光な り けれ (二十歳) 

〔歌 意，】 思うて 見れば、 天 {仝 は 常に 變る色 も 無い。 してみ ると、 唯 「秋」 とい ふ 

ものが 月光 を 不思議と 冴えさせ るので ある わい、 の 意。 

〔批 評】 此の 歌と 同一の 思想 を甚 としたの が 晩年に も 一首 ある。 

時 わかす 空 ゆぐ „ ^の 秋の 夜 をい かに 契りて 光 そふら む (七十 一 歳) 

乍 併、 晚 年の は 乾燥した 知であって、 處女 作の は 立派な 歌で ある。 思へば か はる、 

秋 こそ 月のに 感情の 律動が ある。 此の 歌な ど は 目で 讀 むべき で 無ぐ、 耳で 聽ぐ 可き 本 

來の 歌な ので あらう。 變る色 も 無し を 少しぐ 穿鑿す る。 

時 わかぬ 波 さ へ 色に 泉 川 はは その 森に あらし 吹く らし (三十 二 歳) 

淸見潟 ひま ゆく 駒 も 影う すし 秋な き 波の 秋の 夕 ぐれ (五十 M 歲) 

{ 仝 や 水 は 時候の 推移 を 知らぬ もの、 四季に よる 色の 變化 無き も の と 言 ふ考へ であ 

る。 近 人から 観れば ほ 然の 眺め 方が 不足して ゐ ると 言 はれさう だ 


あざ； t- ふ 

(四 七) ながめ じと 思 ひし もの を淺茅 生に 風 吹く 宿の 秋の 夜の 月 (二十 五歲) 

【字句 解】 「ながめ じ」 物 を 思 ひながら うち 見る こと をし まい。 「あさ r,- ふ」 茅の 生 

えて ゐる 所。 

【歌 意】 物 を 5.^ ひ 乍ら 見る こと はしまい と 思って ゐ たもの を、 淺茅 生に 風が 吹ぐ 

吾が の 秋の 月 をつ い 眺めて、 物の 哀れ を 思 はすに ねられぬ 事よ、 の 意。 

〔批 評】 幽玄 有心の 趣。 美と 寂との 融合。 思 ひし もの を、 淺芽 生に、 風 吹く あた 

りの 旋雜の 美 く..， - さに まさしく 新 古今 調の 本格で ある。 

(四 八) 月き よみ 叫 方の 大空 雲き えて 千里の 秋 を うづむ 白雪 (二十 八 歳) 

【字句 解】 「きょみ」 淸 さに である。 「千里の 秋」 上句の 大 {<H に對 する、 千里の 外の 

秋の 風物の 意。 

【歌 ^】 . ^の淸 さに 天雲 は 消えて しまって、 ただ 地上の 萬 象 を 雪の 如き 月光で 稷 

つて ゐる、 の 意。 良經 にも 殆ど 同 一 の 歌が ある 0 
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雲き ゆる 千里の 外に 空 冴えて 月より うづ ひ 秋の しら 雪 

月光 を 雪と して 形容す るの は、 漢詩の 影響で あらう。 

(四 九) 月淸 みはね うちか はし 飛ぶ 雁の 聲ぁ はれなる 秋風の そら (二十 九歲) 

(五 〇) 明けば また 秋の なかば も 過ぎぬ べし 傾ぐ 月の 惜しき のみ か は (二十 九歲) 

【批 評】 仲秋 明月の 吟。 十五夜が 明ければ 秋の 半が 過ぎ去る の は當然 だ、 理窟 だ、 

知識 だと 此の 歌 を 貶しめ て はなら な い。 一 首 は 感情の 律 励で 貫かれて ゐ るから 立 1^ な 

詩で ある。 一 の 句、 三の 句、 結句と 感動が 呼吸して ゐ るの を 見逃して はならぬ。 後 鳥 

羽院が 或る時 家隆を 仙 洞に 召されて、 「當今 第一 の 歌人 は 何人 か」 と 御下問せられ た。 

家 隆は御 返事 申 上げす に 返 出した が、 その 抉から 紙片 を 落して 行った。 院が何 心なぐ 

それ を 拾って 御覽 になる と、 「明けば 又」 の 歌が 窨 かれて あった。 新 様な 揷話を 何 かの 

髓腦 物で 讀んだ 事が ある。 

(五一) いざさら ば 尋ねの ぼ. 9 て關据 ゑむ ただ 此の上 ど 月の 入る 峰 (三十 五歲) 


〔批 評〕 此の 歌 は 多分 業 平の 

飽かな ぐに まだき も 月の 隱る るか 山の端 逃げて 入れ や も あらな む 

から 暗示 を 得た ので あらう。 定家は 伊勢 物語の 大 の禮讃 者で あった。 業ギの 歌に は 

有ぎ 務が ある けれども、 定 家の 方の は餘， 9 にぶつ きら 棒； UO 乍 併、 その ぶっきら棒 

の放謄 さが 此の 歌 を 理窟に 墮 さすして 感励 的の ものに 救 ひ 上げた ので ある。 

(五 二) 眺 むれば 松より 西に な. ^ にけ り 影 はるかなる あけがたの 月 (二十 九歲) 

(五三) 大空に かかれる 月 も 商 まどの 野べ にぐ まなき 草の 上の 露 (五十 四 歳) 

【字句 解〕 「月 も 商 まどの」 高ま ど は、 寧樂の 南方、 高圓 野と 稱す る 野の 名。 商 は 

月 が^ぐ S にある 意と、 野の 名との 懸詞、 「くまな き」 隅々 まで 行き渡って ゐ るの 意。 

【歌 意】 大空に かかって ゐる月 も .M ぐ 照り、 高圓の 野の 隅々 にまで、 草の 上に 露 

が^いて、 その上に も 月光が 映 じて ゐる、 の意リ 

(五 四) 秋の 月 川お と 澄みて 明かす 夜に をち かた 人の たれ を訪 ふらむ (五十 五歲) 
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S 月 前 遠 情の 歌。 嗟峨、 水 無 獺、 或は 美 豆 野と かの 川岸の 名所 を 月夜に 憶 

ひやり、 其處の 里人 (をち かた 人) が、 この 月明に 乘 じて 水 を 渡り、 叉 は 岸を步 いて 

誰か を 訪ねて 行ぐ であらう と 想像して 詠める 歌。 

(五 五) ももし きのとの へ を 出づる 宵々 は 待たぬ に 向 ふ 山の端の 月 (七十 一歳) 

【字句 解】 「ももし き」 百 敷で 禁中の こと。 「との へ」 殿上。 

〔歌 意】 禁中 を 退出して 來る晚 毎に、 待つ とし もな く、 おの づ から 取 山の 月 を ま 

ともに 見る の 意。 大宮人で ある 作者の 生活の 1 端が 窺 はれる。 

(五六) 衞士の 焚ぐ 煌ば か， 5 はさ も あらば あれ 雲ゐの 月の 秋風の 制作 歳 未循) 

【字句 解】 「衞 士」 衞士府 に 屬し禁 庭 を 守る 兵士。 「さも あらば あれ」 遮莫、 せむ か 

たな けれどの 意。 

【歌 意】 衞士 のた/、 烟 ばかり は、 せむ かた もない が、 禁 庭の 月 はた だ それが 聊か 

の 障りと い へばい ふだけ で、 秋風の {4- にか かって 格別 冴え渡って ゐる、 の 意。 而も そ 


の 字む 火の 烟も却 つ て 風情 を 添へ ると い ふ 心 持 を 暗 示して ゐ る。 

(五 七) 秋の 夜の 有 明の 月の 月影 はこの 世なら でもな ほや 忍ばむ (二十 九 歳) 

S 意】 秋の 有 明の 月の あはれ さは、 この 世で なぐ、 死む で來 世に 行って からで 

も、 ひ 出す であらう、 の 意。 

【批 評】 現世の 人間 生活 は 厭離しても、 花鳥風月の 折々 の 美ぐ しさ だけ は 深い 執 

着と なって 來 世まで も 身に 添 ふとい ふ 事で ある。 四季 自然の 風物 は 萬 葉 猿の 歌人に 取 

つ て は何處 まで も 現世 現實 の哀樂 であり、 古今 橥以來 の 王朝 歌人に 取って はまと して 

風流の 遊びの 對 象であった。 新 古今 集の 歌人に 取って は、 最も 深化して、 それ 等 は 流 

轉 の！^ ズ 婆に 於け る 唯一 の 美ぐ し S 愛着 物と なった ので ある。 此の 愛着が 增 長して は、 

一 旦 厭離した 答の 人生 を も 花 月の 爲 めに 嘆美す る 事 さへ ある。 自然美と 人間苦と は、 

彼れ 等の 心中に 深刻な 對照 となって、 不斷の 葛藤 を 生まし めて ゐる。 彼れ 等の 花鳥 風 

月の 詠嘆 は 腔 接 間接に、 明示的 暗示 的に、 無常 觀の黑 い 背景 を 持って ゐる事 を 忘れて 
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はならない 。予が 繰り返して 言 ふ 絢爛 裏の 寂び しさと は その 事で ある 。新 古今^の 歌 を 

單 なる 美辭の 羅列と 考 へ るの は 極めて 皮相な 觀察 である。 保 元 平 治の 亂 から 平家の 沒 

落、 源氏の 內爭、 承 久の亂 に 終る 戰亂 期の 世相 は 必然の 結果 人々 を 厭世的なら しめた 0 

殊に、 權 力の 衰頹 して 行ぐ 朝廷と その 周 園の 貴族 社會 では 一 層 さう であった。 西 行の 

遯世 も 長 明の 方丈 記 も その 間の 所產 である 繰り返して 言 ふが、 新 古今 集の 人々 の 華 

麗を 極めた 言葉の 花は斯 樣の寰 境に 在って 創造せられ た 不可思議な 記念物で ある 事 を 

忘れて はならない。 花 月に 對 する 愛着の 歌の 代表的な もの は 何と 言っても 山家 壤の中 

に 一 番多 いので あるが、 拾遺 愚 草 中に も猶 左の 如き 佳什が ある 0 

あおきな ぐ 此の世 を 身に もしむ るかな 梅が 枝 過ぐ る 風の 名殘に (二十 ー歲) 

なべ てに ど 惜しみ もせ まし 櫻 花 思 へ ば 何のち ぎりな るら む (二十 一歳) 

惜しま じょ 櫻ば かりの 花 も 無し 散る ベ き爲 めの 色に も あるら む (二十 五 歳) 

吹ぐ 風 も 散る も 惜しむ も 年 ふれ どこと わ <y 知らぬ 花の 上 かな (二十 九歲) 


奢よ ただ 露の たま ゆら ながめして 慰む 花の 色 はう つりぬ (三十 五歲) 

露の 身 はかりの やどりに 消えぬ とも 今宵の 月の 影 は 忘れ じ (二十歳) 

(五八) 秋と だに 忘れむ と 思 ふ 月 かげ を さも あやにぐ に 檮っ衣 かな (四十 歳) 

【字句 解】 「秋と だに」 秋と いふ 事ば かり も J 「 さも」 さやう に。 「あやにぐ に」 意 

外に、 折 あしぐ、 意地 わるく。 

【歌 ^】 秋の 夜の 月影 は 哀れに 悲しぐ、 堪へ 難い 心地 もす るに、 せめて 秋と いふ 

ことば かり も 忘れむ と 思 ふのに、 生憎と 衣を檮 ち 出して、 秋 節の 悲哀 を 傅へ、 秋 を 忘 

れ しめぬ わい、 の 意。 

(五 九) 衣う つ ひびきに 月の 影 ふけて 道行ぐ 人の 昔 もき こえす (二十 九 歳) 

【批 評】 後 德大寺 實定の 有名な 今様 も 哀れで あるが、 定 家の 此の 歌 も 松て 難い。 

^久 元年の 作で あるから、 奥州 征伐 を 終へ て賴 朝が 入洛した 年の 事で ある。 亂 裡の恭 

とまで は あらす とも 洛中 洛外に 不安の 雲 は 漂って ゐ たに 相違 無い。 禱 衣の 昔に 中天の 
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月 は 更けて、 都 大路ば 人 昔 もしない と、 定 家が 淋しがって ゐる。 良 經が李 白の 子夜吳 

歌 を 想って、 

かへ るべ き 越の 旅人 まちわびて 都の 月に 衣う つな 

と 詠嘆した の も 此の頃の 秋で は 無かった か。 

(六 〇 ) 鹿の 昔 はった ふる をち の あはれ にて 宿の けしき はわれの みや 見む 

(二十 八 歳) 

【歌 意】 鹿の 遠 昔 を 聞いて、 遠方の 物の 哀れ さ を 身に しめて ゐ るが、 この 哀れ さ 

は 諸人 も 感じて ゐる であらう。 然し 自分 は その上に、 吾が！ 5^ び 住みの 家の 景色の 哀れ 

さ を 重ねて 成 じて ゐ るの 意。 

なが むれば 千々 にもの 思 ふ 月に また 吾が 身 ひとつの 祟の 松風 (長 明) 

と 同 巧で ある。 

(六 一) ひとりぬ る 山鳥の 尾の しだり 尾に 霜お きまよ ふ 床の 月影 (四十 歲) 


【字句 解】 「霜お きまよ ふ」 霜の 置き 5i るる こと、 卽ち 霜の おびただしく 》 ^きたる 

ま〕 「芦 ~ のっき かげ」 山鳥の 床に さす 月光。 

〔t 評〕 大正 十三 年 六月 予は 「新 古今 摸の 象徵的 傾向」 と 題す る 一文 を 某誌に 寄 

せた が、 その 中に 此の 歌 を 批評して 次の やうに 害い^。 

S 來の I 家 は いづれ も 此の 作甚し i 秋の 夜に 山禽の わびし さ を 想、 ひ f  、つ f 

趣向で あると 片付けて t が、 私 はさう 思 はない。 さう 思 ひケ、 ない。 結句 床の 月影 

レー 照 筆した 瞬 問に 於いて 作者 は 客観と 主観との 差別 を 卒然 曠 失しお つたので ある。 箱 

月の 夜の 木 上に 見出だし たの は 作者 自身の わびしい 姿であった。 其處に 象徵の Hi さ を 

見る o」 

予は 今日 も 右の 解釋を 正しい と 信じて ゐ る。 さう して、 此の 歌 を 見る 每に、 白樂天 

の ri 北 一子 I 中 霜月 夜」 とい ふ 絕句を 口誦 さむので ある 

(六 二) 小お 山し ぐるる 頃の 朝な朝な 昨日 はう すき 嶺の もみ ぢ葉 (五十六 歳) 
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"批 評】 四 句 昨日 は 薄き が 此の 歌の 生命で ある 事 は 言 ふ 迄 も 無い。 定 家で 無 かつ 

たなら ば、 平凡に 濃 さまさり 行く とする 所で ある。 昨日 は 薄き とした 爲 めに、 單に今 

朝の 色 濃 さが 述べられた のみなら す、 過去の 朝々 の 秋色が 具象的に 回想せられ て 歌の 

奥行 を 深めた 效果が ある。 此の 表現 は 持って 廻った 言葉 上の 技巧で は 無ぐ、 歌の 內容 

と 緊密な 關係を 持つ。 愚晃 抄ゃ續 歌仙 落窨の 裏書 を 待つ 迄 も 無ぐ、 此の 歌 は 秀歌の 中 

に數 へられねば ならぬ。 嵯峨小 倉 山の 麓に 定 家の 山莊 があって、 彼れ は 折々 其 處へ出 

掛けて ゐる。 百 人 一 首の 色紙で 有名な 山 莊は爲 家の 岳父 宇都 宮 入道の 別 壁であって、 

定 家のと は 違 ふ。 貧乏な 定 家の は 茅 星に 等しい ものであった 事 は 日記の 諸 所から 推定 

出來 る〕 その 茅屋で 作ったら しい 歌に、 此の 歌 以外に もなかな か 佳作が ある。 

露霜の を 〔、ら の 山に 家居して ほさで も 袖の 朽ちぬ べき かな (三十 九歲) 

小 倉 山 秋の あはれ ゃ殘 らまし を 鹿の 妻の つれな からすば (五十^：^！威) 

結びお きし 秋の 轄峨 野の い ほ h- より 床 は 草葉の 露に 馴れ つ つ (五十 四歲) 


しのばれむ もの ともなし に 小 倉 山 軒ば の 松 ど 馴れて 久しき 2 成 未 勘) , 

小 倉 山 松に かくる る 草の 庵の 夕 慕いそ^ 夏ど凉 しき (五十 九 歳) 

(六 三) 吹き はら ふ 紅葉の 上の 霧 晴れて 嶺 たしかなる 嵐 山 かな (七十 一歲) 

【批 詐】 定 家の 代表的 傑作の 一つ。 初 句 吹き 拂ふは 三 句の 霧に 懸 るので ある。 普 

通なら ぱ 斯様な 形.：^ 詞の 間接的 關 法 は 躊躇すべき であるが、 傍若無人 G 定家は それ 

を ギ氣で どん ざいに ゃづ ての けて 置いて、 直ちに 轉句嶺 たしかな ると 動かぬ 所 を 決め 

付けた。 老 歌人の 腕前 は 新く の 如ぐ 的然 である。 その 眼 は 澄明、 現象の 中點を 視据ゑ 

た。 紅 薬の 上に 忽焉 として 現出した 山 凝 は 無論 蒼々 たる 黑綠の 老杉 群で ある。 励 後の 

&il 霧 は 再び 低迷し ない。 一 首の 持つ 漉さと 確か さと は 和歌 史 一 千年 中 の 珍で あ 

る 0 

(六 四) 露雜 のした 照る 錦た つた 姬 わかる る 袖もう つるば かりに (SI 十八 歲) 

【字句 解】 「下て るに しき」 蔭 も耀く ほどの 紅葉。 「露し も」 は 此の 場合 枕詞 的に 使 
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はれて.」 ：5 る。 「立 田 娘」 は 秋の 擬人、 而 して 錦 を 裁つ に懸 つてる る 。「うつる ばかりに」 

照り映える ばかりに。 

【歌 意】 慕 秋の 歌で、 立 田 姫の 別れに 紅葉 を景 として あしらった ので ある。 別れ 

て ゆく 「秋」 の 袖に、 紅葉が 照り 耀 ぐの 意。 

(六 五) 吾が おも ふ 人 す む 宿の うす 紅葉 霧 のた えまに 見て や 過ぎな む ( 一 一 十 六 f 似 ) 

【批 評】 菅 公の 

君が すむ 宿の 棺の ゆく §/、 とかぐ るるまでに か へ みし はや 

を 心に 置いて 作った に は 相違ない が、 とも かぐ 情景 一 致した 佳作の 一 つで ある 愚 草 

中に 此の 外に も 類歌と して、 

か へ りみ る捎に 雲の かかる かな 出で つる 里 や 今し ぐるら >レ (二十 八歲) 

たま ぼ この 行く手の 道 もす ぎ わびぬ 思 ふあたりの 宿の 梢 は (三十 五 tl^) 

など ある。 現代人の 趣味から 言 ふと、 「 かへ，.^ みる 梢に 雲の 」 の 歌が 溢 味が あつ て 一 


^好かれる かも 知れない。 新 古今 人 は 無論 「吾が 思 ふ」 を 採る。 

冬 歌 

(六 六) 寺々 におな じぐ ひびぐ 鐘の音に 今年 も 冬の 先 づき こ §ら む (三十 歲) 

【歌 意】 諸處の 寺に、 同じゃぅに鳴.<=^響ぐ寒ぃ鐘の昔に、 今年 も 冬に なった こと 

を 知る、 の 意。 「鐘の 昔」 § ゑ 「きこ ゆ」 と綠 語で 表 はした ので ある。 京都ら しい 歌。 

(六 七) 霜 冴 ゆる あしたの 原の 冬枯れに 一 花 ける やまとなでしこ (二十 五 歳) 

〔〈 子 句 解】 「あしたの 原」 歌枕と しての 大和の 國の 原の 名。 但し この 歌で は 地名で 

無く、  に 朝の 野べ とい ふ 意。 

【歌 意〕 霜が つめたぐ 置く 朝の 野原の、 冬枯の 中に、 時 遲れて 一輪の 撫子が^い 

てゐ るよ、 の^!:^。 

【批 評】 確かな 寫 〔I。 又 一方から 視れば 時代 特色の 美と 寂と を 兼ね 併せた 傑作。 

三 六 三 


三 六 四 

(六 八) このごろ は 霜雪 だに もお ち 散らぬ 冬の 深山の 晝 のさび しさ (五十 九 歳) 

【批 評】 平阴 な寫赏 で、 新味の ある 作。 晝 のさび しさ は定 家の 創意で ある 。白晝 

の 寂寥 を 初めて 感じた の は 明治 大正の 歌人 等で あると 自惚れて はいけ ない or 茜 さす 畫 

は ひね もす」 と 萬 葉 人 は 歌 ひ、 「晝は 消えつつ」 と 王朝 人 は 嘆い たが、 定 家の 此の 句 

は、 又 それらと 違って、 晝 そのもの を對 象と して 取扱って ゐ るので ある。 塞い 蒼 空、 

風 無き 枯木、 霜雪 た に も 落ち 散ら ぬ は 冬 の 眞晝を 適 切 に 具象 化 して ゐる。 

しと ど 

(六 九) 人訪 はぬ 冬の 山路の さびし さよ 垣根の そばに 巫 鳥お りゐて (三十 歳) 

【字句 解】 「しと ど」 は と稱 する 鳥。 燕雀 類 中の 小鳥であって 山野に 棲息す る 0 

【批 評】 定 家の 傑作の 一 つ。 粉飾 も 形容 も 緣語も 懸詞も 無ぐ、 生 一 本の 寫實 であ 

る。 形式 も捉ら へた 物 も 共に 新 古今の 本格で は 無く、 それが 却って 異彩 を 放つ。 上句 

を 一 見 平凡な 槪 念で さつば. 9 片付けた の も 心に ぐき 手際で ある。 畫 幅の 中心に 描かれ 

たもの は 細微な 寒せ：！ 一羽で ある。 周 園の 空間 は 出來る 丈け 餘白 として 置ぐ がよ い。 そ 


れで 無い と、 折角 可憐の 小禽が まぎれて しま ふ。 

(七 〇) 浦風に 燒く しほけ ぶ. 9 吹き 迷 ひたな びぐ 山の 冬 ど さびしき (四十 歳) 

(七 一 ) 冴えと ほる 風の 上なる 夕月夜 あたる 光に 霜ぞ 散りぐ る (四十 歳) 

〔字句 解】 「風の 上なる 」 風 空の 上に 懸り、 「あたる」 は 作者が 月光に 眞 向って、 そ 

の 光 を 浴びて ゐ るの 意。 「霜 ど 散りぐ る」 は 塞 冷の 感の 形容。 

【歌  > ベ：^,】 冴え 徹る風 {4! の 上の 月に 眞 向って、 その 月光 を 浴びて ゐ ると、 霜 も 散り 

來る がに、 鋭い 冷めた さを覺 ゆる、 の 意。 

(七 二) ものお も はぬ 人の 聽け かし 山里の 氷れる 池に ひとり 啼 ぐ鴛喬 ニニ 十五 歲) 

(七三) い たづら に 折 松 焚きて ふけし 夜 もな ほ 九重のう ち どこ ひしき (五十 九歲) 

〔字句 解】 「折 松た きて」 は 禁中で 塞 夜 宿直の 時、 折 松の 柴を たくの 意。 

【歌 意】 宿直の 寒い 夜 は、 折 松 をたい て わびしく 更かした ものである。 そんな こ 

とで も、 ^禁 基の 寧になる と、 懷 しぐ 憶 ひ 出される、 の 意。 
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【批 評〕 雲上 生活 は 平安朝 以降の 貴族に 取って 人生の 憶憬の 殆んど 凡てで あつ 

た。 榮 達の 満足 は 勿論、 物愁 も、 戀愛 のせ 味 さへ も 大方 は その 中に あった。 八 代 築の 

隨 所に 此の 種 の 歌の あるの は 極めて 自然で ある。 おなじく 雲上 を戀 ふるにしても、 

忘れ じょ 忘 る な と だ に 一一 一一 a ひ て ま し 雲居の 月の 心 あ.^ せば (俊 成) 

の やうに 花に 付け 月に 寄せる のが 普通で あるのに、 定 家の はさす がに 獨創 的で ある。 . 

さう して、 上句 「折 松 焚きて」 の 具象的な のが 下句の 漑念 的な の を 見事に 救って ゐる 0 

^^！^中から同種の歌の佳作を拔ぐと、 

雲の上の 霞に こむ る 櫻 花 また 立ち並ぶ 色 を 見ぬ かな (二十 六 歳) 

百 敷 やた ましぐ 庭の さぐら 花 照らす 朝日の 光 そ ひけ- 9  (二十 九歲) 

春 を へて 御幸に 馴 るる 花の 蔭 ふり ゆぐ 身 を も あはれ とや 思 ふ (歲未 勘) 

忘れす よ 御 階の 霜の 長き 夜に 馴れし ながらの 雲の上の 月 (歲未 勘) 

むた ぢ 

九重のと の へ の あ ふち 忘るな よ 六十の 友 は 朽ちて やみぬ と (歲未 勘) 


雲の上 近き まもりに 立ち なれし 御 階の 花の どこ ひしき (七十 一 歲) 

(七 i:) 冴え 慕ら す 都 は 雪 もま じらね ど 山の端し るき 夕 ぐれの 雨 (五十 九 歳) 

S 意】 都 は 今日 突 一い 雨が 降りつつ， 兹れて 行った が、 雪 はま じって^ない。 乍 併 

山の 方 を 兄る と 白ぐな つてる るから、 そちらに はまが 降って ゐ るの だら う、 の^。 

〔批 S 複雑な 內容を 手際よ ぐ 表現し て ゐ る。 又、 京都の 地方色の よぐ 現れた 

歌 0 

(七 五) 待つ 人の ふもとの 道 は絕ぇ ぬらむ 軒端の 杉に 雪お もるな， 5  (二十 八歲) 

〔歌 S わが 待って ゐる 人の 通って ぐる 山麓の 道 も 埋もれて しまった であらう。 

吾が 家の 軒 近き 杉に は、 雪が 刻刻 重ぐ 降.^ 積って 行く わい、 の 意 0 

【批 ，_^】 明 巧 記 承 元 i 兀年 月 八日の 條に 斯うい ふ 事が 書いて ある。 昨日 院の 仰せ 

に從 ひ. H 讚歌 十 首 を 齧いて 上った。 すると 直ちに 院 から 御 質問で、 汝の 秀歌 「待つ 人 

の 麓の 踏 は」 と 「旅人の 袖 吹き返す」 との 二 首 を 何故 右の 中に 入れなかった か、 と 仰 
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せ 事あった 云々。 まことに 後鳥羽院の 御 眼識 通. y、 此の 二 首は定 家の 自 讚に 値すべき 

佳作で ある。 定 家が 此の 二 首 を 打棄 てて 置いて 如何なる 十 首 を 自讃 歌と して 上った か 

は 日記に 書かれて ゐ ない。 ついでに 言 ふが、 世上に 流布せ る 自讃 歌 (當 時の 歌人 十七 

人 各 十 首) なる もの は 後人の 假托の 作で ある。 

(七 六) 吹きみ だる 雪の 雲間 を 行ぐ 月の あまぎる 風に 光 添へ つ つ (四十 歳) 

【字句 解】 「吹きみ だる 」 吹かれ 亂 るる、 「あまぎる」 雲 や 霧の ため 空の si る こと 0 

【歌 意】 月 前 雪と 題す る 歌" 風に 吹かれて 雪の 亂れ 散って なる 雲間 を、 月が 隱見 

して ゐる〕 その 月が 吹雪の 風の 通る あとから、 一層 光 を 增す、 の 意。 

【批 評〕 これ も、 如何にも 京都ら しい、 地方色の 出て るる 歌。 後世 「桂 園 一 枝」 

中に も 

てる 月の 影の ちりぐ る 心地して よる 行ぐ 袖に たまる 雪 かな 

とい ふ 額 想の 歌が あるが、 El 乂樹の は 美 ぐ； -ぃ 技巧、 定 家の は 冴えた 眞實 である。 


(七 七) 跡 もな き 末 野の 竹の 雪折れに かすむ やけぶ， 5 人 は 棲みけ. 9  (H: 十^) 

【字句 解】 「跡 もな き」 人の 往來も な い。 「末 野」 野の 果て。 「 ゆきをれ」 雪の 重さ 

に堪 へす 折れる こと。  . 

【歌 意】 人の 往來 もない 野の はてに、 竹の 雪折れして、 その 向う に 露む で兑 える 

の は 煙で あらう。 すると やはり 人が 棲む でゐ るの だ、 の 意 0 

〔批 評】 下句. 漢詞の 影響が 窺 はれる。  . 

(七 八) 明けぬ とて 出で つる 人の あ ともなした だ 時の 間につ もる 白雪 (五十 五歲) 

(七 九) かき ぐらす 軒端の {<H に數 見えて ながめ も あへ す 落つ る 白雪 (三十 歲) 

【字句 解】 「かき」 は 意味 を 強める 接頭語。 「かすみえ て」 雪の 片々 が 見えて。 「なが 

め も あへ す」 眺めて ゐる間 もな ぐ 0 

【耿 意】 暗ぐ 曇った 軒先の 空 を、 雪が 片々 と 落ちて 來る のが、 數 へられる やうに 

見える。 それが 眺めて ゐる 間もなく 地上に 落ちて 行ぐ、 の 意。 
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〔批 評】 申 分の 無い 寫實の 傑作。 

(八 〇) い たづら に 松の 雪 こそ 積 るら め 吾が 踏み分けし あけぼのの 山 (七十 一 歲) 

【批 評】 美と 寂との 融合せ る 佳作。 新 古今 調の 本格で あ， 5 乍ら、 さすがに 老齡に 

ふさ はしぐ すつ ばりした 姿で ある 0 下句 は 若い 時分に 遠足した 山の 事な ど を 追憶して 

ゐ るので は 勿論 無い。 曾って 浮世 離れて 閑居した 事の あ， る 家の 生活 を 哀慕して ゐ るの 

である。 厭離して は 厭離し 切れす、 山に 這 入ったり 聚落に 下りて 來た， 9 する 有様 をば * 

西 行 始め 當 時の 歌人の 多ぐ が 歌って ゐる。 予の 此の 觀方 を裏窨 する 歌が 定家 三十 五歲 

作 「韻 歌 百 二十 八 首」 中の 山家と 題す る 歌の 中に も ある。 左の通り。 

影絕 えて 山 もや 主 は 忍 ぶら む 昔せ き 入れし 水の ながれに 

たち か へ ，5 山路 悲しき ゆ ふ ベ かな 今 はかぎ りと 宿 を 眺めて 

かたの 

(八 一 ) 狩 衣 はら ふ袂 のお もる まで 交野の 原に 雪 はふり きぬ (二十 八歲) 

〔字句 解】 「か. 9 衣」 狩獵 用の 衣服 0 「かた 野の 原」 河內國 交野の 15- で、 當 時の 御料 


【批 評】 大まかで、 而 かも 確かな 作。 有名な、 

駒と めて 袖 うちはら ふ 蔭 もな し 佐 野の わたりの 雪の 夕 T ぶ (三十 九 歳) 

よりも どれ 位 佳い かわからぬ。 人口に 膾炙な ど 言 ふ 事 は、 それが 往な.^ 愚の 人口で あ 

るから、 眞の 鑑賞の 場合に は 注意 を 要する。 

(八 二) ひき かぐる 閥の ふすまの へだて.^ も 響き はか はる 鐘の 昔 かな (三十 二 歳) 

【ホ句 解】 「ひき かぐる」 引 被ぐ。 「閨の ふすま 」 夜具。 「へだてに も」 その 僅かな 

隔てに よって さ へ も。 「 か はる」 遠くなる、 幽かになる、 或は 音色の 變る な ど變 化す 

るの 意。 

(八 三) あけ 方の 灰の したなる うづみ 火の 殘. y すぐな ぐ jci^ るる 歲 かな (二十 八歲) 

〔字 解】 上句 は 「のこ， 5 すくなぐ」 を 引き起す ための 有心の 序詞。 

【歌 意】 歲 末の 作 。夜明け 方の 火桶の 中には、 埋 火が 僅に 殘 つて ゐる 。その やう 


三 七 二 

に、 殘る 日が 少ぐ 今年 も 兹れて ゆぐ よ、 の 意。 

戀 歌 

(八 四) いかにして 如何に 知らせむ ともかくも 言 はばな ベての 言の葉 どかし 

(二十歳) 

【批 評】 二十歳の 若き 定家 は、 自分の 胸中 を 表現すべき 適切な 言葉 を發 見し 得な 

いと 嘆息した。 その後 不退 轉の 努力 を續 けて 緣語、 懸詞、 疊句、 序詞、 本 歌 取り 等、 

修辭 法の 一 切 を最. 自在に 驅 使した 彼れ、 殆ど 言 靈の權 化と 成りす ました 彼れ は、 意 

外に も 

敷 島の 道に 吾が 名 は 辰の 巿ゃ いさま だ 知らぬ 大和 言の葉 (五十 g: 歲) 

と述懷 した。 名 は當今 第一の 歌人で あっても、 實の ところ 大和言葉 を 知って ゐな いと 

告白した ので ある。 生涯 言葉の 道に 苦心して、 末世の われ 等から 口幅ったい 批評 を受 


けて ゐる。 さう して これ はやが て 古今 大方の 歌人の 蓮 命な の だ。 

つ S でに 誌す。 定 家の 戀 愛に 就いて 好奇心 を 持ち、 「明月 記」 から 何 か 资料を 疲られ 

ぬかと 探して たが、 どうも 手掛 りが 見當ら ぬ。 それ も その 箬で、 幾ら 克明な 定 家で 

も 人に 見せ 度くない 事 は 書かなかった かも 知れない からで ある。 では、 歌の 中に 告白 

されて 居らぬ かと 思って、 その 眼で 家集 を通讀 して 見ても、 やはり 具體 的の 事 はわ 力 

ら ない。 詞 書の 無い 題詠 形式の 百 首 歌 中には 勿論 手掛 b は 無い 0 唯 僅に 愚 草 下 卷戀の 

部の 中に 女との 贈答の 歌 や、 「遠き 所に て 行き 別れに し 人に」 とか 「久しく かき 絕 えた 

る 人に」 などい ふ詞 書の 歌が 少々 散見す るの みで ある。 日記に 出て 來る 女性で は先づ 

二十 七 威の 秋 九月 某日の 條に 「黄昏 殷富 門院に 參り 大輔と 淸談、 漸亥 時に 反ぶ、 無 入 

寂^、」 と ある 股 富 門院 大輔の 名に 眼が 着く。 その後 此の 女 歌人の 名 は 日記 中に 厦 々見 

える が、 好奇心 を 咬る やうな 揷話は 全く 書かれて ゐ ない。 宜秋 門院 丹 後、 宫內卿 局、 

ニ條院 13 岐 などの 名 も 折々 出て 來 る。 謠曲 「定 家」 で 美化され た 式子內 親王への 悲懇 
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は 架 {4! の小說 であるら しい。 四十 二 歲有馬 湯治の 途中、 江 口の 遊女 三位の 宅に 寢 たと 

書 5- てゐ る。 西 行の 如き 野 慕な 押 問答 はしなかった らしい。 

(八 五) あ ひみても なほ 行方な きおも ひかな 命ゃ戀 のかぎ りな るら む (二十 六 歳) 

(八 六) 歸る さの ものと や 人の なが むらむ 待つ 夜ながら の 有 明の 月 (二十」 ハ歲) 

〔字句 解】 「かへ る さの」 歸る途 の。 「人の」 吾が 待つ 戀 人の。 

【歌 意】 吾れ は 斯く戀 しき 入 を 待って、 一 夜 を 明しつつ 見る 有 明の 月で あるが、 

その 人 は 他の 女と 逢うて 歸る途 に、 この 月 を 眺めて ゐる であらう、 の 意 U 

【批 評】 待戀の 歌なる ゅゑ當 時の 風習から 言っても 女性に 代っての 題詠で ある。 

かなり 複雜な 事 を 何等の 滯りも 無ぐ 表現して ゐる。 後に 出て 来る 「風 つらき」 の 歌の 

連作と も觀 られ、 情景 一致の 傑作。 二十 六 歳で 此の 歌 ある はさす がに 大家と 言 はねば 

ならぬ。 鴨 長 明の 「無名 抄」 にも 此の 作 を 新 古今 集戀 歌の 上乘の ものと して 舉げ てゐ 

るが、 何人も それに 異存 は あるまい。 


思 ひ 出で よ 誰が きぬぎ ぬの 曉も 吾が またし のぶ 月 ど 見る らし (四十 歳) 

ながめつつ 待た ばと 思 ふ 雲の 色 を 誰が 夕卷と 君た の むらむ (四十 一 歲) 

年 もへ ぬ 祈る ちぎり は 初瀨山 をの への 鐘の よその 夕 ぐれ (三十 二 歳) 

など は いづれ も 「歸る さの」 の 異曲同 巧で あり、 それから 新 古今 集中の 

いつも 聽 くものと や 人の 思 ふらむ 來ぬ夕 ぐれの 松風の こ ゑ (良 經) 

は 全く 同 一 の 句法 格調で ある。 

(八 七) 風 つらき もと あらの 小 萩 袖に 見て ふけ § く 夜半に おもる 白露 (三十 ニ歲) 

【字句 解】 「風 つらき 」 風が つらく 吹き あたる。 「もと あらの」 根本の 方の まばらな 

こと a 

【批 評〕 情景 一致の 上乘 品。 生命 無き 美辭の 羅列、 無用な 歌枕の 織り 交せ、 綠語、 

觀、 さう した 遊戯の 戀歌 ばかり を 限りなぐ 見せられて は、 如何に 新 古今 猿の 辯 護^ 

でも 倦勞 して 來る。 それが、 愚 草 上卷の 中程で 此の 一 首に 讀み當 てた 瞬間、 救 はれた 
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とい ふ 溜息 を 漏らす。 待戀 であるから、 女性の 身に 成って 詠む だものと 觀る 方が 適當 

である。 風 つらき はつれな ぐ 吹ぐ で、 主觀を 持たせた 處に象 徵の影 さ へ 見える 。叢 中 

に 佇立して 花 影が 袖に 映って ゐる。 夜露の 重る は 袂の上 か 花の 上 か。 今宵 を われ は 待 

ち 明かして、 此の 照る 月の 有 明 を戀人 は歸る さの ものと 眺める ので あらう。 萬 葉 歌人 

の戀は 魂を搖 すって 泣き叫び、 新 古今 歌人の 戀は面 を 曇らして 靜 かに 萎 折 るので あ 

る。 大和言葉 固有の 美ぐ しさと 宮女 (斯ぐ 想像す る) が 崩 折れの みやびやか さと は 打 

傾けて 此の 一 首に 盛られて ゐ る。 定 家の 戀 歌の 世に すぐれた 例と して 此の 歌を擧 げた 

の は徹喾 記の 具眼と 言 はねば ならぬ。 なほ、 「風 つらき」 の 類歌で 面白い のが 一 首。 

露 をお もみ 人 は 待ちえぬ 庭のお もに 風 こそ はら へ もと あらの 获 (四十 歲) 

(八 八) 忘れす ば 馴れし 袖 もや こ ほ るら むねぬ 夜の 床の 霜の さむし ろ (三十 二 歳) 

【字句 解】 「忘れす ば」 忘れす に 居らば 0 「馴れし 袖」 共に 寢て 重ね 馴れたる 袖の 意。 

「霜の さむし ろ 」 塞 さ 身に 泌む 衾の 意。 


【歌 s あの人 も 忘れす 居らば、 今夜 あた， 5 は 袖 も淚に 氷って ゐる だら う。 cr.v 

は 塞 さ 身に 泌む 衾に、 寢 もやら す 明かして ゐる、 の 意。 

(八 九) かき や， 5 しその liil 髮 のす ぢ ごとに うち 臥す ほと は 面影 ど 立つ (歳 未 勘) 

(九 〇) こ ひし さ を 思 ひ しづめ む 方 どなき あ ひ 見し 程に ふくる 夜毎 は (歲未 勘) 

【歌 意】 逢 ひ 見た 時と 同じ 頃に 夜が 更けて 來 ると、 必す思 ひ 出す。 その 戀し さは 

押へ るのに 方法がない、 の 意。 

(九 一) 色 か はる美 濃の 中 山 秋 越えて また 遠ざかる 逢坂の 關 (七十  一^) 

〔字句 解】 「色 か はる」 紅葉す る。 人心の 變 化の 意味 を 含む でゐ る。 「みのの 中 山」 

美 濃の 地名。 「あきこえ て」 秋に 越えて。 「あ ふさ かの 關」 近江國 逢坂の 關所。 、逢 ふの 

意.^ を 含む で ゐる。 

【歌 S 遇 不會戀 と 題す る 歌。 かって 相思の 仲であった 人が、 互の 心に 變 化が 來 

た 結 ST 中絕 して、 逢 ふ 機 食が 遠ざかった。 この 意 を 名所の 名に 寄せて 詠む だもので 
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ある。 

〔批 評〕 これで も戀 歌な のかと 現代の 人 は 驚く かも 知れぬ が、 疑 も 無い 戀歌、 し 

かも 當 時の 傾向と 風 尙とを 完全に 表 はした 代表的 戀 歌の 一 つなので ある。 义 

消え わびぬ うつろ ふ 人の 秋の色に 身 を こがらしの 森の 下露 (四十 歲) 

. 白妙の 袖の わかれに 露お ちて 身に しむ 色の 秋風 ど 吹く  (四十 一 歳) 

神 無備の いはせ の 杜の言 はやと も 知れ かし 下につ もる 松葉 を (五十 四 歳) 

暮 るる 夜 は 衞士の 焚ぐ 火 を それと 見よ 室の 八 島 も 都なら ねば (五十 四 歳) 

などの 戀歌は 贊感が 溢れて. Q ないから 共鳴 出來 ぬと 現代の 我等 は 言 ふ。 乍 併、 ここで 

「何が 實成 であるか」 を考 へて 見る 必要が ある。 戀愛は 萬 葉 人と 現代人との 獨占 物で 

無い 事 は 明らか だ。 

戀せ やば 人 は 心 やなから まし ものの あはれ もこれ より ど 知る (俊 成) 

新 古今 人 も 人間で ある 以上 戀愛 を經驗 したに 相違ない。 前揭數 首の やうな 間接的、 


微溫 的、 遊戯的な 戀 歌に 彼等の 實 感を槐 ぐられ つつ、 接吻 もし、 乳繰 h> 八" もし、 泣き 

もし、 笑 ひもした ので あらう。 斯様な 取， 9 繕った 戀 歌の 贈答が 膨沛 たる 成 情の 波の 媒 

介 をした 事で も あらう。 「赏感 が 足りない 」 と 後世の 我等が おせっかい な 心配 をす る 

1^ で 無い。 彼等の 感情 は 我等の それよ， 9 も 洗練せられ たもので 有った かも 知れない。 

かう 言へば とて 予は新 古今 時代の 戀歌を 絕對に 良い と 辯 護す るので は 無い。 唯、 古典 

の 鑑<«1： は. 同情の 上に 於いて 爲 されねば ならぬ 事 を强， 調した 迄で ある 0 

雜 歌 

(九 二) 形兑 とて 幾日も あらぬ 秋の 日に うつろ ひま さる 白菊の 花 (歲未 勘) 

【字句 解】 「形 兒」 亡き人 を 思 ひ 出す 種と なる もの。 「うつろ ひ」 色が 褪せる。 

【歌 意】 母 を 失った 忌中の 人に 贈った 歌。 その 母なる 人 はこの 秋病殁 した。 思 出 

のた よ.^ となる 秋の 日 も だんだん 殘， 5 少ぐ なって、 その 秋 を象徵 する 白菊の 花 も、 日 
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每に 色褪せて ゆぐ。 それで 貴方 は 何 を形兒 として、 亡き母 君 を び 給 ふかと、 同情し 

慰めて やった 歌。 

【批 評】 とり しづめ た、 心 深い 挽歌。 ー體當 時の 哀傷 歌は戀 歌の 場合と 同樣 に、 

美 辭を迚 ねたり、 間接的の 言 ひ 11 し をした.^ して、 萬 葉 集の 如く 惻々 として 人に 迫る 

もの は 稀な ので ある。 例へば 定家 がその 母を哭 する 作 

たま ゆらの 露も淚 もと どまら や 亡き人 戀ふ る 宿の あき 力せ 

の 如き 實感の 稀薄な 麗句が 代表的の 秀歌と 思 はれたら しい。 乍 併、 さすがに 「形見と 

て」 の やうに 時代 を 超越した 佳作 も 時に 無いで はない。 俊 成が その 妻の 墓に 詣 でた 時 

の 

まれに 來る 夜半 も 悲しき 松風 をた え やや 苔の 下に 聽 くらむ 

など も 各 時代 を 通じて 最上 品の 一 つで ある 0 

(九 三) つく づ ぐと 寢 ざめ て聽 けば 浪ま ぐら まだ さ 夜 深き 松風の こ ゑ (二十歳) 


〔字句 解】 「浪ま ぐら」 船路の 旅行。 

【批 評】 拾遺 愚 草 中に も 旅の 歌 は數多 あるが 此の 一首な ど は餘程 自然で 货感 味の 

ある 方 だと E  、^ふ 0 

旅 衣 袖 ふく 風 やかよ ふらむ 別れて 出で し 宿の すだれに (三十 五歲) 

都と て 雲の たちわに 忍べ ども 山の 幾重 を へ だてき ぬらむ (三十 五 歳) 

いづこに かこよ ひ は 宿 を か.^ 衣 日 も 夕 ぐれの 峰の あらしに (三十 八 歳) 

袖に 吹け さどな 旅 寢の夢 も 晃じ思 ふかた よりかよ ふ 浦風 (ra: 十 一 歲) 

都に もい まや 衣 をう つの 山 夕 霜 はら ふ 蔦の したみち (四十 四 歳) 

宇 律の 山 吾が 行く さき も ほど 遠き 甚の 若葉に 赛雨ど ふる (五十 四 歳) 

馴れぬ 夜の 旅寢 なやます 松風に この 里人 や 夢む す ぶら む (歳 未 勘) 

右に 揭 げたの は 皆 相當に 巧みな 歌で は あるが、 惜しい 哉 迫力が 乏しい。 机上の 旅行 

歌なる が 故で ある。 定 家の 足跡 は 非常に 狭かった。 最も 遠出した のが 熊 野 御幸の 供奉 
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と 伊勢 勅使の 隨行 とであった。 南都 や 有 馬に 行った 事が 明月 記に 美文で 誌る されて ゐ 

るが、 それ 等 も相當 遠出の 方で ある。 その他 は 住吉、 宇治、 水 無瀨、 大原、 比 叙の 坂 

本ぐ らゐな もの。 足跡の 狭い 事は亂 世の 大宮人と して 巳む を 得なかった。 父の 俊 成な 

ど は 一層の 旅行 不知で、 多分 幾 內の外 は 見なかった ので あらう。 それでも、 

たち か へ り またも 來て 見む 松 島 や 雄 島の 苫屋 波に 荒らすな 

なんどと 口誦 さむで， Q る。 新 古今 i^i- 時代の 歌人で 本當の 旅行 をした の は 西 行 法師 以外 

に は 無い。 それ だから 當 時の！！ 旅 歌 は、 いくら 美辭を 列ね てあつても、 當 時の 懸歌程 

も 面白ぐな いので ある. - 戀 歌の 方 は、 たと ひ 百 首 歌 中の 題詠の 形で 發 表されて あって 

も、 それが 一から 十まで 無 眞資の 空想に 過ぎなかった とは斷 言出來 ない。 いぐら 無氣 

力な 當 年の 貴族で も 本能まで 失った 譯 では あるまい から。 

(九 四) ^のる る 池の みぎ はに 松 ふりて 都の ほかの 心地 こそ すれ (二十 六 歳) 

【歌 意】 路 の 居る 池の 汀に 茂って るる 松 は 老松で ある。 斯様な 〔一： A 色の 中に 居る と、 


都の 〈中に 住み 乍ら、 田 n にで も 住む でる る やうな 心地が する、 の 意。 

(九 五) け ふ 免れば 弓き る ほどに なりに けり 植 ゑし 岡べ の 機の かた 枝 (三十 歲) 

〔字.：？ 解】 「「1^ きる」 切って 弓に 作り 得る 位に 成長した 意。 「植 ゑし」 は 作者が 昔： a 

ゑた の^。 「機」 梓 や 槻は弓 を 作る 用材。 定家は 馬術 は 勿論、 弓術に も 堪能で あった 

から、 ，：：： 然 槻の樹 にも 興味 を 持った ので あらう。 

(九 六) わくら ばに 訪 はれし 入 も 昔に て それよ h- 庭の 跡は絕 にき (三十 七歲) 

【歌 意】 たまさかに 人が 尋ねて くれたの も 遠い 以前の 事であって、 吾が 庭に は そ 

れ から 久しく 訪ふ 人の 跡も絕 えた、 の 意。 

〔批 お 閒 庭の 幽趣 。下句 散文的の 形で すらすら 書. ^下した の も 却って 味が 深い。 

同じく 居 を 歌った もので、 

家居して まだ かば かり も 知らぎ.？' きみ 山の 里の こがらしの 聲 (二十 八歲) 

蓬生の まがき の蟲 のこ ゑ 分けて 月 は 秋と もたれ か訪 ふべき (二十 九歲) 
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跡絕 えてお ちし 木の葉に 雪 ふりぬ 誰れば かり はと 待つ 人 もな し (三十 歲) 

瀧の 音に あらし 吹き そふ あけがた はなら はす 顔に 夢 ど 驚ぐ (三十 五 歳) 

など lsf】 ぐ は 無い けれども、 「わぐ らば」 の 一 首と は 比べ物に ならぬ。 一 體 此の 時代の 山 

家と か 閑居と かいふ 題の 歌に は 世相 を 背景と した 特殊の 持 味が ある。 それ は 僧侶が 寺 

に 籠って ゐ るので も 無ぐ、 仙人が 霞 を 食ら ひ 露 を 吸って ゐ るのと も 違 ふ。 捨てた つも 

,0, の 浮世 を 捨て 切れす、 花 月への 愛着 は 勿論と して、 京洛の 人寰を 始終 夢見る。 庭の 

苔 を 踏む で 誰れ か來て はくれ ぬかと 心待ちにする。 西 行で さへ も 或る時 は獨り は栖み 

切れす に 「庵 を 並べむ」 と 歌 ふ。 つまり 彼れ 等の 生活に は 無常 厭世 觀と 人間 思 墓と が 

常に 相剋して ゐる。 其處に 特殊の 寂寥 味が 潜む で..^ るので ある。 此の 種の 歌の 上乘の 

もの は 山家 集に 最も 多い 事 はおの づ から 想 見され るので あるが、 他の 歌人に も 相當に 

ある 0 

(九 七) つくづくと 明け 行ぐ 直の 燈 火の あり やとば かり 問 ふ 人 もな し (五十八 歲) 


【^^句解】 「つぐ づ ぐと」 つくねむ と、 物寂し/、 暇め る さまに いふ 副詞。 上句 は 有 

心の 序 0 

【歌 意】 作者 は 書見 か、 作歌 か、 或は 世路 のこと を考 へて か、 夜通し 起き 明して 

坐って：！ 5 た。 その 側に あ.^ なしの 燈 火が 殘 つて 幽に またたいて ゐる。 斯様に 佗しぐ |# 

らして ゐる 自分の 存在な ど は、 心に 掛けて 問うて 吳れる 人 も 無い、 の 意 0 

(九 八) さまざまに 春の ながめ ど あはれ なる 西の 山の端 かすむ 夕日に (三十 五歲) 

【歌 意】 西の 山の端に かすむ 夕日 を 眺めて いろいろと 春の 景色の あはれ さが、 身 

しみて 感じる、 の 意。 時代 思想と して 西方 欣 求の 心が 暗示され て ゐる。 

(九九) 天地 も あはれ 知る とはいに しへの 誰が いつはり ど 敷 島の 道 (歲未 勘) 

【批 ， 評】 歌道 精進の 上の 苦悶の 叫びで ある。 深く 打ち込む だ 作家の 嘆聲 である。 

此の 歌 を S して、 定 家が 創作 愁を 減退した 時代の 無氣 力な 告白 だとす る說も ある やう 

だ。 乍 併、 さやう の 說は淺 はかで も あ ，5、 又定家 ほどの 人間 を觀る 上に 於いて 同情が 
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足， 5 無 過ぎる 0 少ぐ とも、 此の 歌が 深ぐ 籠った 溜息で ある 事 は 一 首の 旋律から も 明ら 

か だ。 この 歌 以外に も 歌道に 就いての 述懷は 拾遺 愚 草 中に 澤山 見える。 眼に 胸れ た 儘 

を 制作 時代 順に 列擧 しょう。 

見る もうし 思 ふ もく るし 數 ならで などい にし へ を 忍び そめけ む (二十 五歲) 

たらち ねの 心 を 知れば 和歌の 浦 や 夜 深き 鶴の 聲ど 悲しき. (二十 五歲) 

和歌の 浦の 浪に心 は 寄す と 聞く われ をば 知る や 住 吉の松 (三十 歲) 

われ をば 知る やの 一 言に 自信と 抱負と が 窺 はれる では 無い か。 十九 歲 にして 日記の 

一 節に 紅旗 征戎非 吾 事と 窨 いた 我が 定家 は、 三十 歳の 時 斯様の 言擧 げする に 到った。 

たち かへ り 思 ふこ そな ほ 悲し けれ 名は殘 るなる 苔の 行方よ (三十 三歲) 

苔の 下に 埋まぬ 名 をば 殘す とも はかなの 道 や 敷 島の 歌 (三十 五歲) 

我が 道 を 守らば 君 を 守 るら むよ は ひ は ゆ づれ住 吉の松 (四十 歳) 

い たづら にあたら 命 をせ めきけ むながら へ てこ そ 今日に 逢 ひ ぬれ (四十 ^i) 


和歌の にか ひなき 藻展 かきつ めて 身 さ へ 朽ちぬ と 思 ひける かな G 四十 歳) 

5： 十 歲の三 甘 は率讀 して は 何事 も 無い やうで ある けれども、 味 はって ると 其處に 

は失？1^とほっとした安心と=§ひ上がった心持とがぁる0 四十 歳 (建 仁 元年) とい ふ 年 

は定 家に 取って も 意義深い 年であった。 それ迄 稍 も すれば 動搖 しつつ あった 定 家の 

歌人と しての 地位 は、 此の 年 六月 千 五百番 歌合の 作者に 加へ られた 事に よ つ て 安定 

し、 七月に は 和歌 所 寄 人を拜 命し、 ついで その 十一月 新 古今 壤撰 進の 院宣 を 蒙った 事 

によって 磐石と 成った。 

夜の 鶴 鳴ぐ ね 古り にし 秋の 霜 ひと， 9 ど 干さぬ 和歌の 浦人 (四十 六 歳) 

つれ もな ぐな ほ 住 吉に手 向 草 ひき 捨てら るる あとの 朽葉 を (四十 七 歳) 

かきつ めし 松の しき 浪色 わかぬ 藻 厨な けり 身 さ へ 朽ちぬ る (四十 七歲) 

雲の上 を §i ら さむ 秋 も 知ら ざ， 5 き敎 へし 庭の 道の 月影 (五十 三 歳) 

かたばかり われ は 傅へ し 我が 道の 絕ぇゃ はてぬ る 住 吉の神 (五十 SI 歲) 
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敷 島の 道に 吾が 名 はたつ の巿 やい さま だ 知らぬ 大和 言の葉 (五十 四歲) 

より 來べ きかた も 猪の 藻し ほ 草 かきつ V  、してし 和歌の 浦浪 (五十 四歲) 

この 年齡に 達して 反動的 懷 疑に 陷 つて ゐ る。 

和歌の 浦に 鳴きて 古り にし 霜の 鶴 このごろ 見え つ 心 やすめて (五十 五歲) 

神 かけて 祈りし 道のう もれ 水 掬び も はてぬ 影ゃ絕 えなむ (六十 歲) 

たらち ねの 反ば や 遠き 跡 過ぎて 道 をき はむ る 和歌の 浦人 (七十 一 歲) 

頹 齡の定 家が 得意の 最高 峯 から 呼びお ろした 聲 なので ある。 官位 は 父 俊 成に も 越え 

て 數年前 旣に正 二位に 叙せられ、 义 此の 年 (七十 一 歲、 貞永 元年) の 一 月 櫂中納 言に 

任せられた。 歌道に 於いて は 生涯 中に 再度まで 勅撰集 撰 進の 榮譽 を擔 ひ、 此の 年 十月 

新 勅撰集の 序と 目 錄とを 上奏した のであった 0 

( 一 〇〇) たらち ね 力 及ばす 遠き 跡 過ぎて 道 をき はむ る 和歌の 浦人 (七十 一 歲) 

〔字句 解〕 「たらち ね」 は單に 親と いふ ことで ここで は 父の 俊 成の こと。 「 及ばす と 


ほき」 俊 成 は 三位で 薨去。 定家 はこの 歌 を 作った 年に は 二位であった。 「道 をき はむ 

る 」 歌 近の 奥義 をき はめる。 「わかの うら 入」 は 歌人の 意。 

〔批 詐〕 上句に は 官位 《^ 進の 滿足、 下句に は 歌道 上の 自信と いった やうに 對象 を 

二 個 持ちながら、 一 首渾 然として 破綻 を 示さな いのは 調子の 一 貫に 因る 技巧の 手際で 

ある。 尤も、 此の 二 個の 對象 物は定 家に 於いて 不可分で あつたと 觀る說 も ある。 百 首 

歌 奏上、 歌合、 勅撰 奥 撰 進と 言 ふやうな 事に 沒 頭し 競爭 した 當 時の 歌人 達に 取って は、 

權 勢ゃ榮 達と 歌の 名 春と が往々 "牛 行した であらう から。 明月 記を见 ると、 除 目の 問題 

と 耿逬と いづれ がより 多ぐ 定 家に 關 心した かが 疑問に 成らないでも 無い。 定 家と 雖も 

時代の 所產 である 以上、 他人の 欲求した もの は 彼れ も 亦 欲求した に 相違 無い。 负けじ 

魂强 ぐ、 人間的の fiii を 多分に 持った 我が 定 家の 事で あるから、 li? さう であった か 

も 知れない。 されば とて、 定 家の 歌道 は榮 達の 愁の權 道で あつたと 觀 るの は甚 しき 胃 

である。 生涯の 結果から 観るならば、 二位 中納 言と 拾遺 愚 草と は 比較に ならないで 
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は 無い か。 拾遺 愚 草の 歌に 內在 的價 値が 無い ものと 妄斷 し. 場合に 於いての み定 家の 

權勢愁 を 非議す る 論理が 立つ。 苟 めに もさう で 無い 以上、 作者に 榮 達の 愁が あらう と、 

物愁 乃- riH 色慾が あらう と 構った 事で は 無い。 さて、 官位 昇進の 欲求 を 歌った 作 は定家 

歌集 中に も隨 所に 見られる。 例へば、 

むれて ゐ しおな じ 猪の 友 鶴に 吾が 身 ひとつの などお ぐるら む (二十 六 歳) 

三 笠 山麓ば かり を たづ ねても あらまし 思. ふ 道の はるけ き (三十 五歲) 

さゆり 葉に まじる 夏草し げり あ ひて 知られぬ 世に ど 朽ちぬ と 思 ひし 

(五十 四 歳) 

君が代の 雨のう る ひ は ひろ けれど われ ど惠 みの 身に 餘り ぬる (五十 五歲) 

此の 種の 歌 は 人爵の 願望 を 歌った の だから 皆つ まらぬ ものであると 言 ふなら ば、 そ 

れは 間違って ゐ る。 歌の 價値を 決める もの は 「如何に」 であって、 「何 を」 では 無い。 

更に 言へば、 「如 1^ に 深ぐ _ だけが 問題と 成る の だ。 「何 を」 は道德 と哲學 との 闊 する 


處 であって、 藝 術り 問題で は 無い ので ある。 「何 を」 を 偏重す る 近代の 蕩術論 は根ネ 

に 錯誤 を 持って ゐ る。 (昭和 六 年 十二月 稿) 
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西 谷 碧|著 悱人 芥川龍之介 諭 


明治維新 以後、 日本が 如何に 改新され たか、 

其と 同樣 に、 明治 大正に かけての 俳句の 革 正 

及 新興 S 動 はめ ざまし い。 新派の 緒 分流 子規 m 

と 其 一 黨， 新 傾向 派、 自. S 律？^ 等 一 I 是^の 

業！ 0 と 現 俳壇の 狀 勢と を 知らす して、 今日の 送 

俳句 を 語 リ乂 作ろ 事 は出來 ない。 俳人に 4- 寄 

の 必要な ろ 事 は 航海に 燈臺の 如くで ある。 
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